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 はじめに  
この報告書では，特定領域研究「代表性を有する大規模日本語書き言葉コーパスの構築：
21 世紀の日本語研究の基盤整備」のデータ班内，および国立国語研究所コーパス開発センタ
ー内の，電子化グループにおける電子化テキストの構築について述べる。電子化グループの
メンバーの多くは有期雇用職員であり，当プロジェクト終了の 2011 年 3 月末日をもってそ
の任期は終了し，データ構築についての詳細を知る者はいなくなる。そのため，データ構築
の実態をできるだけ詳細に記録しておく必要があると考えた。この報告書が，BCCWJ の利
用者，また次の電子化テキスト構築に携わる人の役に立つことを信じ，失敗も含めてできる
かぎり詳細に記した。  
BCCWJ には，大きく分けて 2 種類の電子化の方法のものが含まれている。データの収集・
入力から BCCWJ の仕様に沿って作られたものと，すでにある電子データを利用したものの
2 種である。その性質や，できあがった電子化テキストの形式が大きく異なるため，データ
の利用においては，その差異を意識し留意することが必要となる。  
また，今後の電子化テキスト構築においては，手間，時間，予算を使って紙から入力する
より，既にある電子化データを利用する方が主流になる可能性が高いと思われるが，一見，
近道に見える後者の方に，実は多くの労働が必要とされたことを，ここに述べておく。  
本報告書は，以下の４部から構成される。  
第１部 データ構築：データ構築の流れについて述べる。完全に BCCWJ の仕様に沿った
ものと，すでにある電子データを利用したものとの違いがわかっていただけると思う。 
第１部の最後には，参考資料として作業で用いたマニュアルを挿入した。  
第２部 タグの運用方法と運用結果：アノテーションに使用したタグについて述べる。タ
グの運用方法のほか，どのメディアにどのようなタグが現れるかが概観できるよう頻
度一覧をつけた。  
第３部 ツール：このデータ構築に用いられたツールの紹介をする。  
第４部 成果発表：これまでに領域外で行った発表成果を再掲する。  
 
なお，電子化フォーマットの詳細については，当報告書と同時期に刊行する「『現代日本語
書き言葉均衡コーパス』における電子化フォーマット  ver.2.2」を参照していただきたい。  
 
電子化テキストの構築においては，外注で文字入力をしてくださった業者のほか，アノテ
ーション作業に携わったみなさま，そして主に文字チェックを淡々と続けてくださったみな
さまの，多くの方の助けを得た。ここにお名前を記し，感謝のしるしとさせていただく。  
[アノテーション作業 ] 
相木まどかさん，市村太郎さん，三宅康子さん，渋谷恵子さん，今和泉意図弥さん，  
西村敏也さん，新井麻樹さん，上野左絵さん，矢田部幸さん，古西悠里子さん，  
大原啓輔さん，荻野聡さん，河辺隆宏さん，石川弥智代さん，藤本三輪さん，  
宮入英子さん，田中里沙さん，重田拓郎さん，芹澤佳世子さん  
[文字チェック作業 ] 
山口里香さん，菊地美樹さん，岡部ほなみさん，高橋恵美さん  
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第１部 
データ構築 
 
 
 
 第１章  電子化  
西部みちる，大島一  
 
1.1.電子化の種類  
BCCWJ は３種類のサブコーパス（以下，SC と記す）より構成される。ここに収録される
データは，テキスト電子化の形態から分類すると，以下の三つに分けられる。  
A. データ班 1において紙面から文字入力・XML 文書化するもの  
 書籍（PB2・LB・OB）・雑誌（PM）・新聞（PN）・白書（OW）・韻文（OV） 
B. 他の班において電子化されたデータを加工（変換）し，XML 文書化するもの  
 教科書（OT）・広報紙（OP）  
C. 既存の電子データを加工し，XML 文書化するもの  
 会議録（OM）・法律（OL）・Yahoo!知恵袋（OC）・Yahoo!ブログ（OY）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                  
1 データ班では，「サンプリンググループ」→「電子化グループ」→「形態論情報付与グループ」と
いう順番でデータが流れていく（同時並行で，「著作権処理グループ」が，日々奔走している）。  
2 媒体名の後の（  ）内は， sampleID の頭 2 桁  
BCCWJ の構成 
生産実態（出版）SC 
3500 万語 
流通実態（図書館）SC 
3000 万語 
非母集団（特定目的）SC
3500 万語 
（出版データを母集団とした 
ランダムサンプル） 
（公共図書館の収蔵図書を母集団と
したランダムサンプル） 
（その他のサンプル） 
書籍(LB) 
白書(OW)・韻文(OV)・ 
ベストセラー(OB) 
教科書(OT)・広報紙(OP) 
国会会議録(OM)・ 
法律(OL)・ 
Yahoo!知恵袋(OC)・ 
Yahoo!ブログ(OY) 
書籍(PB)・雑誌(PM)・ 
新聞(PN) 
A データ班で入力 
B 他の班で入力 
C 既存のデータを利用 
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 我々のグループ（コーパス開発センター  電子化グループ）のメインの業務は，A に対する
入力およびアノテーションである。A に関しては，何を入力対象とするかをコーパス開発セ
ンター  サンプリンググループにおいて明確に規定してあり，その対象を，当グループの仕様
にしたがって文字入力をおこない，アノテーションへと進む。一方 B と C は，すでに電子デ
ータがある点が A と大きく異なっている。この電子データは，入力対象をはじめ，入力形式
も当グループで制御できなかった。そのためもあり，アノテーションは限定的に行っている。  
次章ではまず A についてのデータ作成方法を，紙面を割いて説明し，次にこれとはまった
く性質の異なる B と C のデータ作成方法を記述する。また，それぞれの媒体におけるアノテ
ーションについても触れる。  
 
1.2.文字入力仕様  
ここでは文字入力仕様（山口ほか 2011）の概略を述べる。基本仕様は次のとおりである。 
・装飾，レイアウトなどの図形的情報を除いて文字を入力する  
 （レイアウトの情報は，必要に応じて，タグで表現する）  
・全ての文字種の入力に，全角文字を用いる  
・文字合成は行わない  
・上記条件に抵触しない範囲で，原則として，原文を忠実に転記する  
文字コードは Unicode（UTF16LE：Byte Order Mark 付き），改行コードは LF を用いる。  
文字セットは独自のものである。JIS X0213:2004 規格に準拠しているが，完全には一致
しない。これは，データ作成に用いる処理系による制限もあるが，以下に挙げるような版面
に現われる文字そのものの図形としての側面は BCCWJ では特に取り立てないとした方針
（丸山ほか 2007）によるためである。  
・入力対象外要素を構成する文字  
・装飾・デザインにかかわる文字  
・類似の非漢字  
・合成文字  
・半角文字  
つまり，同一の機能を持つ文字は，デザインの差や JIS 規格への収録の有無によらず，全
て統一的にデータ化する。文字に施された装飾・デザインと判断された「組み文字」「囲み文
字」「上付き文字」は表現せず，すべて全角文字で入力するが，それが装飾ではないと判断で
きる次のものに関してのみ，その機能を次のタグで表現する。  
・読み方を表す小書き文字：ruby 
・分数： fraction 
・行間注・傍注 3などの小書き文字：noteBodyInline 
・注番号としての上付き文字：noteMarker 
・順序ラベル・参照ラベルとしての囲み文字：enclosedCharacter  
 （description 属性あり）  
・略語としての囲み文字：enclosedCharacter （description 属性なし）  
・数式・化学式などの上付き・下付き文字：superScript，subScript 
                                                  
3 行外に付随する形式で現れる小書きの注記。内容に疑問があるにもかかわらず，原文をそのまま引
用したことを示すための「ママ」の注など。  
-6-
 また，文字セットで転記できない文字は，以下のタグで表現する。  
・漢字・仮名・アルファベット（ラテン文字・ギリシャ文字）：missingCharacter 
・上以外の言語を表す文字（列）：rejectedSpan@type="foreign" 
・その他の一般記号類： image 
 
-7-
 第２章  データ班において紙面から文字入力・XML 文書化するもの  
西部みちる，大島一，間淵洋子 (2.3，2.6，2.8)，山口昌也 (2.7) 
 
書籍（PB・LB・OB）・雑誌（PM）・新聞（PN）・白書（OW）・韻文（OV）の五つのメデ
ィアは，紙媒体からの文字入力によって電子化したものである。サンプリンググループが入
力対象を確定した紙面を外注業者に渡し，業者が当方の文字入力仕様にしたがって入力，納
品されたデータの品質検査（以下，「納品チェック」）を経た上で，作業用データに変換し，
構造のアノテーションを行い，外字処理を行い，形態論情報処理のグループへデータをリリ
ースしている。  
なお，これ以外の媒体に関してはまったく違う処理を行っているので，次章で述べる。  
 
2.1.文字入力外注  
文字入力外注は次の流れで進む。  
①業者の選定，契約  
②入力試行・研修  
③作業 ※１ヵ月のサイクルを複数回  
 入稿→納品→  納品チェック→エラー報告（フィードバック）→再納品→データ整形  
 
2.1.1.業者の選定  
文字入力は業者の選定から始まる。当プロジェクト開始当時の国語研究所は独立行政法人
だったため，規定により 100 万円を超える案件は入札を行った。こちらの複雑な仕様を理解
しないまま入札に参加する業者も少なくなく，作業開始時はつねに困難を極めた。反対に小
額の案件の場合には，入札の必要がないため，熟練した業者に依頼することができ，かなり
スムーズに作業を完遂できた。  
一般に，「文字入力」とは「データ入力」をさすようで，入力会社の多くは，アンケートの
ような決まったフォーマットに収まったデータを入力する作業を想定しているように感じら
れた。よって，このプロジェクトで必要とするような，段落のある文章を，インデント等を
重視せず，しかし文字や記号の使い分けに留意しつつ，高い精度で入力する，という作業に
は慣れておらず，ここを認識してもらうことが難しかった。  
 
2.1.2.入力試行  
文字入力業者は文字入力マニュアル 4に沿って作業する。マニュアルの精通を確認するため
に，作業開始前には，10 サンプル程度の入力試行（研修）を実施する。本作業に入る前には，
エラー発生の過程・理由・対策を検証するための作業フローを確立する。  
１章で述べたように，BCCWJ では文字セット外字を必ずタグにより表現するため，外字
として「〓」文字を使用した場合には，全てその字形を同定し，適切に処理する必要があっ
た。このため，文字入力の段階から「〓」の多用を避け，類似の文字を入力した上で外字用
のタグを用いるものと，「〓」を用いるものとがあることを理解してもらう必要があった。研
修用サンプルは，外字タグとして用いた「 ( )」や「〓」のほか，ルビ，注，削除要素，イ
ンデントスペースの扱いなどを学べるものを用意した。（その結果，実際のサンプルに比して
                                                  
4 第１部参考資料「文字入力マニュアル」参照  
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 特に難易度の高いものばかりが選ばれた。）  
 
 
〔PB19_00255「孝子伝の研究」〕 〔LBm9_00071「美食」〕
【図 1：研修用サンプルの例】 
 
また，作業時はコーパスの仕様と異なるシフト JIS コードで入力し，提出前に Unicode に
変換する，という業者に対しては，こちらから渡した使用文字一覧を業者側のコンバータで
変換して提出させ，問題がないかを予め確かめた。  
試行時に起こったエラーには次のようなものがあった。  
・インデントやレイアウトのスペースを入力  
・漢字の包摂基準の認識不足  
・BCCWJ 文字集合と JIS X0213 規格との違いの認識の誤り  
・コードの誤り（BOM 欠落，改行コード誤り）  
・コード変換時のエラー（下表）  
誤  正  
文字  Code 文字  code 
￠  FFE0 ¢ 00A2 
￡  FFE1 £ 00A3 
￢  FFE2 ¬ 00AC 
 2225 ∥  2016 
－  FF0D − 2212 
～  FF5E 〜  301C 
なお，当コーパスの文字入力仕様では，前述のとおり文字セットを JIS X0213:2004 に準
拠した独自の集合としているが，外注入力時は JIS X0213:2004 ではなく JIS X 0208:1997
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 を一部拡張した文字セット 5（入力可能 6な絵記号「☎」「〠」「♥」などを含むもの）で入力し，
これを納品後に JIS X0213 に適合するよう類似字形の判別などを実施して置き換えた。これ
は，当初は JIS X0213 での入力を求めていたが，それに対応できると謳う業者が少なく，単
価が高いだけでエラーが頻出したためである。  
また，大量の「〓」が入力されることを防ぐため，ある種の外字が多く含まれると予想さ
れるときには，それを入力可能な記号（コーパスの文字セット外だが JISX0208 内のもの）
で入力してくれるよう依頼した。たとえば，雑誌には電話マーク「☎」が頻出するものがあ
ったが，ある業者の環境では入力できなかったため，「☎」を「┳」（U+2533 太線素片上）
で入力してもらい，あとで「☎」に置換した。  
 
2.1.3. 作業  
研修が終わった後も，さまざまな質問に対応しながら作業を進める。質問には次のような
ものがある。  
a.マニュアルの理解不足によるもの  
b.入力指示に不備があるもの  
c.専門的・個別的判断を要する文字や記号の入力に関するもの  
a.は，マニュアルで述べてある内容なのに，その読み込みが足りないために起こるもので，
こちらがマニュアルの該当箇所を指摘すればよい。  
b.は，入力指示紙を PDF 化する際の落丁，原紙の落丁，PDF が不鮮明，などの理由で入
力できないという問い合わせである。可能な限りこちらで原典資料をさかのぼって補填する。
またまれに，入力順が非常に多いものや図や注など途中で読み込む要素が多いものなどで起
こるケアレスミスで，入力順の指示が間違っているがこれでよいかという確認がある。  
c.は，こちらのマニュアルの想定外の文字の種類や版面に直面したときの質問である。  
b.はほとんどなく，a.もあまり多くない。何より c.が最も多い。  
質問には，例えば次のようなものがあった。  
・見慣れない漢字（ JIS 第４水準）をどう入力するか（包摂か，〓か）…a.【図２】  
・本の一部の印刷が切れていて読めない…b.【図３】  
・ JISX0213 にない記号をどうするか …c.【図４】  
・文字や記号の見分けがつかない…c.【図５】  
・小書き文字の対処 …c.【図６】  
 
 
【図２：見慣れない漢字】 
 
【図３：印刷ミス】 
 
【図４：入力できない記号】 
                                                  
5 「 JIS の第１水準と第２水準の漢字，平仮名，片仮名，アルファベット (ローマ字・ギリシャ文字・
キリール文字 )，算用数字，および，通常の日本語入力システムで入力可能な記号類を使用します。」
としている。  
6 業者によって入力環境が違うため，「☎」「〠」「♥」などを入力できる業者とできない業者があった。  
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【図５：ラテン文字かギリシャ文字か】 
 
【図６：「真力」か「真カ」か，ルビか注か】 
 
以下に，業者との質疑応答 7の例を紹介する。業者との連絡は必ずメールで行い，ごくまれ
に電話で行なった際も，その後メールにて確認するようにしている。  
●資料１：質疑応答の例 
 PM11_00702 
> No.9／解説の 1 行目「骨 [こつ ]棘 [きょく ]」  
> 
> 辞書を見ると、読みは「こっきょく」となっていますが、  
> 原稿では「ょ」は小さい文字になっていますし、原稿通り「骨 [こつ ]棘 [きょく ]」  
> と入力でよろしいでしょうか？  
------------------ 
御指摘の通り，「ょ」は小さくしているので，このサンプルのルビは，全て原稿通りの入力で結構です。  
> 人名と人名をつなぐ線は「―（ダッシュ）」でしょうか？  
> それとも「（ハイフン）」でしょうか？  
>  
> 佐々木精一一飛曹―小山高徳一飛曹ペア  
> 佐々木精一一飛曹小山高徳一飛曹ペア  
------------------ 
「佐々木精一一飛曹＊と＊小山高徳一飛曹」のペア、という意味で、二人の名前を連結させるためのもの
です。マニュアル「4-1-2 類似の文字・記号」の添付「【参照資料】 line_description.pdf（新規追加）」に
ある、「■「」ハイフン」「 文節表示や単語連結」にあたります。ハイフンで入力してください。  
 PB18_00023 
> ■PB18_00023 №11 下から 4 行目  
> に記載されている「＊」は上付きでしょうか？  
>  
> ／ (＊ )ｍｕｃｈ ｔｈｒｅａｔ）  
> ／＊ｍｕｃｈ ｔｈｒｅａｔ）  
------------------ 
アスタリスクは半角だと上のほうに表示されることがあり、これは上付きの意味ではありませんので、外
字タグは不要です。  
> ／＊ｍｕｃｈ ｔｈｒｅａｔ）  
こちらでの入力をお願いいたします。  
                                                  
7 業者からの質問は，第一次作業者から直接来ることはなく，その作業の管理者がとりまとめてくる
ため，第一次作業者とコンタクトをとったことは一度もない。  
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 文字色が白の場合，黒丸数字か白丸数字か混乱する  
 白丸数字：数字の色が，他の文字と同じ  
 黒丸数字：丸の中の地の色が他の文字と  
      同じ色，数字が反転（右図）  
------------------ 
 
  
 
●資料２：入力困難なサンプルの例 
 
〔LBq8_00002「全国方言小辞典」〕
 
〔PB12_00109「神頌契丹古伝」〕
 
〔PB38_00028「新約聖書のギリシア語文法」〕
 
-12-
 2.1.4.納品チェックとフィードバック  
入稿後，約４週間ごとに納品を設定する。これは，入稿用のサンプル作成が適当な量（1000
サンプル前後）になるのが４週間ほどかかるためもあるが，納品チェックの結果をこまめに
フィードバックするためでもある。納品時には，テキストファイルのほか，こちらから入稿
時に渡したエクセルファイルに，作業者 ID と文字数などを入力したものをつけてもらう。 
納品後３～５日かけて納品チェックを行った後，業者にフィードバックする。納品チェッ
クによって検出されたエラーをその種類ごとにリスト，またサンプルごとの精度を作業者 ID
つきでリストし，概要をまとめて業者に報告する。精度を満たさなかったサンプルは再提出
させる。また，エラーにめだった傾向がある場合については，エラーリポートで言及し，作
業者への指導を促す。 
納品チェックの内容については次項に詳細を示す。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図７：エラーリスト】 
 
【図８：エラー報告】 
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 2.2.納品チェック  
１回の納品はサンプル数にして 1000 前後，文字数では 400 万字前後にもなる。全文校正や
全チェックができる量ではないため，次のようなチェックを行う。  
●機械的に検出  
 ・文字コード・文字数・サンプル抽出基準点  
 ・類似文字列（丸形 8・線形 9）認識誤り候補  
 ・OCR10認識誤り候補  
 ・スペース 11・改行エラー認識誤り候補  
 ・排他的文字列チェック 12 
 ・タグ（熟字訓・ルビ・外字・誤植・分数）  
●ツール使用  
 ・文字セットチェック…ツール「規格監査人」  
 ・〓入力文字処理…ツール「getaway」  
 ・漢字の使い分けチェック…ツール「目視録」  
●ランダムサンプリングチェック  
 
2.2.1.機械的に検出するもの  
まず，文字コードが正しいものかどうかをチェックし，文字数をカウントし，サンプル抽
出基準点の有無を調べる。ここで検出されたエラーの例には，業者の申告した文字数と差分
があったケース（業者報告の方に，一の位と十の位が入れ替わっていたものもあった），サン
プル抽出基準点が入力されていないもの，ごくまれには sampleID が誤っているもの（作業用
には別のファイル名をつけて管理していたのであろうか，納品時に誤ったルールによってリ
ネイムされたと思われる）などがあった。  
次に，仕様に合致しない文字列（不正文字列13，類似字形の分別，レイアウトスペース等），
およびタグの不整合を抽出する。定義ファイルによって誤り候補とされたものを抽出するプ
ログラムをかけ，「OCR 認識誤りの候補」，「類似文字列（丸形・線形）認識誤り候補」，「ス
ペース・改行エラー認識誤り候補」「句読点チェック」のリストを作る。  
次ページに OCR 認識誤り候補の定義ファイルの一部を挙げる。OCR エラーを発見するた
びに，定義ファイルは随時更新したが，とうてい追いつかなかった。手入力のエラーに比べ，
OCR 処理のエラーは非常に検出が難しく，後続のグループによる形態素解析処理に影響を与
えた。  
ここで作成されるリストはあくまでも「誤り候補」なので，それぞれを目視して誤りかど
うかを確認する。OCR 処理をしていない，と謳っている業者であっても安心はできない。特
殊な入力環境でのみ起こりうるエラーもあるからである。  
同時に，こちらのマニュアルで付与することになっているタグをリストし，正しく付与さ
                                                  
8 丸形エラー：記号「丸（○）」・漢数字「ゼロ（〇）」・算用数字「ゼロ（０）」・アルファベット「オ
ー（Ｏ）」の使い分け  
9 線形エラー：ダッシュ・マイナス・ハイフン・長音・漢数字１の使い分け  
10 OCR 系エラー：ローマ数字とアルファベット，「日」と「曰」，漢字・平仮名と類似の片仮名，「○
ヶ所」等の「ヶ」と「ケ」  
11 タイトル・箇条書き・引用・韻文などのインデントスペース，文字間の幅揃えレイアウトスペース  
12 句読点「。」と「．」，「、」と「，」の使い分け  
13 複数スペース・リーダー・ダッシュ，行末スペース  
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 れているかを確認する。  
●ルビ： []，r/[] 
熟字訓用「 r/」の不正な使用，全角で入力すべき本文中の角括弧記号の半角によ
る誤入力，ルビタグの全角による誤入力を検出（その他，誤りやすい熟字訓関連ル
ビを随時追加）。以下のものをリストにする。  
①行頭にルビタグが現われているもの  
②ルビタグ同士が連続しているもの  
③平仮名以外の文字列がルビタグで囲まれているもの  
④1 文字に対するルビに「 r/」が用いられているもの  
⑤平仮名文字列が全角の角括弧（［］）で囲まれているもの  
●外字： () 
全角で入力すべき本文中丸括弧記号の半角による誤入力，外字タグの全角による
誤入力を検出。以下をリストにする。  
①半角丸括弧に注マーカーになる文字列以外の文字が囲まれているもの  
②全角丸括弧に「※」「＊」「注」などの注マーカーとなる文字列が囲まれている
もの  
●誤植訂正： {}，<> 
全ての誤植訂正用タグ，誤植訂正タグの全角による誤入力を検出  
●分数： `' 
全ての分数タグを検出  
 
咋 [日晩夜 ]  
[^/きぎしじちぢにひびぴみり ]ゃ  
だかち  
なち [ば，、 ] 
[文漢 ]宇  
宇 [典書体種数音解画間義鏡引母幕面 ] 
ヘ [のは ] 
白 [治由身分信愛慰意営衛演火家我画覚害  
  学活益運惚ずら ] 
完壁  
壁¥[ぺき¥] 
ほぽ  
[^¥[ん完 ]ぺき  
[^っ ]ぽく  
[えけせてねへめれ ][ぱぽ ] 
[えけせてねへめれ ]ぼ [^ぁ -ん ]
ぺ [ァ -ン ] 
[半節増加軽激削 ]滅  
滅 [らりるれろっ少退速価 ] 
[^ -~犠 ]牲  
[^ -~曖三蒙 ]昧  
[規相 ]摸  
圈  
[一二三前後内外腕片 ]輸  
[^五 ]輪 [入出送血 ] 
 【表１：OCR 認識誤り候補の定義ファイル(抜粋)】 
 
2.2.2.ツールを使用するもの  
ツールは，文字セットが正しいかどうかを判定する「規格監査人」，「〓」で入力されてい
る文字を抽出し，テキストファイルと PDF ファイルを開いて確認できる「getaway」，使い分
けを要する漢字を抽出し，テキストファイルと PDF ファイルを開いて確認できる「目視録」
の三つを使う。ツールの詳細については第３部を参照されたい。ここでは，これらのツール
の具体的な使い方を述べる。  
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 規格監査人14 
 
[ツールの機能 ] 
 ファイル中に含まれる文字が，指定した文字セットに適合しているかを調査する。  
 
[このツールで行なう作業 ] 
 外注入力用の文字セットに適合していないものをすべて検出し，その結果を CSV 形式で
保存する。規定の文字セットで入力するというのは大原則なので，ここでエラーが検出され
ることは少ない。  
 ただし，媒体によって，こちらが敢えて「文字セット外のもので入力してほしい」と依頼
することがある。これまでに使ったのは次表の二つである。  
原紙  記号  code 名称  
判読不能  
（原紙の汚れや印刷ミスで読めないもの）
╋  U+254B 太線素片中央  
☎  ┳  U+2533 太線素片上  
 これらの記号は納品チェック時にこのツールによって検出され，適切なものに置き換える
ことができる。  
 
[備考 ] 
 下は参考用のスナップショットであり，実際の納品時にこれほどのエラーが検出されるこ
とはまずない。  
 
 
                                                  
14 詳細は第 3 部 1.1 参照  
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 目視録15 
 
[ツールの機能 ] 
 字形変更や互換規準などの符号化問題文字に対して，原典に戻り，目視・確認を行う作業
を補助する。  
 
[このツールで行なう作業 ] 
 左側に入力されている文字が，右側に置換候補の文字が表示されるようになっている。作
業者は原紙の PDF ファイルを目視し，実物が確かに左側の文字かどうかを判別する。業者
は JIS X0213:2004 ではなく JIS X 0208:1997 を一部拡張した文字セットで入力してくるの
で，この作業によって適切な文字に置き換えていく。  
 
  
                                                  
15 詳細は第 3 部 1.2 参照  
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 getaway16 
 
[ツールの機能 ] 
 テキストファイル中の「〓」文字を抽出し，文字セット内字の入力ミスのチェック，また
は外字のタグ付けを支援する。  
 
[このツールで行なう作業 ] 
 作業者は原紙の PDF ファイルを目視し，対象となっているものが「文字」「絵」「それ以
外」 17のどれに当たるかを確認する。  
 「文字」は，文字セット内であれば，コードを入力して JISX0213 内字に置き換え，文字
セット外であれば，missingCharacter のタグに置き換えられるよう必要な情報を登録してい
く。  
 一方「絵」「記号」は，文字セット内であれば，前述の「文字」同様，コードを入力する。
文字セット外の場合は，その形であることに意味があれば， image タグで表現すべく，その
形や持つ意味を登録するが，その形であることに大きな意味がなく，文字セット内の絵記号
に包摂しても問題ないものは包摂することにしている。これは，作業量を減らすためだけで
なく，むやみにタグをつけない方が利用者にとっても都合が良いと思われるためである。  
 
 JISX0213 内  JISX0213 外  
文字  JISX0213 内字に置き換え  missingCharacter タグで表現  
JISX0213 内字に包摂  
絵文字・記号  JISX0213 内字に置き換え  
image タグで表現  
 
 
                                                  
16 詳細は第 3 部 1.4 参照  
17 ここでは， JISX0213 では入力可能な記号・マーク・絵文字も「文字」に分類し，入力不可能なも
のを「絵」としている。  
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 2.2.3.ランダムサンプリングチェック  
納品チェックの最後に，ランダムサンプリングチェックを行なう。全ファイルのランダム
に指定した箇所から決められた文字数分を目視し，正しく入力されているかを確認する。予
想外のエラーが見つかるのはここである。たとえば，サンプルの途中で不要な改行が入って
いるものがあり，業者に問い合わせたところ，そこでは原則 1 データは 1000 文字以下である
ため，1000 字ごとにデータを分けて管理するしかなく，あとで合体させる処理を入れていた
が，そのときに取り忘れた改行だったとのことであった。また，外注用の入力記号が見つか
ったこともある。原紙で「€」とあるところに「＆ゆーろ；」と入っていた。業者が納品前
に一括で置換するのを忘れたと思われるエラーであった。  
 
2.3.作業用データへの変換  
 納品チェックが済んだ入力データは，アノテーション作業用のデータへ変換する。細別し
て３工程からなる。  
(1) 入力エラーの修正及びデータ整形  
(2) データリストの作成  
(3) 作業用データへの変換  
 以下に詳細を示す。  
 
2.3.1. 入力エラーの修正及びデータ整形  
 納品検査により検出された入力エラーは，人手作業により逐一修正を行う。  
 その際，効率良く修正を行うために，作業用に開発した emacs エディタの lisp を用いる。
この emacs-lisp は，ファイル，行，エラー文字列を定形式で示したエラーリストを準備すれ
ば，リスト内の該当行で enter キーを押すだけで，実際の修正対象ファイルの修正対象箇所
にジャンプするような仕様になっている（【図９】参照）。既に納品チェックの際に，この定
形式によるエラー抽出リストが作成されているため，そのままこれを用いてエラーの修正を
行うことができる。また，エラー抽出リストとは別に検出されたエラーについても，perl ス
クリプトにより，入力業者へのフィードバック用に作成するエラー一覧から lisp 用定形式エ
ラーリストへの形式変換を行うことで，容易に処理を行うことができる。  
 また，外注による文字入力の仕様をコーパスとしての文字入力仕様に適合させるために，
データの整形を行う。例えば，外注の文字入力において，外字用タグを用いて示すことにな
っている黒丸数字や丸付きアルファベットなどを，この段階で実際の JIS X0213 における文
字に変換し，コーパスの仕様に合わせる処理を行う。  
 この処理は，perl スクリプトによる対象箇所の自動抽出と，抽出結果に対する人手確認 18を
経て，perl スクリプトによる一括文字列置換によって行う。  
 
                                                  
18 外注用の外字用タグは多義的に使用しており，抽出結果が必ずしも変換対象となる丸付き文字に該
当しないため，変換の可否を目視確認によって判断する必要がある。  
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【図９：入力エラーの修正】 
 
2.3.2. データリストの作成  
 データの整形に続き，納品されたデータに対する管理上の付加情報を与えるためのリスト
を作成する。作業用データファイルには，作業データの作業状態や成り立ちを管理・把握す
るために，ヘッダとして以下の情報を付与することにしている。そのため，それぞれの入力
ファイルに対して情報を取りまとめて示したリストが必要となる。  
a. サンプル情報（sampleID）  
b. 外注入力情報（担当業者名，担当個人 ID，入力日，外注入力仕様 version）  
c. 作業用データ変換情報（データ変換日）  
d. アノテーション情報（アノテーション仕様 version）  
 
2.3.3. 作業用データへの変換  
 作成したリストに基づき，作業用データへの変換を行う。  
エラーリスト
修正対象ファイル 
この行にカーソルをおいて enter キーを押すと， 
対象ファイルの該当箇所（PM51_00372 の 6 行目の「謄」）にとぶので， 
容易に修正できる。 
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  作業用データは，データの電子化処理に関わる全ての情報を一括して把握するための一元
的データとなる。そのため，電子化処理に関するメタ的情報（2.3.2 節に示した管理用情報）
と，アノテーション用の本文とを合わせて 1 ファイルとする。管理用情報は，ファイル冒頭
部にサンプル本文と区別した形で付加する（【図 10】参照）。また，アノテーション本文には，
電子化仕様上全てのファイルに共通して付与されるタグである sample タグを予め付与した
上で，外注用のタグからアノテーション作業用タグ（「簡易タグ」と呼ぶ）への置換処理を行
う。いずれも perl スクリプトによる。  
 簡易タグは，アノテーション作業時のタグ付与作業効率やタグ整合性確保（タグの開始と
終了が揃っているかどうか，タグの交差が生じていないかなど）を考慮して設計したタグで，
いずれも半角アルファベットまたは数字 1 字をタグ文字として用い，開始にタグ文字，終了
に「 /（半角スラッシュ）」とタグ文字，空要素タグはタグ文字と「 /」で示すというルールで
運用される。この運用ルールに基づきタグの整合性を即時評価するために，アノテーション
作業用エディタである emacs の lisp を開発し使用している。しかし，外注用のタグは，入
力の容易さ・見やすさ・分かりやすさを考慮し，半角の括弧類を用いているため，これらを
アノテーション用簡易タグの形式に置き換える必要がある。例えば，外注時に半角大括弧（ []）
で示されるルビは，簡易タグでは「k」を用いることにしているため，「 [」を「k」に，「 ]」
を「 /k」に置換するという処理を変換時に行うことになる。  
 
【図 10：サンプルヘッダ（電子化処理に関するメタ的情報）】 
 また，アノテーション作業中に起こりうる不正な本文変更を検出するため，外注入力オリ
ジナルデータは別に格納しておき，作業終了後に差分チェックを行う。よって，作業中に外
注入力エラーなどを発見した場合は，作業用ファイルの修正とともに，管理者がオリジナル
データも同期を図るようにした。  
 
2.4.アノテーション  
アノテーション作業は，次のような流れで進む。  
進捗状況管理  
管理者  作業準備  コメント処理  チェック準備   
作業者  
 アノテーション   チェック  
以下，アノテーション作業そのものと，その管理の二面から説明する。  
 
2.4.1.作業管理  
管理者は，500～1000 サンプルを 1 回のセットとし，アノテーション作業に流す。sampleID
のほか，DB 上の情報を加えて作業用リストをエクセルで作り，作業時に必要な情報を作業
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 用の wiki19ページで確認できるような形にする。作業者は担当分を wiki ページ上にコピー
＆ペーストすれば，タグ付けが開始できる状況になっている 20。  
【図 11：作業ページ（書籍用）】
 
【図 12：作業ページ（雑誌用）】
※同種のサンプルが集めてあるページへのリンクと，取得した最大限の画像のパスがある  
 
 
 
 
※データベースから取得した情報が参照できる  
※「著作権処理」が「拒否」の場合は，作業者が
 無駄に作業しないように赤く表示される  
 
 
 
 
 
【図 13：sample info.をクリックしたところ】 
                                                  
19 ウェブブラウザを利用して Web サーバ上のハイパーテキスト文書を書き換えるシステムの一種。
wiki システムを利用し様々なオリジナルのプラグインを組み込みカスタマイズした，本電子化作業用
に準備したサイト上で，アノテーション作業および作業簡易を行っている。  
20 詳細は第１部参考資料「タグ付けマニュアル」参照  
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アノテーション開始時には，作業者は各サンプルの当該サンプルのヘッダに「作業者名」
を登録する。（日時も自動的に登録される。）また「作業中」「終了」という進捗状況も残す。
これが DB に登録され，作業中のセットの作業状況が管理できるシステムになっている。  
 
【図 14：サンプルヘッダ部の例】（☆には作業者名，★には外注入力会社名が入る） 
 
作業時には，質問やメモなどを記せるように，comment と memo の 2 種類のコメント 21を
用意している。口頭での質問対応ももちろん行うが，その場にいない作業者・管理者にも質
問内容や対処法等が伝わるよう，極力サンプル内に記述するようにしている。  
memo は，作業時の覚え書きとして用い，管理者がまとめることはしない。その構造化を
選択した理由や，誤入力に見えるが原文通りである旨等，他の人に無駄な作業をさせないた
めに伝えておくべき事項などの情報を残すときに使う。「テキスト移動」「改行削除」「原文マ
マ」「その他」の四つのタイプがある。  
comment は，処理を必要とするものに対して用い， type をつけて，管理者が情報を抽出
できるようになっている。主なものを下に挙げる。「質問」と「タグ修正」に関しては，作業
期間中は管理者が毎日抽出し，フィードバックしている。「テキスト修正」は，先述の外注入
力のエラーを発見した場合につけるコメントで，これがついたものは，オリジナルデータフ
ァイルも同様に修正する。  
 
【表２：コメントの type（抜粋）】 
Type 処理  
質問  管理者が定期的に確認，フィードバック  
タグ修正  管理者が定期的に確認，フィードバック  
テキスト修正  管理者が確認，オリジナルデータファイルも同期
固定長文字不足  管理者が確認，追加入力  
範囲誤認定  管理者が確認，修正  
１セット分のタグ付けが終わった後は，チェックを行う。時間に余裕があるときには，別
作業者による全チェックを行った。それ以外のときは，アノテーションされた要素数のリス
トを作成，注意を要する構造，誤りの起こりやすい構造など，チェックすべきサンプルを検
出してチェック用リストを作り，別作業者によるチェックを行った。たとえば次のようなも
のをチェックする。  
●記事関連：  article 3 以上（article 要素は認定に注意を要するため）  
●図表関連：  figureBlock 10 以上かつ list 10 以上， figureBlcok 10 以上かつ list 9 以下
（ figureBlock 要素や list 要素が多いサンプルは，構造化が困難な可能性が
                                                  
21 詳細は第１部参考資料「m-mode によるメモ・コメントの挿入」参照  
-23-
 高いため）  
●リスト関連： figureBlcok 9 以下かつ list 5 以上（ list 要素が多いサンプルは，構造化が
困難である可能性が高いため）  
●クラスタ関連： figureBlcok 9 以下かつ list 4 以下  ,cluster 8 以上（ list 要素が多いサン
プルは，構造化が困難である可能性が高いため）  
●その他：  abstract の数が多いもの，blockEnd の数が多いもの，citation の数が多いも
の（通常一つのサンプルに大量にあらわれない要素であり，極端に数が多い
場合は，認定の誤りがある可能性があるため）  
noteMarker がなく，noteBody の数が少ないもの，article 数と authorsData
数が異なるもの，  noteMarker と noteBody の数に差があり，かつその差分
が rejectedBlock 数に近いもの（原則として数が対応する要素であり，差が
ある場合は認定に誤りのある可能性があるため）  
 
 また，XPath 検索によるチェックも行った。以下のような XPath 構文により，特定のタ
グ間における関係を抽出し，その中から，タグ付けに不適切なものを洗い出すことが可能で
ある 22。  
● //article/article/authorsData：authorsData（著作者情報）の位置は適当か（本当に入
れ子の aritcle（記事）か ) 
● '//abstract/sentence[@type="quasi"]'：abstract（リード）内で文が改行で分断されてい
ないか  
● //cluster/authorsData：その cluster（クラスタ）は本当に article ではないか。その
authorsData は本当に authorsData か）  
● //citation/noteBody ：その noteBody（注釈）は引用された人がつけた注か（引用者が
付けた注なら citation（引用）の外に）  
● //citation/rejectedBlock：引用が全て rejectedBlock（削除要素 (外国語・古語など )）な
ら，citation は不要。source（出典情報）をつけるときは citation が必要  
● //verse/rejectedBlock：韻文が全て削除要素 (外国語・古語など )なら，verse（韻文）は
不要  
● //listItem/paragraph：その paragraph（段落）は必要か（冒頭スペースの取り忘れでは
ないか）。その list（項目）は cluster ではないか  
● '//rejectedSpan[@type="etc"]' ：rejectedSpan[@type="etc"]（削除要素（行内）“その他”）
の認定は妥当か（限定されたタグなので，可能な限り用いない）。image（イメージ）と
いうことはないか  
● //citation/authorsData：引用の中に authorsData が入るケースは稀（著者名付きであ
るような作文型の場合に限る。普通は source になるはず）  
● //speaker/sentence[2]：speaker（発話者）内は，原則として sentence（文）が一つだ
け。二つ以上ある場合，固定長サンプルの抽出に失敗する可能性がある  
 
 ほか，特定のメディアとして雑誌（PM）は，その紙面が大変複雑困難であるため，タグ
付け時においてそのカテゴリを付与し（「Q&A」「投稿」「対談」「番組欄」「ファッション・
                                                  
22 タグの詳細は，第 2 部第 1 章を参照のこと。  
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 美容」など），それらカテゴリを検索・抽出し，同じカテゴリが付与されたサンプルは比較的
同じタグ付けになるよう，チェックを施した。  
 
2.4.2.アノテーション作業  
作業者はマニュアル 23にしたがい，簡易タグを用いて構造化する。  
このアノテーション作業には，BCCWJ の非常に詳細かつ複雑な仕様の習熟が求められる。
そのため作業者には，勤務開始後１週間程度の研修期間を設け，研修用のサンプルデータを
用いて作業手順やアノテーションの基礎を学ばせる。研修の済んだ作業者は，その後，実際
にサンプルのアノテーション作業を行うが，しばらくは管理者によるアノテーション結果の
全チェックを受け，さらに熟達した作業者によってチェックを受ける期間を経て，初めて，
単独でアノテーション作業を任せられるようになる。  
アノテーション作業には，meadow というエディタソフトを使用する。JIS X0213 という
文字セットにも対応でき，設定ファイルによる自由なカスタマイズや Lisp（プログラミング
言語）の組み込み等により，機能拡張が容易な点で本アノテーション作業に適したエディタ
である。  
各作業者の PC ディスプレーは二つあり，一方には構造を確認するためにサンプルの PDF
ファイルを表示させる。もう一方に作業用のテキストファイルを表示させ，紙面の構造を簡
易タグで表していく。慣れないうちは，まず PDF ファイルを印刷し，色鉛筆で構造を書き
込み，それをテキストファイル上でタグに変えていくが，数をこなすうちに，よほど複雑な
構造のサンプルでない限りは，紙での作業を経ずにタグがつけられるようになる。  
作業時には，「簡易タグ付け用マニュアル」のほか，アノテーション済みサンプルを参照で
きるページや，構造のタグごとに調べることのできるページなどを参考にする。作業用 wiki
ページ内は検索できるので，キーワードを入れて，これまでにその問題について記述された
ページを探すこともできる。  
以下に，構造のタグの参考ページ 24を紹介する。  
 【図 15：構造のタグ扉ページ】 
扉ページには，各簡易タグ，対応する XML 要素，意味が一覧になっており，仕様や検討
のページへのリンクもある。メインの簡易タグの列には，その構造のタグに関する問題事例
を集めてあるページへのリンクがある。例えば【図 15】の一番下の「e」をクリックすると，
次のようなページにジャンプする。  
                                                  
23 第１部参考資料「簡易タグ付けマニュアル」参照  
24 詳細は第１部参考資料「たぐペディア」参照。  
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青い字になっている部分が，次のページへのリンクである。作業者からの質問とそれに対
する処理例を集めた FAQ のページや，そのキーワードに関するサンプルがあがっているペ
ージに進むことができる。  
FAQ12 をクリックしたところ 「入力」をクリックしたところ 
 
 
ひととおりアノテーションが終わったサンプルは，wiki 用プラグインツール mab2xml を
使って XML に変換する。XML データのソースそのものは目視に向かないので，チェック用
スタイルシート（xslt および css）を介して XHTML に変換し，構造を明示した形でブラウ
ザに表示する。これを見ながら，もとの構造が正しく表現できているかを確認する。この工
程はアノテーションがすべて終わった後に限らず，タグを多く用いるサンプルの時には，少
しずつアノテーションしては変換し構造を確認することができる。  
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【図 16：mab2xml】 
 
 
紙面 作業用テキストファイル XML 変換確認 
 
 
 
 
 
 
 
XML 
ファイル 
 
 
 
 
 
 
 
<quotation> 
<speech> 
<speaker> 
<sentence type="quasi">啓治</sentence><br type="automatic_original"/> 
</speaker> 
<paragraph> 
<sentence type="quasi"> 「荷物も運ぶさ」</sentence><br type="automatic_original"/> 
</paragraph> 
</speech> 
</quotation> 
<quotation> 
<speech> 
<speaker> 
<sentence type="quasi">史郎</sentence><br type="automatic_original"/> 
</speaker> 
<paragraph> 
<sentence type="quasi"> 「制服か、それが」</sentence><br type="automatic_original"/> 
</paragraph> 
</speech> 
</quotation> 
【図 17：アノテーション作業のスクリーンショット】 
 
作業用の簡易タグが XML に変換される 
XML 変換結果が確認できる 
PDF ファイルを閲覧 
作業用テキスト 
ファイルを開く 
作業用テキスト 
ファイルを閲覧 
サンプルの情報を表示 
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【図 18：アノテーション作業の様子】 
 
１セット分のアノテーションが終わり，管理者がチェックリストをもとに wiki ページ上に
チェック用ページを作成すると，作業者は自分がアノテーションしたもの以外のチェックを
行う。チェックによる改変には，上記「タグ修正」の comment を付し，管理者が確認した
上で確定する。  
ちなみに，アノテーションに関わった作業者は延べ 19 人である。作業に慣れてくると，
約７時間で平均 20～30 サンプルのアノテーションができるようになる。ただし，小説のよ
うな構造のほとんどないサンプル，白書や法律のように定形の構造が続くサンプル，雑誌の
ように不定形の構造が混在するサンプルなど，サンプルの種類によってアノテーションにか
かる時間はまったく違う。  
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 2.5.外字処理  
外注作業時に外字タグである半角丸括弧「 ( )」で入力されたもののうち，機械的に変換
できるものはアノテーションの前後に置き換え，構造のタグを付す過程で認定される注マー
カーはアノテーション作業時に置き換えるが，そのほかの目視が必要なものは，アノテーシ
ョン後の「外字処理」の段階で XML タグに置換する。この作業は，マクロ処理に熟達した
作業者によって行われる 25。（マニュアル別掲）  
 
 
【図 19：外字タグで入力されたものの処理】 
                                                  
25 詳細は第１部参考資料「外字処理の仕方」参照  
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 2.6.リリース用データへの変換  
 アノテーションの済んだデータは，形態論情報付与を行うグループへリリースするための
データ形式に変換する。細別して以下の 4 工程からなる。  
(1) 変換対象データの確認  
(2) 簡易タグ形式から XML 形式への変換  
(3) 可変長形式 XML・固定長形式 XML の抽出  
(4) Merged 形式への変換  
 
 以下に詳細を示す。  
2.6.1. 変換対象データの確認  
 リリース用のデータ変換対象となるアノテーション作業用データについて，以下の項目を
確認し，修正すべき点の調整やリリース可否の判断を行う。  
 
a. 本文差分チェック：アノテーション作業中に，誤って不正な本文変更（文字列の挿入・
削除・変更など）が行われていないかを確認するため，外注入力後のオリジナルデータ
との差分を確認する。  
 アノテーションは人手によりテキストエディタ上で行われるため，操作ミス等から，
誤って本文の一部を削除してしまう，意図せず不要な文字を挿入してしまうといったこ
とが完全には避けられないため，このようなチェックが必要となる。  
 なお，アノテーション時のテキスト変更については，アノテーション作業時に入力誤
りを発見し修正の必要が生じる場合もあるが，この場合は，アノテーション作業用デー
タと外注入力オリジナルデータとを同時に修正し，常に同期を図っている。よって，こ
の差分チェック時に検出された差分は，不正な本文変更として修正を行うことになる。  
 
b. 著作権処理情報の照合：リリース対象とすべきサンプルかどうかの判断材料として，著
作権処理状況を確認する。  
 サンプルデータは，入力及びアノテーションと，著作権処理を同時進行で行っている
ため，場合によっては，アノテーションが終了した後で著作権処理が行われるものもあ
る。アノテーションが終了しリリースを予定していても，この時点で著作権者からの利
用許諾が明確に拒否されているサンプルは，リリースすることができないため，リリー
ス直前に著作権処理用データベースより処理状況を確認し，リリースできないサンプル
を取り除く。  
 
c. リリース状況の確認：リリース対象とするサンプルが，過去に既にリリースされていな
いかどうかを，電子化作業管理用データベースとの照合により確認する。  
 電子化アノテーション済みデータは，定期的にある程度まとまったサンプル数（1,000
サンプル程度）を形態論情報付与のグループへとリリースしており，リリースの回数は
数十回に上る。また，一度リリースしたサンプルについて，データ修正の必要が生じた
場合に再度 version を変えて差し替え用のデータをリリースする「再リリース」が行われ
ることもある。この「リリース」と「再リリース」は version 管理のため，処理を区別す
る必要があるため，リリース前に過去のサンプルリリース状況との照合を行う。既にリ
リース済みのサンプルは，リリース対象から取り除き，再リリースの処理ラインへ送る。  
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2.6.2. 簡易タグ形式から XML 形式への変換  
 アノテーション作業用データを，perl スクリプトにより XML 形式に変換する。変換内容
の詳細は以下の通り。  
a. 管理用ヘッダ行，作業コメント行などを削除する。  
b. 簡易タグを電子化仕様で規定する XML タグに置換する。  
c. 自動認定する，paragraph，sentence，quote，br を付与する。  
 変換した後，XML の整形式（well-formed）であるか，また，仕様上回避されるべき形式
（例えば，article 要素と同じ範囲となる cluster 要素，titleBlock 要素が一つでない  cluster
要素など）が生じていないかを検査し，問題のあるサンプルを検出する。検出された問題サ
ンプルは修正を行い改めて変換を行う。  
 
2.6.3. 可変長形式 XML・固定長形式 XML の抽出  
 アノテーション作業用データは，一つのサンプル抽出基準点から同時に採取される可変長
サンプルと固定長サンプルを，効率良く整合的に作成するため，両サンプルを統合的に含ん
だ範囲を有している。そのため，それを単純に XML 形式に変換したデータも，同様に両サ
ンプルを含んだ範囲となっており，リリース用のデータは，そこから可変長形式および固定
長形式の両 XML 形式ファイルを派生させることで得られる。  
 
 
【図 20：可変長サンプルと固定長サンプルの抽出】 
 
a. 可変長サンプル：前出 XML 形式ファイルより，タグによりマークアップされている可変
長サンプルの範囲のみを抽出し，出力する。その際，主に以下の点について可変長サン
プル仕様との適合を確認し，問題のあるサンプルを修正する。  
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 ・概ねサンプル長が句読点・空白文字等記号を除くカウント有効文字数において 1 万字
（2 割程度の誤差は許容する）に収まっているかどうか（文字数計測）  
・可変長 XML 形式の文書型に合致するか（DTD）  
・規定文字セットに合致するかどうか（ツール規格監査人）  
 
b. 固定長サンプル：前出 XML 形式ファイルより，サンプル抽出基準点（XML タグにおけ
る sampling[@type="start"]）を含む sentence 要素 26の開始位置から，サンプル抽出基準
点カウント有効文字数 1000 文字目（XML タグにおける sampling[@type="end"]）を含
む sentence 要素の終了位置までを抽出し，範囲開始・終了位置前後の関連するブロック
要素タグを補完，及び，固定長文書型において定義されていない要素（cluster 要素など）
を削除した上で出力する。  
 その際，主に以下の点について固定長サンプル仕様との適合を確認し，問題のあるサ
ンプルを修正する（文字数に不足のあるサンプルについては，文字列およびアノテーシ
ョンの追加を行う）。  
・ カウント有効文字数が 1000 文字に満たないサンプルがないかどうか（文字数計測）  
・ 固定長 XML 形式の文書型に合致するか（DTD）  
・ 規定文字セットに合致するかどうか（ツール規格監査人）  
 
2.6.4. Merged 形式への変換  
 前工程までで生成された可変長・固定長両サンプルを，サンプル抽出基準点を基準として
統合した形式（Merged 形式）のデータに変換する。これは，形態論情報付与グループにお
ける作業の効率化・整合性の確保のために必要となる，本文テキストの重複を排除したデー
タとして作成するものである。  
 Merged 形式では， inline 要素を除き，全てタグを空要素に変換し，可変長・固定長サン
プルの別，開始・終了の別，対となる開始・終了タグに対する同一の ID といった付加情報
を各要素タグの属性として付与した上で，可変長・固定長両サンプルの情報を漏れなく格納
する。  
 Merged 形式についても，以下の点についてデータの妥当性を確認し，問題があるサンプ
ルについては修正を行う。  
・ 整形式（well-formed）XML であるか  
・ 可変長・固定長サンプルへの再変換が可能な形式であるか，また，再変換を行った際
に，元の可変長・固定長 XML との差分が生じないか  
・ 規定文字セットに合致するかどうか（ツール規格監査人）  
 
2.7.リリース  
 リリース時には，この段階までに作成したすべての形式のデータを取りまとめて，形態論
情報付与グループに渡す。渡すデータの内訳は次のとおりである。  
 
・  可変長形式  XML データ  
                                                  
26 sentence 要素は入れ子を認めているため，子要素となる sentence 要素内に基準点がある場合は，最
上位の sentence 要素。  
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 ・  固定長形式  XML データ  
・  Merged 形式  XML データ  
・  sample id のリスト  
 
 この際，収録されるサンプルの種別，数，準拠するデータ形式のバージョンを同時に文書
化する。なお，リリース後にタグの誤りが見つかった場合は，その都度，再リリースという
形で形態論情報付与グループに渡す。  
 
2.8.新公開形式への対応  
2.8.1. 背景  
 前節までに述べたリリースを経たデータについて，最終的なコーパスの公開形式として形
態論情報も含めた XML 形式を再検討した結果，一部の形式を変更する必要が生じたため，
データ作成終了後に以下のような形式の変更・変換を行った 27。  
 
2.8.2 カウント対象外要素  
 
従来仕様の問題点  
・ 言語単位（短単位・長単位）内部に別語が入り込む可能性がある。  
・ （本来は，形態素解析や検索の対象にする必要がないにもかかわらず）カウント対象
外要素が，通常の本文要素と同一に扱われてしまう可能性がある。  
 
該当するタグ  
・ noteMarker 
・ noteBodyInline 
・ delete 
 
変更点  
・ noteMarker, noteBodyInline 要素は，空要素タグとする。  
・ 現況の要素内容を  text 属性，現況で内部に含まれるタグの情報を  info 属性に格納
する。  
・ info 属性値の書式：以下の３値を「 :」区切りで表示。  
(1) タグ名  元のタグの要素名  
(2) 属性  属性名と属性値を「=」で繋いで表示。複数の属性を持つ場合は「 ,」
区切りで表示。  
(3) 範囲情報  タグ開始文字位置（x）と包含文字数（y）を「 -」で区切って表示。
文字位置は，「○」を文字として「1○2○3○4」のように数える。包含文字数は，
空要素タグの場合  0 。タグ範囲が text 属性文字列と完全に一致する場合は省略。 
・ 内部に複数のタグが含まれる場合は３値をセットとして，「 ;」区切りで表示。  
・ delete 要素テキスト内の抹消文字を示す用法は，適用例がないため仕様から削除し，
                                                  
27 形式変更の背景等詳細については小木曽智信他 (2011)「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』にお
ける形態論情報付き XML フォーマット」（言語処理学会第 17 回年次大会論文集所収予定）を参照さ
れたい。  
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 著作権者等の要望により伏せ字とする文字を示す専用要素とする  
 
noteMarker, noteBodyInline のタグ変換例  
 
1) 通常例 
・ noteMarker（OW6X_00002）  
【変更前】 
国際ルールに反しない形でタイド化を行っている<noteMarker>（注１）</noteMarker>。 
【変更後】 
国際ルールに反しない形でタイド化を行っている<noteMarker text="（注１）"/>。 
 
・ noteBodyInline（OW6X_00016）  
【変更前】 
国連平和維持活動（ＰＫＯ<noteBodyInline>Ｐｅａｃｅ‐Ｋｅｅｐｉｎｇ Ｏｐｅｒａｔｉ
ｏｎｓ</noteBodyInline>） 
【変更後】 
国連平和維持活動（ＰＫＯ<noteBodyInline text="Ｐｅａｃｅ‐Ｋｅｅｐｉｎｇ Ｏｐｅｒａ
ｔｉｏｎｓ"/>） 
 
2) 内部に文字情報タグを含む場合  
a. 範囲一致（例：LBf1_00018／enclosedCharacter）   
【変更前】 
<noteMarker><enclosedCharacter description="○">６６</enclosedCharacter></noteMarker> 
【変更後】 
<noteMarker text="６６" info="enclosedCharacter:description=○:"/> 
 
b. 範囲不一致（例：OW6X_00282／correction）  
【変更前】 
<noteMarker>（注２）<correction type="excess" originalText="）"/></noteMarker> 
【変更後】 
<noteMarker text="（注２）" info="correction:type=excess,originalText=）:5-0"/> 
 
c. 複数タグ共起（例：PB28_00014／ image, enclosedCharacter）   
【変更前】 
<noteMarker> 
 <image description="くちびる" no="2" /> 
 <enclosedCharacter description="○">２</enclosedCharacter> 
</noteMarker> 
【変更後】 
<noteMarker text=" ２ " info="image:description= く ち び る :1-0;enclosedCharacter:description=
○:1-1"/> 
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 3) 内部に補足情報タグを含む場合 
・ ruby（LBcn_00003）   
【変更前】 
一 ぱ い ひ っ か け ず に <noteBodyInline> （ <ruby rubyText=" の "> 飲 </ruby> ま ず に ）
</noteBodyInline>はいられねえ。 
【変更後】 
一ぱいひっかけずに<noteBodyInline text="（飲まずに）"/>はいられねえ。 
 
・ sentence（LBc3_00016）   
【変更前】 
「どこまでだ<noteBodyInline>（<sentence>どこまで行く？</sentence>）</noteBodyInline>」 
【変更後】 
「どこまでだ<noteBodyInline text="（どこまで行く？）"/>」 
 
2.8.3. verse への sentence 付与  
 
従来仕様の問題点  
・ 形態素を包含する文書要素の単位が統一されていることが望ましい。現状では verse
内に sentence が付与されていないために，解析・検索等に不都合である。  
 
関与するタグ  
・ verse 
・ verseLine 
・ sentence 
 
変更点  
・ verse 内にも sentence 要素を認定し，形態素の直上の要素を sentence 要素に統一す
る。  
・ verse 内の sentence 要素として，通常の文にほぼ相当するものを人手により認定す
る。  
・ 新たに認定する verse 内の sentence 要素は，通常の sentence と区別するため type
属性を「verse」とする。  
・ 現在の verseLine 要素は空要素に変更し，詩行の末尾に付与する。  
 
韻文における sentence 認定基準  
a) 俳句・短歌等 
例外なく１句・１首を１sentence とする。  
 
b) 詩 
・ 連を超える sentence は認めない。  
・ 文終止マーカー（句点等），詩行末，および記号類（スラッシュ，空白など）の位置
と文末が一致する可能性があると考える。  
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 ・ 上記注目箇所において，活用形等に鑑み，前後に修飾・係り受け関係がないと判断で
きる場合は，その位置を文末とみなす。  
・ 修飾・係り受け関係の判断が困難なもの（一般的な文の認定にそぐわないもの）は，
詩行を単位として sentence とする。  
 
タグ変換例  
a) 複数行で１文をなすもの 
・ 俳句・短歌等（例：OB6X_00087）  
【変更前】 
<verseLine>霊山の</verseLine><br type="automatic_original" /> 
<verseLine>誓いも深き</verseLine><br type="automatic_original" /> 
<verseLine>君ら西</verseLine><br type="automatic_original" /> 
<verseLine>我ら東と</verseLine><br type="automatic_original" /> 
<verseLine>白馬も雄々しく</verseLine><br type="automatic_original" /> 
【変更後】 
<sentence type="verse">霊山の<verseLine/>誓いも深き<verseLine/>君ら西<verseLine/>我ら
東と<verseLine/>白馬も雄々しく<verseLine/></sentence> 
 
・ 詩（例：LBe9_00124）   
【変更前】 
<verseLine>十の蜂舎の成りしとき</verseLine><br type="automatic_original" /> 
<verseLine>よき園成さば必らずや</verseLine><br type="automatic_original" /> 
<verseLine>鬼ぞうかがふといましめし</verseLine><br type="automatic_original" /> 
<verseLine>かしらかむろのひとありき</verseLine><br type="automatic_original" /> 
<verseLine>山はかすみてめくるめき</verseLine><br type="automatic_original" /> 
<verseLine>桐むらさきに燃ゆるころ</verseLine><br type="automatic_original" /> 
<verseLine>その農園の扉を過ぎて</verseLine><br type="automatic_original" /> 
<verseLine>苺需めしをとめあり</verseLine><br type="automatic_original" />（後略）  
【変更後】 
<sentence type="verse"> 十 の 蜂 舎 の 成 り し と き <verseLine/> よ き 園 成 さ ば 必 ら ず や
<verseLine/> 鬼 ぞ う か が ふ と い ま し め し <verseLine/> か し ら か む ろ の ひ と あ り き
<verseLine/></sentence> 
<sentence type="verse"> 山 は か す み て め く る め き <verseLine/> 桐 む ら さ き に 燃 ゆ る こ ろ
<verseLine/>その農園の扉を過ぎて<verseLine/>苺需めしをとめあり<verseLine/></sentence> 
 
b) １行内に複数文を有するもの 
・ 詩（例：LBf9_00091）   
【変更前】 
<verseLine>〈灰色に ひとりぼっちに 僕の夢にかかってゐる／とほい村よ／あの頃 ぎぼう
しゅとすげが暮れやすい花を咲き／山羊が啼いて 一日一日過ぎてゐた／やさしい朝でいっ
ぱいであった―／お聞き 春の空の山なみに／お前の知らない雲が焼けてゐる 明るく そ
して消えながら／とほい村よ（後略）〉</verseLine><br type="automatic_original" /> 
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 【変更後】 
<sentence type="quasi">〈灰色に ひとりぼっちに 僕の夢にかかってゐる／とほい村よ／
</sentence> 
<sentence type="quasi">あの頃 ぎぼうしゅとすげが暮れやすい花を咲き／山羊が啼いて 一
日一日過ぎてゐた／</sentence> 
<sentence type="quasi">やさしい朝でいっぱいであった―／</sentence> 
<sentence type="quasi">お聞き </sentence> 
<sentence type="quasi">春の空の山なみに／お前の知らない雲が焼けてゐる </sentence> 
<sentence type="quasi">明るく そして消えながら／</sentence> 
<sentence type="quasi">とほい村よ（後略）〉<verseLine/></sentence> 
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 第３章  電子データが存在するもの  
西部みちる，大島一 (3.2.3，3.2.4) 
ここまでは，当グループで制御されたデータを扱ったものについて述べた。ここからは，
まったく違う流れとなる「電子データが存在するもの」について述べていく。  
異なるのは次の二つである。  
・電子データが存在するため，入力仕様に沿っていない  
・アノテーションは（半）自動，またはまったくしていない  
 
3.1.他の班において電子化されたデータを加工（変換）し，XML 文書化するもの  
BCCWJ には，別の班が作成した別のコーパスのデータを一部加工してコーパス内に取り
込んだデータが含まれる。データ班以外で電子化された媒体は，教科書と広報紙である。1.1.
の B にあたる。  
 
3.1.1. 検定教科書（OT）  
教科書は，事前に BCCWJ の非母集団 SC に取り込むことを意識して，言語政策班が文字
や構造についてのタグを設計し構築したデータである。すでに構築されたコーパスからの取
り込みだったため，それほど大きな問題はなかったが，文字セット内の文字かどうかを判定
するツール「規格監査人」を用いたところ，文字セット外の文字が検出され（下記），それを
修正した。統制されたデータであっても，文字セットの検査をする重要性を証明する実例と
なった。  
【表３：検出された文字セット外の文字】 
コード  頻度  名称  備考  
U+0020 2 SPACE JIS X0213 外  
U+005B 1 LEFT_SQUARE_BRACKET JIS X0213 外  
U+876F 1 漢字（虫偏に「爰」）  JIS X0213 外  
U+9656 2 漢字（阜偏に「俊」の旁）  JIS X0213 外  
U+FF0Ⅳ  237 ハイフンマイナス  BCCWJ 文字集合外  
U+FF5E 253 チルド  BCCWJ 文字集合外  
 
《アノテーション》  
構造をあらわす XML については，他の班が目的に応じて付与したタグを流用したため，
当グループで設計した以外のタグ（root，subRuby，supplement）がついている。田中・近
藤・平山（2011）を参照されたい。教科書データに付与されたタグの一覧とその頻度は当報
告書の第２部第２章参照。  
 
3.1.2.広報紙（OP）  
広報紙のデータ形式は，BCCWJ の文字入力仕様やサンプル範囲認定基準に適合させるこ
とをあまり意識しない設計となっていたため，データ取り込み時の問題が多く生じた。特に
問題となった，文字セットについて述べる。  
広報紙の文字入力に用いる文字セットは，JIS X 0208:1997（第 1・第 2 水準）と規定し，
それ以外の文字は「JIS 第 1・第 2 水準で入力できない文字は，本仕様ではすべて外字とし
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 ます」となっている。そしてその外字の入力には，〓と外字タグ<g></g>を用いるようにと
なっている。  
[広報紙のマニュアル：「〓」で入力するもの ] 
・外字は原則として「〓（げた記号）」によって入力します。  
・文字以外であっても，文中に含まれて，文の構成要素になっているような  
イラストやマークについても，同様に外字として扱い「〓」を入力します。  
 
[広報紙のマニュアル：外字タグ<g></g>を用いるもの ] 
 例  入力例  
ローマ数字  ⅩⅤ  第<g>１５</g>章  
丸付き数字  ○79  連載<g>７９</g> 
1 文字の丸付きローマ字・平仮名・
片仮名・漢字（2 文字以上は対象外） ○秘  スター<g>秘</g>エピソード
化学式  水分子 H<g>２</g>O 
数式  ６７０．３３ｋｍ<g>２</g>上付き・下付き文字  
注マーカー 文章の構造<g>※１</g> 
分数   １<g>３／５</g> 
 
ここで問題となるのは，BCCWJ では「〓」の記号そのものを指してメタ的に用いられる
ものを除き，missingCharacter タグによってマークアップされない「〓」は許容していない
点 で あ る 。 文 字 セ ッ ト 内 で 表 現 で き な い も の は ， こ れ ま で 述 べ て き た よ う に
missingCharacter，image，rejectedSpan などのタグで表現することになっている。そして，
missingCharacter タグを付す場合は，その文字の情報も詳細に記すことになっている。つま
り，「〓」で入力されたものはすべて目視した上で，いずれかのタグを付与しなくてはならな
いのである。外注の時点で大量の「〓」が混入しないよう，我々は細心の注意を払った。し
かし広報紙のデータには目視不能な量の「〓」が入力されていた。  
同様に外字タグ「<g></g>」についても，これで入力してあればそのまま BCCWJ の文字
入力仕様における外字タグと同義というわけではない。例えば，広報紙の入力仕様において
「<g>１</g>」によって入力される文字は，BCCWJ においては，文字セット内の「Ⅰ」（ロ
ーマ数字１），文字セット外（enclosedCharacter タグで表現）の「①」「❶」を入力し分け
なくてはならない。広報紙のように箇条書き表現の多い媒体では，丸数字が頻出することが
容易に想像できるので，BCCWJ に取り込むことが事前にわかっていたなら，丸数字も
「<g></g>」のタグで入力するという指示は回避すべきだったといえる。  
なお，当グループの「文字入力マニュアル」では，「JIS の第１水準と第２水準の漢字，平
仮名，片仮名，アルファベット (ローマ字・ギリシャ文字・キリール文字 )，算用数字，およ
び，通常の日本語入力システムで入力可能な記号類を使用します。」としているので，JIS X 
0208 規格（つまり「JIS の第１水準と第２水準」）には含まれない丸付き文字（①～⑳）・ロ
ーマ数字（Ⅰ～Ⅹ，ⅰ～ⅹ）も，外字タグではなくそのまま入力される。また「JIS X 0208
規格には含まれない入力可能な一般記号類」も，可能であればそのまま入力（入力できない
場合は 13 ページ「規格監査人」で述べたように入力可能な別記号で入力）するとなってい
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 るので，納品時には目視可能な量の「〓」と外字タグに収まるわけである。  
それぞれのマニュアルに沿うと，入力は次のように異なる。  
  広報紙入力マニュアル  当グループのマニュアル  
ローマ数字  Ⅰ  <g>１</g> Ⅰ  
①  <g>１</g> ①  丸付き数字  
❶  <g>１</g> (①  ) 
☎  〓  可能であれば☎  JIS X 0208 外
記号  á 〓  〓  
さて，広報紙のデータを引き継いだ時点で，外字タグ「<g></g>」は約 35,000 箇所あった。
このうち約 6,000 箇所は，広報紙の入力マニュアルで外字ではないとしているものにタグを
付していた入力エラーであった。また，上のローマ数字と丸付き数字のように，BCCWJ で
は入力し分けることとしているものが同じ外字タグで表されているものが約 15,000 箇所あ
った。  
既に目視は不可能な量であるため，次のものを機械的に抽出して置換した。  
上付，下付と予想される文字列：その文字列を抽出し置換。約 300 箇所  
ローマ数字と予想される文字列：その文字列を抽出し目視確認して置換。63 箇所  
黒丸数字と白丸数字：白丸に統一して置換。  
また，「〓」の総数は約 26,000 個確認された。うち約 20,000 箇所が電話マーク「☎」，約
4,000 個が項立て記号の「▷」，「▶」（U+25B7，U+25B6）に相当するものであった。これら
の大量の記号を次のように処理し，そののち「〓」の目視作業確認をおこなった。というの
も，ツール「getaway」を使った「〓」の目視確認作業には，熟練作業者でも 1 個あたり 1
分程度かかるため，26,000 個の目視は不可能だからである。  
☎：定型の電話番号表現の前に現れるものを予想し，一括置換  
 ※文中に現れるものもあり，目視による置換作業も行った。  
▷，▶：テキスト内で抽出し目視による置換作業  
このほか，本文文字列の周辺に表れるイラストなど，不要な飾りが「〓」で入力されたも
のも散見された。入力対象の指示を明確にしなかったために生じたエラーである。  
こうして，最低限のデータクリーニングはできたものの，この原稿を書いている時点でも
なお，不要な物理改行や，重複して入力された文字列などが見つかっているとの報告を受け
ている。業者向けの仕様は，納品時のチェックが現実的なものにする必要がある。  
BCCWJ の文字入力では，「〓」の頻出が予見された段階で納品を待たず対応している。「☎」
の例は既に述べたが，このほか，JIS X0208 外の「▷」，「▶」は，入力できない業者もあるた
め，項立て記号などで向きを示す必要がなければ，「△」，「▲」に包摂するよう指示している。
また，イラストなど不要な飾りについては，入力対象の指示を紙面上で明確に行っている。  
 
《アノテーション》  
広報紙のデータは構造化が間に合わなかったため，XML のタグは enclosedCharacter，
missingCharacter，fraction，rejectedBlock，そして個人情報を伏せるタグしか付与してい
ない。付与されたタグの一覧は，次年度以降に公開予定である。  
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 3.2.既存の電子データを加工し，XML 文書化するもの  
1.1.の C にあたるものである。  
 
3.2.1.会議録（OM）  
国会会議録検索システム（http://kokkai.ndl.go.jp/）のデータは時代によって，紙の議事
録をスキャンし OCR 処理した電子データと，電子データとして作成されたものの２種類が
ある 28。データ班では国立国会図書館より html ファイルを提供していただき，以下の処理を
行った。  
・会話部分だけを抽出（外注）  
・発話者に対するタグ付け（外注）  
・一発話を一行に連結（外注）  
・文字コード変換（Shift-JIS→UTF16）  
・本文文字列の半角→全角変換  
・XML 文書化  
・文字セットチェック  
この過程，あるいは元の html データ作成の段階で，以下の問題が生じた。  
・「〓」に置き換わっているもの（ファイル形式・コード変換時）  
  漢字（2 例），ダブル引用符（4 例），丸数字（32 例），ローマ数字（21 例）  
  →元の html を確認し修正  
・OCR 認識誤り（元の html 作成時）  
  →sentence 自動付与プログラムで不備を生じる引用符の不整合部分のみ修正  
 
《アノテーション》  
XML 文書化については，限定的なタグ付けを外注で行ったため，限定的なタグ（主に
speaker，speech）のみが付与されている。タグの一覧とその頻度は当報告書の第２部第２
章を参照されたい。  
 
3.2.2.法律（OL）  
法律は，「法令データ提供システム」（http://law.e-gov.go.jp/）からダウンロードした html
ファイルに対し，以下の処理を行った。  
・文字コード変換（Shift-JIS→UTF16）  
・本文文字列の半角→全角変換  
・html タグをもとに，一部構造化タグを付与 ※タグ一覧参照  
・XML 文書化  
・文字セットチェック  
「法令データ提供システム」のデータには，原則として半角文字は含まれていないことに
なっているが，実際には次の半角文字が含まれていた。  
                                                  
28 松田（2008） 第 1 章 5.1.に「第 145 回国会以降のデータは、入力した原稿がそのまま電子的に加
工されて、インターネット上での公開に回されているが、それ以前のものについては紙媒体（官報号
外）バージョンをスキャナで読み取り、OCR で文字に変換している」とある。  
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半角スペース  887 箇所  
半角「>」  3 箇所  
半角「A」  1 箇所  
条項の指示記号「a」「b」「c」「d」「e」「 i」 15 箇所  
条項の指示記号半角数字「1」「2」「3」「4」 23 箇所  
半角「 (」  56 箇所  
半角「 )」  55 箇所  
 
《アノテーション》  
構造のタグについては，限定的に  cluster， title， list，quotation, figure 等を付与した。
付与されたタグの一覧は，次年度以降に公開予定である。  
 
3.2.3.Yahoo!知恵袋（OC）  
Yahoo!知恵袋と Yahoo!ブログは，どちらも紙媒体はなく，電子データが原典である。デー
タ班が入手したデータに，外注業者が削除要素を認定・タグ付けしたものを，当グループで
コーパス用に整形することとなった。  
最初に着手したのは知恵袋のデータである。データの成り立ちを把握しきれず，問題の検
出や処理が非常に困難であった。これまでのデータにはなかった制御コードや複数の空白文
字が含まれていたこと，半角文字も含まれているので全角への変換が必要であったことなど，
紙の原典から入力したものとはまったく異なる性質の問題があり，新しい作業工程ばかりと
なった。ファイル数が多くどの処理にも時間がかかったことも困難の原因の一つだった。  
文字の面では，当然のことながら，BCCWJ の文字集合外の文字が検出された。丸付き文
字（１～２０，上，中，下，左，右），いわゆる「はしご高（U+9AD9）」，罫線など，そのバ
リエーションはあまり多くなかった。また，入手データですでに数値文字参照になっている
ものがあったので，文字集合内の文字や記号に置換できるものは置換し，文字集合内で転記
できないものはタグを使って表現した。ただし，一部に見られたメタ的に用いられている数
値文字参照は置換対象としなかった。  
●数値文字参照（10 進数） 計 29 種類  
 
 
 
 
 
●文字実体参照 計 5 種類  
・「＆ａｍｐ；」→「＆」，「＆ｈｅａｒｔｓ；」→「♥」など  
 
《アノテーション》  
知恵袋データは，人手による改行の補正作業を経たのち，ほぼ自動で構造のタグを付与し
た。  
知恵袋データには，Web データ上の改行コードを示すタグが含まれていたが，この改行は，
記号・組み文字  6 種類  
漢字 JIS 内 1 種類，簡体字  1 種類  
実 体 な し （ no-break space ， zero width 
non-joiner:formatting character など）  
9 種類  
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 投稿者が恣意的に行ったものや，投稿者の入力環境により一定文字数による桁折り（改行）
が施されているものなど様々で，文や語を分断するようなものが多く見られた。これらの改
行は，sentence の認定や，その後の形態素解析にとって大きな弊害となるため，文の区切り
位置と合致する改行（論理行末）とそうでない改行（物理行末）とを認定し，タグ付けを行
った。ただし，知恵袋データは膨大な量があり，データ内の全ての改行について人手で判断
処理を施すのは困難であったため，一部の例外を除き 29，文区切り位置と合致しない行末と
疑われる要素を一定の条件で抽出し，その箇所だけを人手で判断するという方法で，改行の
補正作業を進めた。  
構造の自動タグ付与においては，まず，知恵袋データが，質問とそれに対するベストアン
サーを一組にした形式なので，sample 範囲を OCQuestion（質問），OCAnswer（回答）に
分けた。その上で，改行補正に基づき論理行と認定された 1 行の範囲に webLine をつけ，
webLine に対して，sentece の自動付与を行った。また，業者が認定しタグを付与した削除
要素範囲を rejectedBlock とした。なお，  rejectedBlock に関しては，サンプリンググルー
プにおける BCCWJ の収録外対象要素（柏野・稲益・田中・秋元  （2009）参照）に基づき，
外国語，図表，古語，数式，アスキーアートに類別し，type 属性の付与を行った。  
 
●削除要素のタイプとその数  
外国語  <rejectedBlock type="foreign" /> 374 
図表  <rejectedBlock type="figure" /> 2,838 
古語  <rejectedBlock type="old" /> 16 
数式  <rejectedBlock type="formula" /> 310 
アスキーアート  <rejectedBlock type="ASCIIArt" /> 540 
合計：   4,078 
 
●タグ適用例（以下，網掛けのブロックが削除対象）  
・外国語（OC01_00342 の例）  
Ma-I-A Hi, Ma-I-A Hu  
Ma-I-A Ho, Ma-I-A Ha-Ha  
 
もしもし、やあ。俺だよ、ナイトだよ。  
<rejectedBlock type="foreign" /><br type="logicalLine_original" /> 
<webLine><sentence> も し も し 、 や あ 。 </sentence><sentence> 俺 だ よ 、 ナ イ ト だ よ 。 </sentence><sentence 
type="quasi"> </sentence></webLine><br type="logicalLine_original" /> 
 
・図表（OC11_00901 の例）  
10・・ 8・・ 6・・ 4・・ 2 祭壇  1・・ 3・・5・・ 7・・ 9  
20、 18、 16、 14、 12－－－ 11、 13、 15、 17、 19 
 
こんな感じですが、必ずしも偶数だったりベストな数が揃うとは限りませんので状況に応じて場所を入れ替えます
                                                  
29 「コアデータ」と呼ばれる詳細な研究用付加情報を付すデータセットについては，全て人手による
判断を行った。  
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 <rejectedBlock type="figure" /><br type="logicalLine_original" /> 
<webLine><sentence type="quasi">こんな感じですが、必ずしも偶数だったりベストな数が揃うとは限りませんの
で状況に応じて場所を入れ替えます</sentence></webLine> 
 
・古語（OC12_00782 の例）  
「親思う心にまさる親心今日の訪れ何と聞くらん」  
 
死刑が決まったとき読んだ歌だそうで「いくら子である自分が親を思っても親の方が勝っていると言うけれど、こ
の度自分の不手際でこのようなことになりました、御両親様先立つ不幸をお許しください」と言う意味だったと記
憶しています。  
<rejectedBlock type="old" /><br type="logicalLine_original" /> 
<webLine><sentence>死刑が決まったとき読んだ歌だそうで「いくら子である自分が親を思っても親の方が勝って
いると言うけれど、この度自分の不手際でこのようなことになりました、御両親様先立つ不幸をお許しください」
と言う意味だったと記憶しています。</sentence></webLine> 
 
・数式（OC01_06896 の例）  
(6*6*3.14-6*6)/2  
円から中の正方形を引き、それを半分にする。  
<rejectedBlock type="formula" /> 
<webLine><sentence> 円 か ら 中 の 正 方 形 を 引 き 、 そ れ を 半 分 に す る 。 </sentence></webLine><br 
type="logicalLine_original" /> 
 
・アスキーアート（OC12_03235 の例）  
.Λ＿Λ ／￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣  
（ ´∀｀）＜ モトハ捨テニャンデス、デモイマハ、ミンナノネコデス 
（ ） │  
｜ ｜ | ＼＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  
（_＿）＿） 
<rejectedBlock type="ASCIIArt" /> 
 
なお，サンプルの中には，質問もしくは回答箇所全体が削除要素となるケースも稀ながら
存在する。さらに，調査の結果，質問および回答の両方がすべて削除要素対象となってしま
うサンプルが 5 つほど見られた。これらのサンプルは日本語要素が皆無であるので，サンプ
ル収録外として，その対象から外した。従って，Yahoo!知恵袋の正確なサンプル数は，91,445
サンプルである。  
また，文字集合外のものを missingCharacter，ncr，enclosedCharacter，superScript ，
image で表現した。引用記号が文を分断すると認められたものに限り， info のタグを付した
（下の例）。タグの一覧とその頻度は当報告書の第２部第２章参照。  
＞本日、 14 時 40 分から 15 時 50 分の間、評価の書き込みが行えない、  
＞ b および d から始まるオークションで入札などすべての操作が行えないトラブルが発生いたしました。  
<webLine><sentence><info arg="quote_marker" value="＞ " />本日、１４時４０分から１５時５０分の間、評価
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 の書き込みが行えない、<br type="physicalLine_original" /><info arg="quote_marker" value="＞ " />ｂおよびｄ
か ら 始 ま る オ ー ク シ ョ ン で 入 札 な ど す べ て の 操 作 が 行 え な い ト ラ ブ ル が 発 生 い た し ま し た 。
</sentence></webLine><br type="logicalLine_original" /> 
OC14_06212.xml の例  
 
3.2.4.Yahoo!ブログ（OY）  
知恵袋同様，こちらも紙媒体は存在しない。先の知恵袋のデータが 2004 年 10 月からの
１年間のものであるのに対して，ブログのデータは 2008 年 4 月からの１年間のもので，３
年半の開きがある。このせいか，数値文字参照や文字実体参照のバリエーションが飛躍的に
増えていた（数値参照文字は、知恵袋では 10 進数のものだけだったのに対し，ブログでは
16 進数のものも多く含まれていた）。多く見られたジャンルを下に紹介する。また，文字化
けが散見された。文字化けが発見されたサンプルはコーパスには採録しないことにしたが，
気づかれずに採録されてしまったものもあると思われる。  
 
その一 例  
  文 字 種  
種
類 参 照 文 字  文 字  名 称  処 理  
タイ文 字  33 ＆＃３５８５； ก 
THAI CHARACTER KO 
KAI 
<rejectedSpan type="foreign"/> 
ハングル 254 ＆＃４４０３２； 가  ハングル <rejectedSpan type="foreign"/> 
簡 体 字  23 ＆＃２９２３３； 爱  愛 の簡 体 字  
<missingCharacter 
attribute="HanIdeograph" 
unicode="U+7231" 
daikanwa="M99999" description="
愛 の簡 体 字 ">〓
</missingCharacter> 
その他 漢
字  
66 ＆＃２１０８５； 剝    剝  
数 値 文 字 参
照 （10 進 数 ） 
丸 付 き文
字 ・数 字  
8 ＆＃９３１２； ① 丸 1 
<enclosedCharacter description="
○">１</enclosedCharacter> 
丸 付 き文
字 ・数 字  
27 ￥ｘ｛２４６０｝ ① 丸 1 
<enclosedCharacter description="
○">１</enclosedCharacter> 
ローマ数 字  10 ￥ｘ｛２１６０｝ Ⅰ ローマ数 字 1 Ⅰ 
数 値 文 字 参
照 （16 進 数 ） 
組 み文 字  20 ￥ｘ｛３３２７｝ ㌧ 全 角 トン トン 
文 字 実 体 参
照  
拡 張 ラテン 21 ＆ｏｕｍｌ； ö ダイエレシス付 き O 小 文 字 ö 
 
《アノテーション》  
ブログデータも知恵袋データ同様，ほぼ自動で構造のタグを付与した。ブログデータに関
しては，知恵袋で行った改行補正を外注業者に発注しており，そのタグを元に論理行を認定
し sentence 付与を行った。また，業者が認定した削除要素範囲に delete を付し，文字集合
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 外のものを missingCharacter，enclosedCharacter，superScript ， image，rejectedSpan
で表現した。また，元データに入っていた文字以外の要素を読み込むタグに関しては，イン
ラインであれば image タグに，ブロックであれば rejectedBlock に置換した。  
ここで注意したいのは，html のソースファイルでインラインであったものに image タグ
を付したという点である。文末に現れる絵文字を想定したわけであるが，実際には，大きな
写真や図を読み込むタグが（直前に改行がないために） image タグに置き換えられてしまっ
たものも少なくない。これは，html のタグからはわからなかったため，また元のブログのデ
ータが既にウェブ上にないものが多く，調査できなかったためである。  
ブログデータ内のタグの一覧とその頻度は当報告書の第２部第２章参照。  
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参考資料：データ構築に用いたマニュアル類  
 
構築の過程     マニュアル名  
2.1.文字入力 
・「現代日本語書き言葉均衡コーパス文字入力マニュアル
  ver.3.3」（通称：「文字入力マニュアル」）  
2.2.納品チェック  
 ・「目視録の仕方」  
 ・「〓処理の仕方」  
 ・「ランダムサンプリングチェックの仕方」  
 ・「ランダムサンプリングチェック (初回納品用)の仕方」
 ・「スペース・改行関連の納品データチェック」  
 ・「句読点チェック」  
2.4.アノテーション  
 
・「「現代書き言葉均衡コーパス」電子化簡易タグ付け用  
 マニュアル  ver.2.2」（通称：「タグ付けマニュアル」）
 ・「たぐペディア」  
 ・「m-mode によるメモ・コメントの挿入」  
 
 
・「電子化簡易タグ付けデータチェック用マニュアル  
  ver.1.01」  
 ・「簡易タグチェック手順マニュアル」  
 ・「要素別チェックの観点」  
 ・「テキスト修正コメントの処理について」  
2.5.外字処理 ・「外字処理マニュアル  ver.2」  
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現代日本語書き言葉均衡コーパス 
文字入力マニュアル ver.3.3 
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¼
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¿
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À
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Á
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Â
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Ã
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Ä
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Å
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Æ
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Ç
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È
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É
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Ê
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Ë
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Ì
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Í
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 | s  
Î
t ~   r x   s  
{    }
Ï
t ~   z r  | s  
Ð
t ~      | s  
{    }
Ñ
t ~    u   s  
Ò
t ~    r   s  
{   | }
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  s  
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 u    s | 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  s | 
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t ~    y   s  
Ü
t ~   x    s  
{    }
Ý
t ~       s  
Þ
t ~       s  
{   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t ~       s  
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ä
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æ
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è
t ~  w  u 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é
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ê
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  s  
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異
体
字
を
包
摂
せ
ず
に
「
〓
」
で
入
力
す
る
漢
字
一
覧
番
号
字
体
A
(J
IS
内
 入
力
可
)
字
体
A
U
C
S
字
体
B
(〓
入
力
対
象
)
字
体
B
U
C
S
(1
)
侮
U
+
4F
A
E
侮
U
+
FA
30
(2
)
併
U
+
4F
75
佋
U
+
50
02
(3
)
僧
U
+
50
E7
僧
U
+
FA
31
(4
)
免
U
+
51
4D
免
U
+
FA
32
(5
)
勉
U
+
52
C
9
勉
U
+
FA
33
(6
)
勤
U
+
52
E4
勤
U
+
FA
34
(7
)
卑
U
+
53
51
卑
U
+
FA
35
(8
)
即
U
+
53
73
卽
U
+
53
7D
(9
)
嘆
U
+
56
06
嘆
U
+
FA
37
(1
0)
器
U
+
56
68
器
U
+
FA
38
(1
1)
増
U
+
58
97
增
U
+
58
9E
(1
2)
墨
U
+
58
A
8
墨
U
+
FA
3A
(1
3)
寛
U
+
5B
D
B
低
U
+
5B
EC
1/
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㪅㫇
㪻㪽
㪀
異
体
字
を
包
摂
せ
ず
に
「
〓
」
で
入
力
す
る
漢
字
一
覧
(1
4)
層
U
+
5C
64
層
U
+
FA
3B
(1
5)
巣
U
+
5D
E3
巢
U
+
5D
E2
(1
6)
廊
U
+
5E
C
A
住
U
+
F9
28
(1
7)
徴
U
+
5F
B
4
徵
U
+
5F
B
5
(1
8)
徳
U
+
5F
B
3
德
U
+
5F
B
7
(1
9)
悔
U
+
60
94
悔
U
+
FA
3D
(2
0)
慨
U
+
61
68
慨
U
+
FA
3E
(2
1)
憎
U
+
61
8E
憎
U
+
FA
3F
(2
2)
懲
U
+
61
F2
懲
U
+
FA
40
(2
3)
掲
U
+
63
B
2
揭
U
+
63
ED
(2
4)
撃
U
+
64
83
擊
U
+
64
C
A
(2
5)
敏
U
+
65
4F
敏
U
+
FA
41
(2
6)
既
U
+
65
E2
既
U
+
FA
42
(2
7)
晩
U
+
66
69
晚
U
+
66
5A
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字
一
覧
(2
8)
暑
U
+
66
91
暑
U
+
FA
43
(2
9)
暦
U
+
66
A
6
曆
U
+
66
C
6
(3
0)
朗
U
+
67
17
佑
U
+
F9
29
(3
1)
梅
U
+
68
85
梅
U
+
FA
44
(3
2)
概
U
+
69
82
槪
U
+
69
EA
(3
3)
横
U
+
6A
2A
橫
U
+
6A
6B
(3
4)
欄
U
+
6B
04
欄
U
+
F9
1D
(3
5)
歩
U
+
6B
69
步
U
+
6B
65
(3
6)
歴
U
+
6B
74
歷
U
+
6B
77
(3
7)
殺
U
+
6B
B
A
殺
U
+
F9
70
(3
8)
毎
U
+
6B
C
E
每
U
+
6B
C
F
(3
9)
海
U
+
6D
77
海
U
+
FA
45
(4
0)
渉
U
+
6E
09
涉
U
+
6D
89
(4
1)
涙
U
+
6D
99
淚
U
+
6D
D
A
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字
を
包
摂
せ
ず
に
「
〓
」
で
入
力
す
る
漢
字
一
覧
(4
2)
渚
U
+
6E
1A
渚
U
+
FA
46
(4
5)
渇
U
+
6E
07
渴
U
+
6E
34
(4
6)
温
U
+
6E
29
溫
U
+
6E
A
B
(4
7)
漢
U
+
6F
22
漢
U
+
FA
47
(4
8)
瀬
U
+
70
2C
瀨
U
+
70
28
(4
9)
煮
U
+
71
6E
煮
U
+
FA
48
(5
0)
状
U
+
72
B
6
狀
U
+
72
C
0
(5
1)
猪
U
+
73
2A
猪
U
+
FA
16
(5
2)
琢
U
+
74
22
琢
U
+
FA
4A
(5
3)
研
U
+
78
14
硏
U
+
78
4F
(5
4)
碑
U
+
78
91
碑
U
+
FA
4B
(5
5)
社
U
+
79
3E
社
U
+
FA
4C
(5
6)
祉
U
+
79
49
祉
U
+
FA
4D
(5
7)
祈
U
+
79
48
祈
U
+
FA
4E
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一
覧
(5
8)
祐
U
+
79
50
祐
U
+
FA
4F
(5
9)
祖
U
+
79
56
祖
U
+
FA
50
(6
0)
祝
U
+
79
5D
祝
U
+
FA
51
(6
1)
神
U
+
79
5E
神
U
+
FA
19
(6
2)
祥
U
+
79
65
祥
U
+
FA
1A
(6
3)
禍
U
+
79
8D
禍
U
+
FA
52
(6
4)
禎
U
+
79
8E
禎
U
+
FA
53
(6
5)
福
U
+
79
8F
福
U
+
FA
1B
(6
6)
穀
U
+
7A
40
穀
U
+
FA
54
(6
7)
突
U
+
7A
81
突
U
+
FA
55
(6
8)
節
U
+
7B
C
0
節
U
+
FA
56
(6
9)
緑
U
+
7D
D
1
綠
U
+
7D
A
0
(7
0)
緒
U
+
7D
D
2
緖
U
+
7D
D
6
(7
1)
縁
U
+
7E
01
緣
U
+
7D
E3
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異
体
字
を
包
摂
せ
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に
「
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で
入
力
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る
漢
字
一
覧
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2)
練
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+
7D
F4
練
U
+
FA
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(7
3)
繁
U
+
7E
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繁
U
+
FA
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(7
4)
署
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+
7F
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署
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5A
(7
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者
U
+
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U
+
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U
+
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+
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視
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賓
U
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D
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+
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字
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包
摂
せ
ず
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「
〓
」
で
入
力
す
る
漢
字
一
覧
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+
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賴
U
+
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(8
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贈
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+
8D
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贈
U
+
FA
65
(8
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逸
U
+
90
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逸
U
+
FA
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(8
9)
郎
U
+
90
C
E
郞
U
+
90
D
E
(9
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都
U
+
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FD
都
U
+
FA
26
(9
1)
郷
U
+
90
F7
鄕
U
+
91
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(9
2)
録
U
+
93
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錄
U
+
93
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(9
3)
錬
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+
93
2C
鍊
U
+
93
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(9
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隆
U
+
96
86
隆
U
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F9
D
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(9
5)
難
U
+
96
E3
難
U
+
FA
68
(9
6)
響
U
+
97
FF
響
U
+
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69
(9
7)
類
U
+
98
5E
類
U
+
F9
D
0
(9
8)
黄
U
+
9E
C
4
黃
U
+
9E
C
3
(9
9)
黒
U
+
9E
D
2
黑
U
+
9E
D
1
7/
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異
体
字
を
包
摂
せ
ず
に
「
〓
」
で
入
力
す
る
漢
字
一
覧
(1
00
)
喝
U
+
55
9D
喝
U
+
FA
36
(1
01
)
褐
U
+
89
10
褐
U
+
FA
60
(1
02
)
塚
U
+
58
5A
塚
U
+
FA
10
(1
03
)
頻
U
+
98
3B
頻
U
+
FA
6A
(1
04
)
瓶
U
+
74
F6
甁
U
+
75
01
(1
05
)
塀
U
+
58
40
塀
U
+
FA
39
(1
06
)
戻
U
+
62
3B
戾
U
+
62
3E
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漢字 読み 漢字 読み
明日 アス 一日 ツイタチ
小豆 アズキ 築山 ツキヤマ
海女 アマ 梅雨 ツユ
硫黄 イオウ 凸凹 デコボコ
意気地 イクジ 手伝う テツダウ
田舎 イナカ 伝馬(～船) テンマ
息吹 イブキ 投網 トアミ
海原 ウナバラ 読経 ドキョウ
乳母 ウバ 時計 トケイ
浮気 ウワキ 友達 トモダチ
笑顔 エガオ 仲人 ナコウド
叔父/伯父 オジ 名残 ナゴリ
大人 オトナ 雪崩 ナダレ
乙女 オトメ 野良 ノラ
叔母/伯母 オバ 祝詞 ノリト
母屋/母家 オモヤ 博士 ハカセ
神楽 カグラ 二十重 ハタエ
河岸 カシ 二十/二十歳 ハタチ
風邪 カゼ 二十日 ハツカ
仮名 カナ 波止場 ハトバ
蚊帳 カヤ 一人 ヒトリ
為替 カワセ 日和 ヒヨリ
河原/川原 カワラ 二人 フタリ
昨日 キノウ 二日 フツカ
今日 キョウ 吹雪 フブキ
果物 クダモノ 下手 ヘタ
玄人 クロウト 部屋 ヘヤ
今朝 ケサ 迷子 マイゴ
景色 ケシキ 神酒 ミキ
心地 ココチ 土産 ミヤゲ
今年 コトシ 息子 ムスコ
早乙女 サオトメ 眼鏡 メガネ
雑魚 ザコ 猛者 モサ
桟敷 サジキ 紅葉 モミジ
五月 サツキ 木綿 モメン
早苗 サナエ 最寄り モヨリ
五月雨 サミダレ 八百(～長，屋) ヤオ
時雨 シグレ 大和 ヤマト
竹刀 シナイ 浴衣 ユカタ
芝生 シバフ 行方 ユクエ
清水 シミズ 寄席 ヨセ
三味線 シャミセン 若人 ワコウド
砂利 ジャリ
数珠 ジュズ
上手 ジョウズ
白髪 シラガ
素人 シロウト
師走 シワス
数奇/数寄(～屋) スキ
相撲 スモウ
草履 ゾウリ
山車 ダシ
太刀 タチ
七夕 タナバタ
足袋 タビ
稚児 チゴ
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第２部 
タグの運用方法と運用結果 
 
 
 第 1 章 タグの概要  
間淵洋子，西部みちる  
1.1 タグの分類  
 
当グループでアノテーションに用いるタグは，その性質についていくつかの観点で分類を
することができる。ここでは，タグの機能・役割に関する分類，タグ付与方法についての分
類，形式についての分類について示す。  
 
1.1.1 本文要素を表すタグ・特定の言語要素を表すタグ  
 
BCCWJ のテキストは，サンプリングの際に，物理的実体としての紙面に対して構造的な
把握を行った上で，入力対象とすべき文字列を決定し作成される【図１】参照。  
 
【図 1】書籍を構成する各要素の階層（柏野他 20091より） 
                                                  
1 柏野和佳子他 (2009)『特定領域研究「日本語コーパス」平成 20 年度研究成果報告書『現代日本語書
き言葉均衡コーパス』における収録テキストの抽出手順と事例』  
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 そこで入力対象となりテキスト内に格納される文字列は，書籍の構造的な階層や，テキス
ト内での機能・役割が異なる様々な要素を含んでいる。具体的には，以下の要素である（各
要素の定義は柏野他 2009 による）。  
 
第 5 層：カウント対象文字種  
ルビ，注番号，抹消文字，グロス  
第 6 層：カウント対象要素  
・見出し：本文の各編・章・節などに付けられた題名  
・本文：冊本体の中でも，主になっている部分。一般的に文章の形で記述され，書籍
の実質的な内容を表す。  
・注：本文に対する注釈や説明。注記ともいう。巻末または各章末に一括して記され
る場合（巻末・章末注）と，各ページ内に記される場合（脚注など）がある。  
・キャプション：フィギュア本体の近くに配置されてそのフィギュア本体に対して解
説を加える部分  
 
書籍の構造的な階層の異なる要素のうち，第 5 層の要素は，固定長サンプル範囲を決定す
る際に弁別しておく必要がある要素であることから，他と区別してタグを付与しておく必要
がある。  
また，第 6 層の内部においても，各要素は視覚的に大きく異なるほか，言語内部の性質に
おいても，それぞれ特異性が見られるため，サンプリングの際に区別して扱われる。そのた
め，テキストの構造化においても，その区別を表現しておくことは有益である。特に，テキ
スト内で主体となる「本文」については，他の要素と弁別され，容易に取り出せることが求
められる。  
そこで，本電子化仕様においては，特に，「本文」とそれ以外の特定の言語要素とを区別し
てテキスト要素の役割・機能を明確にマークアップすることを基本方針として，各種タグを
設定した。以下に，役割・機能面におけるタグの分類を示す。  
 
【本文の構造や範囲を示すタグ】  
 article，cluster， list，sentence，paragraph，quote 
 
【特定の言語要素を表すタグ】  
 見出しや要約を表す：titleBlock， title，orphanedTitle，abstract 
 図版や付随要素を表す：caption， figure 
 引用を表す：speech，citation 
 注記を表す：noteBody，noteMaker，noteBodyInline 
 記事の補足要素を表す：authorsData，contents，profile 
 入力対象外要素を表す： image，rejectedSpan，rejectedBlock 
 韻文を表す：verse，verseLine 
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【図２】雑誌の例（PM41_00093 「旅の手帖_2004 年 11 号」）  
 
 
1.1.2 人手で付与するタグ・自動付与するタグ  
1 部 2.4.「アノテーション」の項で述べたように，タグは原則として人手による付与であ
る。しかし，自動で付与できるものと，人手付与が困難であるものは，自動で付与する。  
自動付与のルールは，「3.2 自動認定によって付与されるタグ」を参照されたい。  
【自動で付与するタグ】  
 sample，sentence，paragraph，quote，quotation，verseLine，br 
 
1.1.3 ブロックの要素に用いられるタグ・インラインの要素に用いられるタグ  
電子的な構造化テキストにおいて重要なタグの分類に，ブロック要素とインライン要素の
別がある。ブロック要素は，文章の構成要素となるもので，他のブロック要素と改行によっ
て分断される要素である。ブロック要素は，他のブロック要素やインライン要素を内包する
ことができる。一方インライン要素は，行内の一部の要素に対して，特定の意味や機能を付
加するもので，ブロック要素を内包することはできない。この形式による分類を以下に示す。  
 
【インラインの要素に用いられるタグ】  
 br，correction，cursive，delete，enclosedCharacter， fraction 
 image， info， insert，missingCharacter，noteBodyInline，noteMarker 
 quote，rejectedSpan，ruby，sampling，sentence，subScript 
 substitution，superScript 
【ブロックの要素に用いられるタグ】  
 abstract，article，authorsData，blockEnd，caption，citation 
本文 
見出し図版付随 
記事の補足 
要約 
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  cluster，contents， figure， figureBlock， list， listItem 
 noteBody，noteBodyInline，orphanedTitle，paragraph，profile 
 quotation，rejectedBlock，sample，source，speaker，speech 
 table， title， titleBlock，verse，verseLine 
 
1.2 あまり用いられなかったタグ  
パイロットコーパスには現れた要素で，タグを設計したものの，BCCWJ にはほとんど現
れなかった要素を表すタグがある。  
２章「用いられたタグの一覧表」の頻度によると，たとえば， table のタグは 2，cursive
のタグは 11 となっている。  
 
1.3 変更されたタグ  
実情に合わせ，設計時から定義を変更したタグがある。  
authorsData は，最初「著者」に関する情報をマークするものとしていたが，「著作」に
関する情報も頻出したことから，適用範囲を拡大し，著者・著作に関するメタ的な情報をマ
ークするタグとした。  
delete は，抹消線などによって削除された本文要素を表すタグとしていたが，その例は１
箇所しかなく，下線や傍線に関してはマークしない一方で抹消線だけをマークする矛盾を解
消するため，この定義を廃止した。そのかわり，著作者・著作権者からの依頼に応じておこ
なった伏字に適用することとした。  
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 1.4. タグの種類  
もちいられているタグは次のとおりである。 2 
 
【サンプルに関する要素】  
  sample サンプリングによって１サンプルとされた文書要素  
  sampling サンプリングポイントに関する情報  
【言語的な階層構造を記述する要素】  
  article 同一著者による，同一テーマのひとまとまりの文書要素  
  blockEnd 意味のまとまりや形式のまとまりを区切るためのマーカー  
  cluster title 要素が包括する文書要素全体  
  titleBlock title 要素とそれに付随する要素全体  
  title 特定範囲の文書要素の内容を代表する記述  
  orphanedTitle 不特定範囲の文書要素を代表する記述  
  list 箇条書きや名詞句の羅列など，列挙された文書要素の集まり  
  listItem list 要素を構成する並立要素  
  paragraph 段落を表す文書要素  
  sentence 文に相当する文書要素  
【特定の言語構造を記述する要素】  
 図表に関する要素  
  figureBlock 図表・写真・絵などの要素と，それに付随する文書要素をま
とめた要素  
  caption 図表についてのタイトルや説明  
  figure 図・表・写真・絵など  
  table 表  
 引用に関する要素  
  quotation 当該 article 要素とは異なる著作物からの引用や，発話・心内
発話の引用・描写・書き起こし  
  citation 当該 article 要素の本文において言及される，他文献からの引
用要素  
  source 引用文献についての情報 (文献名，著者名，著者情報など ) 
  speech 発話の引用・書き起こし，心内発話の描写  
  speaker 話者を明示的に表した文字列やマーク  
  quote 当該 article 要素とは異なる著作物からの引用や，発話・心内
発話の引用・描写・書き起こし  
 注記に関する要素  
  noteBody 脚注，後注など，本文と区別して記述される注記  
  noteBodyInline 傍注など行外に付随する形式で現れる注記  
  noteMarker 他の文書要素を参照する際の目印として機能する文字列  
                                                  
2 タグの詳細は，山口昌也，高田智和，北村雅則，間淵洋子，大島  一，小林正行，西部みちる（2011）
「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』における電子化フォーマット  ver.2.2」参照  
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  その他の要素  
  abstract article 要素，または cluster 要素の概要に相当する文書要素  
  authorsData 著作者表示・署名にあたる要素  
  contents 目次に相当する文書要素  
  profile 著者や登場人物のプロフィールに相当する文書要素  
  rejectedBlock サンプル範囲内において，削除対象となったブロック要素の
存在  
  verse 詩，和歌，俳句，歌謡などの韻文  
  verseLine 韻文における行  
【文字・表記に関する要素】  
  ruby ルビ  
  correction 原文の誤植を訂正した文字  
  missingCharacter JISX0213:2004 で規定されている文字以外の文字 (JIS 外字 ) 
  enclosedCharacter 連続や参照などのラベルとして機能している囲み付きの文字  
  cursive 変体仮名  
  image JISX0213:2004 が規定する諸記号に含まれていない記号類や
絵文字  
  superScript 数式や化学式などに用いる上付きの文字  
  subScript 数式や化学式などに用いる下付きの文字  
  fraction 帯分数の中の真分数部分  
  delete 抹消線などによって削除された本文要素  
  br 改行  
  info 補助的な付与情報  
  rejectedSpan サンプル範囲内において，削除対象となったインライン要素
の存在  
  substitution 別の文字で代用入力されている JISX0213:2004 規定文字  
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 第 2 章 用いられたタグの数の一覧表  
大島  一  
 
第１部第１章で詳述したとおり，BCCWJ における各メディアは大きく二つに分類される。
それが，「母集団」と「非母集団」である。「母集団」は「生産実態（出版）ＳＣ」と「流通
実態（図書館）ＳＣ」からなる。具体的なメディアは，「書籍（ＢＫ）」「雑誌（ＰＭ）」「新聞
（ＰＮ）」である。なお，「書籍（ＢＫ）」は，「生産実態（出版）ＳＣ」と「流通実態（図書
館）ＳＣ」の両者にそれぞれ含まれており，前者を「（ＰＢ）」，後者を「（ＬＢ）」と呼ぶ。  
一方，「非母集団」は「非母集団（特定目的）ＳＣ」という名称からも明らかなように，他
グループおよび外部協力者による“特定目的”のもと，構築されるサブコーパスである。こ
ちらには，母集団における書籍と同様，当グループにおいて紙面から文字入力したものであ
る「白書（ＯＷ）」「ベストセラー（ＯＢ）」「韻文（ＯＶ）」と，他グループにおいて電子化さ
れたデータを加工・変換したものである「教科書（ＯＴ）」「広報紙（ＯＰ）」，そして既存の
電子データを加工・変換したものである「国会会議録（ＯＭ）」「法律（ＯＬ）」「Yahoo!知恵
袋（ＯＣ）」「Yahoo!ブログ（ＯＹ）」が含まれる。（以下のとおり）  
 
【表１】ＢＣＣＷＪのコーパス実態  
「母集団」 
z 生産実態（出版）ＳＣ 
¾ 書籍（ＰＢ） 
¾ 雑誌（ＰＭ） 
¾ 新聞（ＰＮ） 
z 流通実態（図書館）ＳＣ 
¾ 書籍（ＬＢ） 
「非母集団」 
z （特定目的）ＳＣ 
¾ 白書（ＯＷ） 
¾ ベストセラー（ＯＢ） 
¾ 韻文（ＯＶ） 
（※この３つは上，母集団同様，当グループで入力・電子化） 
¾ 教科書（ＯＴ） 
¾ 広報紙（ＯＰ） 
（※この２つは他グループで入力・電子化したもの） 
¾ 国会会議録（ＯＭ） 
¾ 法律（ＯＬ） 
¾ Yahoo!知恵袋（ＯＣ） 
¾ Yahoo!ブログ（ＯＹ） 
（※これらは電子データの形で取得したもの） 
 
 ただし，2011 年 1 月末日現在，広報紙（ＯＰ）と法律（ＯＬ）はリリースされておらず
（2 月中にリリース予定），従って，以下ではそれ以外のメディアにおけるタグ付け状況の全
タグ種とタグ数を公開することにする。  
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 【表２】ＢＣＣＷＪのメディアごとのタグとその使用数  
  母 集 団  非 母 集 団  
  書 籍  雑 誌  新 聞 白 書
ベスト
セラー
韻 文 教 科 書
広 報
紙  
国 会 会
議 録  
法
律  
Yahoo !
知 恵 袋  
Yahoo !
ブログ
媒 体  LB PB PM PN OW OB OV OT OP OM OL OC OY 
abstract 1078 2081 2388 390 18 72 0 -   -   - - 
art ic le  10683 10608 2537 1630 1500 1405 11474 483   159   - 52680
authorsData 1311 1445 2170 856 6 67 0 -   -   - - 
b lockEnd 6780 6559 672 103 6 1357 1166 -   -   - - 
br  746283 724438 180962 26660 101438 115341 19055 54659   45810   639500 862156
capt ion 17499 27087 21708 1156 9330 767 0 4752   -   - - 
c i tat ion 7563 6897 1784 75 34 643 4 263   -   - - 
c luster  39879 65335 20189 2485 22734 3449 147 1789   -   - - 
contents 35 73 11 1 4 4 0 -   -   - - 
correct ion 266 553 72 9 248 11 0 5   -   - - 
curs ive 2 2 7 0 0 0 0 -   -   - - 
delete 3 7 0 0 0 0 0 -   -   - 989
enclosedCharacter 16810 31938 10354 663 6773 1199 0 9590   33   2569 7210
f igure 17499 27086 21708 1156 9329 767 0 4977   -   - - 
f igureBlock 17499 27087 21708 1156 9330 767 0 4977   -   - - 
f ract ion 880 1639 719 5 130 29 3 214   -   - 1
image 877 2126 727 33 64 35 1 2045   -   74 13323
info  50595 33002 7610 1484 2 2710 11474 -   159   67 - 
l i s t  8324 16174 4414 298 6434 655 0 -   -   - - 
l i s t I tem 36487 67813 17611 1519 18602 2962 0 -   -   - - 
miss ingCharacter 768 451 31 4 12 66 10 19   -   3 23
ncr  - - - - - - - -   -   613 - 
note - - - - - - - 1517   -   - - 
noteBody 8266 10908 450 27 923 589 0 2874   -   - - 
noteBodyIn l ine 565 647 5 0 21 15 0 1683   -   - - 
noteMarker  8070 12646 337 4 693 530 0 2370   -   - - 
noteTarget  - - - - - - - 1517   -   - - 
OCAnswer - - - - - - - -   -   91445 - 
OCQuest ion - - - - - - - -   -   91445 - 
orphanedTit le  17 74 273 13 0 31 0 -   -   - - 
paragraph 566067 443336 60878 13587 43860 96107 0 -   22905   - - 
prof i le  258 389 1038 76 0 8 0 -   -   - - 
quotat ion 180006 120506 19697 1213 34 32898 4 -   22905   - - 
quote 162916 178792 31193 10174 22241 17161 216 -   2956   - - 
re jectedBlock 8007 13069 2441 186 610 588 1 14   -   4078 48948
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   母 集 団  非 母 集 団  
  書 籍  雑 誌  新 聞 白 書
ベスト
セラー
韻 文 教 科 書
広 報
紙  
国 会 会
議 録  
法
律  
Yahoo !
知 恵 袋  
Yahoo !
ブログ
媒 体  LB PB PM PN OW OB OV OT OP OM OL OC OY 
rejectedSpan 328 1061 12 1 126 107 0 1132   -   - 312
root  - - - - - - - 26   -   - - 
ruby 430899 285229 21578 1918 722 96895 2845 45155   -   - - 
sample 10651 10533 2366 1483 1500 1403 253 483   159   91445 52680
sampl ing 10550 10475 2365 1483 1500 1386 0 482   -   - - 
sentence 1657039 1513330 340884 52157 139310 239478 19058 77505   139803   683365 866366
subRuby - - - - - - - 229   -   - - 
source 2075 2137 1277 50 4 81 4 -   -   - - 
speaker  17342 14780 7805 573 0 1389 0 -   22905   - - 
speech 172443 113609 17913 1138 0 32255 0 -   22905   - - 
subScr ipt  1356 4981 42 12 267 45 2 1213   -   - - 
subst i tut ion 158 121 11 0 0 15 2 -   -   - - 
superScr ipt  712 2687 186 0 706 5 0 849   -   2 29
supp lement - - - - - - - 5052   -   - - 
tab le 0 1 0 0 1 0 0 -   -   - - 
t i t le  49611 75350 23679 4133 24229 4527 614 4332   -   - - 
t i t leB lock 49558 75139 22845 4103 24229 4527 614 -   -   - - 
verse 1041 884 467 42 0 211 11595 -   -   - - 
verseLine 4471 5166 617 42 0 896 11690 -   -   - - 
webL ine - - - - - - - -   -   519601 - 
総 計  4323527 3948251 875741 132098 447638 663453 90232 230206   280699   2124207 1904717
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 2.1 書籍（BK）  
 
  母 集 団  非 母 集 団
  書 籍  
媒 体  
LB（流
通 実
態 ） 
PB（生
産 実
態 ） 
OB（ベスト
セラー） 
abstract 1078 2081 72
art icle 10683 10608 1405
authorsData 1311 1445 67
blockEnd 6780 6559 1357
br 746283 724438 115341
caption 17499 27087 767
citation 7563 6897 643
cluster 39879 65335 3449
contents 35 73 4
correction 266 553 11
cursive 2 2 0
delete 3 7 0
enclosedCharacter 16810 31938 1199
figure 17499 27086 767
figureBlock 17499 27087 767
fraction 880 1639 29
image 877 2126 35
info 50595 33002 2710
l ist 8324 16174 655
listItem 36487 67813 2962
missingCharacter 768 451 66
noteBody 8266 10908 589
noteBodyInl ine 565 647 15
noteMarker 8070 12646 530
orphanedTitle 17 74 31
paragraph 566067 443336 96107
profi le 258 389 8
quotation 180006 120506 32898
quote 162916 178792 17161
rejectedBlock 8007 13069 588
rejectedSpan 328 1061 107
ruby 430899 285229 96895
sample 10651 10533 1403
sampling 10550 10475 1386
sentence 1657039 1513330 239478
source 2075 2137 81
speaker 17342 14780 1389
speech 172443 113609 32255
subScript 1356 4981 45
substitution 158 121 15
superScript 712 2687 5
table 0 1 0
tit le 49611 75350 4527
tit leBlock 49558 75139 4527
verse 1041 884 211
verseLine 4471 5166 896
総 計  4323527 3948251 663453
 
 
●データ 
メディア サ ン プ ル
数 
総文字数 平均 
文字数
LB 10,651 54,499,992 5116.88
PB 10,533 52,682,528 5001.66
OB 1,403 7,144,011 5091.95
合計
（BK） 
22,587 114,326,531 5061.60
 
 
書籍（BK）には，3 つの下位メディアが
内包される。母集団に含まれる流通実態サ
ブコーパスの LB と，生産実態サブコーパ
スの PB，非母集団に含まれるベストセラ
ーの OB である。  
書籍は，この BCCWJ において中核的存
在であるといってもよい。そのタグ付けは，
電子化グループで設計した，ほぼ全てのタ
グが使用されている。  
傾向としては，やはり OB と他二者とい
う構図が見て取れる。  
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 2.2 雑誌  (PM) 
 
  母 集 団  
  雑 誌  
媒 体  PM 
abstract 2388 
art icle 2537 
authorsData 2170 
blockEnd 672 
br 180962 
caption 21708 
citation 1784 
cluster 20189 
contents 11 
correction 72 
cursive 7 
delete 0 
enclosedCharacter 10354 
f igure 21708 
f igureBlock 21708 
fraction 719 
image 727 
info 7610 
l ist 4414 
l istItem 17611 
missingCharacter 31 
noteBody 450 
noteBodyInl ine 5 
noteMarker 337 
orphanedTitle 273 
paragraph 60878 
profi le 1038 
quotation 19697 
quote 31193 
rejectedBlock 2441 
rejectedSpan 12 
ruby 21578 
sample 2366 
sampling 2365 
sentence 340884 
source 1277 
speaker 7805 
speech 17913 
subScript 42 
substitution 11 
superScript 186 
table 0 
t it le 23679 
tit leBlock 22845 
verse 467 
verseLine 617 
総 計  875741 
 
 
●データ 
メディア サ ン プ ル
数 
総文字数 平 均 文
字数 
PM 2,366 10,018,947 4234.55
 
 
 
 雑誌は，書籍（BK）と同じタグセットで
の構築結果である。  
雑誌の傾向として，紙面における図表要
素が多いことが挙げられる。例えば，雑誌
のサンプル数 2,366 に対して，figureBlock
は 21,708 である。これと，上の書籍，例
えば，LB を見てみると，サンプル数 10,651
に対して， figureBlock が 17,499 である。 
 なお，delete タグの数が０だが，現在，
伏字処理中であるので，最終的な結果はこ
れとは異なると考えられる。  
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 2.3 新聞  (PN) 
 
  母 集 団  
  新 聞
媒 体  PN 
abstract 390 
art icle 1630 
authorsData 856 
blockEnd 103 
br 26660 
caption 1156 
citation 75 
cluster 2485 
contents 1 
correction 9 
cursive 0 
delete 0 
enclosedCharacter 663 
f igure 1156 
f igureBlock 1156 
fraction 5 
image 33 
info 1484 
l ist 298 
l istItem 1519 
missingCharacter 4 
noteBody 27 
noteBodyInl ine 0 
noteMarker 4 
orphanedTitle 13 
paragraph 13587 
profi le 76 
quotation 1213 
quote 10174 
rejectedBlock 186 
rejectedSpan 1 
ruby 1918 
sample 1483 
sampling 1483 
sentence 52157 
source 50 
speaker 573 
speech 1138 
subScript 12 
substitution 0 
superScript 0 
table 0 
t it le 4133 
tit leBlock 4103 
verse 42 
verseLine 42 
総 計  132098 
 
 
●データ 
メディア サ ン プ ル
数 
総文字数 平 均 文 字
数 
PN 1,483 1,624,694 1095.54
 
 
 新聞も，雑誌同様，書籍と同じタグセッ
トの枠内で作業された。  
 delete は，雑誌の状況と同じく，現在，
伏字処理中であり，最終的な結果はこれと
は異なると考えられる。  
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 2.4 白書  (OW) 
 
  非 母 集 団  
  白 書  
媒 体  OW 
abstract 18 
art ic le 1500 
authorsData 6 
blockEnd 6 
br 101438 
caption 9330 
citation 34 
cluster 22734 
contents 4 
correction 248 
cursive 0 
delete 0 
enclosedCharacter 6773 
f igure 9329 
f igureBlock 9330 
fraction 130 
image 64 
info 2 
l ist 6434 
l istItem 18602 
missingCharacter 12 
noteBody 923 
noteBodyInl ine 21 
noteMarker 693 
orphanedTitle 0 
paragraph 43860 
profi le 0 
quotation 34 
quote 22241 
rejectedBlock 610 
rejectedSpan 126 
ruby 722 
sample 1500 
sampling 1500 
sentence 139310 
source 4 
speaker 0 
speech 0 
subScript 267 
substitution 0 
superScript 706 
table 1 
t it le 24229 
tit leBlock 24229 
verse 0 
verseLine 0 
総 計  447638 
 
 
●データ 
メディア サ ン プ ル
数 
総文字数 平 均 文 字
数 
OW 1,500 8,194,892 5463.26
 
 
白書も，雑誌，新聞同様，書籍と同じタ
グセットでタグ付与された。ただし，「白書」
という媒体の性格上，発話や発話者，韻文
関係のタグは現れない。特徴的なものとし
て，注釈が多いことが挙げられる。  
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 2.5 韻文  (OV) 
 
  非 母 集 団  
  韻 文  
媒 体  OV 
art icle 11474 
blockEnd 1166 
br 19055 
citation 4 
cluster 147 
correction 0 
delete 0 
enclosedCharacter 0 
fraction 3 
image 1 
info 11474 
missingCharacter 10 
noteBody 0 
noteBodyInl ine 0 
noteMarker 0 
quotation 4 
quote 216 
rejectedBlock 1 
rejectedSpan 0 
ruby 2845 
sample 253 
sentence 19058 
source 4 
subScript 2 
substitution 2 
superScript 0 
t it le 614 
tit leBlock 614 
verse 11595 
verseLine 11690 
総 計  90232 
 
 
 
 
 
 
●データ 
メディア サ ン プ ル
数 
総文字数 平 均 文 字
数 
OV 253 430,330 1700.90
 
 
 この韻文以降，これまでの書籍・雑誌・
新聞・白書といった母集団（＋ベストセラ
ー・白書）とは異なり，その特定目的に沿
ったタグセットとなっている。  
 韻文（OV）は，その中身が大きく「短歌・
俳句」と「詩」に分かれる。「短歌・俳句」
は一首・一句が一センテンスとして改行無
しで入力されているので，紙面上の改行を
表す verseLine（空要素）は必要ない。よ
って，表内の verseLine の数が，OV の全
体像を表しているわけではないことに注意
が必要である。  
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 2.6 教科書  (OT) 
 
  非 母 集 団  
  教 科 書  
媒 体  OT 
art icle 483 
br 54659 
caption 4752 
citation 263 
cluster 1789 
correction 5 
enclosedCharacter 9590 
f igure 4977 
f igureBlock 4977 
fraction 214 
image 2045 
missingCharacter 19 
note 1517 
noteBody 2874 
noteBodyInl ine 1683 
noteMarker 2370 
noteTarget 1517 
rejectedBlock 14 
rejectedSpan 1132 
root 26 
ruby 45155 
sample 483 
sampling 482 
sentence 77505 
subRuby 229 
subScript 1213 
superScript 849 
supplement 5052 
t it le 4332 
総 計  230206 
 
 
 
 
 
 
 
●データ 
メディア サ ン プ ル
数 
総文字数 平 均 文 字
数 
OT 483 2,233,936 4625.12
 
 
 教科書  (OT)は，他作業班の言語政策班
によって構築された検定教科書コーパスの
データを，BCCWJ に取り込んだものであ
る。そのタグセットは，言語政策班が構築
したものを，そのまま受け継いだものであ
るので，母集団のタグセットでは見られな
いものがかなりある。このタグセットにつ
いては，特定領域研究「日本語コーパス」
言語政策班報告書 田中牧郎・相澤正夫・
斎藤達哉・棚橋尚子・近藤明日子・河内昭
浩・鈴木一史・平山允子「言語政策に役立
つ，コーパスを用いた語彙表・漢字表等の
作成と活用」の pp.7-54 を参照されたい。  
 
-209-
 2.7 国会会議録  (OM) 
 
  非 母 集 団  
  国 会 会 議 録  
媒 体  OM 
art icle 159 
br 45810 
enclosedCharacter 33 
info 159 
paragraph 22905 
quotation 22905 
quote 2956 
sample 159 
sentence 139803 
speaker 22905 
speech 22905 
総 計  280699 
 
 
●データ 
メディア サンプル数 総文字数 平均文字数 
OM 159 8,887,994 55899.33
 
 
国会会議録  (OM)は，その特徴的なスタイルから，ブロック要素として，発話者とその発
話内容のみにタグ付与という，極めて限定的なタグセットである。  
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 2.8 ウェブデータ  
Yahoo!知恵袋  (OC)・Yahoo!ブログ  (OY) 
 
  非 母 集 団  
  Yahoo!知 恵 袋  Yahoo!ブログ 
媒 体  OC OY 
art icle - 52680
br 639500 862156
delete - 989
enclosedCharacter 2569 7210
fraction - 1
image 74 13323
info 67 - 
missingCharacter 3 23
ncr 613 - 
OCAnswer 91445 - 
OCQuestion 91445 - 
rejectedBlock 4078 48948
rejectedSpan - 312
sample 91445 52680
sampling - - 
sentence 683365 866366
superScript 2 29
webLine 519601 - 
総 計  2124207 1904717
 
 
●データ 
メディア サンプル数 総文字数 平均文字数 
OC 91,445 19,308,724 211.15 
OY 52,680 20,875,664 396.27 
 
 
 Yahoo!知恵袋  (OC)および Yahoo!ブログ（OY）は，共にウェブデータであり，Yahoo!知恵
袋は Q&A サイトのデータということもあり，母集団でのサンプルと比べると，大変異なる
性格を持っている。特に，Yahoo!知恵袋は，Q＆A ということから，OCQuestion や OCAnswer
といったタグ，webLine というタグなどを新設した。  
 Yahoo!ブログにおける image タグの多さが目立つが，これは，ブログ内の写真やエフェク
ト（点滅する文字記号のようなもの）が，すべて image タグに置き換えるよう，自動処理を
行ったからである。  
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 第３章 タグの運用方法 
3.1 文章の構造・範囲を示すタグ 
間淵 洋子 
 
3.1.1 はじめに 
 
 ここでは，サンプル本文における文章の構造や範囲を示すタグについて述べる。 
 
 一般に文章は，文字が語を構成し，語が文を構成し，文が段落を構成し，段落が章や節とい
った文章の一定のまとまりを構成し，更に章や節がまとまって一つの内容の完結した文章を構
成する，といったように階層構造をなしている。このような性質を持つサンプル文章の階層的
な構造を，入れ子構造によって表現し，同時にそれぞれの構成要素の範囲を明確に表すために，
本電子化形式では，以下の XML タグを用意した。 
 
1) １著者による内容の完結した文章の範囲を表す article 要素 
2) article 要素内の章や節にあたる cluster 要素 
3) 段落にあたる paragraph 要素 
4) 文にあたる sentence 要素 
 
 加えて，本文の中で，段落あるいは章や節とは言い難いが，ある一定の文や内容のまとまり
を複数列挙して示す形式を list 要素として区別した。 
 本節では，これらのタグのうち，出現数が膨大で人手による認定・タグ付与が困難であるた
め，自動認定・付与を行った paragraph 要素と sentence 要素を除く，article 要素，cluster
要素，list 要素について，その役割や類型，認定の基準について述べる3。 
 
3.1.2 article 要素 
 
役割 article 要素は，同一著者によって，同一のテーマについてまとまりをもって書かれた文
章の範囲を表わすために設定した要素であり，BCCWJ の可変長サンプルにおいては，サンプ
リングの基準となる文書範囲を意図する。著者およびテーマは，文章を特徴付ける大きなファ
クターであり，著者およびテーマの別によって文章の区切り・範囲を明確にしておくことは，
文章を分析する上で重要な意味を持つものと思われる。 
 理想的な article 要素は，同一著者による同一テーマに基づく文章全体であり，例えば，論文
１本，新聞記事１記事，雑誌の目次に示された記事１記事，一著者による書き下ろしの書籍で
あれば本まるまる１冊といったものがこれに該当する（これを「理想範囲」と呼ぶ）。ただし，
BCCWJ の可変長サンプル範囲は，文字数の上限（概ね 1 万字）を定めて決定されるために，
実際には，媒体によって文章全体がサンプルの範囲に収まらない場合があり，この場合は，文
章全体の代用として，文章を構成する下位の構造的なまとまり，例えば，部・章・節などのま
                                                  
3 paragraph 要素，sentence 要素については，「3.2 自動認定によって付与されるタグ」を参照のこと。 
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 とまりや，意味段落（大段落：複数の形式段落からなるまとまり）などを article 要素と認定す
ることになる4。その結果，article 要素は，文章全体あるいは文章の一部といった多様な意味
づけがされる要素となっている（なお，文章全体をサンプルに格納できたかどうかは，
isWholeArticle 属性により明示する）。 
 しかしながら，同一の article 要素の内部においては，引用や入れ子の article 要素といった
特殊な内部要素を除き，その本文が，同一著者による同一テーマに基づく文章であるというこ
とには変わりがなく，可変長サンプル内では，もっとも大きく基本的な単位として機能する。
また，article 要素の articleID 属性は，article の著者が誰でどのような属性を持つ人か，いつ
書かれた文章かといった文章を分析する上で重要な属性情報を格納したデータベースへのキー
として用いられる。 
 
類型 BCCWJ には様々なメディアの資料が格納される。このうち，人手による入力とアノテ
ーションを行った白書・書籍（生産実態 SC 書籍，流通実態 SC 書籍，非母集団 SC ベストセ
ラー）・雑誌・新聞のそれぞれについて，理想的な article 要素の例を示す。 
a) 白書・書籍 
・ 著作者が単一の本 1 冊（児童書など１冊が 1 万字を超えないもの等） 
・ 複数著者による分担執筆著作における 1 著者の文章（1 章，1 節，辞書の 1 項目等） 
・ 著作集・資料集やかつて別の媒体に発表した文章をとりまとめたものについては，発
表当初の収録範囲と想定される範囲（論文１本，短編小説１編，エッセイ１編，連載
記事１回分等。日記は，日付毎に別々に書かれた文章と考えられるが，別媒体に発表
されたといいがたいため，この類型に含めない） 
・ 冊の主要本文と区別される別文章（前書き・後書き・解説等） 
・ 上記に含まれる著者明示による文章範囲（入れ子記事） 
b) 雑誌 
・ 目次に項立てされている１記事（連載記事，特集記事等） 
・ 著者の表示により著作範囲を示された文章（記名記事，寄稿・投稿，編集後記におけ
る各編集者の記述等） 
・ 目次も著者表示もない場合は，雑誌を構成する，見出しによってまとめられるもっと
も大きな文章範囲 
・ 上記に含まれる著者明示，または目次記載に基づく文章範囲（入れ子記事） 
c) 新聞 
・ 各面（頁）を構成する，見出しによってまとめられるもっとも大きな記事（1 面，経済
面，国際面，社会面等における報道記事） 
・ 新聞各紙に定常的に設けられた欄を構成する，見出しによってまとめられるもっとも
大きな記事（文化欄・家庭欄等に含まれる各種記事） 
・ 特集記事など，一つのテーマについて面をまたいで展開される記事 
・ 各種コラム（天声人語，編集手帳，余録等），社説欄の各社説 1 編 
                                                  
4 ここでの article 要素の認定は，サンプリング時の可変長サンプル範囲指定とほぼ同義である。詳細は，柏野和
佳子他(2009)『特定領域研究「日本語コーパス」平成 20 年度研究成果報告書 『現代日本語書き言葉均衡コー
パス』における収録テキストの抽出手順と事例』第３章「可変長サンプル範囲の指定」を参照されたい。 
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 ・ 見出しがないものは，内容のまとまりによって位置づけられている欄全体（テレビ欄，
お悔やみ等） 
・ 新聞社による告知（休刊日のお知らせ，誤報のお詫び等） 
・ 上記に含まれる著者明示による文章範囲（入れ子記事） 
 
認定 可変長範囲としての article 要素の認定は，サンプル範囲の決定と同時に行われるもの
であり，サンプリングの範疇であるため，ここでは，a) isWholeArticle 属性の認定，b) 入れ
子 article の認定，c) 固定長が可変長範囲を越えて更に続くサンプル（Sample Type が overflow
のもの）における，固定長延伸部（可変長に含まれない部分）における article 認定について述
べる。 
 
a) isWholeArticle 属性の認定 
 isWholeArticle 属性は，可変長サンプルの article 要素について，それが文章範囲の全体（理
想範囲）を格納しているか否かを示すものである。この属性は，サンプリング担当者によって，
サンプル取得元の冊の構造・構成，著者，文章の初出情報等から適切な可変長サンプル範囲が
決定される際に，同時に付加される「理想範囲」（理想範囲を取得したか否か）「完結構造」（文
章の階層構造における適切な 1 構造を取得したか否か）5の情報に基づきアノテーション段階で
付与する info@arg="article/@isWholeArticle"タグを元に自動で付加される。 
 info@arg="article/@isWholeArticle"タグは，原則としてサンプリング担当者の付与情報をそ
のまま写し取ることになるが，判断材料を追随し妥当性を確認した上でタグ付与を行うことと
する。また，一部でサンプリングでの認定基準と異なる基準を設けているため補正が必要であ
る。以下に要点を示す。 
(1) 判断材料の追随 
 可変長サンプル範囲として決定された article 要素が，文章範囲の全体に相当するかどう
かは，サンプル範囲の本文文字列の他に，サンプル取得元の冊における目次・奥付・前書
き・後書き・理想範囲記事等の情報6を元に，以下 2 点について確認を行う。 
ア） 著者が明確であり，その著者の執筆範囲が article 範囲と合致しているか。 
イ） 何らかの初出に関する情報（当該の文章が別の出版物に掲載されていた記録）があり，
当時の掲載範囲と article 範囲とが合致する可能性があるか。 
 例えば，ア）に関しては，一般的でない著者表示形式（著者名を頭文字 1 文字のみで示
すもの，本文の末尾に改行を伴わず括弧書きで示すものなど）によるものの見落としに留
意が必要であり，また，イ）に関しては，月刊誌への 1 年間の連載を 1 冊にまとめた書籍
において，章が 12 程度に分かれているのであれば，連載 1 回分が章の一つに相当すること
が想定されるため，冊全体ではなく章を理想範囲と判断するといった対応が必要となる。 
 
(2) 認定基準の差異による補正 
 サンプリングにおける理想範囲の認定基準は，「その範囲より大きい範囲を可変長サンプ
                                                  
5 「理想範囲」「完結構造」については，注 2 に示した柏野他(2009)を参照のこと。 
6 これらは，アノテーション用参考資料として PDF 画像により保存されている。 
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 ルとして取得することが不可能かどうか」という点に要点がある。一方で，本電子化形式
における isWholeArticle 属性においては，内容の完結性が重視される。そのため，以下の
ようなものにおいて，認定に差が見られ，info@arg="article/@isWholeArticle"タグ付与時
に補正が必要となった。 
ア） １回読み切りでなく，明らかに内容・形式の連続性が意図されている連載記事（主に
連載小説。文書末に「つづく」等示される文章）の連載 1 回分 
イ） 同一冊内において他の記事を挟んで分断されている記事における，連続した一部分 
 これらは，いずれも，物理的な連続性を持たない要素同士がひとまとまりとなって一つ
の記事・作品をなすものであり，内容の完結性においては不十分と言わざるを得ない。そ
のため，本電子化仕様においては，文章全体とみなさない要素であり，isWholeArticle 属
性の値は「false」とすべきものであるが，サンプリングにおいては，物理的な連続性のな
い要素を可変長サンプルとして取得することはできないため，サンプル範囲としては「理
想範囲」と認定されるものである。 
 
b) 入れ子 article の認定 
 article 要素は入れ子構造を取ることができる。可変長サンプル範囲と一致する article 要素
の内部に，著者明示による別の著者による著作部分があり，かつ，主要本文要素と判断できる
場合に，別著者の著作部分を入れ子の article 要素としてマークアップする。 
 以下に，入れ子 article の認定の元となる，(1)著者表示と執筆範囲の同定，(2) 主要本文要素
の認定について詳細を示す。 
 
(1) 著者表示と執筆範囲の同定 
 サンプル内に著者表示がある場合は，その著者の執筆範囲を同定する必要がある。明示
された著者の執筆範囲が可変長サンプルの全体であれば入れ子articleを認定する必要がな
く，一部であれば入れ子の article と判断すべきである。また，著者表示かどうかの判断対
象となる人名が，実際には著者表示ではない場合には，入れ子 article を認定する必要はな
い。著者表示と執筆範囲の同定については，以下の基準に基づき行うこととした。 
ア） 全体の著者表示（入れ子不要）：主要本文に先行して示されたもの，または，主要本文
の末尾に示されたもの。 
 titleBlock 要素，abstract 要素と一体化して（同一の行内に）示される場合もある
点に留意が必要である。特に新聞においては，リード文（abstract 要素）内に記事の
著者名が示されることも多い。 
 
図 3.1.1：リード文内に著者表示がある例（PN2l_00011） 
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イ） 一部の著者表示（入れ子認定）：主要本文内の一部の文章ブロック（見出しにより統括
されるまとまりや，空行・記号で分断されるまとまりなど）の冒頭・末尾に示された
もの。または，既に全体の著者表示とみなすべき要素があり，それとは別に示された
もの。全体の著者と一部の著者が同一人物であっても，著者表示が複数ある場合には，
入れ子 article を認定する点に留意が必要である。特に，新聞のスポーツ欄などでは多
く見られる形式である。 
 
●図 3.1.2：全体の著者表示と一部文章ブロックの著者表示がある例（PN5e_00020） 
 
ウ） 著者表示ではない（入れ子不要）：談話・インタビュー記事等の発話者を示したもの，ま
たは，話題の対象（トピック）として titleBlock 要素になるべきもの。 
 談話・インタビュー記事の認定は，「インタビュー」「談話」「（談）」等の表現，また
は，人名に敬称（「さん」「氏」など）が付加された表現などによる。また，新聞の報
道記事に多く見られる，有識者によるコメントは談話とみなし，article 要素としない。 
 ただし，例外として，人名に敬称が付加されておらず，トピックとして titleBlock
要素にもならず，かつ，目次に他の理想範囲 artilce 要素と同様の体裁で立項されてい
る場合に限り article 要素とする。 
 
図 3.1.3：インタビューを article 要素としない例（PM43_00030） 
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図 3.1.4：談話だが article 要素となる記事とその目次(PM33_00004） 
 
(2) 主要本文要素の認定 
 主要本文要素は，titleBlock 要素，abstract 要素，contents 要素，profile 要素，figureBlock
要素，noteBody 要素等の特殊な意味づけをされる要素（記事に対する付加的情報要素）や
引用7ではない要素である（以下，「主要本文」を単に「本文」と呼ぶ）。 
 なお，引用は常に別の著作であることが明らかであるが，abstract 要素，profile 要素，
noteBody 要素といった付加的情報要素にも，主要本文の著者とは異なる著者の存在する場
合が稀にある。この場合は，この付随要素を article 要素とはしない8。 
       
図 3.1.5：profile 要素に記名がある例（PB23_00711） 
 
 また，引用との関わりにおいて，主要本文要素の認定が難しい，「著者Ａの文章と，それ
に対する著者Ｂの解説・注釈・鑑賞文からなるサンプル」においては，著者Ｂの主張のた
めに，著者Ａの文章を引用したと考え，著者Ｂの文章を article 要素とし，著者Ａの文章を，
これに含まれる quotation(citation)要素とする。このルールが適用されるのは，以下のよ
うな資料である。 
(a) 著者Ａの文章が削除要素であり，本文文字列が著者Ｂの文章のみ（例：古典と語注） 
                                                  
7 引用の認定については，「3.5.3 citation 要素」を参照のこと。 
8 article 要素は，サンプリングにおいて，可変長サンプル範囲決定の基準となる要素でもあり，これらの付随的
要素を article 要素と認定してしまうと，可変長サンプル範囲がこれらの付随的要素のみとなる場合が生じてし
まう。そのような可変長サンプルを回避するために，付随的要素のみでは article 要素を認定しないという基準
を設けている。 
 
※目次に他の記事と同じ形式で示されている。 
 
-217-
 (b) サンプル範囲の全体を通じて，著者 B の文章が主体（例：複数著者Ａ，Ａ’，Ａ’’の投稿
とそれに対する著者Ｂのコメントなど） 
(c) サンプル範囲においては著者 A の文章の分量が多いが，サンプル取得元の原典の冊全
体は著者Ｂによる文章が主体（例：教科書の教材文と解説・注など） 
 
c) 固定長延伸部における article 認定 
 本電子化仕様に基づくアノテーション作業は，１部に示した通り，可変長サンプルと固定長
サンプルを同時に処理するため，可変長サンプルと固定長サンプルのいずれもが含まれるもっ
とも大きな範囲（以下「統合サンプル範囲」と呼ぶ）に対してタグ付与を行った。 
 固定長サンプルと可変長サンプルの範囲における関係性は，以下の３種に分けられる9。 
ア) included  固定長サンプルの全てが可変長サンプルに含まれる形 
イ) overflow  可変長サンプルの最後から固定長サンプルが飛び出す形 
ウ) separated 可変長サンプルと固定長サンプルが一切重なっていない形 
 このうち，ア) については，固定長サンプルが可変長サンプルに完全に包含されるため，固
定長サンプル範囲について一切意識をする必要がない。また，ウ) については，概ね可変長サ
ンプルと固定長サンプルは，同一文章の同一ブロックから取得されるため，少なくとも article
認定について意識する必要はない。問題となるのは，イ) overflow のタイプで，これについて
は，可変長サンプルに含まれる範囲とそこから飛び出している範囲（以下「固定長延伸部」と
呼ぶ）との関係を適切に把握した上で，統合サンプル範囲の article 認定を行う必要がある。こ
こでは，(1)固定長延伸部に対して article 要素を認定する必要のある条件と，(2)固定長サンプ
ル範囲における article 認定が適切に行えない事例について述べる。 
 
(1) 固定長延伸部に対して article 要素を認定する必要のある条件 
 固定長延伸部に対して article 要素を認定する必要のあるものは，可変長サンプル範囲と
なる article 要素と異なる article 要素と判断できるものである。その際，可変長サンプル
範囲となる article 要素の属性情報を利用し，いずれかの条件を満たすものを，article 要素
と認定する。 
・ 可変長サンプルとして理想範囲を取得したもの（isWholeArticle 属性が true のもの） 
・ 可変長サンプルとして理想範囲を取得していないもので，著者の表示，原典参照情報
等により，固定長延伸部に別著者のいることが明確なもの 
 なお，新聞のように短い記事が連続する媒体の場合には，固定長延伸部には複数の異な
る article 要素が含まれることが多くあるため，固定長延伸部について理想範囲の article
要素を慎重に認定する必要がある。 
 
(2) 固定長サンプル範囲における article 認定が適切に行えない事例 
 上記(1)に示すルールに基づきタグ付与された統合サンプル範囲から固定長サンプルの機
械自動抽出を行った際，可変長サンプルと固定長サンプルが以下の関係にあるものについ
ては，その関係を適切に表現できていない。 
                                                  
9 詳細は，柏野他(2009)第 1 章を参照のこと。 
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 ア) 可変長サンプル範囲が，理想範囲「不完全」，完結構造「一部完結」のサンプルで，可
変長 article（Ａ）内の下位完結構造要素が理想的な article 要素（Ｂ）であり，かつ，
固定長延伸部分が（Ａ）内部に含まれる（Ｂ）と並立関係にある別著者による article
要素（Ｃ）である場合。 
 
イ) 可変長サンプル範囲が，理想範囲「完全」，完結「完結」のサンプルで，固定長延伸部
分（Ａ）が，可変長サンプル範囲 article（Ｂ）を内包する上位階層 article 要素の本文
に相当する場合。 
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3.1.3 cluster 要素 
 
役割 cluster 要素は，本文要素に対して，見出しを元に内容のまとまりの具体的な範囲を示
すと共に，入れ子構造によって文章の包含・階層関係を表すことを目的として設定した要素で
ある。具体的には，文章を構成する部・章・節といった階層構造をなす要素をタグ付与対象と
して想定したもので，“見出しとそれが統括する本文要素をまとめる要素”と定義される。 
 文章の包含・階層関係は，エッセイや小説のような文芸作品においては，上下階層関係にな
い段落が並ぶ形で文章が構成されているのに対して，論文のような論理的な文章においては段
落が節を，節が章を，章が部を構成するといった階層関係が見られるように，文章の種類によ
ってその構造に特色が見られる。cluster 要素はこのような文章の構造を表現することが可能で
あり，文章論的な分析や文書分類に有用な指標になりうる。 
 
類型 cluster 要素は，上記の通り，章・節等の階層構造要素を対象として設定した要素であ
るが，見出しとそれが統括する本文要素をまとめる要素と定義したことで，実際には，論理的
な文章構造における一般的な章や節（章・節番号などで明示されるものに限らず，一連の本文
内に位置付けられる小見出しによってまとめられる文章も含む）だけでなく，様々な要素が含
まれることとなった。 
 特に，雑誌など自由なレイアウトの文章の場合は，一連の本文行から独立した要素が多く見
られる。このうち，文章内での役割が明確な要素（例えば，要約，著者紹介，本文内の語の注
釈，図表キャプション等）については，別途要素を設定し（abstract 要素，profile 要素，contents
要素，noteBody 要素，figureBlock 要素等）マークアップするが，それらに当てはまらないも
のは，全て cluster 要素と認定される。 
  
図 3.1.6：階層構造が明確な章節の例（目次／本文：『法学教室』2003 年 11 月号） 
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図 3.1.7：一連の本文から独立した要素の例（PM45_00035） 
 
認定 cluster 要素は，見出し表現（title 要素）に基づいて文章の意味のまとまりを認定する
という点に特徴がある。文章の意味的なまとまりは，形式的な指標の有無によらず見出すこと
が可能であるが，その場合，認定に恣意性が生じ，アノテーターによる揺れが大きく等質なも
のにならない。そのため，本形式化仕様においては，形式的指標を元に要素を認定するという
方針に基づき，認定基準を設けている。文章の意味的なまとまりを示す形式指標としては，(1) 
見出しによる文章の統括，(2) 空行や記号による文章の分断，が代表的なものとしてあげられ
るが，このうち，前者を cluster 要素として認定する。後者は blockEnd 要素として cluster 要
素とは区別される。 
 cluster 要素の認定においては，a) 範囲，b) 階層的な包含関係，c) 類似要素との弁別が重要
となる。以下に要点を述べる。 
 
a) 範囲 
 cluster 要素の範囲は，title 要素を基準として認定する。まず，表示形態（ラベルの種別，
インデント，フォント差等）を元に，等価並立関係にある title 要素を認定する。その上で，cluster
要素は，原則として，ある title 要素を含む titleBlock 要素の先頭から，次の等価並立関係にあ
る title 要素を含む titleBlock 要素の直前までをその範囲とする。その際，cluster 要素に含ま
れる本文と title 要素となる見出しの意味・内容との間に乖離がないかに留意する。 
 
b) 階層的な包含関係 
 cluster 要素は入れ子構造を取ることができる。cluster 要素内に，更に下位の要素となる見
出しがある場合は，これと等価並立関係にある見出しを title 要素と認定し，範囲を決定する。
その際，上位の title 要素と下位の title 要素とは，概念的な階層（上下）関係があることを確
認する。 
 なお，cluster 要素の入れ子の深さには，制限を設けないが，cluster 要素が titleBlock 要素
と下位の cluster 要素一つのみになる場合（cluster 要素から titleBlock 要素を除いた要素が，
上位の cluster 要素と下位の cluster 要素で同一になる場合）は，原則として，上位下位の
titleBlock 要素を合わせて一つの titleBlock 要素とすることで，入れ子構造を解除する。同様
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 に，article 要素内が titleBlock と一つの cluster 要素のみになる場合も article 要素と cluster
要素の titleBlock 要素をひとまとめにして，cluster 要素を認定しない。複数の titleBlock 要素
が離れた位置に配置されている場合や，通常の本文と異なる記事付加情報（authorsData要素，
profile 要素，contents 要素，abstract 要素，figureBlock 要素等）を挟んで配置されている場
合などは，特に注意が必要となる。このような例の典型的なものに，連載の記事における連載
の見出しと当該回の見出しがある。 
 
図 3.1.8：連載タイトルと当該回タイトルをまとめて cluster 要素を作らない例（PM51_00239） 
 
 ただし，白書や論文における章節構造などに見られるように，章節番号・記号によって階層
構造が極めて明確な場合には，階層の並列・包含関係を適切に表現することを優先することと
し，上記のような cluster 要素の入れ子解除を行う必要はない。 
 
c) 類似要素との弁別 
(1) figureBlock 要素との弁別 
 cluster 要素は，titleBlock 要素とそれが統括する文書要素からなるブロックだが，本電子化
仕様では，同様の構造を持つブロック要素が複数存在する。その一つが，figureBlock 要素で
ある。 
 figreBlock 要素は，図表・写真等（以下「フィギュア」と呼ぶ）を主たる構成要素とする要
素であるが，フィギュアに対する見出しを持つ場合，フィギュアを構成要素の一部として持つ
cluster 要素と極めて類似した要素として認識されることがある。この際，cluster 要素と
figureBlock 要素を弁別する手順は，ⅰ)並立構造要素による判断（同形態の見出しを持つブロ
ック要素＝並立関係にある構造要素が cluster か figureBlock か），ⅱ)サンプル内の典型要素と
の比較による判断（典型的な figureBlock 要素との体裁が同じかどうか），ⅲ)当該要素の内容
による判断（文章主体であるかフィギュア主体であるか）の 3 段階による。以下に認定手順を
←連載タイトル 
↑当該回タイトル
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 示す10。 
ⅰ) 並立構造要素による判断 
・ 並立構造要素に明らかな cluster 要素（フィギュアを一切含まない要素，論理的なテキ
ストにおける明らかな章・節等）がある →cluster 要素 
・ 並立構造要素がいずれもフィギュアを持ち，明らかな figureBlock 要素（見出しに「図」
「表」等の表現を含む）がある →figureBlock 要素 
・ 上記以外（並立要素に明らかな cluster 要素・figureBlock 要素がない，並立構造要素
が認定しにくい） →指標イ) による判断へ 
ⅱ) サンプル内の典型要素との比較による判断 
・ サンプル内の典型的な figureBlock 要素と体裁（フォント，行頭字下げ，句読点，組の
縦横等の書式）が一致する →figureBlock 要素 
・ サンプル内の典型的な figureBlock 要素と体裁が一致しない →cluster 要素 
・ サンプル内の典型的な figureBlock 要素が認定しにくい →指標ウ) による判断へ 
ⅲ) 当該要素の内容による判断 
・ フィギュアが主体であり，見出しはフィギュアの説明 →figureBlock要素 
・ 見出しがフィギュアの説明ではなくトピック（話題提示） →cluster要素 
・ 類型によりフィギュア主体とみなすもの（商品紹介等） →figureBlock要素 
 
 
図 3.1.9：典型的な figureBlock と体裁が一致しないため，cluster 要素となる例（PM45_00081） 
 
 
図 3.1.10：見出しがトピック記述であるため cluster 要素となる例（PM51_00586） 
 
                                                  
10ⅲ)は，通常の figureBlock 認定による。詳細は「3.4 図版と付随要素を示すタグ」節を参照のこと 
↓典型的な figureBlock の体裁 
↑cluster 要素 
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 (2) 入れ子の article 要素との弁別 
 3.1.2 節“b) 入れ子 article の認定”に示した通り，入れ子 article 要素の認定は，別著者の
有無による。別著者なしと判断されたものは，titleBlock 要素を持つブロックであれば，cluster
要素となる。境界例として cluster 要素と認定されるものの典型例は，インタビューや談話で
ある。 
 
(3) list 要素との弁別 
 続く 3.1.4 節に示す list 要素が，定義型リストとなる場合は，ラベルである定義表現が cluster
要素における titleBlock 要素の役割と同等の位置づけとなる11ため，list 要素とすべきか，
cluster 要素の並立とすべきかで判断に迷う場合がある。両者の弁別については，3.1.4 節内
「【cluster要素との境界例】」項に示す。 
 
3.1.4 list 要素 
 
役割 list 要素は，箇条書き形式を表す要素として設定した。箇条書きを構成するそれぞれの
項目は，listItem 要素として明示する。list 要素は入れ子構造を許容しており，listItem 内に
list 要素を含むことができる。これにより，階層的な構造を持つ箇条書き形式表現を論理的に
表現することができる。 
 箇条書き形式による要素は，個々の項の独立性が高い点，項同士が等価並立あるいは順序と
いった関係性を有する点，事柄・出来事を記述するような一般的な文ではなく単語の列挙など
が多く見られる点などで，通常の段落を構成する文の性質，あるいは文連続における文と文の
関係とは大きく性質を異にする。サンプル内の文字列はある一定のまとまりを持って，全て一
様に sentence 要素として扱われるが，箇条書き要素内の sentence とそれ以外の sentence 要
素との性質の異なりを示しておくことは有用であると考え，通常の文連続形式と区別するため
のタグ付与を目的とする。 
 また，箇条書き形式は，並立や順序といった項目同士の関係性を明確に示すことができるこ
とから，論文等の論理的な文章やマニュアル・テキスト等の実用的な文章に好んで用いられる
傾向があるというように，文章の種類によって使用に特徴が見られる。そのため，cluster 要素
同様，文書分類の一つの指標としても用いることができるものと期待する。 
 
類型 list 要素の典型的な例は，いわゆる箇条書き要素であり，「・」などの単一のラベルに
よって列挙項を示すもの（並立列挙リスト），「1,2,3」「a,b,c」といった連続するラベルによっ
て，項を順序立てて示すもの（順序型リスト），定義・記述対象などを表す表現とそれに対する
内容記述の対を列挙して示すもの（定義型リスト）などがある。 
 順序型リストは，マニュアル，料理レシピ，法律等条文，ランク一覧など，定義型リストは，
辞書の項目記述，旅行誌・タウン誌・情報誌等の詳細情報一覧，法律等条文などとして多く見
られる。定義型リストの中には，表形式で示されるもの（左または上列に定義表現，右または
下列に内容記述を配して罫線で区切って示したもの）もあるが，内容として定義型リストと同
                                                  
11 「3.1.4 list 要素」節内「類型」項を参照のこと。 
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 一のものであるため，list 要素とする。定義型リストの一種として list 要素と認定するものに
は，一問一答型の Q&A 形式表現も含まれる。問いを表す定義ラベル（「Ｑ」「問」等）に続け
て質問文，答えを表すラベル（「Ａ」「答」等）に続けて回答文がそれぞれ改行を伴って示され
るような表現形式がこれに該当する。 
 なお，箇条書き要素には上記のようにラベルが用いられることが多いが，明確なラベルがな
いものも list 要素となりうる。その場合，ラベルの変わりに本文を区別可能なようにインデン
トが施されるなどの形式的特徴が見られる。参考文献一覧，年表などが含まれる。 
 
  
図 3.1.11：順序型リスト（レシピ），ラベルなしリスト（参考文献一覧）の例 
（『dancyu』2003 年 8 月号，『経済セミナー』2003 年 11 月号） 
 
 また，list 要素を構成する各 listItem 要素の形式面での制限は原則として設けない。
paragraph 要素，cluster 要素，figureBlock 要素等のブロック要素を構成要素に含む場合もあ
る。 
    
図 3.1.12：figureBlock 要素を含む listItem 要素の例（写真付き手順説明）(PM21_00216） 
 
認定 list 要素の認定は，形式（改行による羅列）と意味的関係（各項の並立性・順序性）の
2 面から行う。具体的には，a) 改行により通常の本文連続と切り離されているか，b) 複数の
項から成り立っているか，c) それぞれの項同士が改行によって切り離されているか，d) ラベ
ルがある，または項同士の関係が並立関係にあるか，の四つの要素がいずれも満たされること
<listItem> 
１  
<figureBlock> 
<figure/> 
<caption>肩幅に足を開いて立ち、おしりは締め、おな
かは引っ込める。右脇下からスタート。</caption> 
</figureBlock> 
</listItem> 
<listItem> 
２  
<figureBlock> 
（後略）   ※sentenceは省略 
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 により認定される。それぞれの条件について，詳細を示す。 
 
a) 改行により通常の本文連続と切り離されているか 
 list 要素のタグ付与目的の一つは，前述の通り一般的な文連続との差異を示すことであった。
よって，一般的な文連続の内部に取り込まれている列挙要素については，list 要素としてマー
クアップする必要性が認められないため，通常の本文連続と切り離された要素を除き list 要素
と認定しない。 
 なお，本文と切り離された箇条書き要素の中には，箇条書き要素全体が，前後の本文要素中
の文に含まれている（文を改行により分断して箇条書き要素が挿入されている）ものがある。
その中には，箇条書きの各項が改行により示されているものの，その末尾に読点を配し，箇条
書き前後の文断片要素と連続して一文を構成するものも少なくない。これらは，文法的には文
の構成要素であり文の内部ではあるが，改行で区切られたそれぞれの項が一定の分量を持った
文ないし文連続であることも多く，内容のまとまりと各項間の関係性を表すことを優先し，list
要素と認定することにする。 
 
図 3.1.13：文を改行で分断する list 要素の例（『文部科学白書 2004 年度版』） 
 
b) 複数の項から成り立っているか 
 list 要素は，項同士の関係において，並立・順序性が認められることを要件としている。項
と項の関係性を見るためには，項が複数あることが必要となる。よって，list 要素は，原則と
して複数の listItem 要素を含む必要がある。 
 ただし，例外として，以下のいずれかに該当する場合には，listItem 要素を一つしか持たな
い list 要素を構成することができる。 
(1) 挿入句による分断（本来ひとまとまりの箇条書き要素となるべきものが，挿入句により分断
された場合：OW6X_00114） 
<list> 
<listItem>① 職務上警護する人、施設又は物件に対する暴行又は侵害を排除する場合
</listItem> 
<listItem>② 多衆集合して行う暴行又は脅迫を鎮圧又は防止する場合</listItem> 
</list> 
に、次の場合を追加した。 
<list> 
<listItem>③ 小銃、機関銃（機関けん銃を含む。）、砲、化学兵器、生物兵器などの武器を所持
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 し、又は所持していると疑うに足りる相当の理由のある者による暴行又は脅迫を鎮圧又は防止
する場合</listItem> 
</list> 
(2) 固定長延伸部（箇条書き要素のうち1項目に固定長末尾の文が含まれる場合） 
<sample sampleID=”*****” type=”fixedLength” version=”*****”><article> 
 (中略) 
<list> 
<listItem><sentence>① －－－－－<sampling type=”end”>－－－</sentence></listItem> 
</list> 
</article></sample> 
 
c) それぞれの項同士が改行によって切り離されているか 
 箇条書きは，列挙する項目ごとに行を改めて示すのが一般的な書式だが，スペースの都合な
どで，項目間に改行を挟まない場合がある。このような場合においても，各項目間の関係や性
質は，改行を伴う箇条書き要素と変わらないため，タグ設計当初はタグ付与の対象としていた
が，作業時間・人員の確保が困難であるため，断念することとなった。よって，現仕様におい
ては，改行を伴わない項目要素はマークアップ対象外である。 
   
図 3.1.14：改行による分断がない非 list 例（『旅行読売』2003 年 8 月号，『popteen』2003 年 9 月号） 
 
 ただし，紙面のレイアウトによっては，スペースの関係で一部の項を前の項と同一行に追い
込んで記述している，箇条書き要素が本文行と異なる段組みになっているなどの理由で，意味
的な並立項が改行によって区切られていない場合もある。このようなものについては，適宜意
味上の並立関係を重視し，listItem 要素を認定した。 
 
図 3.1.15：listItem の一部を同一行に追い込んだレイアウトの例（PM11_01082） 
 
 また同様に，同じサンプル内の同形態のものについては，一部に行の追い込み（により項間
の改行が省略されたもの）があっても，統一的に意味上の並立要素を listItem 要素とした。 
 
<listItem>[作][詞] ディーン・ビッチフォード</listItem> 
<listItem>[演] ウォルター・ボビー</listItem> 
<listItem>[振] エー・シー・シウラ</listItem> 
<listItem>[出] 坂本昌行／中沢裕子／他</listItem> 
※[ ]は実際はenclosedCharacterタグ 
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 d) ラベルがある，または項同士の関係が並立関係にあるか 
 list 要素の典型例として挙げた「並立列挙リスト」「順序型リスト」「定義型リスト」のよう
に，箇条書きらしさの指標としてラベルの存在がある。ラベルとなる同一または同種の記号に
よって，項同士の並立性が明確に示されていることで，list 要素の意味上の性質（並立列挙）
を保持していることが容易に判断できるためである。 
 そこで，改行によって区切って列挙された要素の冒頭に同一または同種のラベルが存在する
場合は，以下に示す list 要素より優先的に他の要素として認定すべき場合を除いて，積極的に
list 要素と認定した。その際，各項（listItem 要素）の意味的な並立性を厳密に求めることは
しなかった。 
(1) 列挙された個々の要素全てに，行頭 1 字下げ＋改行によって認定される段落が含まれ
ている場合（→ラベルが定義表現のものは title 要素と判断し cluster 要素，ラベルが同種
連続記号の場合は，段落番号表示と判断して paragraph 要素） 
(2) 列挙された個々の要素が定義表現であり，内容記述要素の形式に統一性がないブロッ
ク要素の場合（→定義表現ラベルを title 要素と判断し cluster 要素） 
(3) 発話者をラベルとして示した発話書き起こし文（→speech 要素） 
(4) 列挙された個々の要素全てが引用である場合（→citation 要素） 
(5) 列挙された個々の要素全てが図表付随要素であり，順序・手順を示していない場合（→
figureBlock 要素） 
(6) 列挙された要素の冒頭または末尾の行が，それ以外の行に対して列見出しまたは統括
要素（ヘッダ・フッタ）になっている場合（→table 要素） 
 
図 3.1.16：引用のためラベル付き箇条書き表現を list 要素としない例（PM51_00983） 
 
図 3.1.17：内容記述要素の形式に統一性がなく cluster 要素と認定した例（PM41_00093） 
※「〈アクセス〉」は内部が「●」で始まる箇条書き，「〈観光の問合せ〉」は内部が箇条書きと判断できないため，
「〈アクセス〉」「〈観光の問合せ〉」を list 要素とせず，並立の cluster 要素として認定。 
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 一方，ラベルがない行の羅列の場合は，それが段落の連なりや文の連続である可能性を否定
できないため，箇条書き要素かどうかの認定は容易でない。しかし，通常の本文連続との形態
差（例えばインデントやフォント差など）があり，当該の行羅列について，各行間の関係が並
立関係であると判断できる場合は，list 要素と認定することとした。 
 
図 3.1.18：ラベルのない箇条書き表現（PM35_00080） 
※住所，電話，URL が改行によって列挙されているとみなして，list 要素と認定。 
 
【入れ子 list の認定】 
 listItem 要素は list 要素を含むことができるため，list 要素は，入れ子構造をなす場合があ
る。 
 下図の順序型リストのように，(イ)(ロ)の階層に対して(a)(b)(c)の階層が下位であることが明
確に示されているものは，積極的に入れ子の list 要素として認定することができる。 
 
 
図 3.1.19：入れ子のリスト（『我が国の政府開発援助 1989 下巻（国別実績）』） 
 
 一方，年表などは，「年」「月」「日」のように意味的な階層性が認められる語を用いているも
のの，list として年・月・日の階層付けの意図は明確でないことが多い。年表の多くは事柄を
並立要素として時系列に並べたものであり，時間を並立する意図はないため，年＞月＞日の階
層性を示した入れ子の list 要素として表現する必要はない。 
 このように，list に用いられる語の意味的な階層性と，list 要素における項の階層性は異なる
ものであるため，list 要素の入れ子構造については，項としての並立性を基準として認定する
必要がある。 
 
【list 要素の範囲】 
 list 要素は，listItem 要素のみから構成される要素である。そのため，並立項となる listItem
要素に意味的に含まれない要素は，原則として list 要素外リストから外すこととする。ただし，
例外として，list 全体を統括する表現が，list 要素末尾の listItem 要素と同一行で示されてい
る場合は，末尾の listItem に含めてよい。 
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図 3.1.20：末尾 listItem 内に list 統括要素を含む例（PM51_00219） 
 
【cluster 要素との境界例】 
 list 要素内にブロック要素を含む listItem 要素がある場合等，その listItem 要素を cluster
要素とし，list 要素全体を cluster 要素の並立として構造化すべきか判断に迷う場合がある。以
下に，list 要素と cluster 要素の弁別のためのフローチャートを示す。 
 
(1) 並立要素が，１段落の途中に挿入されている。 
yes：list 要素とする 
no：(2)へ 
(2) 並立する要素の全てが，見出しに相当する語以上の言語表現と，段落に相当する改行１
字下げ表現から構成される。 
yes：cluster 要素とする 
no：(3)へ 
(3) 並立する要素のうち１つでも，インラインの箇条書き要素のみからなるものがある。 
yes：list 要素とする 
no：(4)へ 
(4) 並立する要素の内部が全て，並立関係を明確に示す同種または単一のラベルを持つ箇条
書き要素のみからなる。 
yes：list 要素とする 
no：cluster 要素とする 
 
 上記認定ルールにより，下図においては，同種のラベルを「a」「b」を持つ要素が，(1)項に
おいては list 要素，(2)項においては cluster 要素と認定される。 
-230-
  
図 3.1.21：list 要素と cluster 要素の境界例（『防災白書 平成 15 年度版』） 
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 3.2 自動認定によって付与されるタグ 
間淵 洋子 
 
3.2.1 はじめに 
 
 ここでは，自動認定によって付与されるタグについて述べる。 
 
 本電子化仕様は，原則として人手判断により要素の認定・タグの付与を行うものだが，中に
は，数が膨大であるため人手による処理が極めて困難であるような要素が存在する。文章の階
層構造を表すタグの一つで，段落に相当する paragraph 要素，文に相当する sentence 要素な
どである。これらは，電子化仕様設計当初から，予め人手処理の困難さが予測可能であったた
め，人手による判断・タグ付与を断念し，ある一定のルールに基づく自動認定・タグ付与を行
うことにした。 
 更に，設計及びデータ作成開始当初は人手処理を行っていたものの，作業期間・人員確保の
面で困難を極め，途中で人手処理を断念した要素がある。本文行内（地の文の内部）に現れる
引用表現や発話・心話書き起こし表現を表す quote 要素がこれに該当する。これについてもや
はり，一定ルールに基づく自動認定・タグ付与を行うことになった。 
 
 本節では，これらの自動認定・タグ付与を行った paragraph 要素，sentence 要素，quote
要素の認定基準を示すと共に，自動認定・タグ付与によって生じる問題点などについて述べる。
ここで示す問題点については，コーパスデータが公開された際に，利用者が，このような問題
を含むことを十分理解・了解した上で，個々にこれらのタグの利用についてメリットやデメリ
ット，リスクを判断し利用されることを望むものである。 
 
3.2.2 paragraph 要素 
 
役割 paragraph 要素は，複数の文が集合して形式的に改行によってひとまとまりとして区切
られた要素，いわゆる「形式段落」（「小段落」）を表す要素として設定したものである。形式段
落は，通常，主要本文（見出し，注，キャプションなどを除いた，文書の主たる記述要素。以
下単に「本文」と呼ぶ）における文の集合体を示すものであり，サンプル内の全ての文が常に
段落を構成するというものではない。よって，paragraph 要素は，文に相当する sentence 要
素の上位要素として必須の要素とは定義していない。 
 通常，形式段落は改行によって前後の形式段落と分断されるほか，多くの出版物において，
段落開始位置の指標として行頭に空白が挿入されている（行頭一字下げ）。よって，本電子化仕
様においても，原則としてサンプル紙面上，一字下げで始まり，改行によって終わる文章のま
とまりを段落と認定することとした。 
 ただし，この「一字下げで始まり，改行によって終わる」という段落の組み版書式は，新聞
記事や官公庁発行の白書，論文といった規範性の高い文章における画一的な書式による出版物
においては例外が少ないものの，様々な内容・形態のものを含む一般書籍・雑誌等においては，
異なる書式によって段落を表すものが少なからず存在する。そのため，対象とする資料の範囲
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 内で，段落区切りがある一定の書式によって示されていることが，明らかに判断できる場合に
ついては，当該の書式によって paragraph 要素の範囲を認定することとした。例えば，章節あ
るいは大段落の冒頭で行頭一字下げがされていないもの，行頭文字にフォント差・文字装飾の
あるもの，複数文のまとまりが常に改行と空行で示されているもの，新聞一面のコラム（朝日
新聞「天声人語」，毎日新聞「余録」，読売新聞「編集手帳」，産経新聞「産経抄」など）に見ら
れる「▼」「▲」「◆」等図形記号で区切られたものなどは，原則とは合致しないが個々の資料
における段落区切りの書式として認め，paragraph 要素と認定した。 
 
図 3.2.1：章節冒頭一字下げなしの定形書式段落（『鉄道ファン』 2003 年 12 月号） 
 
 
図 3.2.2：図形記号区切りの定形書式段落（朝日新聞「天声人語」2005/3/21 朝） 
 
自動認定基準 上記のように認定される段落は，一つのサンプル文章中に非常に多く現れる
要素であり，これらに対して一つ一つ人手でタグを付与していくことは困難であることが容易
に予想できた。そこで，データ作成において，本文の入力段階で段落の入力形式について，「段
落冒頭には，スペースを１文字挿入し段落の末尾で改行する」というルールを設け，この入力
形式の制御に基づいて入力されたデータに対して，自動処理により paragraph タグを付与する
ことにした。 
 ただし，外部発注によって行った入力段階で，全ての段落の認定・見極めをしつつ，段落入
力形式の統制を図ることは非常に困難であったため，段落の認定は入力段階・アノテーション
段階の２段階で行った。入力段階の段落認定は，以下の２項目である。 
・ 紙面折り返し行と論理行を明確に見わけ，論理行末でのみ改行する。 
・ 紙面に見える行頭字下げについて，段落開始位置を意図しないもの（見出しや著者表示要
素における字下げやレイアウト的なインデント，箇条書き項目や引用におけるインデント
など）を入力しない。 
 続いて行うアノテーション段階では，上記に加えて，前述の個別の書式による認定を行った
上で，認定した段落を「開始行頭１文字スペース挿入＋範囲末改行」の入力書式に揃えるとい
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 う処理を行った。 
 これらの入力形式統制を行った後に，実際に paragraph 要素として自動タグ付与対象とした
のは，以下の条件に当てはまる表現形式である。 
・ 空白記号で開始している一論理行 
 
自動認定の問題点 上記の自動認定基準によって付与された paragraph 要素は，結果とし
て入力データの形式において，上記自動認定基準を満たす全ての行であるが，以下の問題点が
あることを指摘しておく。 
 
a) 認定の不十分さ１（入力統制の不十分さによる問題） 
 自動認定が入力データに依拠しているために，入力統制が十分でない場合には，その結果が
そのまま反映されることとなる。つまり，誤って行頭にスペースを入力してしまえば，本来
paragraph 要素として適当でないものも paragraph 要素としてタグ付与され，逆に，行頭にス
ペースが欠落していれば，本来 paragraph 要素とすべきものにタグが付与されないというよう
に，入力ミスがそのままタグ付与ミスに直結するという結果となった。 
b) 認定の不十分さ２（仕様の曖昧さと認定の困難さによる問題） 
 paragraph 要素は，上述の通り，sentence 要素の上位要素として必須の要素ではなく，“一
定の書式によって文を複数まとめて示した形式的な要素を指すもの”と定義したことで，その
位置づけが曖昧となり「一定の書式」が見出しにくい文書においては，認定が困難であった。
そのため，本文内の文連続要素について paragraph 要素とするか否かについて，アノテーター
間での判断の揺れが小さくなかった。 
 結果として，paragraph 要素と認定された要素と，そうでない要素（article 要素，cluster
要素等本文範囲を示す構造タグの直下に配置されている sentence 要素）との間で，文法面あ
るいは文書構造要素としての役割に明確な差異が見られないものも多く生じることとなった。 
c) 文が完結しないparagraph要素が存在する 
 自動タグ付与処理を論理行ごとに行ったため，論理行を超えて続く文や段落に対応すること
ができなかった。 
 例えば，ブロック要素として現れる引用や発話等を挟んで文が続くような場合，段落を文の
集合体と捉えるならば，段落もそれらの引用・発話を含んで続いていると考えるべきである。
そのため，仕様設計当初は，ブロック要素を挟んで続く文や段落に対応するため，ブロック要
素を受ける行では新たな paragraph を敢えて付与せず，ブロック要素に先行する paragraph
要素，ブロック要素，受ける非 paragraph 要素の三つをひとまとめに paragraph 要素として
認定し直すことを検討していたが，プログラムでの実現に至らなかった。 
 そのため，ブロック要素を挟んで文が分断される表現が多く見られる文書（特に，会話主体
の小説など）においては，文が完結していない paragraph 要素，また，ブロック要素を受ける
文断片を含む非 paragraph 要素が多く存在しており，同一サンプル内の本文要素において，
paragraph 要素と非 paragraph 要素が混在するという状況が多く見られる。 
・ 文が完結しない paragraph 要素の例（paragraph 内の実線下線部と非 paragraph の波線下線部が
quotation 要素を挟んで一文を構成している例：LBhn_00023） 
<paragraph> もちろん嵐龍三郎先生は、誠が海明のＡコースに行っていることを知っている。
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 知っているどころか、海明のＡコースに入ったほうがいいかどうか、誠は嵐龍三郎先生に相談
したのだ。それで先生が、</paragraph> 
<quotation> 「土曜の午後に、とくに用事がないなら、行ってみるのもいいんじゃないか。」
</quotation> 
と言ったので、その気になったのだった。 
<paragraph> そうそう、ひとつつけくわえると、そのとき、誠が、</paragraph> 
<quotation> 「でも、どうせ土曜の午後勉強するなら、海明よりここにきたほうがいいような
気がするんだけど。」</quotation> 
と言うと、先生はなぜかちょっと顔を赤らめ、 
<quotation> 「このごろ、土曜の午後と夜はだめなんだよ。それから日曜日も、ちょっと用事
があってさ。」</quotation> 
と言ったのだった。 
・ 望ましいタグ付けの例 
<paragraph> 
 もちろん嵐龍三郎先生は、誠が海明のＡコースに行っていることを知っている。知っている
どころか、海明のＡコースに入ったほうがいいかどうか、誠は嵐龍三郎先生に相談したのだ。
それで先生が、 
<quotation> 「土曜の午後に、とくに用事がないなら、行ってみるのもいいんじゃないか。」
</quotation> 
と言ったので、その気になったのだった。 
</paragraph> 
<paragraph> 
 そうそう、ひとつつけくわえると、そのとき、誠が、 
<quotation> 「でも、どうせ土曜の午後勉強するなら、海明よりここにきたほうがいいような
気がするんだけど。」</quotation> 
と言うと、先生はなぜかちょっと顔を赤らめ、 
<quotation> 「このごろ、土曜の午後と夜はだめなんだよ。それから日曜日も、ちょっと用事
があってさ。」</quotation> 
と言ったのだった。 
</paragraph> 
 
3.2.3 sentence 要素 
 
役割 sentence 要素は，いわゆる「文」に相当する要素として設定した要素であるが，BCCWJ
における語（形態素＝短単位・長単位）の連続したひとまとまりを表す言語単位，形態素解析
における処理単位としての役割をも担うものである。そのため，“全ての形態素が sentence 要
素内に包含される関係となる”という要求に応じる仕様とする必要があった。 
 そこで，様々な表現形式に対して，一旦 sentence を付与した上で，文終止記号で終止する
ごく一般的な文と，それ以外の疑似的な文（見出しや箇条書き要素に見られる名詞列挙などの
要素や，引用等の挿入要素によって論理行が分断されることによって生じる文断片）とを区別
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 することを意図して，type 属性を設けた。 
 文は，自然言語処理，言語学をはじめ，あらゆる研究分野において基本的な単位であり，適
切な認定・タグ付与が求められるものではあるが，数が膨大であり人手による認定・タグ付与
処理が不可能であることが予想できたため，sentence 要素の人手による詳細なアノテーション
は断念し，範囲および type の認定をいずれも形式的特徴を用いた自動処理により行うこととし
た。 
 
自動認定基準 自動処理においては，扱うテキストの性質（出版された書籍や新聞など，概
ね常識的な書記法による文章が多くを占めること）や，プログラム構築・管理などを勘案し，
ルールをなるべくシンプルにして文字列レベルの形式的特徴のみを指標に用いることとした。 
 sentence 要素は，原則として，文区切り記号に基づき認定することとし，自動処理に用いる
文区切り記号（ここではこれを「文終止マーカー」と呼ぶ）を規定し認定に用いた。また，行
をまたぐ sentence 要素は認めないこととし，自動処理の単位を一論理行とした。更に，sentence
要素の入れ子構造を認めることとし，入れ子の認定には，引用符等の規定の括弧記号を用いる
こととした。 
 以下に，sentence 範囲，type 属性，入れ子 sentence の自動認定基準を示す。 
 
a) sentence 範囲認定基準 
(1) 次の記号を自動認定用の文終止マーカーとし，この文字を sentence の末尾とする。 
「。」「．」「！」「？」 
 ただし，「。」と「．」排他選択的に用いられる文区切り記号であると判断し，同一サンプ
ル中でより多く用いられている一方を文終止マーカーとし，他方は文終止マーカーとしな
い（つまり，文終止マーカーを「。」と認定したサンプルでは，「．」による sentence 認定
を行わない）。 
(2) 上記認定による sentence 要素の範囲は，末尾として認定された文字から，(1)直前の
sentence 要素の末尾の次の文字まで，(2)行頭まで，のうち最も狭い範囲とする。 
(3) 論理行頭から一つ以上の sentence 要素の並びが存在する場合，行末に文区切り記号がなく
ても，sentence 要素とする。 
(4) 論理行中に一つも sentence 要素が認定されていなければ，行末に文区切り記号がなくても，
その論理行全体を sentence 要素とする。 
b) type 属性認定基準 
(1) 文終止マーカーによって認定された（末尾が文終止マーカーで終わっている）sentence 要
素は type を付与しない。 
(2) それ以外の基準により認定された sentence 要素は，type=”quasi”とする。 
c) 入れ子 sentence 認定基準 
(1) 次の記号を入れ子自動認定用の引用マーカーとする。 
（）〔〕［］｛｝〈〉《》「」『』【】 
(2) 引用マーカーに囲まれた文字列は，その先頭を行頭，末尾を行末として（つまり一つの論
理行として）扱い，その文字列に対して，a)に示した sentence 要素の自動認定処理を実行
する。ただし，(4)の規則は適用しない。 
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自動認定の問題点 一論理行単位で記号のみを手掛かりとした自動認定により，以下の問題
点が生じていることを把握している12。 
a) sentence の付与漏れ 本来，文と認定されるべき要素であっても，sentence と認定されな
いものがある。 
b) 不適切な sentence 認定 文には相当しない sentence や，明らかに文中である不適切な位
置で sentence が分断されているものがある。 
c) 過剰な入れ子 sentence 文を対象とした分析の際に，入れ子 sentence として扱う必要がな
いと思われる，入れ子sentenceを除くと括弧記号のみとなるsentenceが大量に存在する。 
d) 不適切な type 属性 sentence@type="quasi"ではない sentence の中に，文断片が含まれて
おり，文の分析をする際に type を元に一般的な文を取り出すことができない。また，実際
には文断片と言えない表現に対して sentence@type="quasi"が付与されている。 
 これらの sentence 自動認定に起因する不適切な sentence タグの実例について，以下に事例
を示し，望ましいタグ付与についても触れる。 
 
a) sentence の付与漏れ 
 文終止マーカーと規定した記号類を基準に一律に sentence 自動付与を行っているため，文
終止マーカーと規定されていない記号（例えば，「…」等のリーダ類，「♪」等の絵記号，「(^-^)」
等の顔文字など）で文が分断されている場合は，当然ながら sentence が付与されない。 
 また，規定の文終止マーカーで終止している文であっても，sentence 自動付与プログラムの
仕様により，括弧類の開閉対応が付かない場合に sentence の付与が却下される他，プログラ
ムのバグ等により，sentence 自動付与に漏れのある場合がある。 
 これらについては，例えば，必要に応じて文終止記号としての利用が多い記号類や表現を追
加して文終止マーカーに規定し，プログラム都合の自動付与漏れ事例も含め，改めて文終止マ
ーカー直後に sentence の終了タグがないデータに対して修正を行う等の処理が望まれる。 
 
・ 規定文終止マーカー以外の記号のため sentence が付与されない例（PB59_00052） 
<sentence> はぐらかされたわけではなかった―一瞬でも彼女を疑った自分が恥ずかしい。
</sentence> 
・ 括弧の開閉不対応によって，sentence が付与されない例（LBbn_00026） 
<sentence> ガガは、いかにも“うるさくてねむれないよ。というように文句をいいつづけ、
日暮れごろ、親子はそこから飛び立って海上へ出た。そして、にがい海の水の上で、波にゆら
れながら夜をすごした。</sentence> 
・ 望ましいタグ付けの例 
<sentence> はぐらかされたわけではなかった―</sentence> 
                                                  
12 このうち，「コアデータ」と呼ばれる綿密な形態素情報と詳細な研究用付加情報を付した一部の
データセットについては，a)sentenceの付与漏れのうち括弧の開閉不対応によるもの，b)不適切な
sentence認定のうち，固有名中に規定文終止マーカーが用いられているもの，の2点について，人
手による修正処理を行った。コアデータ以外のデータ，また上記2点以外の要修正事例については，
今後の課題とする。 
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 <sentence>一瞬でも彼女を疑った自分が恥ずかしい。</sentence> 
 
<sentence> ガガは、いかにも“ 
<sentence>うるさくてねむれないよ。</sentence> 
<correction type="omission">”</correction>というように文句をいいつづけ、日暮れごろ、親
子はそこから飛び立って海上へ出た。</sentence> 
<sentence>そして、にがい海の水の上で、波にゆられながら夜をすごした。</sentence> 
 
b) 不適切な sentence 認定 
 文終止マーカーと規定した記号類を基準に一律に sentence タグ自動付与を行っているため，
文終止を指示する記号として用いられないものに対しても sentence タグが自動付与される。 
 これらについては，例えば，以下のような対応によって，不適切な sentence タグを削除す
るといった修正処理が望まれる。 
(ア)  規定文終止マーカーを含む特定固有名（「モーニング娘。」など）を適用対象に不適切
な sentence がないかをチェックする。 
(イ)  二重かぎ括弧は固有名提示用法が多いと思われるので，原則として入れ子 sentence
を認定しない。 
(ウ)  原則として，助詞・助動詞・接尾辞（引用等を受ける助詞，接続詞など別品詞と判断
できるものは含まない）で始まる sentence を作らない。 
 
・ 固有名中に規定文終止マーカーが含まれる例（PM11_01082） 
<sentence>今年４月にモーニング娘。</sentence><sentence>を卒業し、現在はソロで活動中。
</sentence> 
・ 表現効果的に規定文終止マーカーが用いられている例（PN1b_00003） 
<sentence>何とも過激？</sentence><sentence>なセリフ。</sentence> 
・ 望ましいタグ付けの例 
<sentence>今年４月にモーニング娘。を卒業し、現在はソロで活動中。</sentence> 
 
<sentence>何とも過激？なセリフ。</sentence> 
 
c) 過剰な入れ子 sentence 
 括弧表現内に文終止マーカーが出現する場合に，一律で入れ子 sentence を認定する仕様に
なっているため，過剰な入れ子構造となる sentence が生じる。 
 一論理行内が括弧表現のみの場合は，入れ子 sentence を認定せず，括弧を無視して sentence
付与を行う等の修正処理が望まれる。 
 
・ 一論理行内が括弧表現のみの入れ子 sentence の例（LBa0_00006） 
<sentence type="quasi"> 「<sentence>君がきてくれれば助かるよ。</sentence> 
<sentence type="quasi">本社とのパイプ役はよろしく頼む</sentence>」</sentence> 
・ 望ましいタグ付けの例 
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 <sentence> 「君がきてくれれば助かるよ。</sentence> 
<sentence>本社とのパイプ役はよろしく頼む」</sentence> 
 
d) 不適切な type 属性 
 行単位で sentence 自動処理を行っているため，行を跨いで入れ子構造を持つ文（ブロック
の quotation，list，rejectedBlock 等の要素を含む文）に対応できておらず，実際には明らか
な文断片であっても，通常の文と同様に sentence（@type="quasi"でない）と認定される。ま
た，実際には文断片ではないが，文終止の形態が規定の文終止マーカーでないもの（別記号を
用いたものや文終止記号を省略したもの）は，一律に sentence@type="quasi"に認定される。 
 type 属性は，通常の文とそれ以外の疑似的な文を弁別する目的で設定したものであったもの
の，実際には，認定が規定文終止マーカーによるかどうかという文末の形態差のみを示してい
るのが現状であり，sentence 要素の分析において，例えば，文断片とそれ以外の完結した要素
を区別して扱うといった用途に堪えない。このような利用を勘案すれば，入れ子構造内で発生
する文断片と，形態差（句点による認定かそうでないか）による擬似文とを type 属性で区別す
ることを視野に入れ，type の細分化を検討する必要があろう。 
 文断片の弁別においては，行を跨いで入れ子構造を持つ文に対応する方法として，例えば，
格助詞から始まる sentence（@type="quasi"でない）のうち，直前が quotation，list，
rejectedBlock で，かつ，その直前の sentence が@type="quasi"であるものを抽出し，属性
type="quasi"を付与する，また文断片以外の sentence@type="quasi"要素に対応する方法とし
て，文終止記号を省略する書記法が一般的である括弧内表現の末尾の sentence については，
type 属性不要として修正するなど対応が望まれる。 
 
・ 括弧内の末尾で句点が省略されるスタイルの例（PB19_00001） 
「<sentence>華子が二十歳のときに生まれたんだったな。</sentence> 
<sentence type="quasi">すると華子は三十五歳か</sentence>」 
・ 引用を挟んで文が分断されている例（LBa1_00014） 
<sentence type="quasi">王仁三郎にとっては、本来屈辱的な出来ごとであるが、かれはこれを、
</sentence> 
<quotation>蒙古にて暗殺されんとする刹那吾身金色になりて輝く</quotation> 
<sentence>という歌にし、<quote>「パインタラの法難」</quote>というふうに伝説化した。
</sentence> 
・ 望ましいタグ付けの例 
「<sentence>華子が二十歳のときに生まれたんだったな。</sentence> 
<sentence>すると華子は三十五歳か</sentence>」 
 
<sentence type="quasi">王仁三郎にとっては、本来屈辱的な出来ごとであるが、かれはこれを、
</sentence> 
<quotation>蒙古にて暗殺されんとする刹那吾身金色になりて輝く</quotation> 
<sentence type="quasi">という歌にし、<quote>「パインタラの法難」</quote>というふうに伝
説化した。</sentence> 
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3.2.4 quote 要素 
 
役割 本電子化仕様の設計当初，quote 要素は，ブロック要素として他著作物からの引用を表
す citation 要素や発話・心話の書き起こし表現である speech 要素に対して，インライン（本
文行内）の引用・発話・心話を表す要素として設計されたものであった。つまり，quote 要素
は，本文（地の文）とは異なる位相を持つ引用・発話表現をマークアップするための要素とい
う位置づけがなされていた。 
 ところが，作業開始後，その人手による認定・タグ付与について，時間的・人的に実現が困
難であることが判明したため，作業をある程度行った段階で，自動認定・付与に切り替えるこ
ととなった。そこで，quote 要素を，上記引用・発話表現である可能性を示す要素として位置
づけ直し，“なるべく単純なルールで自動認定を行った結果が，引用・発話表現を多く含むこと”
を目標として自動認定ルールの検討を行った。 
 
自動認定基準 自動認定ルールは，既に人手で作業を行った材料を元に，引用・発話表現の
形式上の特徴を洗い出すこと，また，それらの形式が引用・発話表現として用いられる頻度の
高さや，引用・発話表現である可能性の高さを検討することによって決定した。 
 調査・検討の結果，インラインの引用形式は，かぎ括弧（「 」），二重かぎ括弧（『 』），引
用符（‘ ’），ダブル引用符（“ ”）等の括弧類によって示されることが多く，このうち，引用・
発話表現として用いられる形式としてはかぎ括弧が最も頻度が高く，また，かぎ括弧表現が引
用・発話表現である可能性も比較的高いことが分かった（一方，それ以外の括弧類は頻度が低
く，引用・発話表現である可能性も高くなかった）。そこで，自動認定においては，タグ付与対
象をインラインのかぎ括弧表現に絞ることに決定した。 
 実際に quote要素として自動認定されるのは，以下の条件をいずれも満たす表現形式である。 
1) テキストの１論理行内に，対となるかぎ括弧（“「”と“」”）が現れる。 
2) かぎ括弧で括られた表現以外に，他の文字列が存在する（ただし，段落認定用の行頭空白
を除く） 
 条件 1)は，かぎ括弧で範囲が明示された表現であることを保証し，条件 2)は，（ブロック引
用でなく）インライン表現であることを保証するためのデータ形式上の特徴として自動認定基
準に採用された条件である。 
 
自動認定の問題点 上記認定基準により自動付与された quote 要素は，結果として“「 」”
によって表現されるさまざまな要素を含むこととなった。当初のタグ付与目的である引用・発
話のマークアップはある程度実現されたものの，かぎ括弧を用いず表現された引用・発話表現
は当然マークアップされないし，本来意図していなかった引用・発話以外の表現も含まれると
いう問題を抱えている。以下に，問題点と問題事例を挙げておく。 
 
a) 引用・発話表現以外の表現がquote要素となるもの 
・ 強調・用語提示（語・表現の強調，用語・固有名詞の提示等のために引用符を用いたもの：
LBq3_00104） 
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 <sentence>こうした、いわゆる<quote>「よい子」</quote>がある日突然キレていく現象があち
らこちらで起こっているのです。</sentence> 
・ オノマトペ（人間以外が発した音，鳴き声などを提示するために引用符を用いたもの：
PB19_00035） 
<sentence> 見下ろして呟くと、猫は再び答えるように<quote>「にゃー」</quote>と鳴く。
</sentence> 
・ 望ましいタグ付けの例 
<sentence>こうした、いわゆる「よい子」がある日突然キレていく現象があちらこちらで起こ
っているのです。</sentence> 
 
<sentence> 見下ろして呟くと、猫は再び答えるように「にゃー」と鳴く。</sentence> 
 
b) 引用・発話表現がquote要素としてマークアップされないもの 
・ かぎ括弧が対で現れないもの 
・ かぎ括弧以外の記号で示されているもの（LBs9_00024） 
<sentence>白井さんに疑惑をぶつけるなんて、私にはできない―と思いかけた。</sentence> 
・ 望ましいタグ付けの例 
<sentence><quote>白井さんに疑惑をぶつけるなんて、私にはできない</quote>―と思いかけた。
</sentence> 
 
c) 実際にはインラインとみなす必要がなく，ブロック引用（citation要素・speech要素）と
判断すべきもの（あるいはそれらの要素としてマークアップされているもの） 
・ かぎ括弧の後ろに句点のみがあるもの（PB33_00650） 
<quotation><citation><paragraph> 
<sentence> <quote>「<sentence>この飛躍が失敗すれば、商品は別に困ることはないが、商品
所有者はおそらく苦しむ。</sentence>（中略）<sentence type="quasi">…商品は貨幣を愛する
</sentence>」</quote>。</sentence> 
</paragraph></citation></quotation> 
・ 望ましいタグ付けの例 
<quotation><citation><paragraph> 
<sentence> 「この飛躍が失敗すれば、商品は別に困ることはないが、商品所有者はおそらく
苦しむ。</sentence>（中略）<sentence>…商品は貨幣を愛する」。</sentence> 
</paragraph></citation></quotation> 
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 3.3 見出し・要約を示すタグ 
間淵 洋子 
3.3.1 はじめに 
 
 ここでは，文章において重要な役割を果たす見出しや要約の表現を示すタグ類について述べ
る。 
 
 一定の内容のまとまりをもった文章には，多くの場合，その内容を端的に示した見出しが付
される。また，論文等の論理的な文章，新聞などにおいては，文章の要点を効率的・効果的に
読み手に伝達するために，要約に相当する要素を文章の冒頭に付すことが多く見られる。これ
らの表現は，文章の内容を把握する上で重要な要素として特別な意味づけがなされており，文
体・語法等においても，他の本文要素とは異なる性質を持つ。そのため，これらの要素を他の
本文要素と区別しておくことは，コーパスの利用に際して，膨大なサンプルからの文書検索・
選択，自動要約等の自然言語処理的分野，また，文章・文体・文法といた言語学分野といった
様々な応用場面で有益な情報となると思われる。 
 本電子化仕様では，これらの見出しや要約の要素に対して，以下の XML タグを用意した。 
1) ある特定範囲の文章の内容を簡潔に示した見出しに相当する title 要素 
2) title 要素及びその修飾要素等付随要素をまとめて示す titleBlock 要素 
3) title 要素と異なり特定の文章範囲に対する見出しとしては機能しないが，見出しに類似し
た表現形式をもつ orphanedTitle 要素 
4) ある特定範囲の文章における要約記述に相当する abstract 要素 
 
 本節では，これらのタグについて，その役割や類型，認定の基準について述べる。 
 
3.3.2 title 要素 
 
役割 title 要素は，文章全体，章・節，意味段落等，意味・内容的にまとまりのある一定範囲
の文・段落の冒頭に配置され，その範囲の見出しとなる要素を表すために設定した要素である。
これらは，主要本文（見出し，注，キャプションなどを除いた，文書の主たる記述要素。以下
単に「本文」と呼ぶ）要素とは明らかに異なる表示形態（多くは，フォントの差などでより目
立つ形態）で現れ，その範囲の本文要素の内容を端的に表現するものであり，読み手の注意を
惹き付けて，予め本文の内容を効率的・効果的に伝達するという特異な機能を持つ要素である。
よって，それらの表現を，本文要素と異なる性質のものを弁別するだけでなく，その他の要素
とも区別してマークアップしておくことは，重要表現の性質や，表現効果といった文体的な研
究分野への応用を可能にするものである。 
 また，title 要素は，本文の範囲と階層性を示す cluster 要素の認定要件となる必須要素であ
り，cluster 要素の階層性と同様，title 要素の階層性（上位下位関係）を見ることで，語彙・
概念的な包含関係・並立関係などの情報を取得しうる可能性もある。 
 更に，見出し表現には，メインタイトルとサブタイトルのように重層性が見られるが，より
重要度の高いものを title 要素，副次的な要素を title 外の要素と位置づけ，それらを合わせて
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 titleBlock 要素として示すことで，見出し表現における重層性を適切に表現することができる。 
類型 title 要素を内容・表現面の特徴で分類すると，概ね以下のような類型が見られる。 
a) トピック提示型：記事の主題・テーマを簡潔に提示する表現。記事を「○○についての記事」
と説明する場合に「○○」に入る表現。 
b) 内容要約型：記事の（主題に対する）記述内容を要約して提示する表現。「○○は××であ
る」「○○は××をした」といった表現。 
c) 本文引用型：記事の記述の一部を取り出して提示する表現。インタビュー記事や小説など
で見られるタイトルの付け方。記事本文をアレンジして提示する場合もある。 
d) キャッチコピー型：上記 a～c には相当しない，キャッチコピー的な表現 
e) 名づけ型：直接的にトピックや内容に言及せず，キャッチコピー的でない表現 
 
 
図 3.3.1： title 要素の類型例 
 
 また，役割・機能面では，以下のようなものを title 要素としている。 
a) コーナー名称：連載や特集の記事において，連載や特集全体のとなる表現 
b) 連載当該回タイトル：当該の号に固有のタイトルに相当する表現。 
c) コーナー号数：連載や特集の記事における連載・特集の回号に関する表現 
d) 記事種表現：「連載」「特集」「小説」「エッセイ」「インタビュー」といった，記事の種類を
示す表現 
e) タイトル異表記：title 要素となる見出し表現に対して，別の字種や別の言語によって提示し
た表現 
 
図 3.3.2：連載記事の見出し表現群（PM13_00008） 
-243-
  
 上図の連載記事の見出し表現について，それぞれ役割を分類して示せば，以下のようになる。 
 
Ｅｘｃｅｌｌｅｎｔ Ｈｏｔｅｌ       …タイトル異表記 
世界のエクセレントホテル          …コーナー名称 
７３２                   …コーナー号数 
上海                    …連載当該回タイトル 
上海の中心部に建つ高層ホテル        …下のタイトルに対する修飾要素 
ザ・ポートマン・リッツ・カールトン上海   …連載当該回タイトル 
 
認定 title 要素の認定基準のもっとも重要なものは，(1)本文要素と明確に区別ができ，(2)見
出しとして文章のある一定範囲を統括する機能を有すること，の 2 点である。要件(2)の統括機
能については，(a)文章ブロックの冒頭に位置付けられていること，(b)文章ブロックの内容を代
表するような表現であること，の二つの指標によって判断する。これらの要件を満たすものは，
title 要素あるいは次節 3.3.3 に示す titleBlock 要素として認定される。 
 この要件を満たすことで title 要素と判断されるものの中には，言語表現を用いる代わりに，
絵記号，イラスト等で文章内容のトピックを示して，文章を統括する見出しとして機能するも
のがある。この場合の絵記号，イラスト等は語と同様の役割を果たしているとみなすことがで
きる。なお，特定の意味を持たない区切り記号は，title 要素と認定しない。区切り記号により
文章の範囲を分断している場合，区切り記号は切れ目の位置を示しているだけで，区切られた
範囲の文章の内容を示す見出しとしては機能しておらず，(2)の要件である統括機能を持たない
ためである。 
 
 また，上記要件を満たして title 要素と認定されるものの中には，紙面上で本文要素と同一行
（インライン）にありながら，形式の差が明確であるものがある。 
 
図 3.3.3：インラインの見出し（読売新聞 2003/6/17 夕） 
 
 ただし，形態差が明らかなものであっても，続く本文と明らかな文法的連続をもつ場合（助
詞による連結など）や，続く本文が段落に相当しない場合（listItem 要素の可能性あり）は，
title 要素と認定しない。 
 一方，上記の認定基準について，(1)の要件を満たさないことによって，title 要素と判断され
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 ないものに，本文との形態差がない統括表現がある。内容面では続く本文に対するトピックに
相当する表現であっても，本文と形態的な差異を持たない場合には，title 要素と認定されない。 
 また，(2)の要件を満たさないものに，orphanedTitle 要素がある。形態的に本文と区別され
て見出し的な表現でありながら，特定の文章範囲と対応付けられず，統括機能を持たない場合
は，title 要素と区別する。orphanedTitle 要素については，3.3.4 節において述べる。同様に，
(2)の要件を満たさないものとしては，続く本文を統括する機能のない太字や大字などの単なる
強調表示がある。 
 
 上記の全ての要件を満たすものは，title 要素としての資格を持ち，それが単独の見出しとし
て現れた場合は，そのまま title 要素と認定する。一方，見出し表現が複数現れる場合は，見出
しの重層性を反映し，title要素と，title要素外の titleBlock要素とに分けてマークアップする。
この際に指標となるのは，ア) 役割，イ) 内容・表現，ウ) 形状，の三つの要素である。以下，
それぞれについて詳細を示す。 
 
ア) 役割 「類型」項に示した機能の類型分類に示した a) コーナー名称，b) 連載当該回タイ
トルに該当する見出しがある場合は，それぞれ必ず一つ以上の title 要素と認定する。a)ま
たは b)に該当する見出し表現が複数現れる場合は，それぞれ次項イ)，ウ)の指標に基づき，
title 要素か title 要素に含めない titleBlock 要素かの認定を行う。c) コーナー号数，d) 記
事種表現，e) タイトル異表記がある場合は，常にこれを title 要素と認定する。 
 
 
図 3.3.4：コーナー名称の例：上／記事冒頭部，下／目次（PM35_00071） 
※サンプル紙面の情報に加えて，目次も参照しコーナー名称を認定する。ａ「Ｆｅｌｌｏｗｓ ｉｎ ＶＩＰ
ＣＡＲ」は目次より補足表現ではなくコーナー名称と判断できるため，title 要素と認定する。 
 
 
図 3.3.5：連載当該回タイトルの例／図中 C（PM31_00700） 
※ａ「神田裕行さんの気取らないおもてなし」はコーナータイトル。ｃ「白ワインで楽しみたい、秋のモダン
-245-
 和食」は，付随要素ではなく，当該回タイトル。よって，いずれも title 要素と認定する。 
 
 
図 3.3.6：連載号数の例／図中 b（PM41_00195） 
※コーナー名称「情報ＥＸＰＲＥＳＳ」当該回タイトル「２００４ １１／９号」は，いずれも title 要素。 
 
   
図 3.3.7：記事種表現の例（PM11_00593），タイトル異表記の例（PM41_00595） 
※「読者のページ」は投稿欄であることを示す記事種表現であるため title 要素。アルファベット表記の title
要素「ｔｗｏ ｄｏｔ」に対する片仮名表記「トゥードット」は，タイトル異表記として title 要素。 
 
イ) 内容・表現 「類型」項に示した内容・表現の類型分類による a) トピック提示型，e) 名
づけ型の見出しは，見出し表現の中でも重要度が高く優位性を認めることとし，常に title
要素と認定する。b) 内容要約型，c) 本文引用型，d) キャッチコピー型の見出しは，a) ト
ピック提示型，または e) 名づけ型と共に現れる場合，次項ウ)の指標に基づき，title 要素
か title 要素に含めない titleBlock 要素かの認定を行う。 
 
図 3.3.8：トピック提示型として title 要素になる例（PM21_00543） 
 
ウ) 形状 見出し表現の視覚効果を比較した際に，もっとも強調して表示されている要素は，
常に title 要素として認定する。この条件により，b) 内容要約型，c) 本文引用型，d) キャ
ッチコピー型の見出しが，a) トピック提示型，または e) 名づけ型と共に現れる場合，a)，
e)よりも b)，c)，d)が強調して表示されていれば，b)，c)，d)は a)，e)と共に title 要素とな
り，a)，e)と同等あるいは弱い表示で現れる場合は，title 要素に含めない titleBlock 要素
と認定することとなる。なお，形状において差が認められれば，紙面上で同一の行にある
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 場合であっても，title 要素と title 要素に含まれない titleBlock 要素とに弁別してマークア
ップすることとする。 
 
   
図 3.3.9：トピック型タイトルと要約型タイトルの形状による title 認定の例（PM31_00632，PM45_00010） 
※要約型タイトル(b)が強調表示により title 要素となる例（左）と，トピックタイトル(a)と比較して強調が認め
られず title 要素に含まれない titleBlock 要素になる例（右）。 
 
 その他，個別に認定基準を設けてマークアップを行ったものについて，以下に例を示す。 
 
【新聞見出しの独自ルール】 
 新聞の報道記事などに現れる見出しは，見出し表現内で主従付けがたいものも多いため，全
てを title 要素とした。 
   
図 3.3.10：報道記事の見出し群を全て title 要素とする例（PN2j_00003） 
 
【人名のtitle要素】 
 人名は，それがサンプル内に現れる際，さまざまな役割を持つ。文章の著者を示している場
合（authorsData 要素），文章に書き起こされた発話の話者を示している場合（speaker 要素），
文章の中で語られる対象・トピックとなっている場合（title 要素）など多様であり，かつ，そ
の表示形態も様々であるため，留意が必要である。そこで，以下のような判断基準を設けてマ
ークアップを行った。 
 
a) 人物紹介の文章における人名は title 要素とする。 
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図 3.3.11：人物紹介の文章の例：（PM51_00462） 
※人物紹介記事なので人名ｂがトピック提示型見出し，ａはコーナー名称で共に title 要素，ｃはｂに対する修
飾要素で表示弱，ｄは引用型見出しでトピックａより強調表示といいがたいので，title 要素に含めない
titleBlock 要素とする。 
 
b) 複数の人物を対比して示す文章における人名は title 要素とする。 
 
図 3.3.12：複数の人物を対比する文章の例：（PM11_00337） 
※「これが私のトラベルコスメ」は「私」に当てはめる複数個人を対比させて，「○○さんのトラベルコス
メについて」をトピックとして記述する記事。下位要素は「楠田枝里子さんの場合」「浅野宏子さんの場合」
「佐藤真知子さんの場合」という内容で人名がトピックと言えるので，title 要素とする。 
 
c) 対談・座談，談話（有識者のコメント）における話者は必ずしも title にならない（ただし，
人物を紹介するインタビュー記事における話者＝インタビュイーは，a）に該当するため
title 要素となる）。 
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図 3.3.13：談話の発話者の例：（PM11_00044） 
 
d) 文章の著者は，原則として title にならない。ただし，明らかに title 要素と認定される要
素に含まれ一体化している場合は title 要素とする。title 要素に対して修飾的に示される場
合は，title 要素に含めない titleBlock 要素とし，修飾関係になく単独で示されているもの
は，auhorsData 要素とする。 
 
図 3.3.14：title 要素と一体化している著者名の例（PM31_00746） 
 
 
図 3.3.15：title 要素と一体化していない例（PM51_00239） 
 
 
図 3.3.16：タイトルと修飾関係がない例（PM11_00086） 
 
3.3.3 titleBlock 要素 
 
役割 titleBlock 要素は，文章の見出しを表す title 要素に対して，修飾・補足的に付加される
表現を，title 要素と組み合わせて示すために設定した要素である。また同時に，メインタイト
ルとサブタイトルのような見出しの重層性を表すために，見出し表現のうちで重要度の高いも
のとそれ以外とを明示することをも意図し，重要度の高い見出し表現を title 要素として内包し
両者を取りまとめる要素として位置づけた。そのため，より重要度の高い title 要素のみを容易
に取り出せるという利点のほか，titleBlock 要素内で，title 要素に含まれる部分とそうでない
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 部分との関係性（被修飾要素‐修飾要素／主要素‐副要素）において見られる言語的特徴の分
析，title 要素と共に副次的な表現を用いて見出しを構成する表現効果や，文章のタイプによっ
て異なる見出し表現類型についての検討といった研究においても利用できる可能性がある。 
 
類型 titleBlock 要素は，その内部で title 要素に含まれる部分と含まれない部分とに分けられ，
両者は主従関係を持つ。この主従関係は，主に，a) 被修飾‐修飾の関係と，b) 重要度の高‐
低関係の 2 類型に分けることができる。以下に例を示す。 
 
a) 被修飾‐修飾の関係 
 title 要素となる表現に対して，より詳細な（または具体的な）情報を補足する，読み手の興
味を惹き付けるための表現を加えるといった目的で付加されているもの。 
 
 
図 3.3.17：記事内容をより詳細に紹介する補足表現（『spring』2003 年 1 月号） 
 
 
図 3.3.18：具体的な情報を提供する補足表現（『公害紛争処理白書 平成９年版』） 
 
 
図 3.3.19：読み手の興味を惹き付けるための補足表現（『月刊ザテレビジョン』2003 年 10 月号） 
 
b) 重要度の高‐低関係 
 3.3.2 title 要素「認定」項に示した「見出し表現が複数現れる場合」の見出しの重層性反映
のための title 認定基準により弁別されるもの。 
 
図 3.3.20：トピック提示の優位性から要約型見出しを title としない例（PM21_00103） 
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認定 titleBlock 要素は，(1)文章冒頭に現れ，(2)本文と形態差を持ち，(3)title 要素に対する
情報補足に相当することを要件に認定する。ただし，この要件を元に titleBlock 要素を認定す
る際，内容の一部を本文に先駆けて紹介するのでなく，文章による説明文とは別に，詳細な情
報を箇条書きにしてまとめて示した要素が，本文とは別の形態をもって，title 要素の直後に現
れている要素が問題になる。このような要素は，見出し表現の域を越えて，既にトピックにつ
いての詳細記述に相当するため，titleBlock 要素に含めなかった。改行を伴い list 要素と認定
できるものは本文要素と並立する list 要素として位置付け，それ以外は，本文要素との区切り
目に blockEnd 要素を付与して分断して示した。 
 
図 3.3.21：本文前の情報羅列ブロック（非 titleBlcok 要素）の例：（PM31_00871） 
 
 titleBlock 要素の認定において問題になる事例は，概ね titleBlock 要素内を title 要素とそれ
以外の要素に弁別する点に集約される。特に，雑誌の記事見出し表現においては，基本的に title
要素と付随要素から成り立ち，比較的多くの要素を含む titleBlock 要素が見られるため，留意
が必要である。概ね，強調表示の見出し表現を title 要素とし，それ以外を付随要素とみなした
上で，強調表示になっていない要素の中に，常に title 要素として認定される役割（コーナー名
称，当該回タイトル，連載号数，記事種，タイトル異表記）や内容（トピック提示，名づけ）
の表現が含まれていないかを判断して，適宜 title 要素として認定するという方法でマークアッ
プを行った。 
 
 その他，titleBlock 要素に関して認定に揺れが生じやすい事例について，その基準を以下に
示しておく。 
 
【本文前の要約タイトル】 
 article または cluster 要素の title 要素と離れて，本文の直前に示された見出しは，本文が複
数の文章ブロック（下位の cluster 要素）に分割でき，その統括表現になっていると判断でき
ない限りは，article 要素の title に対する補足表現とする。本文が複数の文章ブロックに分か
れていない場合には，原則として下位の cluster 要素を構成できないため13，article または
cluster 要素の下位に位置づけられる cluster の title 要素とは認定できない。 
                                                  
13 3.1.3 cluster 要素を参照のこと。 
-251-
  
図 3.3.22：本文前の見出し表現を cluster の title 要素としない例（PM21_00279） 
※本文が複数の文章ブロックに分かれていないため，トピック提示型タイトル(a)に対する優位性が認められな
い要約タイトル(b)として titleBlock 内に位置付ける。 
 
【title要素との文法的連続性】 
 title 要素と認定される見出し表現に対して，改行による分断があるものの，文法的に修飾関
係にある要素については，補足表現として title 要素に含めない場合と，title と連続的と判断
して title 要素に含める処理をする場合がある。連続的と判断し title 要素と認定されるのは，
(1)title 要素と同じ形態である（つまり，改行ではなく折り返しと判断できる），または，(2)本
文のレイアウト的には形態の差異があるが，目次においてひとつながりの見出しとして一行の
同一形態で示されている場合，のいずれかの場合とし，当てはまらない場合は，付随要素とし
て title 要素に含めない。 
 
図 3.3.23：「～の」の表現を title 要素にしない例（PM21_00540） 
 
 
図 3.3.24：見出し情報から「～の」の表現をまとめて title 要素とする例（PM51_00275） 
 
【作品紹介，イベント情報におけるtitleBlock認定】 
 書評は，そのトピックが書評対象である本そのものであることから，本のタイトルをトピッ
ク提示型見出しとして title 要素に認定する。それ以外の本に関する情報（本の書き手，ジャン
ル，内容要約等）は，いずれも詳細情報の補足とみなし title 要素には含めない。 
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図 3.3.25：書評記事において本のタイトルのみ title 要素となる例（PM41_00573） 
 
 同様に，新聞のテレビ欄や，情報誌の番組・映画・公演・展覧会等の紹介記事においても，
トピック提示型見出しとして，それぞれの番組・公演等の名称のみを title 要素とし，日付や時
間，放送局，開催場所等は，補足要素として title 要素に含めない。 
 
3.3.4 orphanedTitle 要素 
 
役割 title 要素・titleBlock 要素は，常に article 要素または cluster 要素と対となり，文章と
それを統括する表現という関係を持ち，常に文章の冒頭に位置する。一方で，視覚的な形態（大
きさ，フォントなど）や表現（トピック提示，要約，一部抽出など）においては title 要素・
titleBlock 要素と極めて類似しているものの，統括する文章の範囲が明確でない，見出し様の
要素がある。 
 この見出し様の要素は，明らかに本文と異なる要素であり，見出しの性質を有するものでも
あるが，article 要素や cluster 要素と対で示すことができない点で，title 要素・titleBlock 要
素とは明確に区別される必要がある。orphanedTitle 要素は，このような見出し的でありなが
ら，特定の文章範囲に対する統括表現として機能しない表現を，本文とも，また title 要素・
titleBlock 要素とも弁別することを目的に設定した要素である。 
 
類型 orphanedTitle 要素の典型的な例としては，インタビュー・座談書き起こし記事に多く
見られる，発言の一部を抽出して見出し的に掲げた要素が挙げられる。 
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図 3.3.26：発話一部抽出の見出し的表現の例（『ダイアモンド ザイ』2003 年 9 月号） 
 
認定 orphanedTitle 要素は，見出し的な表現という点で title 要素，titleBlock 要素と類似し
ており，「特定の文章範囲を統括する機能を持たない」という点にだけ title 要素，titleBlock
要素との差異がある。そのため，消去法的に，article や cluster の見出しとして位置づけられ
ない見出し的な要素を対象としてマークアップする。 
 orphanedTitle 要素の典型例は，「類型」項に示した通りインタビュー・座談等の書き起こし
記事に見られる発話の一部抽出表現だが，これらの記事では，article や cluster の見出しも同
様に発言の一部を抽出したものが多く用いられる傾向にあるため，弁別に注意が必要である。
本文要素の区切り目と見出し表現の位置関係に着目し，本文の文章ブロックに対して冒頭に位
置付けられており，見出し表現とそれが統括する文章ブロックの内容的な対応が取れるもので
あれば，title 要素・titleBlock 要素となり，そうでないものは orphanedTitle 要素とする。 
 例えば，数ページにわたって続く文章ブロックの末尾に現れた見出し的要素や，複数ページ
にわたって連続的に続く（ページごとに文章の切れ目がない）文章において，ページ単位で現
れる見出し的表現は，「文章の冒頭に位置付けられている」という要件を満たさないため title
要素にはできず，消去法的に orphanedTitle 要素と認定される。 
 なお，1 ページあるいは見開きで完結する文章ブロックで，雑誌などに多く見られる自由な
レイアウトを持つもの（本文の流れ―縦書きなら右上から左下，横書きなら左上から右下―と，
見出し・著者情報といった本文以外の要素の流れが一様でないもの）の場合は，本文の上下・
左右・中央等いろいろな位置に見出しの現れる可能性があり，本文の末尾位置に見える見出し
様の表現が，文章ブロック全体の title 要素・titleBlock 要素となる場合もあるため，
orphanedTitle 要素としない。 
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図 3.3.27：ページ毎に現れる orphanedTitle 要素（PM43_00004） 
 
 
図 3.3.28：見開き記事における見出し（PM31_00685） 
 
3.3.5 abstract 要素 
 
役割 abstract 要素は，本文要素と区別できる形で提示され，本文要素に先駆けて，本文内容
の概要・要約を示す要素，本文への導入として機能するような要素を，本文と区別して示すた
めに設定した要素である。内容が，本文全体の要約になっているということに加えて，本文要
素と区別されるべき形態であるものをマークアップするところに要点があるため，認定におい
ても形態的な特徴を重視する。 
 abstract 要素は，上記の通り本文とは形態的に区別される要素であると共に，本文内容につ
いて概要・要約（または導入）を示す要素になっているため，title 要素同様，文書全体のトピ
ックや内容を把握するために有用な要素であり，また，メディアや文章の種類によって abstract
要素の有無や内容の特徴が異なるため，文書要約，文書検索，文書分類等への応用も期待でき
る。 
 
類型 abstract 要素の典型的な例は，新聞記事におけるいわゆるリード，論文の概要，雑誌記
事に見られる記事要旨・前文・導入文などである。 
 
orphanedTitle
orphanedTitle で
はなく titleBlock 
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図3.3.29：新聞リード（『毎日新聞』2003/3/2朝）と雑誌導入文（『電撃ＧＡＭＥＣＵＢＥ』2003年12月号） 
 
 
図 3.3.30：論文要旨（『図説 森林・林業白書』平成 14 年版） 
 
 論文等の論理的文章によく現れる「キーワード」も，記事概要と同様にキーワードの列挙に
よって記事内容や記述の要点を端的に伝達するための要素として機能する abstract 要素の一
類型である。「キーワード」と「概要」の両者が同時に現れる場合もあるが，いずれも abstract
要素となる。 
 
図 3.3.31：キーワードと要旨（『日本語科学』16, 2004.10） 
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 特徴的な構造を持つ文章として，abstract 要素を類型として認めたものに，Q&A 形式の文
章における回答・解説の要約表現がある。 
 Q&A 形式には，形態によって list 要素として構造化するもの，cluster 要素の入れ子構造で
表すものなど多様な形式があるが，abstract 要素が関与するのは，Q と A をひとまとめとする
title 要素がなく，Q（問い）そのものがトピック型見出しとして機能し，それに対する A（答
え）が本文となっているような形式の Q&A で，title 要素となる Q と本文となる A の間に A
の内容の要約表現が配置されている場合に，これを abstract 要素とした。 
 
図 3.3.32：A の要約が abstract 要素になる例（PB4n_00034） 
 
 以上に示してきた要素は，記事全体あるいは内部の文章ブロックの冒頭で，その内容を予め
知らせ，文章読むにあたって読者に伝えたい事柄を表す役割を果たしている。そこで，「認定」
項で後述する形態的な要件を満たす要素について，同様の役割を果たしている場合には，
abstract 要素と認定することとした。その結果，以下のような要素も abstract 要素としてマー
クアップされた。 
 
図 3.3.33：あらすじ的な abstract 要素（PM32_0002） 
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 認定 abstract 要素は，内容においては，概要・要約・記事導入等を表すという性質を持つが，
内容のみによる認定はアノテーターによる判断の揺れが大きくなる可能性があるため，内容に
加えて，以下の形態的な要件を満たすものに限ってマークアップ対象とした。 
 
a) 本文との形態的差異が明確である 
 本 3.3 節に述べる要素は，いずれもそれを本文要素と区別して示すことを目的とする要素
であるため，形態的に本文とは区別できる要素を対象としてマークアップを行う。 
 この条件により，例えば，本文内の一部の章節や段落として現われる概要に相当する文書
要素は，abstract 要素の対象からは除かれる。 
 
図 3.3.34：概要が本文の一つの節である非 abstract 要素の例：（『独占禁止白書』平成 13 年版） 
 
          
図 3.3.35：本文と形式的差異がない非 abstract 要素の例（PM11_01376） 
 
 本文との形態的な差は，囲みや段組み，フォント等により判断する。また，雑誌に多く見
 
※内容は導入的で雑誌の abstract
要素に良くある文章。 
 
本文 
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 られる「扉」と呼ばれる記事冒頭ページ（見出し，著者に関する情報，内目次，概要・導入
文などからなるページ）については，本文を含まず，記事の属性（トピック・内容・書き手
など）を表す要素のみから構成される場合が多いため，扉ページにおける記事についてのあ
る程度長い説明文については，積極的に abstract 要素と認定する。 
 なお，雑誌は，理想的な article 要素を可変長サンプルとして取得できるものが多いため，
abstract 要素が出現する割合が高く，内容的には，記事概要より導入文が多い。本文と明ら
かに形態が同じでなければ，「○○について{解明/解説/調査/取材/紹介}する。」という結びの
ある記事冒頭文章ブロックは，abstract 要素として認定した。 
 同様に理想的な article 要素を可変長サンプルとして取得できるものが多い新聞において
は，各面のトップ記事や特集記事など，ある程度の大きさを持つ記事にリードが多く見られ
る。新聞では，見出し以外で異なるフォントを使用することはごく稀であり，リードの多く
は段組みの差によって示されている。 
 
図 3.3.36：新聞の視覚差による abstract 認定：（PN2j_00003） 
 
 一方，1 段で収まるような小さい記事の場合は，フォント差がないため，内容的にリード
文に相当する段落があった場合でも，原則として abstract 要素とは認定しない。ただし，内
容的にリード文に相当する段落と記事本文段落との間に，新聞リード内に頻繁に現れる関連
記事の掲載情報（「（○面に関連記事）」等の表現）がある場合は，これを視覚差の一形態と認
め，abstract として認定した（図 3.3.37 左）。なお，関連記事情報表現が，記事末尾に位置
する場合は，この条件に合致しないため，abstract 要素とはしない（図 3.3.37 右）。abstract
要素は，本文に対する概要として位置づけられるものであるため，article 要素または cluster
要素の内部が abstract 要素のみになることはない。 
  
図 3.3.37：関連記事情報表現による abstract 認定（PN5i_00014） 
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b) article 要素または cluster 要素の冒頭部に位置する 
 abstract 要素の典型例であるリード，導入文は，本文に先駆けて文章の内容を示す点にそ
の役割がある。よって，本文要素よりも前に位置付けられている要素に対してマークアップ
を行う。多くは，文章に対する見出し（titleBlock 要素）に引き続いて現れる。 
 この条件により，文章の途中や末尾の位置に現れる「まとめ」の要素は，マークアップの
対象外となる。 
 
 なお，上記 2 点の形態的な要件を満たす要素のうち，内容的に記事内容に関する概要や導入
になる記述でないものは，abstract 要素としない。例えば，文章の冒頭に配される引用（エピ
グラフ）などは，abstract 要素に近い要素ではあるが，内容的にリード・概要・導入文等とは
性格が異なるため，引用のタグを付与するのみとし，abstract と認定しなかった。 
 
【abstract 要素内の見出し】 
 abstract 要素と認定される文章ブロックに，「要旨」，「キーワード」，「Abstract」のように，
当該の文章ブロックが概要を表す要素であることを明示する見出しが付いている場合は，それ
らを title 要素（titleBlock 要素）として abstract 要素内部に cluster 要素を構成する。例えば，
図 3.3.31 に示した「要旨」と「キーワード」を両方持つ abstract 要素の場合は，「要旨」と「キ
ーワード」を title 要素とし，それぞれが統括する範囲を cluster 要素で示した上で，全体を
abstract 要素としてマークアップする。 
 ここで重要なのは，見出しが「当該の文章ブロックが概要を表す要素であることを明示する」
表現である場合に限って，それを abstract 要素内の title 要素と認定する点である。ここで
abstract 要素の title 要素認定から排除されるのは，abstract 要素に先行して，abstract 要素
の内容に対する要約的な表現の見出しが現れているものである。 
 abstract 要素は記事内容の概要を表す要素であり，その役割的な意味においては，title 要素
や titleBlock 要素と非常に近い。abstract 要素が，段落のような文章ブロックであるのに対し
て，title 要素や titleBlock 要素は，それらをより短く端的に示した言語表現である点で両者は
弁別されるが，概要である abstract 要素に先行して，更にその要約的な簡潔表現による見出し
が付いているとすれば，それは，title 要素または titleBlock 要素と同義であると言える。その
ため，abstract 要素に先行する要約的な見出し要素は，abstract 要素内の title 要素として認定
するのではなく，abstract 要素が含まれる article 要素または cluster 要素の title 要素または
titleBlock 要素とすべきである。 
 
図 3.3.38：abstract 内 title ではなく，article 内 titleBlock の例（PM21_00760） 
 
【titleBlock 要素との境界例】 
 前述の通り，abstract 要素と title 要素・titleBlock 要素とは，役割的な意味が非常に近く，
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 表現的な差異によって弁別されるものであるため，その認定に迷うような例が見られる。特に，
title 要素に対する補足的な要素や，トピック型見出しに対する非優位性により title 要素から
外れた要約型見出しなどを含む titleBlock 要素との類似性が強く，境界例が数多く存在した。
以下に例を示す。 
        
図 3.3.39：導入的内容の abstract 要素（PM41_00719） 
 
 
図 3.3.40：要約タイトル的な abstract 要素（PM21_01297） 
 
「今回のテーマは舞台、演劇、映画。
５人のかたが演劇人や歌舞伎役者の
魅力、映画の楽しみを語ります。」 
※形状はタイトル補足に近く，titleBlock
要素にも見えるが，内容は導入的。 
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3.4 図版と付随要素を示すタグ 
大島 一 
3.4.1 はじめに 
ここでは，図表・写真・絵などとそれに付随するタイトルや説明文をまとめた要素について
説明する。図表・写真・絵など（以下「図表」と呼ぶ）とそのタイトル・説明文（以下「説明
文」と呼ぶ）がペアになっており，かつ，図表が主で説明文が従の関係にあるもののみをマー
クアップの対象とする。これらは大きく figureBlock を構成する。更にその内部における図表
要素を figure，説明文を caption としてマークアップする。以下の写しこみ内では，赤枠が
figureBlock，青枠が図表要素として figure，そしてその説明が緑枠として caption を示してい
る。 
〔『螢雪時代』2003 年 11 月号より〕 
（※以下，XML化14） 
<figureBlock> 
<figure /> 
<caption> 
●国公立大で小論文、面接、リスニング、総合問題を
課す学部数の推移（一般入試）（図３） 
</caption> 
</figureBlock> 
 
 現代日本語コーパスという性質上，非言語要素である図表要素，すなわち青枠の figure はコ
ーパス収録対象外となる。これを上図内にあるとおり，空要素タグとして<figure />で示す。一
方，図表に付いた説明文，いわゆるキャプションは日本語要素であるため，入力対象として
caption タグでマークアップする（「●国公立大で小論文、面接、リスニング、総合問題を課す
学部数の推移（一般入試）（図３）」）。この二つの要素を，まとめて figureBlock タグでマーク
アップしている。 
 
3.4.2 caption 要素 
 
役割 
caption 要素は，figureBlock 要素に含まれ， figure 要素として記述された図・写真・絵・
表などについての説明を表す。 
 
類型 
 典型的な caption 要素とは，以下の 2 つにまとめることができる。 
（1）写真・図・表のタイトルや注記，解説 
                                                  
14 以下，sentence 要素及びインラインタグの形式化は省略してある。 
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 （2）写真に撮られた，または図・絵に描かれた対象の名や，それについての説明 
 （1）は，既出の図 1 で見たような図表に付いたタイトル等である。(2)は以下のような，写
真や図・絵についての説明である。一般にこれらは当該写真・図・絵の傍らに配置される。以
下は，京都の旅行本で紹介されている青蓮院の庭の写真に付いた caption 要素である。 
〔PB52_00007：『京都へでかけよう 2005―2006 年』〕 
<figureBlock> 
<figure/> 
<caption> 
苔の緑が目に鮮やかな新
緑の庭園。ツツジが美し
い霧島の庭は５月上旬が
見頃となる。庭を観賞しな
がら抹茶をいただける 
</caption> 
</figureBlock> 
 
●実際の図表と caption 要素の数の対応 
 複数の図表に，別々のテキストが付随している場合，それぞれに caption タグを付与する。 
〔PM41_00602：『きものサロン（家庭画報特選）』2004 年春号〕 
 
<figureBlock> 
<figure/> 
<caption> 
白からグレーのグラデーションで抽象的に花を描いた紬地に胡粉ぼかしの凝った訪問着。かつて一緒に暮らした画家・
東郷青児氏の影響を受けたといわれたきもの。 
</caption> 
</figureBlock> 
<figureBlock> 
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 <figure/> 
<caption> 
右ページの写真のアメリカでショーをしたときの一枚が残っていました。大きく上前に<鷺を描き、柳に漆箔の刺繡を施
すなど、とても凝ったきものです。 
</caption> 
</figureBlock> 
 
 しかし，複数の写真・図・絵に対して，その説明のテキストブロックがひとまとまりになっ
ているような紙面もある。こうした場合，それぞれのキャプションは上の例のように個別に
caption タグを付すのではなく，一つの caption タグでまとめることにする。それぞれのキャ
プションにリストラベルのようなものがあり，改行されている場合は，内部を list 構造とみて，
list タグを付与する。 
〔PM31_00651：『家庭画報』2003 年 9 月号〕 
<figureBlock> 
<figure/> 
<caption> 
<list> 
<listItem> 
上・明治初頭まで、生活のなかで布団等に
使われていた丹波布。手になじむ柔らかな
風合いは、くず繭を抱いた織りによる。希少
価値が高く、値段も高騰しつつある。 
</listItem> 
<listItem> 
下・店主・田﨑一枝さんと、跡継ぎの陽二さ
ん。陽二さんは目下、古布商の修業中。 
</listItem> 
<listItem> 
左・大きさもさまざまな一枚布がぎっしり詰
まった１階の陳列棚。端切れは、藍が一番
多く、柄も多種多様。 
</listItem> 
</list> 
</caption> 
</figureBlock> 
 
ただし，キャプション内の文言の文頭にリストラベルのようなものがあっても，インライン
で繋がっている場合は，そのままとし，list 構造を実現しない15。 
                                                  
15 list 要素の認定に関しては，3.1.4 list 要素を参照のこと。 
「上」「下」「左」とそれぞれ別の
写真に言及するキャプションだ
が，一ブロックと見て，まとめて
一つのcaption タグを付与する。
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 〔PM12_00017：『芸術新潮』2001 年 12 月号〕 
 
<figureBlock> 
<figure/> 
<caption> 
①豚肉に小麦粉、水と少量の牛乳を加えた卵、生パン粉の順にころも
をつけて揚げる。②タマネギのうえに切ったカツをのせ、グリーンピー
スをあしらい、鰹でとった出汁を張って卵でとじる。③丼に盛ったご飯
の上に②をのせる。 
</caption> 
</figureBlock> 
 
 他に，当該の写真・図・絵に対する一つのテキストブロックと，内部に個別のキャプション
が付随するようなものがある。 
 
「①」「②」「③」といったリストラベルが見られる
が，改行無しのインラインで書かれているため，
list構造を作らない。 
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 〔PM12_00039：『芸術新潮』2001 年 6 月号〕 
<figureBlock> 
<figure/> 
<caption> 
バルタザール少年、迷い猫と出会う
名前は「ミツ」、悪戯が好き 
ふたりは仲よし、いつも一緒 
もちろん寝るときだって 
でもある日突然、姿を消した 
いくら泣いても、ミツはもういない 
１９２１年、わずか１３歳のときに出
版されたバルテュス唯一の絵本『ミ
ツ』より。計４０枚のドローイングから
なる少年と猫の物語は、バルテュス
の実体験にもとづいている。テキス
トはリルケによる序文のみで、各図
版に添えた説明文は編集部による。
<rejectedBlock type="foreign"/> 
</caption> 
</figureBlock> 
 
 上のサンプルの紙面は，大きな緑枠の中に，複数の小さい挿絵が入った状態である。当コー
パスの構造タグの仕様では，figureBlock タグの入れ子は認めていないので，この現状をタグ
で実現できない。よって，上の大きな緑枠内の要素は，すべて並列状態で，一つの caption 要
素として配置される。なお，上の caption 要素内にみえる<rejectedBlock type=”foreign”/>は，
紙面の右下の小さな濃い緑枠内にある外国語による当挿絵の出典である。外国語ブロックであ
るので，削除対象として，rejectedBlock タグを付与する。 
 
認定 
上，類型で示されたものの他に，caption タグの特徴的な用法として，商品紹介といった，
いわゆる「カタログ」的なものにも caption タグが使用される。こうしたカタログ的なものは，
内容の主体が本文要素ではなく，写真（もしくは絵）が主体であると考えられるので，そうし
たサンプルのタグ付けでは，記事範囲のほとんどが caption タグとなることもある。 
 
緑枠全体に付くメインキャプシ
ョンは右下の箇所。figure の中
に，各挿絵のfigure が入れ子に
なっているのだが，まとめて一
枚のfigure とみる。 
-266-
 〔PM41_00051：『ａｎ・ａｎ』2004 年 1 月号〕 
<article> 
<titleBlock> 
<title> 
Ａｎｔｅｎｎａ 
</title> 
</titleBlock> 
<authorsData> 
写真・勝岡ももこ スタイリスト・窪田佳代子 佐藤
朝子 
</authorsData> 
<figureBlock> 
<figure/> 
<caption> 
２泊３日の小旅行ならこれでスマートにＧＯ！ 
イタリア製高密度ナイロンを使用し軽くて丈夫なト
ラベルバッグ。内側の充実ポケットで仕分けもラ
クラク。メッシュポーチとタオルもセットとは気が
利いてる！ ￥２７，０００ 別売りのルームシュ
ーズ ￥１２，０００ （Ｌ’ＥＱＵＩＰＥ ＹＯＳＨＩＥ ＩＮ 
ＡＢＡ☎０３・５４４９・１７１７） 
</caption> 
</figureBlock> 
<figureBlock> 
<figure/> 
<caption> 
クレヨン？ 色鉛筆？ 答えはなんとキャンドル 
キャンドル職人ＳＷＡＴＩの展示会が１／１５〜２
０、『バーデンバーデン』（☎０３・５７２２・３７７９）
で開催。手作りならではの遊び心溢れる作品が
堪能できるこの機会を逃さないで！ 鉛筆モチー
フのキャンドルはデスク回りに飾っても◎。>大各
￥１，２００ 小￥８００ 
</caption> 
</figureBlock> 
  ： 
</article> 
 
 
ただし，この「カタログ」的なもので caption タグを付与するのは，商品に関してのみであ
この商品紹介の記事は，タイトルと著者情報を
除けば，すべてfigureBlock 要素で構成されて
いる。 
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 り，以下に見るように，映画雑誌『SCREEN』のスター紹介記事で，矢印等記号や直接の写真
内容指示（的文章）の存在なしに caption タグは用いない（本文要素と見て，cluster タグを付
与する）。 
〔PM11_001151：『SCREEN』2001 年 1 月号〕 
<cluster> 
<titleBlock> 
<title> 
Ｃｈｏｗ Ｙｕｎ‐ｆａｔ 
チョー・ユンファ 
</title> 
</titleBlock> 
「グリーン・デスティニー」で伝説的な剣士を演じたチョー・ユンフ
ァが１０月３１日来日。ワイヤーワーク・アクションの経験はあったも
のの、クンフーの動きなどは訓練しなおしたユンファ。『それより北
京語を話すのが全く初めてで、その練習のほうが大変でした』と語
りました。今回は日本では初めてファンの前で劇場初日舞台あいさ
つも行ない、詰めかけた大勢のファンに『いつも応援ありがとう』と
ご機嫌でサービスに努めていました。 
</cluster> 
 
 
●caption 要素を伴わない図表等：figureBlock 要素を構成しない 
〔LBq8_00016：『文章術』〕 
 
 
次の絵を見てください。 
   ： 
   ： 
   ： 
   ： 
   ： 
   ： 
<rejectedBlock type="figure"/> 
 
 
灰色の円で囲まれた挿絵は図表であるから，本来，入力対象外である。これまで見たように，
それら図表にキャプションが付いた場合，そのキャプションには caption 要素としてタグ付与
※写真に付いたキャプションでは
ない！（本文要素である＝クラスタ
付与） 
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 し，図表は空要素の figure，そして大きく figureBlock でマークアップした。 
しかし，上の例のように，図表に付くキャプションが存在しないようなものもある。また，
本文中に「次の絵を見てください。」と図表に対する直接言及が見られる。もし，ここで挿絵の
存在があったことを示さなければ，本文理解において問題が出るかもしれない。よって，図表
があったことを示すために， rejectedBlock 要素（type 属性値は，figure）によって示す。な
お，この例とは異なり，本文中で図表に直接言及するような文言がない場合は，図表の存在を
示す必要はない。 
 
●類似タグ：cluster+rejectedBlockとの境界例 
紙面において，図表およびキャプションのようなものがあっても，caption タグ付与となら
ないものがある。例えば，以下の例は，鮎の煮浸しの材料を説明した表である。表は緑バツが
示すとおり，入力対象ではない。従って，表の上に付いている「鮎の煮浸し〔材料〕」や，下に
付いた「※有馬山椒…（略）」は，caption 要素でマークすべきかと思われる。 
〔LBo5_00048：『食材別 ひと味おいしい日本料理』〕 
 
<cluster> 
<titleBlock> 
<title> 
鮎の煮浸し［材料］ 
</title> 
</titleBlock> 
<rejectedBlock type="etc"/> 
<list> 
<listItem> 
有馬山椒…実山椒の佃煮。兵庫県有馬が山椒の産地であることからこう呼ぶ。
</listItem> 
<listItem> 
＊爪昆布…おぼろ昆布などを削る際、固定していた部分。 
</listItem> 
</list> 
</cluster> 
 
しかし，実際のタグ付けは，cluster 要素の中に rejectedBlock 要素（その他）を配置する。
すなわち，この箇所は図表（figureBlock）ではなく，本文（cluster）として判断されているこ
とが分かる。なぜなら，緑バツの付いた表は，図表であるから削除対象になったわけではない。
本来は本文要素として list 要素で処理すべきものである。しかし，材料表の右側が，言語要素
ではなく数値であるので，削除対象，すなわち rejectedBlock(etc)となったのである。これに類
するような材料表はすべてこうして cluster の中に rejectedBlock(etc)で対応した。 
 
●caption（図表）か cluster（本文）か？ 
 紙面において，ある図表（図表・写真・絵など）があり，その周囲にテキストが付随するよ
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 うな場合，そのテキストブロックがキャプションか，本文のタイトルかを判断する必要がある。 
以下の LBp3_00015 はサンプルが「図鑑」であるので，写真がメインと考えられる。よって，
タイトル的なものがあっても，それは caption 要素として認定する。一方，下の LBt1_00016
は挿絵があるが，この図が主体とは考えにくい。したがって，タイトル的な「親がつくった友
だちは続かない」は title 要素として認定，当該箇所を cluster 処理する。 
〔LBp6_00015：『シャクナゲ 人気品種と育て方』〕 
<figureBlock> 
<figure/> 
<caption> 
‘クレスト’（Ｃｒｅｓｔ） 
黄花品種の最高峰。ウォーディーの交配種。花は純黄色、球状
のトラス（花房）。葉は小判形、照り葉。暖地での栽培はややむず
かしいが、挑戦する価値はある。 
</caption> 
</figureBlock> 
 
〔LBt1_00016：『やさしくわかる発達心理学 子どもの出すシグナルをキャッチする』〕 
 
<cluster> 
<titleBlock> 
<title> 
親がつくった友だちは続かない 
</title> 
</titleBlock> 
親が近所の子を家によんだりして子どもに友だちをつくろうとしても、こうした関係はあく
まで一時的なもので長続きしにくい。 
</cluster> 
 
 
3.4.3 figure（要素あり） 
 
役割 
figureBlock に含まれる図・表・写真・絵などの存在は原則的に表現せず空要素として扱う
（上記 caption 要素を伴って figureBlock を構成する）。すなわち，これらの存在は本文要素
本文要素のタイトルではないのでクラス
タにしない。 
本文要素のタイトルなので，以下，「親
が近所の…」と共にクラスタを形成す
る。 
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 でないからである。しかし，本文要素と認められるものが figure 含まれることもある。例えば，
文字データ主体の表などである。このようなものを本文要素ありの figure 要素として，caption
要素で述べた figure とは区別する。 
 
類型 
(1) 空要素ではない figure 要素 
(2) 同一サンプル内の典型的な図表と同様のもの 
(1)が示すものは，形式的には図表に当てはまらず，通常の cluster 要素，paragraph 要素，
list 要素などで表現すべきだが，タイトルに「図」「表」「図表」等の表現を含むため，本文と
も区別しなければならないようなものである。 
〔PB24_00304：『生命倫理とこころのケア』〕 
 
<figureBlock> 
<figure/> 
<caption> 
表１．１ 調査参加者の詳細 
</caption> 
</figureBlock> 
<figureBlock> 
<caption> 
表１．２ 「自分あるいは家族への告知に賛成」と
答えた人が回答する理由に関する質問項目 
</caption> 
<figure> 
<list> 
<listItem> 
要因Ⅰ：知る権利 
<list> 
<listItem> 
１．自分自身の体，人生だから 
</listItem> 
        ： 
     </list> 
    </listItem> 
  ： 
</list> 
</figure> 
</figureBlock> 
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 同サンプルに出現する上例の左と右の図表は，左が caption 要素で見たような，典型的な例
である。一方，右側の図表であるが，左側と異なり，入力対象外の印である緑バツが付されて
いない。すなわち，この図表内の文字列は，本文要素として扱われていることになる。ここで
は，項目として list タグを付与している（下位構造を持つリストは，list タグを入れ子にする
ことで対応できる）。ただし，紙面に「表１．２」と明示されているとおり，あくまで図表要素，
すなわち，本文とは異なるので，cluster タグを付けることは出来ない。ここで使われるのが，
（本文）要素ありの figure タグなのである。 
そして，(2)は，(1)に準ずるものとして位置づけられる。すなわち，タイトルに「図」「表」
等の表現を含まないまでも，他の図表付随要素と同様のレイアウトや形式で示されている要素
である。以下の例では，上段が空要素の figure，すなわち，caption 要素で述べたものと同じ
例である（図表なので入力対象外として緑のバツがサンプル紙面に示されている）。典型的な
figureBlock と言えよう。一方で，下段にある箇所は上段と異なり，図表ではなく，項目，す
なわち本文要素である。だが，紙面上においてこれらは同じようなレイアウトである。よって，
figureBlock ではあるが，その中身は本文要素とみて，figure(要素あり)としてマークアップす
る。 
〔PM21_00622：『美的（ＢＩＴＥＫＩ）』2002 年 7 月号〕 
 
<figureBlock> 
<figure/> 
<caption> 
熱い湯・ぬるい湯の温熱効果 
</caption> 
</figureBlock> 
<figureBlock> 
<caption> 
※香りに対する反応は個人によって差があります。 
上記は参考程度に、お風呂での効果を試してみてください。 
</caption> 
<figure> 
<list> 
<listItem> 
イライラを落ち着かせる 
ローレル・マジョラム・グレープフルーツ・ラベンダー 
</listItem> 
       ： 
</list> 
</figure> 
</figureBlock> 
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 ●cluster との境界例 
以下の例は，一見すると，本文要素的と見られ，cluster 要素として処理をし，内部を list
要素としてタグ付与したくなるところだが，実際は，このサンプルの他の箇所では，同じよう
な四角囲みタイトルがすべて図表タイトルで現れている。従って，それらの処理は図表付随要
素として caption タグが付されている。同一サンプル内の同じような見せ方のものは，同じタ
グ処理が好ましいという観点から，以下の「どう活かし、何に注意するか」も本文要素として
のタイトルではなく，図表タイトルと見るべきである。よって，cluster ではなく figure（要素
あり）としてタグ付与する。 
〔PB56_00038：『「絵解き」広報活動のすべて』〕 
<figureBlock> 
<caption> 
どう活かし、何に注意するか 
</caption> 
<figure> 
<list> 
<listItem> 
利用点 
<list> 
<listItem> 
主要メディアの関係記者が一堂に会している
ので一斉発表し易い 
</listItem> 
： 
      </list> 
       ： 
     </listItem> 
       ： 
</list> 
</figure> 
</figureBlock> 
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 3.5 引用を示すタグ 
小林正行 
3.5.1 導入 
 
ここでは，当該記事とは異なる著作物の引用や，発話・心内発話の描写・書き起こしを示す
quotation 要素の内部要素について述べる。quotation 要素は，改行によっていわゆる地の文と
は区切られているブロック要素をマークアップの対象としており，地の文と同一行内にある引
用・発話は，区別せず quote 要素で表す。quotation 要素は，地の文とは異なる位相を持つ引
用・発話表現のブロック要素をマークアップすることが目的である。 
quotation 要素の入れ子の要素として，そのブロック要素が発話・心内発話であることを示
す speech 要素と，他の著作物の引用であることを示す citation 要素とに二分される。以下，
speech 要素と citation 要素について，役割と類型を確認していく。なお，XML 形式の挙例に
際しては，煩雑になることを避けるため，paragraph タグとインラインのタグの記述は省略す
る。 
 
3.5.2 speech 要素 
役割 
speech 要素は，quotation 要素のうち，いわゆる地の文と比べ文体差が顕著である発話体の
ブロック要素をマークアップすることを目的としている。インタビュー・取材中心の記事，対
談・座談会などの書き起こし記事，小説における発話の引用，心内発話の描写，シナリオ・戯
曲の台詞部など，発話を描写したブロック要素を表現する。 
ブロック要素ではないインラインの発話は，quotation 要素ではなく，自動認定の quote 要
素で表すため，speech 要素とはならない。 
同一のブロック内に発話者の表示がある場合は，speaker 要素で示すが，必須の要素ではな
い。 
 
類型 
 speech 要素の典型例として，インタビュー・取材中心の記事の発話部分，対談・座談会など
の書き起こし記事の発話部分，シナリオ・戯曲の台詞部，小説における登場人物の発話部分，
心内発話の描写，など，そのような発話が行われたことを描写するブロック要素が挙げられる。
ただし，一人称小説における語りの部分は，いわゆる「地の文」に相当するため，心内発話の
対象外とする。 
これら典型的な発話のほか，他の要素の入れ子となったり，他の要素を内包したりする例も
存在する。 
 
●speech 要素が citation 要素の入れ子要素となる場合 
引用文中にブロック要素の発話がある場合，引用文を citation 要素で表現し，ブロックの発
話を citation 要素内の quotation 要素と speech 要素を用いて表す。 
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 【例】LBl2_00037 ：『日本地図に賭けた人生』 
先日、私の親友で作家の内山朝治氏が次のような短篇を送ってきてくれた。 
<quotation><citation><cluster> 
<titleBlock><title>応援団</title></titleBlock> 
<authorsData>内山朝治</authorsData> 
人柄を判断するのには、さまざまな尺度があるだろうが、その人にどれだけの応援団がつい
ているかも尺度のひとつといえるだろう。小学校教諭であるわが畏友Ｋは、じつに多種多様
なものを蒐集している。Ｋをとりまく人びとからの助勢があってそれははじめて可能だと聞
いた。（中略） 
<quotation><speech> 
「蔵を建てると隣りの腹が立つという譬えもある。気にしないことだ」 
</speech></quotation> 
と上司から励まされ、がんばっている。 
紙を買う予算がなくなり、廃刊にしようとしたとき、父兄が廃品回収で紙代をつくってく
れたという。学校ニュースを待っている生徒と父兄。Ｋにはすばらしい応援団がついている。
</cluster></citation></quotation> 
 
●citation 要素が speech 要素の入れ子要素となる場合 
フィクションなどで，作中人物が，作中で書かれたものをそのまま読み上げる描写では，そ
のような発話行為があったことを示すため，発話であることを示す speech 要素の内部に，文
書要素の引用であることを示す citation 要素を入れ子にして表現した。 
 
●verse 要素が speech 要素の入れ子要素となる場合  
作中人物が，声を上げて歌を歌う描写では，発話であることを示す speech 要素の内部に，
韻文であることを示す verse 要素を入れ子として表現した。 
【例】PB27_00184 ：『からたちの道』 
そこへ「妖精の長の歌」である。 
<quotation><speech><verse> 
「ああ、この山麓に、涯知らぬ波打つ稲穗、人の子ら我が物とす。…ああ。金の稲穗！」
</verse></speech></quotation> 
 
認定 
speech 要素の認定は，設計及びデータ作成開始当初は全て人手処理を行っていたものの，作
業効率の向上のため，人手認定を介して，タグの付与処理を自動化した。 
1 論理行がカギ括弧（「」）付きの 1 発話のみで構成されているものには，XML タグ変換時に
自動認定で speech タグを付与する。タグ付け作業者は，前後の文脈に，「発言」「といった」「と
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 思った」など発話であることを明確に示すマーカーがある，などの条件から，その行が発話と
認定されるかチェックし，発話ではなく他著作からの引用である場合には後述の citation タグ，
発話とも引用とも認定できない場合には speech タグの削除を行った。 
また，自動認定されないこれ以外の形式による発話，たとえば，ダッシュ記号（―）などカ
ギ括弧以外の記号や記号なしで始まる発話・心話の描写，複数論理行にわたる発話のブロック，
対談に顕著に見られる行頭に発話者名が記される形式などは，人手処理により speech 要素と
認定した。 
  
●speech 要素としないもの 
 以下のものは，人手処理の際に speech 要素ではないと判断したものである。ただし，強調
表示の見落としや，カギ括弧つきで，発話者が特定されない一般的な言説だが話しことば調の
ものなど，判断にゆれが生じる例も存在した。 
他著作の引用：他の著作からの引用であることが明らかなものは，citation 要素とする。citation
要素の詳細は次項で述べる。 
語学書等の会話文例：地の文ではないが，発話を描写する機能ではないと考え，citation 要素
として扱った。 
発話の要約：カギ括弧つきの 1 論理行であっても，新聞記事のコメントなど，「発話の描写」
ではなく，著者による「発話の要約」であることが明らかな場合は，speech 要素としない。 
強調表示：単純な強調表示のためのカギ括弧付きブロックは、speech 要素としない。 
 
3.5.3 citation 要素 
役割 
citation 要素は，quotation 要素のうち，当該 article 要素の本文において言及される，他文
献からの引用要素を表す。フィクションでは，このほかにも，語り手による「地の文」以外の
作中で書かれたものからの引用の体裁を取るものも表す。 
article 要素に対応付けられた著者，タイトルによる文章と，それ以外の文章とを区別するこ
と，または，フィクションにおいて地の文とそれ以外の文を区別することをマークアップの目
的とする。 
 
類型 
 citation 要素の典型例には，以下のようなものがある。 
引用：他文献からの引用 
作中文章：フィクション中の手紙・メールなどは，実在する他文献からの引用ではないものの，
作中では引用として提示された要素であることが明確であるため，citation 要素として記述す
る。 
例文：語学書・文法書などの例文は，地の文とは明らかに異なるため，出典元のない作例であ
っても，citation 要素として記述する。 
歌詞：歌の歌詞，短歌，俳句などは，それだけで独立したものであるため，他の article 要素内
で言及する際には citation 要素として扱い，内部を verse 要素として記述する。 
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  これら典型例のほかに，以下のようなものも citation 要素に含めた。 
 
投稿文：一般読者の投稿に，著者・編集者が答える Q&A のスタイルなどの投稿部分。 
雑誌などに見られる，読者の投稿と編集者の回答からなる記事は，編集者の書いたところが地
の文と考え，投稿文を引用として扱った。ただし，投稿のみからなるものは後述の認定条件１
により，引用とはしない。 
 
認定 
citation 要素は，quotation 要素のうち，以下の条件を満たすものである。 
  1. 当該の引用要素に言及する文書要素が同一テキスト内に存在すること 
  2. 引用の元となる書記言語による原典（の存在）が明確に示されていること 
 
条件１について，引用要素について言及する本文相当の文書要素が，タイトルを除いて一切
存在しない場合は，これを citation 要素とはしない。 
 例えば，応募された投稿や過去に出版された文献・発表された作品など(以下「原典」と呼ぶ)
を元に構成されているような記事の場合，原典を掲載するのみ，あるいは，ある一定の枠組み
によって複数の原典を収集，選択，配列するのみであるものは，これを「言及」とみなさず，
個々の原典を引用要素としない。この場合，個々の原典は，入れ子の article 要素として記述す
る。 
 また，条件２について，原典が明確に示されているとは，以下のような場合を指す。 
・記事内に出典情報が示されており，そこからの引用であることが，文脈上明確な場合 
・一定のスタイルを保った記事であり，表示形態により文献引用であることが容易に分かる
場合 
  
●citation としないもの 
 以下のものは，人手処理の際に citation 要素ではないと判断したものである。ただし，カギ
括弧（「」）付きの 1 論理行で，発話として自動認定されたが，実際は引用であるものの見落と
しや，要約か否かの判断にゆれが生じる例も存在した。 
 
発話：発話の描写は，前述の speech 要素として認定する。 
要約：「要約する」など，直接の引用でないことが明らかなものは，対象外とする。 
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 【例】LBi9_00095 ：『西鶴と元禄メディア』 
後半部では、当時の役者のエピソードや内情が描かれた。なかには、西鶴が実際に体験し
たことを書き込んだと思われる章もある。巻六の五「京へ見せいで残りおほいもの」は次の
ような話である。 
 貞享三年春に鈴木平八の演じた「他力本願記」は非常に評判がよく、近隣の片田舎からも
人々がおしかけた。三月三日には、庶民はもとより上流の人々もみな道頓堀で芝居見物した。
見ていると、興奮のあまり失神した娘がいた。この娘は、平八への恋わずらいから三月八日
に死んだ。この日、平八は、坂田銀右衛門方で竹本義太夫、伊織らに浄瑠璃を語らせていた
が、やはり病となり、女の姿が見えると言って、閏三月八日に、二十三歳で没してしまった。
←要約であるため通常の本文と同じ扱い 
 
削除要素：古典や外国語の引用など，引用部が rejectedBlock 要素の場合は，対象外とする。 
ただし，同一ブロック内に出典情報がある場合は，削除対象部分の rejectedBlock 要素と，出
典情報を示す source 要素を citation 要素の内部に記述する。また，同一ブロック内に訳文があ
る場合は，rejectedBlock 要素と訳文をまとめて citation 要素として記述する。 
【例】LBi9_00095 ：『西鶴と元禄メディア』 
 たとえば、清十郎とお夏の逃避行を描いた巻一の五「状箱を宿に置て来た男」には、次の
ような人物が登場する。 
<rejectedBlock type="old"/> ←古典そのものの引用なので citation の対象外 
 この間の抜けた飛脚のために、お夏・清十郎は捕縛されるのだから、小説の展開上重要な
役割を演ずる人物ではあるが、その滑稽さが強調される。 
 
引用元不明：出典が明確でなく，引用であるか単純な強調表示であるか判然としないものは，
対象外とする。ただし，上述の条件２より，出典不明であっても，文体・インデントなどが明
らかに地の文と異なる場合，citation 要素として扱ってよい。 
 
●ブロック認定・インライン認定 
その要素が，ブロック要素か，インライン要素か，の認定については，個別に形式を判断す
べき場合がある。たとえば，1 論理行の中に 1 つのカギ括弧要素のみで，カギ括弧の外に句点
がある場合，自動認定ではインライン要素と判断されるが，実質はブロック要素の引用と何ら
差異がない。また，投稿とそれに対する回答からなるサンプルで，投稿欄がおおむねブロック
要素で一部にインラインの箇所がある場合，サンプル全体の中での位置づけを優先した場合が
ある。 
 
●類似するタグ（abstract,cluster） 
複数の著者が関わるサンプルでは，サンプル取得対象となった原本全体の著者(A)と，サンプ
ル範囲固有の著者(B)の関係と，article の関係を以下の様に考える。  
（１）サンプル範囲が，著者 B の文章のみ → 著者 B の文章を article とする。 
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 （２）サンプル範囲が，著者 B の文章と，それに対する著者 A の鑑賞・解説文  
１）サンプル取得対象となった原本全体を通して，著者 A の自説の展開のために，著者 B，
B'，B''の文章を引用したと考えられる構造。著者 B のテキストを citation とし、著者 A の解
説部を主本文として，タイトルがあれば cluster，なければ article 直下の本文とする。 
【例】PB54_00192 ：『BOOCS ダイエット』 
<article> 
<titleBlock><title>体験記</title></titleBlock> 
<quotation><citation>< cluster > 
<titleBlock><title>悲しみに直面したときに、「そのうちいいことがあるさ」と夫 
</title></titleBlock> 
<authorsData>女性（５５歳）</authorsData> 
 私は、生まれたときの（～中略～） 
これからは、より心を充実させて生きていきたいと思っています。（図表省略） 
</cluster ></citation></quotation> 
<cluster > 
<titleBlock><title>著者から一言</title></titleBlock> 
 従来の肥満治療をいくらやってもうまく減量できなくて、自信を失っておられた方は、この
体験記を読まれて感動されるとともに、きっと勇気づけられたことでしょう。 
 われわれ医師もこの文章を読むと襟を正したくなるような思いにかられます。また、ご本人
の苦痛を熟知する立場にありながら、不謹慎かもしれませんが、病むことはある意味では恩寵
かもしれないという哲学的命題すら頭に浮かんできます。 
 文中に登場するご子息が、その後九州大学医学部を卒業して、九州大学医学部第一内科の医
師として活躍されるようになったことも奇しき縁としか言いようがありません。 
</cluster ></article> 
  
この例では，一見後述の補足情報のようにも見えるが，目次を確認すると，著者 A によるあ
る治療法の紹介が中心で，著者 B による「体験記」は，著者 A の主張のために持ち出されたも
のと考えることができる。 
２）サンプル取得対象となった原本全体を通して，著者 B，B'，B''の文章の紹介が主目的で，
著者 A によって著者 B の文章の全体の解説・要約・コメントなど補足的な情報を付したと考え
られる構造。著者 A の文章も著者 B の文章も citation とはしない。（１）に準じ著者 B の文章
を article とする。著者 A による文章は，現れる箇所や内容により，別の要素としてマークア
ップする。 
 
・記事末に付される場合：cluster 要素とし，著者 A の情報がブロック要素で存在すれば，
authorsData 要素とする。 
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 【例】PB54_00105 ：『実録！ガンと闘う健康食品｢厳選 11｣実例集』 
<article>（中略） 
 このように、さまざまな症状のガンや現代病、痴呆などに効力を発揮すると期待されるヤ
マブシタケは、まさに「２１世紀をリードする新世代の高機能・多機能キノコ」であると言
えよう。 
<cluster><titleBlock><title>監修者のコメント</title></titleBlock> 
 キノコには私たちの健康や病気治療に優れた効果があるものが多いのですが、ヤマブシタ
ケはアガリクスに比べるとまだそれほど知名度はありません。しかし、アガリクスとはまた
違った特徴や効果があるキノコです。 
 ヤマブシタケは他のキノコ系健康食品と同じように免疫賦活作用が期待できて、さらには
神経成長因子の働きを活性化させるヘリセノンとエリナシンという成分も含まれており、
今、高齢化社会で問題になってきている老人性痴呆にも効果が期待されています。 
</cluster></article> 
 
この例は，１）の例とは異なり，原本全体が複数の著者による独立した記事の集合となって
おり，著者 A は監修の役割を果たしている。著者 B による文章を article 直下の主本文とし，
著者 A によるコメントを cluster 要素として構造化した。 
 
・title 直後にある場合：要約・リードなどを表す abstract 要素とし，著者 A に関する著者情
報は存在してもマークアップしない。 
【例】OB4X_00080 ：『知の技法』 
<article> 
<titleBlock><title> 
現場のダイナミクス 
史料―日本的反逆と正当化の論理 
</title></titleBlock> 
<authorsData>義江彰夫</authorsData> 
<abstract> 
歴史研究にとっての「現場」は何でしょうか．ひとつには史料．だが，それを読む視点がな
ければ，ほんとうに歴史を読むことはできません．つまり，歴史の「現場」とは，過去の事
実と現在の問題意識とをつなぐそのダイナミックな運動にあるのです． 
（ｋ） 
</abstract> 
 
・本文著者の紹介の場合：著者紹介を示す profile 要素とし，著者 A の情報は存在してもマー
クアップしない。 
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 3.6 注記を示すタグ 
 小林正行 
3.6.1 導入 
ここでは，本文に対する注記に関する要素について述べる。 注記に関する要素には，注記そ
のものにあたる noteBody 要素，本文行外の注記にあたる noteBodyInline 要素，注記の参照マ
ーカーである noteMarker 要素がある。それぞれの要素の，役割，類型，認定上の問題につい
て述べる。なお，XML 形式の挙例に際しては，煩雑になることを避けるため，sentence タグ
と ruby タグの記述は省略する。 
 
3.6.2 noteBody 要素  
役割 
脚注・後注など，本文と区別してブロック要素として記述される注記・注釈を示す。ブロッ
ク要素の注記と，本文とを区別することがマークアップの目的であり，欄外に記される脚注や，
本文末尾にまとめて記される後注などの，注記の形態上の差異は区別しない。基本的には注記
される対象を含む paragraph 要素の直後，または，cluster 要素の末尾に記述する。 
ブロック要素として記述されるものを対象としているため，本文行内にインライン要素とし
て記入されている注記はマークアップの対象としない。また，ブロック要素でも，本文との区
別や注記される対象が明確でないものも，マークアップの対象としない。 
本文行外に位置する傍注・ママ注は，noteBodyInline 要素で示す。 
 
類型 
●脚注 
注記対象となる文書要素の欄外に記される注で，注記対象となる文書要素を含む paragraph
要素の直後で記述する。 
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 【例】LBr5_00071 ：『男のきもの達人ノート』 
原資料 
 
形式化 
<paragraph> 
 靴は歩行の補助具<noteMarker text=” ＊”/>、下駄は歩行の強化具、なのかもしれない。 
</paragraph> 
<noteBody> 
＊靴にしても、英国の硬い革靴は下駄の感覚に近いかもしれない。下駄は足指が包まれていな
いぶん楽だともいえるが、そのぶん足指に力を入れないといけない。 
</noteBody> 
 
●後注 
文書末にまとめて記述される注で，脚注と同じく注記対象となる文書要素を含む段落の直後
に移動する。 
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 【例】LBa2_00001 ：『西洋中世都市の自由と自治』 
原資料 
           
形式化 
<paragraph> 
 商取引の場としての中世都市は、（中略）以下これらの点を、もう少し立入って考察してみ
ることにしよう<noteMarker text=”（１）”/>。 
</paragraph> 
<noteBody> 
（１） ドイツ刑事法史の概観については、塙浩「刑罰の歴史（西洋）」（荘子邦雄他編『刑罰
の理論と現実』岩波書店、昭和四七年所収）、Ｒ．Ｈｉｓ， Ｇｅｓｃｈｉｃｈｔｅ ｄｅｓ
ｄｅｕｔｓｃｈｅｎ Ｓｔｒａｆｒｅｃｈｔｓ ｂｉｓ ｚｕｒ Ｋａｒｏｌｉｎａ， Ｍｕ
ｎｃｈｅｎ， １９６７ ； Ｅ． Ｓｃｈｍｉｄｔ， Ｅｉｎｆｕｈｒｕｎｇ ｉｎ ｄｉ
ｅ Ｇｅｓｃｈｉｃｈｔｅ ｄｅｒ ｄｅｕｔｓｃｈｅｎ Ｓｔｒａｆｒｅｃｈｔｓｐｆｌ
ｅｇｅ，３． Ａｕｆｌ．， Ｇｏｔｔｉｎｇｅｎ， １９６５を参照。 
</noteBody> 
 
●キーワード抜き出し 
文中のキーワードを抜き出して示すものも，noteBody 要素として記述する。なお，脚注な
ど，異なる形の注記が併用される場合があるが，形態上の差異は記述せず，同じ noteBody 要
素として記述する。 
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 【例】PB33_00538 ：『精神保健福祉援助技術総論』 
原資料 
 
形式化 
<paragraph> 
 最近，わが国では「現代ソーシャルワーク」とか，「新しいソーシャルワーク<noteMarker 
text=”▲３８”/>」という紹介のされ方が目立つようになった。（中略）改めてソーシャルワー
クの固有性とは何か，ソーシャルワーカーとしての専門職アイデンティティ（同一性）を保
持することがその動機となっている。 
</paragraph> 
<noteBody> 
▲３８ 河野喜代美・杉本貴代栄編『新しいソーシャルワーク入門』学陽書房，２００１．平
山尚ほか『社会福祉実践の新潮流』ミネルヴァ書房，１９９８．狭間香代子『社会福祉の援助
観』筒井書房，２００１．杉本敏夫・住友雄資編『新しいソーシャルワーク』中央法規出版，
１９９８． 
</noteBody> 
<noteBody> 
専門職アイデンティティ（同一性） 
ソーシャルワーカーとして共有すべき共通の価値・知識・技術・感情を確立し，同一職種とし
ての専門性を高めること。 
</noteBody> 
 
●注内容削除 
注の内容が削除要素であった場合は，noteBody 要素の内部に rejectedBlock 要素を用いて記
述する。 
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 【例】LBr3_00018 ：『国民の天皇』 
原資料 
 
形式化 
<noteBody> 
<rejectedBlock type="foreign" /> 
</noteBody> 
 
●引用文に対する引用者の注  
引用文に対して，引用者が新たに付した注記については，引用文とは別個の内容と考えられ
るため，citaition 要素内の該当 paragraph 要素の直後ではなく，citaition 要素の直後に付す。 
【例】LBi3_00059 ：『移民史』 
原資料 
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 形式化 
<quotation> 
<citaition> 
 （略）新会社を助成することによつて軈て由々しき社会問題の起るであらうことを秘かに
おそれるのである、但し気象観測地質調査を以て世界の学界に貢献しやうといふなら問題は
自ら別だ<noteMarker text=”（１）”/>。」 
</citaition> 
</quotation> 
<noteBody> 
（１）日伯新聞社『日伯新聞』、一九三六年一月一日号。 
</noteBody> 
 
 
認定 
本文行内に現れるインライン形式は，noteBody 要素として認定しない。 
【例】PB13_00084 ：『教育アンケート調査年鑑』 
原資料 
 
形式化 
（略）いわゆる予備サンプル（注：無作為抽出したサンプルが獲得できなかったときに、予備
に用意するサンプル。見かけの回収率を高めるためにしばしば用いられることがある）は全く
用いなかった。 
</paragraph> 
 
 
図表内部に対する注は，図表を説明する文書要素である caption 要素として認定する。ただ
し、caption 要素に対する注は，noteBody 要素として認定する。 
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 【例】LBs3_00161：『世界経済入門』 
原資料 
 
形式化 
<caption> 
図５‐１ 世界人口「１０億人」増の歩み 
<rejectedBlock type="foreign" /> 
（注） このグラフは，国連の中位推計値に基いており，将来必ず起こるだろうことを描いた
ものではない．ただ出生率と死亡率の特定な仮定のもとで起こり得る状況を示したものに過ぎ
ない． 
</caption> 
 
 
原資料 
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 形式化 
<caption> 
表５‐４ 主要国の高齢人口（６５歳以上）及び従属人口指数<noteMarker text=”＊”/> 
<noteBody> 
<rejectedBlock type="formula" /> 
</noteBody> 
（出所） 国立社会保障・人口問題研究所『人口の動向―日本と世界』１９９９年版及び２０
０３年版各表２‐１６，２‐１７より． 
</caption> 
 
書籍では，いわゆる本文と注とのスタイル差が顕著であり，noteBody 要素の認定も比較的
容易だが，雑誌などの媒体では，さまざまなブロック要素が，さまざまなフォントで縦横に存
在する。ブロック要素でも本文と同一の形式のもの，章全体，本文全体に関わる付記のような
ものは，noteBody 要素として認定しない。 
【例】PB12_00298 ：『車でめぐる北海道の花園 100』 
原資料 
 
形式化 
<paragraph> 
写真を撮るには脚立がほしい。近くにはおとぎの国から持ってきたかのような道の駅・サ
ンフラワー北竜があり、温泉・宿泊・レストラン・売店・トイレと何でも整っている。 
</paragraph> 
<paragraph> 
 （注）最近、連作障害でひまわりの背丈が低くなり、年々花の輪も小型化してきました。
ここでは古い写真を紹介しましたが、北竜町では必死に対策を考えているようです。 
</paragraph> 
 
 
3.6.3. noteBodyInline 要素 
役割 
傍注やママ注など，本文行外に付随する形式で現れる注記を表す。「行外に付随する形式」と
いう点では noteMarker 要素と共通するが，noteBodyInline 要素は注記そのものである。 
 通常の本文要素ではない，カウント対象外の要素であり，通常の本文要素に割って入る形を
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 避けるため，空要素タグとして扱う。 
 
類型 
●傍注 
難解語や専門用語の解説，方言や外国語の現代日本共通語訳など，本文の脇で注釈を加える
注記。 
【例】LBan_00012 ：『しろばんば』 
原資料 
 
形式化 
一年生たちをねめ廻した<noteBodyInline text=”（にらみまわした）”/>。そして、 
 
●ママ注 
引用に際して，内容に疑問があるが，引用者が修正を加えず，原文をそのまま引用したこと
を示す注記。 
【例】LBn9_00086 ：『評伝長谷川時雨』 
原資料  
 
形式化 
大事な仕事を投<noteBodyInline text=”（ママ）”/>ったらかして、 
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●引用文誤字の修正 
引用文内の誤字について，引用文は本文行内に残しながらも，引用者が行外で修正を加えた
注記。 
【例】 LBm2_00049 ：『伊庭八郎のすべて』 
原資料  
 
形式化 
《全軍ノ軍鑑<noteBodyInline text=”監”/>》、 
 
●宗教系サンプルの行番号 
宗教系のサンプルに，行や文の番号，また文書構造とは関連しないが何らかの意味を示すと
考えられる数字が見られる。noteMarker 要素とは異なり，参照すべき注の本体をもたない。
noteBodyInline 要素に相当すると考え，このタグでマークアップした。 
【例】LBf1_00015 ：『旧約聖書創世記』 
原資料 
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 形式化 
 <noteBodyInline text=”二”/>ところでアブラムは家畜や銀や金を非常に沢山持っていた。
<noteBodyInline text=”三”/>アブラムはネゲブ地方を出発し、次第に移ってベテルの近傍にまで
至った。それは始め彼がそこに天幕を張ったベテルとアイの間の地点で、<noteBodyInline text=”
四”/>彼が最初に祭壇を築いた所であった。アブラムはそこでヤハウェの名を呼んだ。
<noteBodyInline text=”五”/>アブラムと一緒に旅していたロトも羊・山羊や牛や天幕を持ってい
た。<noteBodyInline text=”六”/>しかし、その地は彼らを一緒に住まわせるに足りなかった。彼
らの財産が多くてともに住むことが出来なかったのである。<noteBodyInline text=”七”/>アブラ
ムの家畜の牧者とロトの家畜の牧者との間に争いがおきた。―当時その地に住んでいたのはカナ
ン人とペリジ人であった。 
認定 
本文行内に現れる小書き注や割注は noteBodyInline 要素として認定しない。外部発注の入
力段階では，同じく行外に位置し小書きされる ruby 要素と同じ形式であるため，内部での手
作業によるタグ付け時に見落としがある可能性が残る。 
外来語の意訳，漢字文字列の外来語訳など，別言語による言い換えは，noteBodyInline 要素
ではなく，ruby 要素として認定する。 
 
●エラー例 
本来はタグ付与対象ではない，本文行内の割注に付与してしまった例。 
【例】LBb1_00005 ：『｢未練｣の心理』 
原資料 
 
形式化 
そのとき、未練は断たれたのではなく、昇華<noteBodyInline text=”（註 情緒的なエネルギ
ーとしての未練が、精神的に高度な美意識としての未練に変化する意味で用いており、精神分
析の定義とは異なっている）”/>されたのである。 
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 3.6.4. noteMarker 要素 
役割 
注番号や参考文献番号など，他の文書要素を参照する際の目印として機能する，本文行外に
付随する文字列を表す。「行外に付随する形式」という点では noteBodyInline 要素と共通する
が，noteMarker 要素は注本体への参照マーカーである点で異なる。 
 通常の本文要素ではない，カウント対象外の要素であり，通常の本文要素に割って入る形を
避けるため，空要素タグとして扱う。 
 
類型 
注への参照マーカーとして本文行外に付される数字，†記号，＊記号などがある。 
【例】LBa2_00001 ：『西洋中世都市の自由と自治』 
原資料 
          
形式化 
考察してみることにしよう<noteMarker text=”（１）”/>。 
 
認定 
本文行内に含まれ，スタイル差がない文字列や，注記の冒頭に付される文字列は認定しない。 
【例】LBt3_00001 ：『50 歳からの 30 年！！ゆうゆう生きるお金学』 
原資料 
 
形式化  
ここでは年率２％（注）としてシミュレーションを行なってみたいと思います。 
 
外部発注の入力段階で，行外にあるために見落とされてしまった例や，行外であるために入
力箇所が１行ずれ，対象となる語から離れてしまった例（修正済み）も発見された。これら外
部発注の入力段階についての系統立てたチェックには，サンプル原紙と入力データをつき合わ
せた校正が不可欠だが，膨大なデータ量に対する作業期間・人員確保の面から不可能であった。
可能な範囲内でのチェックに留まっている。 
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 3.7. 記事の補足要素を示すタグ 
西部みちる 
3.7.1.  はじめに 
記事の補足要素を表すものには，authorsData，profile，contents がある。たいていは記事
の冒頭（または末尾）にあり，その記事のなりたちや著作情報などを表している。 
その情報を抽出するためのマークアップというよりは，「本文要素」を調べる際に本文以外の
ブロック要素を取り除けるよう，本文でもなくタイトルでもなくキャプションでもないものと
して，以上の要素を認定した。 
 
3.7.2. authorsData 
本来，authorsData は，記事の冒頭部分に多く見られる著者をマークするタグとして設計し
た。上で述べたように「著者を取り出すため」の要素ではなく，「本文」の研究をしたいときに
それ以外のものを取り除くために付すタグである。よって，本文内やタイトル内に著者名が含
まれていても，それには authorsData のタグは付さない。また一方で，厳密な意味の「著者」
ではなくとも，著者情報と同じような位置に現れる，著作に関与した人にはタグを付して，本
文と区別する。 
 
authorsData 著者情報 
<authorsData>坂井定雄</authorsData> 
※インラインのタグは省略。以下同様。
 
〔PB13_00182「テロリズム」〕
<authorsData>監修・高橋俊介</authorsData> 
 〔LBm3_00107「コンサルティング・ファームの仕事」〕
<authorsData>写真・木原 尚</authorsData> 
〔LBh3_00031「祭礼行事」〕
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 authorsData ではない 
 
 
 
 
〔『ESSE』2003.11〕
 
〔『優駿』2003.11〕
 
また，authorsData は，その著作物に関するメタ情報にも付与される。もとは，その種のメ
タ的情報が著者名とともに現れた場合にのみ，まとめてマークすることとしていたが，書籍サ
ンプルの初出情報や，雑誌サンプルの日付や取材地など，必ずしも著者とセットで現れるわけ
ではなく，なおかつ本文と分別したいものがあることが判明し，authorsData のタグを拡張し
て用いることとした。 
 
authorsData 著作物のメタ情報 
  
<authorsData> 
（『日本児童文学』一九九八年三、四月号に掲載。イ
ンタビュアーは相原法則さん） 
</authorsData> 
<authorsData> 
一九九八年、サハリン州でのマイノリテ
ィ・フォーラムにおける招請講演 
</authorsData> 
〔PB19_00600「これでいいのか、子どもの本！！」〕 〔PB23_00014「可能性としての｢在日｣」〕
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<authorsData> 
（本稿は、日本福祉大学社会福祉学会『福祉研究第９
０号』所載の拙稿…に一部加筆したものです） 
</authorsData> 
<authorsData> 
（二〇〇一・四・二二） 
</authorsData> 
〔PB23_00245「誰のため何のために福祉で働くのか」〕 〔PB46_00045「信州発棚田考」〕
 
3.7.3.  profile 
profile もやはり，それを抽出するためではなく，本文と切り分けるために付すタグである。
記事の冒頭や末尾などに書かれた，著者やテーマとなっている人物の経歴をマークするために
設計した。 
authorsData とかなり近いものもあるが，原則として「経歴」に類するものを profile 要素
と認定する。よって，記事末によく現れる，著者の読みや所属は profile ではなく authorsData
とする。 
記事に付随して現れる経歴紹介ではなく，記事の主要な内容そのものが，経歴紹介を目的と
している場合，それは「本文」である。よって，profile のタグはつけない。 
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 profile 
 
<profile> 
みずの ひろのり 〜明治８（１８７５） 昭和２
０（１９４５）海軍軍人 
</profile> 
<profile> 
延原 啓（のぶはら・あきら） 
一九二一年東京小石川生まれ。大泉師範卒。…今年八十二歳。
お元気な様子は十年前と変わらない。 
</profile> 
〔LBs2_00050「行蔵は我にあり」〕 〔PB32_00246「いま、街から伝えたい」〕
 
profile ではない 
〔PB59_00206「水滸伝」〕
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 3.7.4.  contents 
下位の構造（article や cluster 要素）のタイトルを箇条書きにした部分を示す要素である。
多くは章や節などの扉ページに現れる。「目次」と書いてあってもなくても良い。ページ数や章
番号の有無は問わない。ただし，書籍そのものの目次はサンプル対象外である16。 
contents 章番号つき 
 
 
 
〔PB47_00081「日本の子どものダンスの歴史」〕
<contents> 
 <list> 
  <listItem> 
   １）東北 
  </listItem> 
  <listItem> 
   ２）関東 
  </listItem> 
    ： 
  <listItem> 
   ６）四国 
  </listItem> 
  <listItem> 
   ７）九州 
  </listItem> 
 </list> 
</contents> 
contents ページ数つき 
 
 
 
 
 
 
〔PB25_00338「野菜の食べ方｢178種類｣」〕
<contents> 
 <list> 
  <listItem> 
   ５９―きうりサラド 
  </listItem> 
  <listItem> 
   ６０―きうりねぎ 
  </listItem> 
  <listItem> 
   ６１―きうりもみ 
  </listItem> 
 </list> 
</contents> 
                                                  
16サンプリンググループでは，書籍の「主として文章表現によって実現されるのは，「序文」「本文」「あとがき」であ
る」としている。つまり，前付のうち「序文」以外のとびら・献辞・凡例・口絵・序文，また後付のうち「あとがき」
以外の付録・索引・奥付・参考文献はサンプリング対象外である。詳細は，柏野和佳子他『特定領域研究「日本語コ
ーパス」平成 20 年度研究成果報告書『現代日本語書き言葉均衡コーパス』における収録テキストの抽出手順と事例』。 
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 contents 章番号もページ数もないパタン 
 
 
〔PB15_00316 
「マスタリング IPsec」〕
<contents> 
 <list> 
  <listItem> 
   ●ＩＰレベルでの圧縮の必要性 
  </listItem> 
  <listItem> 
   ●ＩＰＣｏｍｐアソシエーション（ＩＰＣＡ） 
  </listItem> 
    ： 
  <listItem> 
   ●ＩＰＣｏｍｐ処理の流れ 
  </listItem> 
 </list> 
</contents> 
contents 下位の article の目次 
 
〔PB33_00392「現代日本の失業」〕
<contents> 
 <list> 
  <listItem> 
   介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）に… 
   ―分業構造からみた施設ケア関係の実態― 
   中村義哉 
  </listItem> 
    ： 
  <listItem> 
   地域におけるホームレス支援策の構造 
   ―カーディフ（ウェールズ）を例に― 
   岡本祥浩 
  </listItem> 
 </list> 
</contents> 
本文と切り分けるための要素なので，書評などの記事で書籍を紹介する際の目次は，これこ
そが「本文」と考えマークしない。また，下位構造のタイトルだけでなく，概要や要約までを
含んでいる場合は，contents ではなく abstract 要素とする。 
contents ではなく abstract 
〔LBo4_00040「超分子化学への展開」〕
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 3.8. 入力対象外要素を示すタグ 
西部みちる 
3.8.1. はじめに 
このコーパスでは，JIS X0213:2004 規格に準拠した文字セットを用い，「装飾，レイアウト
などの図形的情報を除いて文字を入力する」こととしている。 
入力しない／できないものを示すタグには，image，missingCharacter， rejectedSpan，
rejectedBlock がある。このうち，ブロック要素は rejectedBlock だけである。17 
入力されない図にタイトルがついたものや，写真にキャプションがついたものに関しては，
そのタイトルやキャプションを表現するため figureBlock 要素を用いる。これに関しては 3.4
参照。 
 
3.8.2. 入力しないもの（削除対象）を示すタグ 
コーパスでの入力対象外（削除対象）の規定は，サンプリンググループが行っている。作業
上では，サンプルとなった入力指示紙に d/のタグが記入されている。入力対象外となるものを
下に記す。 
A. 文字を主たる構成要素としないもの：図，絵，写真，漫画など 
B. 構成要素の図形としての位置関係が意味を持つもの：チャート，表など 
C. 現代日本語の範疇に入らないもの：数式，外国語，古語など 
 ※ただし以下のものは，インラインであれば，日本語文脈によく現れ 
  かつ入力に問題がないとし入力する。 
   1. 式・数式：一方向に読めるもの 
   2. 外国語：ラテン・ギリシャ文字で表されているもの 
   3. 古語 
D. 原紙の状態により判読不能な文字 
電子化にあたってはこれを，インラインであれば rejectedSpan，ブロックであれば
rejectedBlock のタグで表現する。 
少し気をつけなければならないのは，外国語はすべて入力対象外となるわけではない，とい
う点である。現代日本語には，外来語ではなく外国語と呼ぶべきものもたくさん入っているの
が現実であり，これをすべてタグで表してしまうと，理解に困難をきたす可能性がある。 
たとえば，次ページの①と②を見比べてみると，「ＧＵＣＣＩ」や「ＮＥＷ」など大方の人に
とって難しくないラテン文字列がタグになっている②は，わかりにくいと感じられるのではな
                                                  
17 また，BCCWJ の仕様以外の要因で入力できなかったものに，著者・著作権者からの依頼による伏
字がある。この部分は，ブロックであれば rejectedBlock@type=”copyright”で，インラインであれば
rejectedSpan@type=”copyright”で表していたが，後者は新公開形式で delete タグに変更された。 
 delete タグは，伏せる文字数分を■で埋めることとしている。 
Ｔｅｌ．<delete type="copyright_note_by_author">■■■■■■■■■■■■</delete>（代） 
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 かろうか。 
 
〔PM51_00074「ＣＬＡＳＳＹ．_2005年 12号」〕
①「ＧＵＣＣＩがもっと好きになる」ＮＥＷジュエリー 
②「<rejectedSpan type="foreign"/>がもっと好きになる」<rejectedSpan type="foreign"/>ジュエリ
ー 
よって，外国語のうち，インラインで，かつラテン文字とギリシャ文字で表記されているも
のに限り，タグを使わずにそのまま入力することとなった。反対に，インラインの外国語のう
ち，ラテン文字とギリシャ文字以外で記されているものは，たとえ文字セット内であっても入
力せずにタグで表す。例えば，ハングルや梵字，キリル文字，アラビア文字などで記されてい
るものである。これは rejectedSpan@type=”foreign”を用いて表す。 
ごくまれに，原紙の状態が不鮮明で文字が読めないものがあり，rejectedSpan@type=” 
unclear”， rejectedBlock@type=”unclear”で表した。甚だしく小さなフォントで印刷された文
字列，出版の時点でなぜか切れてしまった文字列，最初に取得したコピーや画像の質が悪くて
判読できないものなどに用いた。 
なお，ブロックの削除対象要素がすべてタグで表現されるわけではない。それが文字を含ん
でいるものは，その存在を rejectedBlock 要素で表すが，それがなくても文脈理解に困らない
ものに対しては，rejectedBlock 要素は用いない。 
rejectedBlock で表すもの： 
 文字を含んでいるもの 
 説明・本文理解のために添えられている図・表・チャート・式・外国語・古語など 
rejectedBlock で表さないもの： 
 口絵や写真で，文脈理解に影響しないもの 
 
<rejectedSpan type="foreign"/> 
経済発展【<rejectedSpan type="foreign"/>】 
 〔PB43_00752「韓国の日常世界」〕
 
ハングルで記された文字列（インライン） 
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 <rejectedBlock type="figure"/> 
〔OB6X_00184 「学力は家庭で伸びる」〕
 
<rejectedBlock type="foreign"/> 
 
〔PB38_00012 「新約聖書のギリシア語文法」〕
 
<rejectedSpantype="unclear"/> 
…ありま<rejectedSpan type="unclear"/>… 
…ことを覚え<rejectedSpan type="unclear"/>… 
 〔LBh3_00013 「ひとりっ子のしつけと育児」〕
 
3.8.3. 入力できないものを示すタグ 
一方，インライン要素であり入力するべきではあるが，文字セット内では表現できないため
に入力できない，という単文字レベルの要素がある。作業上，サンプリンググループが気づく
範囲で入力指示紙に「〓で入力」と記入されている。（その指示がなくとも，業者が入力する時
点で入力できないと気づき，〓になって納品されてくる。） 
電子化にあたっては，それが文字なのか記号なのかでタグが変わってくる。 
 
入力できない文字 漢字・仮名・アルファベット 
文字セット外であるために入力できない文字類は，当該の文字の代替として「〓」（ゲタ）
を入力すると共に，missingCharacter タグを用いて，タグ内部に属性として文字の情報
を表す。文字なので，その文字の形状等について詳細に記す必要がある。要素の属性とし
て「attribute （文字種属性）」と「unicode」が必須，さらに任意で「daikanwa（『大漢
和辞典』の親字番号）」「ref（Unicode あるいは『大漢和辞典』にない文字の場合，参照
する管理番号）」「description（字体記述，属性記述など任意の覚書き）」なども加わる。 
本文内で「左のグラフ」と言及されたグラフ 
ギリシャ文字で記された部分（ブロック） 
印刷時に切れてしまった文字列（インライン） 
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 missingCharacter 
                         〔PM11_00987「ミセス」〕 
館 長 ・ 若 江 栄 <missingCharacter attribute="HanIdeograph" unicode="U+623D" daikanwa="M11711" 
description="とだれ＋斗">〓</missingCharacter>さん 
 
一般記号類 
文字ではない記号や絵文字は，文脈理解に必要のない飾りであれば，いっさい表現しな
い。それが語や文の構成要素になっているもの18に限り，記号の代替として，image タグ
を挿入し，タグ内部に属性として記号の情報を表す。 
絵文字類は，タイトルや項目のラベルなどにもよく現れる。タイトル前後に現れる文字
セット内では表現できない絵文字や記号は，それを丁寧に表現する必要がないものが多く，
飾りと判断できるものは，本文でも image タグでも表現しない。一方，項目のラベルに現
れる絵文字は，削除して差し支えないものであれば削除するが，統一的なラベルなので必
要と判断できるものであれば，文字セット内の記号に包摂することとしている。むやみに
image タグを多用するより利用者にわかりやすいと思うからである。 
同じ理由で，同じ意味の記号に包摂できるものも包摂する。たとえば，電話マークには
いろいろな形があるが，「電話」を表すという意味には変わりがないと判断し，「☎」に包
摂した。 
こうしていくつかの可能性を検討した結果，最終的に image 要素で表すことになったも
のでも，言語ではない絵文字や記号なので，形状について詳細に記すことはしない。属性
の「description」は必須だが，文意がとおる程度の記述にとどめている。属性の「no」も
必須ではあるが，サンプル内の連番を自動付与するものであり，ID ではない。 
なお，次項で述べるが，文字セットでは表現できない丸付きの記号は image 要素では表
現しない。 
 
文脈理解に必要のない飾りを削除 
Ｐｒｏｃｅｓｓ 
 
〔PM41_00784「Ｍｙ Ｂｉｒｔｈｄａｙ」〕
 
                                                  
18 それ自体が語や文成分になっているもの以外でも，背景とも言いがたく完全に文に入り込んでいるものも含む。 
タイトル前後の飾り 
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 入力できる記号（同じ意味の記号）に包摂 
☎マークのついた… 
 
〔PM31_00820「オレンジページ」〕
 
入力できる記号（似た形の記号）に包摂 
○ でもさ、実際には… 
● 〜う ん。ホンネと… 
○ そう言ったら、… 
● ベタなタイトル… 
 〔PM31_00780「ダカーポ」〕
 
入力できる記号に包摂 
紙面 包摂  
 〔PB52_00031「人生成功のバイブル」〕 
 
● 
〔PB46_00086「重要事項説明書・書き方のポイント」〕 
 
◇ 
〔LBo1_00031「狂と遊に生きる」〕 
 
□ 
〔LBo5_00073「よくわかる暗号化技術」〕 
 
< image>タグで表現 
…< image description="にこにこマーク" 
no="4"/>をクリックする。… 
 〔LBn0_00002 
「はじめてのExcel 2000クイックマスター」〕
ホテルズ<image description="フリーダイヤル" 
no="1"/>…  
〔PM11_00204 「家庭画報」〕
 
 
 
以上をまとめると，次のようになる。 
電話の絵 
話者を表すマーカー 
該当サンプル内のタイトルに共通して用いられていたマーカー 
アイコンはパソコンのマニュアルに頻出する 
ガイドやカタログにはフリーダイヤルのマークが頻出 
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削除要素の形式化はいささか複雑で，アノテーション作業時にも混乱をきたした。作業者に
は次のフローを参考にしてもらった。 
作業者用マニュアルより 
 
ブロック インライン 
種類 
rejectedBlock rejectedSpan その他 
図や表 type="figure"  
①image要素で表現 
②入力不要 
③似た記号に包摂 
古語 type="old"  入力対象 
数式 type="formula" 
（type=”formula”）
※一方向に読めない数式
原則入力対象 
外国語 type="foreign" type=”foreign” 
ラテン・ギリシャ文字の
ものは入力対象 
判読不能文字 type="unclear" type=”unclear”  
著作権関連 type="copyright"  delete要素で表現 
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 3.8.4.  装飾，レイアウトに近いものを示すタグ 
先に「装飾，レイアウトなどの図形的情報を除いて文字を入力する」と述べたが，1 部でも
触れたように，装飾やレイアウトに似ているが次のような機能を持つと判断されたものだけは，
その機能をタグで表すことにしている。先に述べた「丸付きの記号」は，この「囲み文字」に
当たるものであれば，enclosedCharacter で表現する。 
・読み方を表す小書き文字：ruby 
・分数：fraction 
・行間注・傍注などの小書き文字：noteBodyInline 
・注番号としての上付き文字：noteMarker 
・順序ラベル・参照ラベルとしての囲み文字：enclosedCharacter  
 （description 属性あり） 
・略語としての囲み文字：enclosedCharacter （description 属性なし） 
・数式・化学式などの上付き・下付き文字：superScript，subScript 
 
装飾か機能か 
装飾 
 
連絡 明日は 8 時半集合です 
略語 
 
<enclosedCharacter>連</enclosedCharacter> 明日は 8 時半集合です 
  
装飾 
 
最新版です 
注 
 
最新版<noteMarker>１）</noteMarker>です 
ルビ  
<ruby rubyText="さい">最</ruby> <ruby rubyText="しん">新</ruby> <ruby rubyText="ばん">版</ruby>です 
傍注 
 
最新版<noteBodyInline>２０１０年版</noteBodyInline>です 
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 3.9 韻文を示すタグ 
大島 一 
3.9.1 はじめに 
詩，和歌，俳句，歌謡(歌詞を含む)などの韻文を表すものには，verse タグを付与する。韻文
は，論理行を認定することが困難な場合があること，改行自体が意味を持つ場合があることか
ら，紙面上の１行を一つの verseLine 要素とする。 
以下，緑色の線で囲まれた箇所が verse 要素であり，その中の各行はそれぞれ verseLine で
マークアップされる。以下における下図内がその XML 化である19。なお，詩のタイトルや著
者名などは verse 要素の中には含めない。 
〔LBn9_00169：『愛をめぐる冒険』〕 
 
<verse> 
<verseLine>あなたから貰ったものは</verseLine> 
<verseLine>ネーム入りのレターセット</verseLine> 
<verseLine>花、キイホルダー、招き猫</verseLine> 
<verseLine>私があなたに贈ったものは</verseLine> 
<verseLine>カリフォルニアワイン、目覚まし時計</verseLine> 
<verseLine>ベルト、ムパタの絵、ゴルフボール</verseLine> 
         ： 
    <verseLine>きれいに愛を包みます カードを添えて</verseLine> 
<verseLine>いまも、いつまでも、と―</verseLine> 
</verse> 
                                                  
 
19 煩雑さを避けるため，paragraph 要素と sentence 要素及びインラインのタグは省略してある。 
verse 
verseLine
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 3.9.2 verse 要素 
 上記のとおり，韻文ブロックがサンプル内に出現した場合，verse タグを付与する。ここで
いう韻文とは，詩，和歌，俳句，歌謡(歌詞を含む)などであるが，これらがインラインで出て
きた場合にはマークアップの対象とはならない。 
 また，確実に韻文であることが確認できないが，改行の仕方が文・段落単位ではない韻文風
のものにも verse タグを付与した。これは，韻文というカテゴリーにおいて，その紙面におけ
る改行が何らかの意味を持つと考えられるからである。しかし，本来の（書籍などにあるよう
な）本文要素の改行と，韻文風の改行は明らかに異なる。この観点から，「本文ではない」こと
を区別するために，verse タグを用いるのである。例えば，3.9.1.で既出の LBn9_00169 の例
も，具体的に「詩である」と書いてあるわけではないが，文中改行の多用といった形式がいか
にも韻文風であるので，本文と区別する必要がある。以下の例も韻文であるかどうか判断はつ
かないが（韻文でない可能性のほうが高い），文末が読点で改行されているので，その形式から
本文とは異なるものと判断し，verse タグを付ける他ない。 
 
〔LBa3_00048：『世界の民話 36 オーストラリア』〕 
 
[…] 翌朝、老エミューは起き上がって、また他の者たちを起こした。 
<quotation> 
<speech> 
<verse> 
<verseLine>太鼓をたたいてる、大鼓をたたいてる、</verseLine> 
<verseLine>さあ出かけよう、さあ出かけよう！</verseLine> 
</verse> 
</speech> 
</quotation> 
二日歩いたあとで、ウルクアンチャ川（「食う」）のほとりに着き、そこで植物を食べてからすぐ
に横になって眠った。翌朝、老エミューが笛を吹いてみんなを起こした。 
 
 
 この例における verse タグ該当箇所は，「老エミュー」が他のものを起こす際の発話であると
考えられるので，verse タグの外側に speech および quotation タグが付されることになる。 
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 対照例として，実際に存在する歌を歌っているような場合は，その歌詞に verse タグを付け，
さらに speech タグが付くことになるで，タグ付け上は同じこととなる。 
 
〔PB49_00079：『仏壇におはぎ』〕 
 
<quotation> 
<speech> 
<verse> 
<verseLine>「♪これこーれー、いーしーのじぞうさーん♪」</verseLine> 
</verse> 
</speech> 
</quotation> 
うきうきするような「花笠道中」。歌っているのは私の母親。 
 
 verse タグが付与された箇所は歌の歌詞20であり，それを「歌っている」ので，speech タグ
が付される。なお，インラインのカギ括弧（「…」）には，quote タグが自動付与される。 
 韻文といえば，その代表的なものである俳句・短歌などは，1 句・1 首，詩の 1 作品に対し
て，それぞれ verse タグを付与することが自然であると思われる。よって，別の歌が連続して
出てきた場合は，まとめて verse タグを付けるのではなく，それぞれにタグを付与する。 
                                                  
20 『花笠道中』JASRAC 067-0168-0 （著作者：米山正夫、アーティスト：美空ひばり） 
 
「歌っているのは」とあるので，発話タグ（speech）が必要！ 
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 〔PM11_00102：『ダ・カーポ』2001 年１月合併号〕 
 
<speech> 
<speaker>松尾</speaker>  
ではまいります。ふたつ作ってみました。 
<verse> 
<verseLine>① 振り袖の袂を分かつ馬鹿政権<verseLine /> 
</verse> 
<verse> 
<verseLine>② 振り袖を爺ィがまとう道成寺<verseLine /> 
</verse> 
  ： 
</speech> 
 
 この例における歌は，当該サンプル内容が“座談会”という状況で，その参加者により，そ
の場で作られたものである。したがって，上例では，参加者の「松尾」の発話が speech タグ
でマークされ，発話者「松尾」自体は speaker タグが付与されている。 
これがもし，既に世に出された（＝文字化された）歌を引用する場合は，verse タグの外側
に citation タグを付与しなければならない。 
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 〔LBl9_00227：『精神病棟の二十年その後』〕 
 その時の受賞の記念となった盾はいまでも私の書斎の机の上にかざって
ある。 
 「わがカムイ・ノミ」とは次のような詩である。 
<quotation> 
<citation> 
<cluster> 
<titleBlock> 
<title> 
わがカムイ・ノミ 
</title> 
</titleBlock> 
<verse> 
<verseLine>おお、わがカムイよ！</verseLine> 
<verseLine>私をただ肥らせないでくれ！</verseLine> 
<verseLine>まだ臆病な貝のように、</verseLine> 
<verseLine>ただ縮こまらせないでくれ！</verseLine> 
<verseLine>そして、</verseLine> 
<verseLine>飛翔のための翼を切り落とさないでくれ！<verseLine /> 
<verseLine>私はどうせ、<verseLine /> 
         ： 
</verse> 
</cluseter> 
</citation> 
</quotation> 
 
 
3.9.3. verseLine 要素 
 上記韻文 (verse)内における行を表す。韻文は，改行自体が意味を持つ場合があることから，
紙面上の１行を一つの verseLine 要素とする21。 
 
                                                  
21 なお，verseLine 要素は，データ構築後に仕様の変更が行われた。この verseLine の新しい仕様について
は，第 1 部 2.8.3「verse への sentence 付与」を参照。 
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第３部 
ツール 
 
  
  
?
１章 文字関連ツール  
田島 孝治 
１.１ 文字セット検査ツール「規格監査人」 
１.１.１ ツールの概要 
本ツールは，ファイルに含まれる文字を検査し，特定の文字セットの範囲内に収まって
いるか判断するソフトウェアである。このツールは「外注用入力データチェック」（第 1 部
2.2 節参照） および「リリース用データ（最終的な XML データ）のチェック」（第 1 部 2.6
節参照） に利用する。入力ファイルの形式は，プレーンテキストまたは XML に限定して
いる。また，文字エンコードも UTF-16LE である必要がある。これは，本ツールがファイ
ルをバイナリ形式で読み込んだ上でデコードし，文字コードの認識を行っているためであ
る。本ツールの検査は一つのフォルダ内に含まれるファイルを対象として行う。検査結果
は GUI 上に表示され，CSV 形式でも保存できる。 
 
１.１.２ 配布元 
本ツールは，下記のサイトよりダウンロードできる。ファイル形式は zip である。展開す
ると表 １.1 に示すファイルが生成される。これらのファイルはすべて同じフォルダに保存
しておく必要がある。 
 
表 1.1 ツールに含まれるファイルとその内容 
ファイル名 内容 
Kansanin.jar ツール本体 
kansanin.ini 環境設定ファイル 
CharSet 
コーパスリリース用文字セット.txt 
コーパス外注チェック用セット.txt 
教科書用文字セット.txt 
文字セット保存フォルダ 
 
１.１.３ インストール方法 
本ツールは，インストール作業を特に必要としない。ファイルを展開すればそのまま利
用することができる。Windows の場合，通常 Java のインストーラにより jar ファイルに対
し javaw が関連付けられている。このため jar ファイルをダブルクリックするだけで起動
可能である。関連付けが行われていない場合には，jar ファイルを実行するアプリケーショ
ンとして「"（Java のインストールパス）¥bin¥javaw.exe" -jar "%1" %*」を登録する。 
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表 1.2 「規格監査人」の GUI 各部の名称及び機能 
番号 名称 操作内容 
① 対象設定フィールド 検査対象のファイルが入ったフォルダ
名を入力する 
② フォルダ参照ボタン ①の入力作業を補助するための， 
ファイル参照ダイアログを開く 
③ 対象拡張子指定フィールド 検査対象ファイルの拡張子を入力する 
④ 文字セット指定エリア 検査用の文字セットを指定する 
⑤ オプションフィールド 検査オプションを指定する 
⑥ 検査開始ボタン ①～⑤を設定後，検査を開始する 
⑦ 検査結果表示フィールド 検査結果が表示される 
 
(イ) CUI 
本ツールは Windows のコマンドプロンプトや Linux の Terminal などの CUI
（Character-based User Interface）からでも利用可能である。本ツールの実行に必要なフ
ァイルは jar アーカイブとして梱包されている。また実行には Java の VM が必要である。 
本ツールは次のようなコマンドで実行する。検査結果は標準出力に出力される。 
 
java -jar Kansanin.jar [Options] TargetFile/DirName... 
 
指定可能なオプションは表 1.3 の通りである。 
 
表 1.3 CUI 実行時のオプション一覧 
項目 内容 
-c:環境設定ファイル 環境設定ファイル名 
-s:文字セット名称 利用する文字セットの名称 
-t:拡張子 対象ファイルの拡張子 
-x:[true|false] XML タグをスキップするかの選択 
 
１.１.５ 設定ファイルの詳細 
(ア) 環境設定ファイル 
環境設定ファイルには，文字セット保存フォルダと，ツールの標準動作を記述する。標
準の環境設定ファイルは「kansanin.ini」であるが，CUI からの起動時には変更できる。
環境設定ファイルには表 １.4 に示す設定名で値を記述する。 
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表 1.4 環境設定ファイルの設定可能項目一覧 
設定名 内容 標準値 
EFAULTSETDIRECTORY 
文字セットファイルを設置し
たフォルダ名(絶対パス，相対
パスどちらも利用可能) 
CharSet 
DEFAULTSETNAME 前回監査した文字セット名 教科書用文字セット 
SKIPXMLTAG ture または false 
XML タグをスキップするか
の基本設定 
 
(イ) 文字セット定義ファイル 
文字セット定義ファイルは，検査に使う文字セットを定義する。ファイルはタブ区切り
のテキストファイルで，エンコードは UTF-8 でなければならない。新たに定義ファイルを
作った場合には，文字セット保存フォルダにファイルを保存した状態でツールを起動すれ
ば，自動的に認識する。このファイルは表 1.5 に示す４つのカラムを持つ。 
 
表 1.5 文字セット定義ファイルのカラム 
番号 カラム名 内容 書式（正規表現） 
1 Unicode 対象ユニコード U+[1-F]?[1-F]?[0-F][0-F][0-F][0-F]
2 許可 
文字の使用許可 
（１で利用可能） 
[0|1] 
3 非漢字名称 チェック時に表示する名称 .* 
4 備考 備考 .* 
 
(ウ) 同梱済み文字セットについて 
本ツールには以下に示す３種類の文字セットを同梱している。これらのファイルの作成
にあたっては「汎用電子情報交換環境整備プログラム」の成果物を利用している。 
 
表 1.6 ツールに付属する文字セット定義ファイル 
ファイル名 文字数 対象範囲 備考 
コーパスリリース用文字セット.txt
10,988 JIS X 0213 + ASCII 
使用文字に
制限有 
コーパス外注チェック用セット.txt 11,339 JIS X 0213 + ASCII  
教科書用文字セット.txt 6,910 JIS X 0208 + ASCII  
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１.１.６ 動作環境 
本ツールは，プログラミング言語 Java を用いて製作した。このため，実行時には Java
の VM が必要である。動作確認は，Windows XP 上で Sun Microsystems の Java 環境のラ
ンタイム（Java(TM) SE Runtime Environment (build 1.6.0_11-b03)）を用いて行ってい
る。Linux 上でも Sun Microsystems の JRE 環境を構築することで利用可能である。ただ
し，これ以外の JavaVM を利用した場合には正しく動作しない恐れがあるため注意を要す
る。 
 
１.１.７ ライセンスについて  
・ 文字セット検査ツール「規格監査人」の著作権は，大学共同利用機関法人 人間文化研
究機構 国立国語研究所が保持する。 
・ 本システムの使用，複製，改変，再配布は，次の条件に従う限り許可する。 
¾ 本システムに含まれるすべてのファイル若しくは一部のファイルを複製する場合
は，本文書も併せて複製すること。 
¾ 本システムに含まれるすべてのファイル若しくは一部のファイルを再配布する場
合は，本システムの著作権は独立行政法人国立国語研究所が保持することを明示
するとともに，本文書を添付すること。 
¾ 営利を目的として本システムを使用，複製，改変，再配布する場合は，事前に独
立行政法人国立国語研究所知的財産権係と協議すること。 
・ 本システムは無償で提供されるため，本システムに関するいかなる保障も存在しない。
本システムを利用することにより，直接的，間接的に生じたいかなる損害についても，
独立行政法人国立国語研究所は，賠償する責任を負わない。 
・ 本文書に定めのない事項については，独立行政法人国立国語研究所知的財産権係と協議
すること。 
 
１.２ 文字検査支援ツール「目視録」 
１.２.１ ツールの概要 
本ツールは，字形変更や互換規準などの符号化問題文字の目視・確認作業を補助するこ
とを目的として製作したソフトウェアである。このツールは「外注用入力データチェック」
（第 1 部 2.2 節参照）のフェーズで利用する。 
本ツールは次の３種類の機能を持つ。特に機能(1)を指して「あぶり出し」と呼ぶ。 
 
(1) 指定したファイルに含まれる目視対象文字（符号化問題文字）の抽出 
(2) 文字グリフを利用した目視作業の補助 
(3) 目視結果を用いたデータファイルの置換 
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入力するデータファイルの形式は，プレーンテキストまたは XML に限定している。また，
エンコード形式も UTF-16LE である必要がある。ツールの処理は一つフォルダ内に含まれ
るファイルを対象として行う。あぶり出し結果および目視結果は CSV 形式で保存できる。 
 
１.２.２ 本ツールに含まれるファイル 
本ツールのアーカイブは表 １.7 に示すファイルから成る。これらはすべて同一のフォル
ダに設置する必要がある。 
 
表 1.7 ツールに含まれるファイルとその内容 
ファイル名 内容 
mokushiroku.jar ツール本体 
mokushiroku.ini 環境設定ファイル 
mokushiroku.bat 大容量のメモリを割り当てるためのバッチファイル 
符号化問題文字.csv 符号化問題文字の定義ファイル 
jis2000.csv JIS 面区点(2000)と文字グリフの対応表 
jis2004.csv JIS 面区点(2004)と文字グリフの対応表 
大漢和設定.csv 大漢和辞典の漢字番号と巻番号の対応表 
 
１.２.３ 使用方法 
(ア) GUI 
本ツールは GUI の操作を想定し設計している。CUI での作業はデータファイルの置換の
み可能である。 
本ツールを起動すると「ファイル」メニューのみの Window が生成される。このメニュ
ーから先に述べた機能を選択し実行する。以下で操作方法を述べる。 
 
(1) 指定したファイルに含まれる目視対象文字（符号化問題文字）の抽出 
「ファイル」メニューから「あぶりだして開く」を選択して実行する。メニューを選択
すると図 １.2 に示すダイアログが表示される。あぶり出し作業ではこのダイアログを次の
手順で操作する。 
A) 対象コードの選択 
抽出する符号化問題文字の種類を指定する。「変更」ボタンを押すことで符号化問題の種
類を変更することが可能である。 
B) 対象ファイル拡張子の選択 
②に対象とするファイルの拡張子を入力する。 
C) 対象フォルダの指定 
③にあぶり出しを行うファイルが保存されているフォルダを入力する。「参照」ボタンを
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表 1.8 目視録の出力ファイルのカラム 
番号 カラム名 内容 
1 フォルダ名 符号化問題文字が入力されたテキストファイルのフォルダ名 
2 ファイル名 符号化問題文字が入力されたテキストファイルのファイル名 
3 行数 テキストファイル中の符号化問題文字が入力されている行 
4 列数 テキストファイル中の符号化問題文字が入力されている列 
5 入力 Unicode テキストファイル中に入力されている文字の Unicode。U+XXXX 形式 
6 原因 符号化問題を起こしている要因 
7 目視選択 Unicode 目視録により選択したグリフの Unicode。未選択時は空欄 
8 目視選択面区点 目視録により選択したグリフの面区点。未選択時は空欄 
9 出力 目視録により選択した文字(テキストデータ) 
10 外れフラグ 入力 Unicode と目視選択 Unicode が不一致の場合 true 
11 コメント コメント欄に入力したコメント 
 
 
１.２.５ 設定ファイルの詳細 
本ツールには，いくつかの設定ファイルが同梱されている。しかし，利用者が自由に書
き換え可能なファイルは環境設定ファイルと符号化問題文字の定義ファイルのみである。
この二つの詳細を次に述べる。 
(ア) 環境設定ファイル 
環境設定ファイルには抽出対象の符号化問題文字と，PDF リーダー，テキストエディタ
のパスを表  １ .9 に示す設定名で指定する。環境設定ファイルの標準ファイル名は
「mokushiroku.ini」であり，プログラム本体と同一のフォルダに設置しておく必要がある。 
 
表 1.9 環境設定ファイルの設定可能項目一覧 
設定名 内容 
DEFAULTSELECT 自動的に選択される符号化問題文字 
PDFREADER_PATH  PDF リーダーのパス 
EDITER_PATH  テキストエディタのパス 
 
(イ) 符号化問題文字の定義ファイル 
環境設定ファイルには抽出対象の符号化問題文字と，PDF リーダー，テキストエディタ
のパスを表 １.10 に示す設定名で指定する。 
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表 1.10 目視録の出力ファイルのカラム 
番号 カラム名 内容 
1 
見出し コードによって表される文字を入力する。定義ファイルの見やすさのため
に記述するため，無記入でも構わない。 
2 A-Unicode 符号化問題文字を表す Unicode を入力する 
3 A-JIS A-Unicode に対応する JIS 面区点を入力する 
4 A-平成 A-Unicode に対応する平成明朝体グリフ番号を入力する 
5 
B-Unicode A-Unicode と異体字関係にある文字の Unicode を入力する 
JIS2004 で Unicode は同一であるが字形が変更された文字の場合は空欄 
6 B-JIS B-Unicode に対応する JIS 面区点を入力する 
7 B-平成 B-Unicode に対応する平成明朝体グリフ番号を入力する 
8 区分 符号化問題文字の区分を入力する 
9 包摂 A-B の文字間に適用されている JIS 包摂規準を記入 
 
１.２.６ 動作環境 
本ツールは，プログラミング言語 Java を用いて製作した。このため，実行時には Java
の VM が必要である。動作確認は，Windows XP 上で Sun Microsystems の Java 環境のラ
ンタイム（Java(TM) SE Runtime Environment (build 1.6.0_11-b03)）を用いて行ってい
る。Linux 上でも Sun Microsystems の JRE 環境を構築することで利用可能である。ただ
し，これ以外の JavaVM を利用した場合には正しく動作しない恐れがあるため注意を要す
る。 
 
 
１.３ 外字処理支援ツール「GETAWAY」 
１.３.１ ツールの概要 
本ツールは，ファイル中の〓文字を抽出し， 内字の入力ミスの判定と外字のタグ付け支
援を行うソフトウェアである。対象とするファイルは UTF-16LE でエンコードされている
必要がある。〓文字の抽出処理はフォルダを指定して行う。外字のタグ付け後は，フォル
ダ内のファイルを一斉置換することが可能である。この際には，元のディリクトリ名に
"_replaced"を付与したフォルダが生成される。 
このツールは「外注用入力データチェック」（第 1 部 2.2 節参照）のフェーズで利用する。 
 
１.３.２ 本ツールに含まれるファイル 
本ツールのアーカイブは表 1.11 に示すファイルから成る。これらのファイルはすべて同
一のフォルダに展開しておく必要がある。なお，対応表ファイルの作成にあたっては，「汎
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用電子情報交換環境整備プログラム」の成果物を利用している。 
 
表 1.11 ツールに含まれるファイルとその内容 
ファイル名 内容 
getaway2.00.jar ツール本体 
getarep.ini 環境設定ファイル 
Unicode_heisei070731.csv Unicode・JIS 面区点・平成明朝グリフの対応表 
大漢和設定.csv 大漢和辞典の漢字番号と巻番号の対応表 
 
１.３.３ 使用方法 
(ア) GUI 
本ツールを起動すると「ファイル」メニューのみの Window が開く。メニューからは以
下の処理が実行できる。 
 
(1) 〓を抽出して開く 
 フォルダ内に入ったテキストファイルを解析し，〓を抽出する。 
その後，タグ付け作業用の一時ファイルを作成し，目視作業を開始する。 
(2) ファイルを開く 
 タグ付け作業の一時ファイルを開く。 
(3) 上書き保存 
 タグ付け作業の一時ファイルを上書きして保存する。 
(4) 名前を付けて保存 
 タグ付け作業の一時ファイルを別名で保存する。 
(5) 選択結果で置換 
 〓を含むテキストファイルに，ツールで付与したタグを追加し置換する。 
(6) 終了 
 プログラムを終了する。 
 
ツールの利用手順を次に述べる。まずメニューから「〓を抽出して開く」を選択し，タ
グ付けを行うファイルが入ったフォルダを，ダイアログを用いて指定する。すると図 １.4
のような抽出結果が表示される。それぞれの〓に対し，①の一行が対応している。②の edit
および pdf ボタンは文字検査支援ツール「目視録」と同様に動作する。ボタンを押すことで，
テキストファイルや原典の PDF ファイルを開くことができる。 
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１.３.４ 設定ファイルの詳細 
環境設定ファイルには，Unicode・JIS 面区点・平成明朝グリフの対応表のパス，PDF
リーダーのパス，テキストエディタのパス，データの一時保存先を表 １.12 に示す設定名
で記述する。環境設定ファイルの標準ファイル名は「getarep.ini」である。 
 
表 1.12 環境設定ファイルの設定可能項目一覧 
設定名 内容 
LINKFILE_PATH  
Unicode・JIS 面区点・平成明朝グリフの対応表の
パス 
PDFREADER_PATH  PDF リーダーのパス 
EDITER_PATH  テキストエディタのパス 
DATA_SAVE_DIR  データの一時保存先 
 
１.３.５ 動作環境 
本ツールは，プログラミング言語 Java を用いて製作した。このため，実行時には Java の
VM が必要である。動作確認は，Windows XP 上で Sun Microsystems の Java 環境のラン
タイム（Java(TM) SE Runtime Environment (build 1.6.0_11-b03)）を用いて行っている。
Linux 上でも Sun Microsystems の JRE 環境を構築することで利用可能である。ただし，
これ以外の JavaVM を利用した場合には正しく動作しない恐れがあるため注意を要する。 
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 n-mode が持つ機能は，すべてメニューから選択できるようになっている。ただし，熟練
者向けに，キーボードからもショートカットとして，機能を呼び出せるようにしている。
主な機能の概略は次のとおりである。 
 
・ 文字数計測関連機能 
主として，１サンプルの文字入力上限を把握するために利用する。計測の際は，BCCWJ
で規定された文字集合に含まれる文字だけを計測対象にすることも可能である。 
・ 文字入力支援 
キーボードから入力できない，しにくい文字を入力する際に利用する。 
・ 入力文字検証機能 
一部の記号など，使用が禁止されている文字や簡易的なタグの形式をチェックする機能
である。 
 
 この後の節では，各機能について説明する。その際，キーボードのショートカットの情
報を付記する。例えば，C-c r の場合，C はコントロールキーを表し，コントロールキーを
押しながら，c を押し，そのあと，r を押すことを意味する。 
 
 
2.1.3 文字数計測関連機能 
（１）文字数計測(非計測文字指定あり) 
・ C-c r ... 選択範囲の文字数を計測し，結果をミニバッファに出力する。選択範囲の開始
点は C-SPC，終了点は現在のカーソル位置で指定する。 
・ C-c b ... ファイルの先頭からカーソル位置までの文字数を計測し，結果をミニバッファ
に出力する。 
・ C-c a ... カーソル位置からファイル末尾までの文字数を計測し，結果をミニバッファに
出力する。 
 
なお，非計測文字とは，次の文字のことを指す。 
 
・ 変数 skipped-chars で定義されている文字 
・ タグ，および，タグの中身 
¾ 一般のタグ： [], {}, <> 
¾ 特別なタグ： @/, d/, r/ 
 
（２）文字数計測(非計測文字指定なし) 
・ C-c x r ... 選択範囲の文字数を計測し，結果をミニバッファに出力する。選択範囲の開
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始点は C-SPC，終了点は現在のカーソル位置で指定する。 
・ C-c x b ... ファイルの先頭からカーソル位置までの文字数を計測し，結果をミニバッフ
ァに出力する。 
・ C-c x a ... カーソル位置からファイル末尾までの文字数を計測し，結果をミニバッファ
に出力する。 
 
2.1.4 文字入力支援 
・ C-c c ... JIS X0208, JIS X0213 文字コード入力 
¾ UCS コード（16 進数）で入力する。なお，このとき，アルファベットは大文字
を使用すること。 
¾ この機能を利用するには，emacs に mule-ucs パッケージなどをインストール
し，JIS X0213 が使える状態であることを前提とする。 
 
2.1.5 入力文字検証機能 
・ C-c v ... バッファ全体に対して，次の検証を行う。 
¾ 規定の文字集合に含まれるか 
¾  () などのタグの対応が取れているか 
・ C-c x v ... 指定した region 全体に対して検証を行う。 
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 m-mode が持つ機能は，すべてメニューから選択できるようになっている。ただし，熟
練者向けに，キーボードからもショートカットとして，機能を呼び出せるようにしている。
主な機能の概略は次のとおりである。 
 
・ 文字数計測関連機能 
主として，１サンプルの文字入力上限を把握するために利用する。計測の際は，BCCWJ
で規定された文字集合に含まれる文字だけを計測対象にすることも可能である。 
・ 文字・XML タグ入力支援 
キーボードから入力できない，しにくい文字の入力，XML タグの入力を支援する。 
・ 管理・運用支援 
テキスト管理上の情報，作業者のコメント・メモなどの入力支援を行う。また，複数の
作業者による編集を考慮した排他処理を行う。 
・ 外部データ閲覧 
原サンプルや書誌情報など，簡易タグづけを行う際の補助情報を容易に閲覧できるよう
にする。 
 
 この後の節では，各機能について個別に説明する。なお，キーボードのショートカット
の情報の表記法は，n-mode と同様である。 
 
2.2.3 文字数計測関連機能 
（１）文字数計測(非計測文字指定あり)  
・ C-c r ... 選択範囲の文字数を計測し，結果をミニバッファに出力する。選択範囲の開
始点は C-SPC，終了点は現在のカーソル位置で指定する。 
・ C-c b ... ファイルの先頭からカーソル位置までの文字数を計測し，結果をミニバッフ
ァに出力します。 
・ C-c a ... カーソル位置からファイル末尾までの文字数を計測し，結果をミニバッファ
に出力します。 
 
m-mode.el でも，n-mode と同様，変数 skipped-chars で非計測文字を定義することが
できる。実際の運用では，BCCWJ の非計測文字を指定していた。なお，簡易タグについて
は，非計測文字指定の有無にかかわらず，文字としては，カウントされない。 
 
（２）文字数計測(非計測文字指定なし)  
・ C-c x r ... 選択範囲の文字数を計測し，結果をミニバッファに出力します。選択範囲の
開始点は C-SPC，終了点は現在のカーソル位置で指定します。 
・ C-c x b ... ファイルの先頭からカーソル位置までの文字数を計測し，結果をミニバッフ
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ァに出力します。 
・ C-c x a ... カーソル位置からファイル末尾までの文字数を計測し，結果をミニバッファ
に出力します。 
 
2.2.4 文字入力支援 
・ C-c c ... JIS X0208, JIS X0203 文字コード入力 
¾ 文字コードを UCS の 16 進数で入力する。なお，このとき，アルファベットは
大文字を使う。 
¾ この機能を利用するには，emacs に mule-ucs パッケージなどをインストール
し，JISX0213 が使える状態であることが前提となる。 
 
2.2.5 XML タグの入力支援 
 簡易タグづけの過程で，一部については，XML のタグを直接入力する。この機能は，XML 
タグの入力を支援するためのものである。 
 
（１）rejectedBlock 要素 
 次のように，rejectedBlock 要素の type 属性（サンプル作成時に削除した要素の種類）
ごとに，コマンドが割り当てられている。 
・ figure [emplty] (C-cibf) 
・ foreign [empty] (C-cibl) 
・ old [empty] (C-cibb) 
・ formula [empty] (C-cibm) 
・ etc [empty] (C-cibt) 
・ unclear [empty] (C-cibu) 
・ copyright [empty] (C-cibc) 
 
（２）rejectedSpan 要素 
 rejectedBlock 要素と同様 type 属性（サンプル作成時に削除した要素の種類）ごとに，
コマンドが割り当てられている。rejectedBlock 要素と異なるのは，rejectedSpan 要素が
行内の要素として，タグが入力される点である。 
・ foreign (C-ciil) 
・ formula (C-ciim) 
・ unclear (C-ciiu) 
・ etc (C-ciie) 
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（３）info 要素 
・ article 要素のタイプ情報を，カーソル位置を包含する j 簡易タグの次の行に挿入 
¾ C-c p q ... 完結-不完全 
¾ C-c p i ... 一部完結 
¾ C-c p o ... 冒頭１万字 
¾ C-c p p ... 完結-完全 
・ C-c p d ... sample 要素の separated の情報をカーソル位置に挿入 
 
（４）文字関連要素 
・ Kanji, Kana (C-cick) 
（属性値のデフォルト値：attribute="" unicode="" daikanwa="" ref="" description=""） 
・ superScript (C-cics) 
・ subScript (C-cicb) 
・ fraction (C-cicf) 
・ image (C-cici) 
・ ibm (C-cicm) 
・ jis2000 (C-cicj) 
・ jis2004 (C-cic4) 
・ substitution (C-cicu) 
（属性値のデフォルト値： x0213="" unicode=""） 
 
（５）その他のインライン要素 
・ noteBodyInline (C-cien) 
・ delete (C-cied) 
・ insert (C-ciei) 
 
2.2.6 簡易タグの形式的な検証 
・ C-c v ... バッファ全体が形式的に正しく簡易タグづけされているかかどうか検証する。
簡易タグの種類は，範囲を指定するタグ，指定しないタグ，それぞれ変数 mab-tag, 
mab-tag-empty で定義することができる。 
 簡易タグセット（範囲を指定するタグ）の定義 
 (setq mab-tag "[aiecbysqrhvctl]") 
 
 簡易タグセット（範囲を指定しないタグ)の定義 
              (setq mab-tag-empty "[b@#%]") 
・ C-c x v ... 指定した region 全体が mab 形式かどうか検証する。タグセットの定義は，
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「バッファ全体」の検証と同一の設定を使う。 
 
2.2.7 排他制御 
簡易タグづけは，複数の作業者が同時に行う。したがって，複数の作業者が同じファイ
ルを編集できないようにする機能が必要である。 
そこで，m-mode モードのバッファに読み込まれたファイルに対しては，ロックファイ
ルが作成され，他のユーザが同時に編集できないようになる。具体的には，次の処理を行
う。 
 
・ ロックファイルは，当該のファイル名 + ".lck" となる。 
・ ロックされているファイルを，m-mode のバッファに読み込むと，read-only モード
で読み込まれる。 
・ 次の場合，ロックが解除される。 
¾ 当該 buffer を削除したとき 
¾ emacs を終了したとき 
 
2.2.8 ユーザコメント・メモの作成支援 
 簡易タグづけ時には，作業者のコメントやメモを入力し，管理者が簡易タグづけデータ
を管理するための手掛かりとする（作業者のコメントやメモの詳細については，第１部 2.4
節を参照されたい）。また，コメントやメモは管理用の情報なのでテキストとは厳密に区別
する必要がある。この機能は，テキストの形式的整合性を維持しつつ，コメントやメモの
入力を支援するものである。 
 
（１）ユーザコメント 
・ C-c p c ... ユーザコメントの作成を支援する。 
¾ 後述の例の形式で，コメントを入力する。 
¾ コメントには，次の情報が付加される。 
 date: コメント日時(自動挿入) 
 editor: コメント入力者（自動挿入） 
 type: コメントのタイプ 
z c (correction/テキスト修正) 
z m (modified/タグなどの修正) 
                + f (fixed length/固定長文字不足) 
                + u (unsure/自信なし) 
                + c (correction/本文の訂正) 
                + b (begining/冒頭一万字（超・未満）) 
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                + t (copyrighT/著作権処理) 
                + r (misRecognition/範囲誤認定) 
z status: コメントの状態 
                + f (fixed/完了) 
                + r (reserved/保留) 
                + d (direction/指示) 
                + c (confirm/確認依頼) 
                + m (modified/指示後修正) 
                + o (ok/確認終了) 
                + 未記入： コメント挿入後，未チェック 
 
 挿入されるコメントの例を次に示す。なお，簡易タグづけ中のデータでは，行頭の “;:;” が
コメント行を表す。 
 
;:;<comment date="2007-05-15 16:19" editor="mkitamura" type="c" status=""> 
;:; 【修正前】「間違つている」→【修正後】「間違っている」 
;:;</comment> 
 
（２）ユーザメモ 
・ C-c p m ... ユーザメモの作成を支援する。コメントには，次の情報が付加される。 
¾ date: コメント日時(自動挿入) 
¾ editor: コメント入力者（自動挿入） 
¾ type: コメントのタイプ 
 m （move/テキスト移動） 
 d （delete/改行の削除） 
 l （leave/原文ママ) 
 e （etc/その他） 
 
（３）ユーザ名挿入 
・ C-c p e ... コメントとして，ユーザ名の挿入する。主として，メモ，コメントへ返答す
る際などでの利用を想定している。 
 
;:; 
;:; -- masaya / 2006-09-04 17:41  
;:; 
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2.2.9 サンプル管理情報の入力支援 
 サンプルのヘッダ部分には，各種のサンプル管理情報がコメント行として付与されてい
る。この機能は，その入力を支援するためのものである。 
（１）作業履歴 
・ C-c p h ... 作業履歴情報をコメントとして，挿入する。 
¾ この機能は，当該ファイルを最初に保存したときに自動的に起動する。 
¾ 個々の履歴は，hi 要素として追記されていく。その際，次の情報が付与される。
これらの情報は，後述の status 要素から取得される。 
 date: 作業日時 
 type: 作業の内容 
 condition: 作業の状況 
 editor: 作業者名 
 ver: 作業に使用したマニュアルの version 
 
 この機能を利用するには，当該のファイルのヘッダ部分に，次の形式で，history 要素と 
status 要素を作成しておく必要がある。なお，これらの要素は，コメントである。 
・ 挿入される履歴情報は，history 要素の末尾に追加される。 
・ 履歴の１番目の項目は，ほぼ外注なので，外注のコメントを転記する。 
 
;:;<sample id="OW1X00111" version="0.1"> 
;:;<header> 
;:;  <status type="簡易タグづけ" condition="作業中" editor="taro" ver="0.1" /> 
;:;  <history> 
;:;    <hi date="2006-07-06 12:00" type="文字入力" editor="ksd/001" ver="0.1" /> 
;:;    <hi date="2006-08-02 11:32" type=" 簡易タグ形式変換 " condition=" 終了 " 
editor="NIJLA/admin" ver="1.0" /> 
;:;  </history> 
;:;</header> 
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（２）status 要素の属性変更 
・ C-c p s ... status 要素の condition 属性を変更(処理中←→終了で toggle)する。
history 要素に変更後の情報を追加します。 
・ C-c p n ... status 要素の editor 属性にユーザ名を登録する。 
¾ Windows のログイン名が登録される。 
¾ editor 属性には，あらかじめ "NIJLA/" のように末尾が '/' の形式で所属が記載
されている必要がある。 
 
2.2.10 外部データ閲覧 
 簡易タグづけ時には，当該サンプルの書誌情報，原サンプルなど，当該サンプルに関連
する情報を閲覧する必要がある。この機能では，関連情報に容易にアクセスできるよう，
ユーザを支援する。参照できる情報は，次のとおりである。 
 
・ C-c e s ... サンプル情報の表示(結果は，Firefox に表示) 
・ C-c e p ... PDF の表示(結果は，Acrobat Reader に表示) 
・ C-c e x ... XML ファイルの閲覧(結果は，Firefox に表示) 
・ C-c e t ... サンプルファイル(txt)の閲覧(sample id は，直後に指定) 
・ C-c e o ... サンプルファイル(org)の閲覧(sample id は，直後に指定) 
・ C-c e i ... カレントバッファ名に対応するサンプルファイル(org) の閲覧 
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代表性を有する書き言葉コーパスの電子化フォーマットについて 
間淵 洋子  山口 昌也  柏野 和佳子  田中 牧郎 
独立行政法人 国立国語研究所 
 
1 はじめに 
国立国語研究所では，現在，代表性を有する書き言葉
コーパスの構築を計画している。この計画は，現代日本
語の書き言葉を対象としたバランストコーパスを構築す
る初めての試みであり，語彙調査，文字調査，文法研究
などの言語学的研究，辞書編纂や教育などの産業的な応
用など，さまざまな要請に対応する大規模汎用コーパス
としての役割が期待されている。コーパスサイズは1億
語強が想定されている1。 
母集団は，新聞，雑誌，書籍と主とし，生産実態と流
通実態に基づき，統計的な代表性の確保を狙う。生産実
態を捉えた母集団からは一定文字数のサンプル(「固定長
サンプル」と呼ぶ)を，流通実態を捉えた母集団からは記
事・節・章などの言語的まとまりを持つサンプル(「可変
長サンプル」と呼ぶ)を抽出し，母集団・サンプル長の異
なる２種類のコーパスを構築する2。 
２種類のコーパスは，いずれも XML によって研究用
付加情報が付与される。書誌情報や文字情報の他に，国
語研究所が既に公開している『日本語話し言葉コーパス』
に準拠した形態論情報，そして，文書構造に関する情報
が付加されることが，本コーパスの特長である。 
本稿では，本コーパスにおける電子化フォーマットの
設計・仕様を紹介し，効率的なデータ作成のための方策
について述べる。 
 
2 電子化フォーマットの設計 
2.1 基本方針 
電子化作業にあたっては，どのような内容を，どのよ
うな形式で，何を用いて電子化するのかということが問
題となる。そこで，本コーパスの電子化フォーマットは，
以下の方針に基づいて設計を行なった。 
• 言語分析，自然言語処理に適した形式であること 
• シンプルで分かりやすく，必要に応じて拡張できる形式
であること 
                                                     
1コーパスの概要・設計方針については，山崎他を参照。 
2 実態調査の概要，およびサンプリング手法については，丸山他2a，丸
山他bを参照。 
この方針は，本コーパスで行なう自動形態論情報付与
を考慮すると共に，コーパスが目標とする各研究方面へ
の活用や，今後作成されるコーパスの電子化フォーマッ
トの雛形としての利用を視野に入れたものである。 
これに基づき設定した，記述情報，形式化方式，文字
集合を以下に示し，次節にて詳細を述べる。 
1. 記述情報：A) 書誌情報，B) 文書構造情報， 
C) 文字情報，D) サンプリング情報 
2. 形式化方式：XMLにより，独自の文書型を定義 
3. 文字集合：JISX0213:2004 
4. 符号化方式：UTF-16 
 
2.2 研究用付加情報 
2.2.1 記述情報 
A) 書誌情報 
サンプリング時の指標である，出版年，メディア(新聞，
雑誌，書籍など)，ジャンルの他，リソースを参照するた
めの情報として，書名，著者名，出版社などを管理する。 
著者については，氏名だけでなく，言語分析に有用な，
生年，性別，出身地などの情報を含めて管理する。コー
パス本体とは別にデータベース化し，サンプル本文内部
に付与された ID とリンクして参照できるようにする。 
B) 文書構造情報 
記事，見出し，段落，引用，文などの枠組みを用意し，
テキストを構造化して表現する。これらの枠組みは，以
下の目的を満たすものとして策定したものである。 
• ある一定のまとまりをもつ文書(記事を想定)が有する，階
層性を表現できること 
• メディアやジャンルによる文書構造の差異を表現できる
こと 
• 文体，語彙，文法に差異の見られるような要素を区別で
きること 
文書構造情報の枠組みについては，3節に詳細を示す。 
C) 文字情報 
文字の読みに関するルビ，誤植等の校正注，文字集合
に含まない文字や記号(外字)などの情報を付与する。 
D) サンプリング情報 
 サンプリング時に決定するサンプル抽出基準点(乱数
による縦横交叉点から決まる1文字)の情報を付与する。 
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2.2.2 形式化方式 
形式化の方式として，XML によるマークアップを採
用する。 
XML(eXtensible Markup Language)は，構造化され
たデータをテキスト形式で記述することができ，拡張性
に優れた記述言語である。タグの検証が可能で，形式の
妥当性を確保しやすく，検索や情報抽出，データ形式の
変換が容易にできるという特徴もあり，コーパス記述に
適した方式として，一般的に用いられる。既に国語研究
所で公開している『太陽コーパス』『日本語話し言葉コー
パス』等のコーパスも，XML による記述を採用してお
り，その流れを継承するものでもある。 
 
2.2.3 文字集合 
文字集合は，JISX0213:2004に準拠したものを用いる。 
国内規格としては，最も符号化文字数が多く，国内の
印刷事情を考慮した異体字についての明確な包摂規準を
持ち，コードマッピングにより，Unicode規格との互換
性を確保できる利点がある。 
 
3 電子化フォーマットの仕様3 
3.1 既存コーパスの電子化フォーマット 
 近年のコーパス言語学の発展により，大規模コーパスの 
 
                                                     
3 現仕様では，block要素約30，inline要素約15を定義している。形
態論情報付与の形式は現在策定中であり，今回の発表では触れない。 
 
構築や活用に対する，機運の高まりが見られるが，コー
パスと銘打ったものに限らず，言語の電子化データは，
これまでも多く作成されてきた。 
 これらの言語資料は，さまざまなフォーマットで電子
化されている。欧米の大規模コーパスの多くが，電子文
書やコーパスの電子化共通規格を提供する TEI(Text 
Encoding Initiative) 4や， CES(Corpus Encoding 
Standard)5などの標準規格に準拠する電子化方式を採
用する一方，国内では，統一的な言語資料の電子化規格
が，今のところ確定していない。そこで，本コーパスの
電子化フォーマットは，国際規格との連携を保ちつつ，
日本語書き言葉の特性を捉えたものを目指す。策定に際
しては，コーパスを構成する，新聞・雑誌・書籍を中心
に，様々なメディアの文書からサンプルを取り，文書構
造の把握を試みた。この試行を元に，上記の目的に合致
する枠組みを検討・決定した。要素の一部を表1に示す。 
 
3.2 仕様の特徴 
ここでは主に，記事単位のサンプル(可変長サンプル)
に付与される文書構造に関する仕様について述べる。こ
の仕様の特徴は以下の３点である。 
1. 言語の階層構造を，入れ子関係によって示す。 
記事>クラスタ>段落>文等の要素間の親子関係やクラ
スタの入れ子によって文書の論理構造を明示的に記述
                                                     
4 http://www.tei-c.org/ 
5 http://www.cs.vassar.edu/CES/, http://www.cs.vassar.edu/XCES/ 
情報 要素 XMLタグ 意味 ( * 括弧内は属性による記述) 
サンプル sample サンプルの範囲(サンプルタイプ，書誌ID) 
記事 article 同一著者，同一テーマによる文章の単位(記事ID) 
タイトル title ある範囲の文書要素に対する代表記述 
クラスタ c タイトルが包括する文書要素の範囲 
概要 abstract 記事についての概要，要旨や前文 
著作者情報 authorsData 文書作成に携わった人・組織の表示 
図表付随 fgBlock 図表，写真と，それに付随するキャプション 
項目 list 箇条書き，順序付き・定義語付きリストなどの並列要素 
注 noteBody 脚注・後注・傍注など，本文行に含まれない注要素 
段落 p 一字下げで始まり，改行で終わる，文のまとまり 
文 s 句点，"!"，"?"などの記号類によって区切られる語のまとまり 
引用 quotation 他文献からの引用や，発話の書き起こし(引用タイプ) 
????
?
韻文 verse 詩や和歌などの韻文 
ルビ付き文字 ruby 本文行外に振り仮名等が付されている文字(ルビテキスト) 
外字 missingChar 文字集合外の文字(Unicode番号，字体説明) 
??
?
校正注 correction 原文における誤植を修正した箇所(誤植タイプ，原文) 
表1 要素リスト(抜粋) 
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2. 文書中の役割・位置づけを明確に示す。 
タイトル，概要，キャプションなど，文書内での特別な役
割を持つ要素を抽出でき，文書内容把握，文書要約，
文書タイプ分類などへの活用を可能にする。 
3. 言語的特徴・差異が想定される要素を，的確に選択で
きる。 
文体・語彙・文法的差異の見られることが知られるタイ
トル，キャプション，引用(文献引用・会話)などを区別で
き，要素間の比較や，必要要素の抽出・不要要素の排除
を容易にする。 
 
3.3 形式化の例 
3.3.1 階層構造の記述とタイトルの抽出 
 文書内容の把握において重要な役割を果たす要素であ
るタイトルの抽出と記述形式の例を示す。 
 新聞や書籍などの定型のテキストとは異なり，雑誌の
タイトルの付け方は多種多様である。タイトル周辺に多
数の修飾要素が配されるものが多く，それらの位置付け
は，タイトルとも記事本文とも異なる。また，トピック，
内容要約，一部抽出など，いずれもタイトルとしての性
質を持つ要素が重層的に複数表示されるものがある。こ
れらを，タイトル付属要素と捕らえ形式化する6。 
 
<titleBlock> 
こんなステキな生き方、理想のキャリア・ライフをめざ
したい！ 
<title>憧れの大人の女優６</title> 
</titleBlock> 
 
 このフォーマットは，タイトルの重層性を示すと共に，
新聞タイトルや書籍の章節タイトルとの関連を考慮し，
title要素の等質性を確保する形式にもなっている。 
 
3.3.2 発話書き起こしの記述 
 発話の形式化の例として，雑誌等に多く見られる対談
やインタビューの書き起こし記事の例を示す。 
発話書き起こしには，話者表示と共に発話が示されて
いるもの，発話のみが示されているものなど，多様なス
タイルがある。これらについて，(1)話者の交代によって
区切られる1話者の1発話範囲を示す，(2)話者表示があ
る場合には，1発話範囲とセットで記述する，(3)発話以
外のものを排除できる形で記述することを考慮した結果
が，以下のフォーマットである7。 
 
                                                     
6 例：金子「憧れの大人の女優６」,『SCREEN』58(14),2003,pp.65-70 
7 例：「B-Press」,『BACKSTAGE PASS』19(12) ,2003,pp.171-175 
<quotation type=”speech”> 
<spMarker>ジャマイカ</spMarker> 
<p><s> 「でも、ホントはオレ控えめで大人しいんです
よ？</s><stageInline>（一同爆笑）< /stageInline ><s>
人見知りするしね」</s></p> 
</quotation> 
 
このフォーマットは，シナリオや小説の会話部等の記
述にも適用でき，本文から会話部を，会話部から会話以
外の要素を抽出・排除できる。入れ子関係により発話の
話者を表現する形式にもなっている。 
 
4 電子化作業 
4.1 電子化作業における環境整備の目的 
 電子化作業はコーパス作成の核であり，膨大なデータ
を，短期間に高い精度で作成することが求められる。 
大規模データの作成には，多くの作業者が様々な環境
で作業に携わる。各作業者が効率良く作業を行なう必要
があり，また，データを的確にチェックする必要がある。 
 この問題に対処するために，電子化作業を幾つかの段
階に分け行なうこととし，各作業段階においては，様々
な作業環境の整備を行なうこととした。次節で，作業の
流れに沿って詳細を示す。 
 
4.2 電子化作業の各段階の詳細 
4.2.1 サンプル紙面の確認と文字入力 
抽出されたサンプルについてサンプル抽出規準点，範
囲，データ化不要箇所等を確認した後，文字を入力する。 
この際，固定長サンプルの範囲確定に必要となる独自
規定による文字計測と，JISX0123 へのサポートが必要
となる。そこで，文字入力環境作業にはemacsを導入し，
独自規定による文字計測，JISX0213 規格文字の入力等
に対応するマクロを実装して，作業の効率化を図った。 
 
4.2.2 タグの簡易入力 
次に，文書構造を表わすためのタグを入力する。 
この時，XML タグそのものを入力するのは，非効率
的で誤りも多い。より高速かつ簡便にタグ付けをするた
め，簡易タグをテキストデータ内に入力する方式を取る。 
この簡易タグ入力方式は，例えば title要素を，「t」と
「/t」で挟んで記述するというもので，高速にタグ付け
の作業を行なうことができる(図1･上段)。 
簡易タグ入力についても，上記emacsマクロで入力の
支援と入力結果の検証を行ない，作業の効率化とデータ
形式の妥当性を確保する。 
 エディタ，マクロの整備の他に，文字入力の形式や，
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類似文字の包摂や使い分け，簡易タグ付けについてのマ
ニュアルを作成した。マニュアルは，実例の分析に基づ
き作成し，豊富な例と詳細なルールを示すことで，判断
の揺れを極力排除するよう心掛けた。 
 
4.2.3 自動XML変換 
 簡易タグ入力の済んだテキストは，perlスクリプトに
より，XML ファイルへ変換を行なう。簡易タグの置き
換えの他に，テキストを手がかりに，段落，文，改行位
置などの要素を自動判別し，タグを付与する(図1･下段)。 
 
 
図1 簡易タグ入力ファイル(上)と変換したXMLファイル(下)8 
 
4.2.4 データチェックと修正 
タグ付けのデータチェックは， XSLTを介して各要素
を明示的に表現する形で web ブラウザに表示して行な
う。要素別に表示を変え，階層の深さと背景色の濃さを
関連付けるなど，文書の階層構造についても，視覚的に
把握できるよう工夫している(図2)。 
 
4.2.5 DTDチェックと情報追加 
 構造・文字情報のチェック→簡易タグ付けテキストの
                                                     
8 例：小森，本間「ライフスタイルで考える「住まいのかたち」これか
らの集合住宅」,『家庭画報』46(11),2003,pp.388-405 (※図2同様) 
修正→XML への変換→チェックの循環によって，デー
タを確定し，DTDによる形式チェックを行なう。 
簡易タグ入力の対象外となっている一部の属性等の情
報を追加し， XMLファイルが完成する。 
 
 
図2 構造化データチェック画面 
 
5 おわりに 
 国立国語研究所で構築を計画している，代表性を有す
る書き言葉コーパスの電子化フォーマットの設計方針と
仕様を紹介した。また，データ作成のための作業環境整
備の必要性と，実際の環境整備について述べた。 
 仕様や環境整備には，不十分な点も多い。今後のコー
パス作成を通じて，研究利用により適した形式の策定，
高精度な大規模データをより効率的に作成できる環境の
整備を目指したい。 
 
参考文献 
[1] 山崎他「代表性を有する書き言葉コーパスの設計」,本予稿
集所収,2006 
[2] 丸山他 a「現代日本語の書き言葉に関する生産実態と流通
実態」,本予稿集所収,2006 
[3] 丸山他 b「代表性を有する書き言葉コーパスのサンプリン
グ手法について」,本予稿集所収,2006 
[4] 齊藤・中村・赤野『英語コーパス言語学 基礎と実践（改訂
新版）』,研究社出版, 2005 
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文字・表記研究とコーパス
ーKOTONOHAと「ひまわり」の紹介ー
高田智和・山口昌也
（国立国語研究所）
2006年12月16日
漢字文献情報処理研究会第9回大会
発表の概要
• KOTONOHA計画（国立国語研究所のコー
パス構築）の紹介
• 全文検索システム「ひまわり」の紹介とデモ
コーパスはどのように利用されるか
• 言語研究のため 言語学、日本語学、国語学
• 言語処理のため 自然言語処理、音声認識、
音声合成
• 言語教育のため 日本語教育、国語教育
• 言語政策のため 常用漢字表、公用文の表記
• 辞書編纂のため 用例の検索
• 実験心理学 刺激の統制
日本語のコーパスに関する最大の問題点
• バランスのとれた書き言葉のコーパスが欠け
ている。新聞記事や著作権の切れた文芸作
品は入手できるが、現代の一般書籍のデー
タがまったくない。
KOTONOHA
国語研究所がこれまでに開発した、またこれから開発する日本語コー
パスとその付属技術の総体を Kotonoha と呼ぶ。
「太陽」
CSJ
Kotonoha
書き言葉
書籍
新聞
雑誌
モノローグ
対話
話し言葉
1895          1925         1950        1975         2000
現代語書き言葉均衡
コーパス（１億語）
開発期間:2006-2010
データ不在
明治、大正期の
総合雑誌700万語
現代のスピーチ 750万語
2010年以降
における開
発の候補
2010年以降におけ
る開発の候補
JISコード
言文一致 現代かなづか
い
当用漢字
常用漢
字
構築体制
• 国立国語研究所 KOTONOHA計画
現代日本語書き言葉均衡コーパスの構築
2006～2010年度
• 文部科学省 科学研究費補助金 特定領域研究
「代表性を有する大規模日本語書き言葉コーパス
の構築－21世紀の日本語研究の基盤整備－」
（領域代表者：前川喜久雄，平成18～22年度）
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現代日本語書き言葉均衡コーパスの構成
書籍、雑誌、新聞
2001～2005年
約3500万語
固定長＋可変長
書籍
1976～2005年
約3000万語
固定長＋可変長
白書、法律、国会会議録、ベストセラー、
教科書、ＷＷＷ上のテキスト …
1976～2005年 2001～2005年
3000万語強
可変長（一部 固定長＋可変長）
生産実態サブコーパス 流通実態サブコーパス
非母集団サブコーパス
• 各サブコーパスの位置付け
• 生産実態サブコーパス
– 書き言葉が生み出される時点に着目する。
– 出版目録等を母集団として出版された書き言葉を平等に扱う。
– 2001～2005年に出版された書籍、雑誌、新聞が対象。
• 流通実態サブコーパス
– 流通している書き言葉を幅広く収集する。
– 図書館に所蔵されている書籍を対象とする。
– 過去30年の間に出版された書籍が対象。
• 非母集団サブコーパス
– 上記２つのサブコーパスではとらえにくいもので、現代日本語の実態を把握する
のに重要な資料を対象とする。
– とくに、国立国語研究所の研究活動において必要なもの。
• 設計方針(1)
• 多様な書き言葉をバランスよく反映したコーパス
– いわば、現代日本語の縮図となるコーパス
– 母集団からのランダムサンプリングを行い、母集団にお
ける諸特性の分布を推測できるようにする。
• 幅広い目的に供するコーパス
– 日本語学、日本語情報処理、日本語教育、国語教育、国
語政策等で活用できるような設計。
– 過去30年間の言語変化を観察できるようテキストを採録。
– 文書構造の把握を考慮した設計。
• 設計方針(2)
• 公開可能なコーパス
– 利用許諾が得られたテキストのみを収録。
– 無償公開と有償公開を予定。
• 既存のコーパスとのスムーズな接続
– 日本語話し言葉コーパス(CSJ)で採用した言語
解析単位（短単位と長単位）を採用。
– 「短単位」、「長単位」は、元は国立国語研究所の語彙調査で使われ
た調査単位。具体的な規則の集合として規程される。近似的な表現
として、短単位は形態素の１回結合までに相当する単位、長単位は
文節に相当すると言える。
コーパスへの収録条件（除外対象）
• 文字が主体の言語表現であること。（写真、
絵画、地図、漫画、図は除外）
• 日本語であること。（外国語は除外）
• 文章であること。（名簿等は除外）
• 現代語であること。（著者の生年や資料の刊
行年を基準として判定）
• その他（広告、目次、前書き、解説、問題集、
成人向け等の扱い）
文字の入力
• JIS X 0213:2004の範囲
• 白書コーパス（1500サンプル、約850万字）
第3水準漢字 異なり15字、延べ56字
第4水準漢字 異なり1字、延べ1字
X0213非漢字 異なり107字、延べ12,287字
ExtensionB U+235C4（度数7）
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沖縄と沖繩
1976～
1980 
1981～
1985 
1986～
1990 
1991～
1995 
1996～
2000 
2001～
2005 
縄 72 61 25 59 35 27
繩 19
• 防災白書昭和55年版
• 防災白書昭和57年版
• 「縄（繩）」は常用漢字表で追加された漢字
書籍コーパスを用いて漢字使用への
影響をとらえる
• 常用漢字表で追加された漢字のうち、字体の
新旧に関係する漢字
（例）縄／縄、蛍／螢、褒／襃
• 1983年のJIS規格改訂で区点位置の入れ替
えがあった漢字
我が国の政府開発援助1992
我が国の政府開発援助1997
多様な構造化テキストに対応した
全文検索システム『ひまわり』
国立国語研究所
山口昌也
はじめに
• 『ひまわり』とは
言語研究用に設計された全文検索システム
• 『ひまわり』の機能の概略
– 構造化された文書(XML)に対する全文検索
– 言語研究支援
• 検索結果の KWIC 表示
• 付与された各種情報の閲覧
『太陽コーパス』の検索例 『ひまわり』の特徴（１）
• 多様な構造を持つ言語資料に対応可能
– テキストコーパス
• 『太陽コーパス』，『日本語話し言葉コーパス』
• 新聞テキストコーパス（毎日，読売など）
• 各種白書，広報誌，『青空文庫』など
– 辞書（例：分類語彙表），
– 各種資料（頻度表など）
• 多様な利用目的に対応可能
– さまざまな閲覧形式（例：新聞，辞書）
– さまざまな検索条件
研究目的により異なる
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『ひまわり』の特徴（２）
• 容易な検索条件の指定
– GUI で検索条件を指定
– 利用目的にあった検索条件をあらかじめ用意
• 多くの環境（ＯＳ）で動作
– Ｊａｖａ 言語で記述
– Windows, Linux, Mac など
今後，サーバ化を予定
『ひまわり』の詳細
• 国語研の Web ページにて公開中
– http://www.kokken.go.jp/lrc
– 上記ページから無料でダウンロード可
• 『ひまわり』用の各種サンプルも公開
– 『太陽コーパス』
– 『分類語彙表』
– 『日本語話し言葉コーパス』
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文字コードとタグによる漢字字体の記述 
 
高田智和 間淵洋子 西部みちる 北村雅則 山口昌也 
独立行政法人 国立国語研究所 
 
１．はじめに 
国立国語研究所では，現在，2006 年～2010 年を開
発期間として「現代日本語書き言葉均衡コーパス
("Balanced Corpus of Contemporary Written 
Japanese" 以下，"BCCWJ"と略す)」の構築を進めて
いる。BCCWJ は，1976 年から 2005 年までの 30 年
間に出版された，幅広い日本語の書き言葉を収録対象
とし，総語数約１億語を目指す，大規模バランストコ
ーパスである。収録テキストには，文字情報，文書構
造情報，形態論情報など，豊富な研究用付加情報が与
えられ，日本語学・自然言語処理・辞書編集・国語施
策等，さまざまな分野での利用に資するものとして期
待されている1。 
BCCWJ の収録対象期間である過去 30 年間には，
当用漢字表の廃止と常用漢字表の制定（1981 年）や
JIS 漢字の制定（1978 年）と 5 回の改訂（1983 年，
1990 年，1997 年，2000 年，2004 年）など，社会で
の漢字字体の使用に影響を与える出来事があった。 
BCCWJ では，これらの出来事が出版資料の文字・
表記に及ぼした影響を観測できるように，文字・表記
の実態を詳細に記述することを目的として，JIS X 
0213:2004 に依拠して漢字字体を記述すると共に，文
字コードで表現できない文字（外字）については，XML
形式による独自のタグを設けて記述を試みている。こ
れに加えて，今回は XML の拡張性を生かし，文字コ
ードで再現できない漢字字体の差異を記述するための
新たなタグを設計した2。 
本稿では，既に作成がほぼ終了した，BCCWJ 収録
予定の白書データ約 500 万語を資料として，文字コー
ドとタグによる漢字字体の記述が，それぞれ，どのよ
うな事象について有効性をもつのかを調査・確認する。
その上で，調査結果に，先に挙げた常用漢字表の制定
                                                     
1 BCCWJ の設計については，山崎（2007）を，研究用付加
情報と電子化形式については，間淵他（2006）を参照。 
2 文字コードで再現できない漢字字体の差異を記述するた
めの新たなタグは，漢字字体研究のための拡張タグであり，
BCCWJ のタグの基本仕様には含まれていない。 
や JIS 漢字の改訂の影響を見出せることを指摘する。 
 
２．資料概要 
 まず，今回資料として用いたデータの概要を示す。 
 BCCWJ は，(1)「生産実態サブコーパス」(2)「流通
実態サブコーパス」(3)「非母集団サブコーパス」の３
つのサブコーパスからなる。(1)，(2)は，母集団からの
ランダムサンプリングによって，統計的な代表性を確
保しつつサンプルを取得する。一方(3)は，母集団を設
定せずにサンプルを取得する。(1)(2)からは十分な量が
得られないものの，書き言葉の実態を把握する上で重
要な資料として，公共性の高い文章を一定の基準で選
択し，収録するものである。この「非母集団サブコー
パス」に収録されるものの一つが，今回資料とした，
中央省庁刊行の白書である。 
 
 
図 1：BCCWJ の構成 
 
 BCCWJ では，分析目的の違いを考慮し，長さを異
にする以下の 2 種類のサンプルを用意している。 
固定長サンプル：サンプル長を 1000 字に固定して
取得するサンプル 
可変長サンプル：記事，章などの論理的な構造を持
つ文章の一まとまりを取得するサンプル 
 2 種のサンプルは，サンプル取得対象からランダム
に選ばれる 1 文字（サンプル抽出基準点と呼ぶ）を基
準として，同時に取得される。コーパス作成時は，こ
の両者をいずれも包含する形でデータを構築しており，
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公開時には，このデータから，それぞれのサンプルを
抽出し提供する。 
 今回の調査には，固定長・可変長の各サンプルを抽
出する前の，両サンプルが包含されたデータを用いる。
本稿の以下の部分では，便宜的に，この作成時のデー
タを「サンプル」と呼ぶことにする。 
 
図 2：サンプルの形態 
 
 BCCWJ には，1500 サンプル，約 500 万語分の白
書データが格納される。過去 30 年を 5 年刻みで 6 期
に分け，各期に発行された白書から，データ量がほぼ
均等になるよう，ランダムに 250 ずつサンプルを取得
した。サンプリングの対象となった白書はさまざまで，
環境白書，通商白書，科学技術白書，警察白書など，
40タイトル 1006冊。コーパス収録対象となったのは，
各期 120 冊前後，計 730 冊であった。今回調査対象と
した文字に関するデータ量を，以下の表 1 に示す。 
 
表 1：白書データの文字量 
 文字数 
1 サンプルあ
たりの文字数
対象
冊数
第 1 期 
(1976-1980 年) 
約 150 万字 約 6000 文字 112
第 2 期 
(1981-1985 年) 
約 140 万字 約 5600 文字 113
第 3 期 
(1986-1990 年) 
約 140 万字 約 5600 文字 120
第 4 期 
(1991-1995 年) 
約 140 万字 約 5700 文字 121
第 5 期 
(1996-2000 年) 
約 130 万字 約 5300 文字 133
第 6 期 
(2001-2005 年) 
約 150 万字 約 5900 文字 131
合計 約 850 万字 約 5680 文字 730
３．白書データとJIS X 0213:2004 
BCCWJ は，JIS X 0213:2004 を文字入力のための
文字セットとしている。 
情報交換用符号化文字集合として規定されるJIS規
格は，1978 年に第 1・第 2 水準漢字と非漢字からなる
約 6,800 文字が制定され（JIS X 0208），83 年，90 年，
97 年の改訂を経て，2000 年には，第 3・第 4 水準漢
字と非漢字約 4,000 字を拡張した（JIS X 0213）。2004
年には，国語審議会答申の「表外漢字字体表」で定め
る「印刷標準字体」を全面的に採用し，およそ 150 字
種の字体を変更する改訂を行っている（「葛」は「 」，
「辻」は「 」となる）。BCCWJ の文字処理で依拠
する JIS 規格は，2004 年版の規格であり，第 1～第 4
水準漢字と非漢字からなる約 11,000 字の文字セット
である。 
 JIS X 0213:2004 による白書データの符号化の状況
を示すと，次の表 2 のようになる。 
 
表 2：白書データの符号化 
  異なり字数 延べ字数 
第 1 水準漢字 2,407 3,965,586
第 2 水準漢字 231 1,065
第 3 水準漢字 15 56
第 4 水準漢字 1 1
X0208 非漢字 319 4,547,464
X0213 非漢字 107 12,287
外字 3 7
合計 3,083 8,514,179
 
 JIS X 0213:2004 を用いることで，白書サンプルの
ほぼすべての文字が符号化される。また，第 3・第 4
水準漢字と X0213 非漢字の使用率，つまり，JIS 規格
の拡張文字の使用の点では，漢字よりも非漢字の符号
化に対して，JIS X 0213:2004 の有効性を見出すこと
ができる。 
 
４．文字コードによる漢字字体の記述 
 常用漢字の新旧字体など JIS X 0213:2004に規定さ
れた異体字の組であれば，サンプルに出現した漢字字
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体をコーパスの中で再現することが可能である。 
 例えば，「縄―繩」の異体字の組は，1 面 38 区 76
点に「縄」，1 面 69 区 74 点に「繩」のように，JIS 漢
字に両方の字体が登録されているので，資料に出現し
た字体に即して入力し分けることができる。以下に入
力例を示す。 
 
防災白書昭和 55 年版 
 → 沖繩気象台 
防災白書昭和 57 年版 
 → 沖縄県を除く。 
 
 白書データにおいて，「縄―繩」の出現状況を期ごと
に示すと次の表 3 のようになる。用例はいずれも「沖
ナワ」である。 
 
表 3：「沖ナワ」の字体 
  1 期 2 期 3 期 4 期 5 期 6 期
縄 72 61 25 59 35 27
繩 19 0 0 0 0 0
 
 第 1 期（1976-1980 年）では「縄」と「繩」の両方
が出現するものの，第 2 期（1981-1985 年）以降は「縄」
のみが使われ，「繩」が出現しなくなる。第 2 期の始
まりにあたる 1981 年は，常用漢字表が制定された年
である。「縄」は常用漢字表に新たに追加された漢字で
あり，それ以前の当用漢字表には含まれていない。漢
字使用の基準がないために，第 1 期の白書では康煕字
典体（旧字体）の「繩」と簡略字体（新字体）の「縄」
の双方が使われてゆれを生じ，第２期以降の白書では，
常用漢字表で通用字体と示された「縄」に収束したも
のと考えられる。中央省庁の刊行物という白書の性格
が使用される漢字字体の選択に反映された事例である
と同時に，常用漢字表の影響が出版資料に現われた事
例と見なされる。 
 
５．タグによる漢字字体の記述 
 「縄―繩」のように文字コードで区別できる異体字
の組であれば，JIS X 0213:2004 を運用することによ
って漢字字体を記述することができるが，「捗― 」
のように文字コードで区別できない異体字の組であれ
ば，漢字字体を記述するためには，文字コードによら
ない別の手段を講じる必要が生じる。 
 文字コードで区別できない異体字の組には，過去の
JIS 規格の規格票例示字体の変更に関連する字種と重
なるものがある。「捗― 」もその一つである。1978
年の第 1 次規格では，康煕字典体の「 」が例示さ
れ，1983 年の第 2 次規格（83JIS）では，常用漢字の
新字体に準じた「拡張新字体」の「捗」に変更された。
そして，2004年には，「印刷標準字体」を採用して「 」
に変更された。つまり，JIS 規格の例示字体は，1978
年に康煕字典体で始まり，1983 年から「拡張新字体」
に変わり，2004 年に再び康煕字典体に戻るという変遷
を遂げている（図 3 参照）。 
      捗       
1978 年  →  1983 年  →  2004 年 
康煕字典体   「拡張新字体」   康煕字典体 
図 3：JIS 漢字の字体変更 
 
文字規格の変更はコンピュータでの実装に反映さ
れ，コンピュータの実装字体（特に 83JIS の「拡張新
字体」）が出版資料の文字・表記に影響を及ぼしている
と言われている。しかし，このことを実証的に解明す
る調査はまだ行われておらず，近年のコンピュータ文
字の影響を捉えることは，文字研究のテーマとして意
義あるものと考えられる。 
そこで，2004 年の JIS 規格改訂に際して，「拡張新
字体」から康煕字典体（「印刷標準字体」）に変更され
たおよそ 150 字種に限り，資料に出現した漢字字体が
変更前後のどちらの字体であったのかをコーパスで区
別して記述する試みとして，研究用の拡張タグを設け，
BCCWJ の白書データについて字体タグを施した。 
 
jis2004：変更後の康煕字典体（「印刷標準字体」） 
jis2000：変更前の「拡張新字体」 
 
以下に字体タグの付与例を示す。 
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障害者白書平成 8 年版 
  
→ 進<jis2004>捗</jis2004>状況 
障害者白書平成 15 年版 
   
→ 進<jis2000>捗</jis2000>状況 
 
 白書データにおいて字体タグを施した字種のうち，
全期を通して出現する字種について，字体の分布を示
すと右の表 4 のようになる。「葛― 」を除いて，第
6 期（2001-2005 年）には「拡張新字体」が用いられ，
康煕字典体は出現しない。 
表 4 にまとめた調査結果から，白書において俯瞰的
には，康煕字典体と「拡張新字体」とでゆれがあった
字種は「拡張新字体」に収束し，康煕字典体が主流で
あった字種は「拡張新字体」に移行している現象を指
摘することができる。出版・印刷の実情に関する調査
が今後の課題として残るものの，パソコンの普及と，
それに伴う電子入稿の一般化から推測するに，第 6 期
における「拡張新字体」への収束は，83JIS の影響が
出版資料に現われた事例と解すべきであろう。 
 
６．おわりに 
BCCWJ は書籍部分の構築を進めており，書籍につ
いても，文字コードと字体タグの併用によって，漢字
字体の記述を行うことを予定している。 
また，2004 年の JIS 規格の字体変更は，マイクロ
ソフト社の次期 OS に反映され，ごく近い将来に社会
での漢字字体の使用に影響が現われるものと予測され
る。「拡張新字体」から康煕字典体への移行が，白書や
他の出版資料において行われる可能性があり，今後も
継続して観察する必要があろう。 
 
【参考文献】 
山崎誠 (2007) 「現代日本語書き言葉均衡コーパス」
の基本設計について. 『特定領域「日本語コーパス」
平成 18 年度公開ワークショップ（研究成果報告会）
予稿集』. 国立国語研究所. 
間淵洋子他 (2006) 代表性を有する書き言葉コーパス
の電子化フォーマットについて. 『言語処理学会第 12
回年次大会発表論文集』. 
 
表 4：字体変更の漢字 
  1 期 2 期 3 期 4 期 5 期 6 期
茨 9 3 10 7 5 26
 7 6 19 32 7 0
葛 1 0 0 0 0 1
 3 3 5 3 2 2
揃 3 1 1 3 6 6
 18 0 3 6 2 0
遜 0 0 0 0 0 3
 2 2 1 1 1 0
捗 0 0 0 1 8 15
 12 18 13 15 13 0
賭 0 0 0 0 1 4
 10 5 4 5 8 0
灘 0 0 0 0 3 3
 8 1 5 4 1 0
逼 0 0 0 0 1 3
 3 5 3 4 1 0
 
 
《付記》 
本研究は，文部科学省科学研究費補助金特定領域研
究「代表性を有する大規模日本語書き言葉コーパスの
構築：21 世紀の日本語研究の基盤整備」（平成 18～22
年度，領域代表者：前川喜久雄）による補助を得た。 
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教えあいに基づく作文作成支援システムの設計
山口 昌也
独立行政法人 国立国語研究所
masaya@kokken.go.jp
1. はじめに
本研究の目的は，小学生高学年から中学生を対象と
した作文作成支援システムを構築することである。本
論文ではその設計について述べる。
作文教育に関する研究は，国語教育の分野において，
明治時代からなされてきた [1]。近年，自然言語処理な
どの情報工学を応用した研究も盛んに行われており，
学級新聞の作成支援システムの研究 [2]，非母語話者
の日本語作文における語や文法の誤り検出 [3]，文章
構造の可視化による作文教育支援 [4]などの研究が存
在する。しかし，従来の研究には，次のような問題点
があると考える。
(1) 学習者とシステムとのインタラクションが，シ
ステムからの知識の教授に偏りがちであり，学
習者の自発的な学習が起こりくいこと (例：学
習者はシステム側から文法的な誤りの指摘を受
けるなど，学習者側が常に知識を教授され，そ
れに回答するという関係になる)
(2) 語や文法レベルの支援に留まり，文章の全体構
成，および，内容に関する支援を行うシステム
が少ないこと
(3) 教師の指導意図をシステムの動作に反映させ
る仕組みを持たず，実際の授業で運用しにくい
こと
そこで，本研究では，教えあいに基づく作文作成支
援システムの設計を行う。本システムは，上記の問題
点 (2)を受けて，文章の構成，および，内容に関する
支援に焦点を当てるものとし，学習者が他人に論理的
に何かを説明する文章を作成できるよう支援すること
を目指す。学習者は，小学生高学年から中学生とする。
本研究の特徴である「教えあい」とは，学習者が作
文を作成する状況で，学習者（複数），システム，教師
の３者がそれぞれの持つ知識を教えあうことを指す。
本論文では，この「教えあい」の構造を用いて，上記
の三つの問題を解決する方法を示す。
本論文の構成は，次のようになっている。まず，2
節では，作文作成支援システムの設計方針を述べた上
で，システムの設計内容を説明する。次に，3節で，2
節の設計に基づき，システムの実現方法を検討する。
そして，4 節で本論文のまとめを述べる。
2. 作文作成支援システムの設計
2.1 設計方針
作文作成支援システムを設計するにあたって，前節
で挙げた問題点を考慮して，次の設計方針を立てる。
(1) 学習者が作文に対するアノテーションを行う
こと
(2) 他の学習者の知識を利用すること
(3) 教師の指導意図を取り込むこと
方針 (1)は，問題点 (1)を解決するために，「学習者が
教える」という方法論 [7]を採用したものである。この
方法論では，学習者が教授することにより，自発的な
学習が促進されるとともに，他人に対して説明 (知識
の教授)を行うことにより，詳細な知識が整理された
形で習得できる，と説明される。そこで，本システム
では，学習者が作文に対するさまざまなアノテーショ
ンを行う状況を作りだし，学習者自身が自発的に作文
に関する学習を行うように促す。さらに，システムが
アノテーション結果を利用して，学習者に対する教授
を行う方法も考える。
方針 (2)は，問題点 (2)の解決を目指し，従来のシ
ステムでは難しかった，文章の構造や内容に関する支
援を実現しようとするものである。解決方法としては，
他の学習者による質問や指摘を採り入れることを考え
る。この方法によれば，作文中のさまざまな不備一般
に対応可能であると同時に，「学習者が教える」という
ことにもつながる。
方針 (3)は，問題点 (3)に対応するものである。具
体的には，学習者の作文の文章構造や文章内容に関す
る注意点など，教師が学習者に対して指導したい事柄
をシステムに伝える手段を用意する。これにより，実
際のカリキュラムと連係したり，授業の中で運用でき
るようにすることを目指す。また，指導意図の取り込
み方法を含め，システムの設置や運用が，教師にとっ
て可能な限り容易になるよう配慮する。
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2.2 教えあいの構造
2.2.1 概要
前節の設計方針をふまえ，図 1に示す，教えあいの
構造を提案する。この構造中には，学習者と学習者，
学習者とシステム，システムと教師という三つの「教
えあい」が内包されている。なお，この図では，学習
者は二人としている。しかし，本システムは，教育現
場で使用されることを想定しているため，一般的な利
用状況においては，二人以上の学習者を想定すること
になる。以下の節で，個々の「教えあい」の内容につ
いて，詳しく説明していくことにする。
図 1: 教えあいの構造
2.2.2 教師 ⇔ システム
まず，システムと教師間では，教師が学習者に対す
る指導項目を規則として記述して，システムに設定 (教
授)する。規則の内容は，次の二つに分けられる。
規則 1：作文の文章構造や書式に関する規則
例 1：作文にはタイトルと著者名が含まれる
例 2：段落の先頭は 1文字空白をあける
規則 2：作文の内容に関する規則
例 1：日時や場所の記述がなければならない
（運動会に関する作文を課題として出す場
合）
例 2：材料に関する記述がなければならない
（料理に関する作文を課題として出す場合）
システムはこれらの規則に基づいて作文を評価し，
学習者とインタラクションを行う。詳細は，2.2.3節を
参照されたい。
一方，システムから教師へは，学習者の作文が XML
文書として出力される。この際，単に出力するだけで
なく，出力された XML 文書を教師が分析するのを支
援する機能も持たせる。例えば，作文のタイトルと著
者名のリストを作成したり，指導項目の規則に合致し
ていない部分を抽出すること，である。これにより，
教師が学習者を効果的・効率的に指導できるようにな
ると考えられる。
2.2.3 学習者 ⇔ システム
学習者は，自分の作成する作文に対して，アノテー
ションを加えることにより，システムに次の２種類の
知識を教授する。
² 文章構造に関わる知識
² 文章の内容に関わる知識
文章構造に関わる知識としては，章，節，タイトル，
著者，段落などの文章要素を想定している。学習者は
作文する際に，これらの文章要素に対して，明示的に
アノテーションを加え，システムに教授する 1)。教師
が設定した規則 1(2.2.2節)は，これらの文章要素に
対応づけられており，システムは規則に基づいて，学
習者が作成した作文を評価する。そして，規則に合致
しない場合は，学習者にそれを指摘する。図 2は，学
習者による文章要素のアノテーションとシステムから
学習者への指摘例 (作例)である。この例では，「作文」
は著者名を含んでいるという規則 (2.2.2節の規則 1例
1)に基づき，システムが「名前が書いてないよ」と学
習者に指摘している。また，「この節にはタイトルがな
いよ」という指摘も学習者のアノテーション結果と指
導項目に基づくものである。
二つ目の知識の教授は，システムから学習者への質
問に対する回答として行われる。システムからの質問
は，規則 2(2.2.2節)に基づいて生成される。図 2では，
システムは「運動会はいつやったの？」と学習者に質
問している。この質問は，規則 2例 1に基づいて生成
される。学習者は，この質問の答えにあたる部分にア
ノテーションする。もし，まだ回答にあたる部分が書
いていなければ，書いた上でアノテーションする。質
問と回答は関連づけられており，システムから学習者
へのさらなる質問などに利用される。
2.2.4 学習者 ⇔ 学習者
学習者間では，互いの作文に対して，コメントした
り，質問しあう。コメントや質問の内容についての制
限はないが，(a)誤字・脱字の指摘， (b)語の用法や
文法の誤りの指摘，(c) 内容に対する質問，(d) 文章
構成などの改善案などを，教師が学習者に事前に推奨
しておくものとする。学習者が行ったコメント，質問
などは，システムが管理し，学習者同士が掲示版シス
テムのように対話できるようにする。
1) 学習者が文章要素に関する情報をアノテーションするためのユー
ザインターフェイスについては，現在検討中である。
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図 2: 学習者とシステムの教えあいの例
学習者間の教えあいの利点は，二つある。一つは，
前述したように，教えることの効果である。学習者自
身が他の学習者の作文に対してコメントや質問をする
ことは，コメントするだけの知識を自ら持たなければ
ならず，自発的な学習を促進させることが期待できる。
また，他人の作文を読むということは自分の作文作成
の参考にもなる。
もう一つは，従来の作文支援システムでは困難だっ
た，（意味を理解した上での）内容に対する質問や提案
ができることである。本システムでは，システムから
学習者へ直接教授する内容は，文章の構造上の誤りの
指摘に限られるが，他の学習者の知識を用いることに
よって，それを補完することができる。
図 3は，他の学習者によるコメントや質問の例であ
る。この例では，誤字を指摘するために，「「会」じゃな
い？」とコメントしている。このコメントをするため
には，漢字に対する知識が必要であり，自発的な学習
の機会となりえるだろう。また，説明が不足している
「ごろごろ競争」に対して，追加的な記述を促すよう
な質問をしている。このような質問をシステム側で実
現するには，専用の処理方式を考案する必要がある。
図 3: 学習者同士の教えあいの例
2.3 カリキュラムにおける位置づけ
次に，本システムが実際の授業の中でどのように使
われうるのかについて考える。まず，現在の小学校の
学習指導要領 (2003年一部改正版) [6]を見てみると，
国語の「第 5学年及び第 6学年」は次のようになって
いる。¶ ³
B 書くこと
(1) 書くことの能力を育てるため，次の事項について指
導する。
(a) 相手や目的を考えながら，書くこと。
(b) 書こうとする題材に必要な事柄を集めること。
(c) 自分の考えが明確になるように，簡単な組立て
を考えること。
(d) 事柄の順序を考えながら，語と語や文と文との
続き方に注意して書くこと。
(e) 文章を読み返す習慣を付けるとともに，間違い
などに注意すること。µ ´
ここに挙げられている項目のうち，(a)，(c) を見る
と，小学校の高学年の段階で，論理的な文章構造を持
ち，他人に何かを説明する文章を書けるよう，求めら
れていることがわかる。実際，この指導要領に準拠し
た教科書 [5]を見てみると，「ガイドブックを作ろう」
という単元の中で，文章全体の構造を考えつつ，作文
を作成する課題が示されている。次に，この課題で作
成される文章の目次部分を [5] p.40 から引用する (紙
面の都合上一部省略してある)。¶ ³
○博物館について
○利用案内
　→場所・学校からの行き方
　→開館時間・入場料・休館日
○博物館の展示内容
○わたしたちのおすすめµ ´
本システムを実際の授業の中に採り入れる場合は，
このような単元を事前に実施し，作文の基本的な書き
方，および，文章の構造に関する知識を習得した上で，
実施するのが好ましいと考えられる。
3. 作文作成支援システムの実現方法
本節では，作文作成支援システムの実現方法に関し
て，検討を行う。まず，作文作成支援システムの全体
的なシステム構成を図 4 に示す。
作文作成支援システムは，この図のとおり，Web
サーバ，Wiki 2) に加えて，三つのモジュールからな
2) 編集可能な Web ページ群である。本研究では，PukiWiki
(http://pukiwiki.sourceforge.jp/) を利用する予定である。
PukiWiki は，フリーソフトウェアであり，GPL の下で配布さ
れている。
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図 4: システム構成
る。学習者と教師は，Web ブラウザを介して，作文
を閲覧する。作文の作成は，Wiki上で行う。作文は，
WikiコンテンツとしてWebサーバに格納される。以
上のように，図中の三つのモジュール以外は，一般的
なシステムであり，導入は容易であると考えられる。
次の三つのモジュールについて説明する。これらの
モジュールは，すべて Wiki のプラグイン 3)として実
現する。プラグインは Wiki コンテンツの記述要素で
あり，モジュールの実行結果を，Webページの一部と
して表示することが可能である。したがって，三つの
モジュールの機能を容易に Web ページ上に配置する
ことが可能である。例えば，この後述する「作文」要
素用の文章要素モジュールを Wiki コンテンツ中に記
述すれば，作文を作成するための Web ページを作成
することができる。
文章要素モジュール： このモジュールは，教師が指
導項目として文章要素に設定する規則を格納し，作文
中の文章要素に規則を適用する。また，文章要素の性
質に適した形式で，Webページ上に表示する役割も果
たす (例：「タイトル」要素は，本文よりも大きなフォ
ントで表示)。文章要素モジュールの動作は，教師が
設定する指導項目に基づいて決定され，「作文」「章」
「タイトル」というように，文章要素の種類分の文章
要素モジュールが存在する。
対話管理モジュール： このモジュールは，学習者間，
システム・学習者間の教えあいを管理する。具体的に
は，図 2中に示したシステムから学習者への指摘の表
示や 2.2.4節で示した学習者間の質問，コメントのや
りとりを管理する。
3) PukiWiki の場合，PHP スクリプトとして記述される。
作文分析支援モジュール： このモジュールは，2.2.2
節で示したシステムから教師への教授を実現するため
のモジュールであり，作成された作文を教師が分析す
るのを支援する。主な機能としては，Wiki 上に作成
された作文を収集して，(a) XML 文書に変換するこ
と，(b) 収集した作文を分析し，結果を Wiki 上のコ
ンテンツとして表示することである。
4. おわりに
本論文では，作文作成支援システムの設計，および，
その実現方法に関する検討を行った。本システムは，
複数の学習者，教師，システムの３者による教えあい
を基本して，従来の手法では困難だった，次の三つの
事柄を実現する手法を提案した。
² 作文作成システムに学習者による教授を導入し，
学習者の自発的な学習を促進すること
² 文章の構成，および，内容に関する支援
² 教師の指導意図をシステムの動作に反映させる
こと
今後は，提案したシステムの実装を行い，実際の授
業の中でシステムを学習者に利用してもらうことによ
り，本システムの評価を行う予定である。
謝辞 本研究は，文部科学省科研費特定領域研究「日
本語コーパス」による補助を得て，実施された。
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E
xt
en
tio
nB
が
あ
る
。
•
フ
ォ
ン
ト
の
問
題
。
•
そ
も
そ
も
、
JI
S
 X
 0
21
3:
20
04
文
字
セ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
20
06
年
度
の
文
字
入
力
•
白
書
1,
50
0サ
ン
プ
ル
（5
00
万
語
、
85
0万
字
）
19
76
～
20
05
年
に
刊
行
•
書
籍
2,
50
0サ
ン
プ
ル
（9
75
万
語
、
1,
50
0万
字
）
20
01
～
20
05
年
に
刊
行
、
文
学
作
品
中
心
、
書
籍
全
体
の
10
分
の
1
•
入
力
は
外
注
（J
IS
 X
 0
21
3:
20
04
文
字
セ
ッ
ト
）
•
「8
3J
IS
互
換
字
」や
「U
C
S
互
換
字
」な
ど
の
「異
体
字
」を
研
究
所
で
目
視
確
認
•
外
字
処
理
（タ
グ
付
け
、
X
M
L）
JI
S
 X
 0
21
3に
よ
る
符
号
化
（１
）
白
書
（1
,5
00
）
書
籍
（2
,2
80
）
異
な
り
延
べ
異
な
り
延
べ
第
1水
準
漢
字
2,
39
4
3,
98
4,
47
2
2,
92
4
3,
29
3,
18
4
第
2水
準
漢
字
21
0
1,
11
8
1,
68
7
21
,6
49
第
3水
準
漢
字
20
14
0
15
6
3,
17
5
第
4水
準
漢
字
1
1
54
10
3
X0
20
8非
漢
字
31
6
4,
54
1,
37
2
33
9
8,
90
4,
06
1
X0
21
3非
漢
字
10
4
12
,6
72
10
0
2,
45
9
外
字
5
12
44
74
計
3,
05
0
8,
53
9,
78
7
5,
30
4
12
,2
24
,7
05
JI
S
 X
 0
21
3に
よ
る
符
号
化
（２
）
•
第
3第
4水
準
漢
字
、
X
02
13
非
漢
字
の
使
用
率
（カ
バ
ー
率
）
異
な
り
延
べ
白
書
4.
10
％
0.
15
％
書
籍
5.
84
％
0.
05
％
•
漢
字
含
有
率
白
書
46
.6
7％
書
籍
27
.1
4％
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第
3第
4水
準
漢
字
の
内
訳
白
書
書
籍
異
な
り
延
べ
異
な
り
延
べ
83
JI
S
互
換
字
7
32
28
1,
77
1
康
煕
別
掲
字
6
84
18
72
U
C
S
互
換
字
3
9
9
98
0
上
記
以
外
5
16
15
5
45
5
計
21
14
1
21
0
3,
27
8
第
3第
4水
準
漢
字
の
使
用
例
（１
）
•
第
3水
準
漢
字
1-
85
-8
2（
度
数
7）
公
害
紛
争
処
理
白
書
昭
和
61
年
版
•
第
4水
準
漢
字
2-
92
-4
1（
度
数
1）
わ
が
国
外
交
の
近
況
昭
和
56
年
版
第
3第
4水
準
漢
字
の
使
用
例
（２
）
•
第
3水
準
漢
字
1-
15
-0
4（
度
数
4）
『ワ
イ
ン
づ
くり
の
思
想
』
「康
煕
別
掲
字
」「
83
JI
S互
換
字
」「
U
C
S互
換
字
」以
外
の
第
3・
第
4水
準
漢
字
の
内
訳
白
書
書
籍
日
本
人
名
0
79
日
本
地
名
7
3
中
国
人
名
8
21
0
中
国
地
名
0
32
朝
鮮
人
名
0
7
上
記
以
外
1
12
4
計
16
45
5
外
字
（１
）
•
JI
S
 X
 0
21
3の
範
囲
外
の
文
字
に
は
、
外
字
タ
グ
を
付
与
す
る
。
•
「濁
」の
異
体
字
（度
数
1）
『あ
る
洋
酒
造
り
の
ひ
と
こ
ま
』
•
麦
汁
は
<m
is
si
ng
C
ha
ra
ct
er
 
at
tri
bu
te
="
H
an
Id
eo
gr
ap
h"
 
U
ni
co
de
="
U
+6
D
4A
" 
da
ik
an
w
a=
"M
99
99
9"
>〓
</
m
is
si
ng
C
ha
ra
ct
er
>
り
が
強
くな
り
外
字
（２
）
•
濁
点
つ
き
「あ
」（
度
数
2）
『埋
み
火
』
•
「え
え
と
、
<m
is
si
ng
C
ha
ra
ct
er
at
tri
bu
te
="
H
ira
ga
na
" 
un
ic
od
e=
"U
+F
FF
D
">
〓
</
m
is
si
ng
C
ha
ra
ct
er
>
～
！
」
外
字
（３
）
•
U
ni
co
de
4.
0で
表
現
で
き
る
も
の
白
書
12
例
中
10
例
書
籍
74
例
中
65
例
•
U
ni
co
de
4.
0で
表
現
で
き
な
い
も
の
白
書
2例
書
籍
9例
書
籍
サ
ン
プ
ル
と
「U
C
S互
換
字
」
外
注
目
視
例
数
外
注
目
視
例
数
倶
倶
25
倶
x
倶
x
1
倶
倶
x
11
倶
x
倶
0
剥
剥
42
剥
x
剥
x
13
7
剥
剥
x
60
剥
x
剥
0
呑
呑
28
7
呑
x
呑
x
32
呑
呑
x
76
呑
x
呑
0
嘘
嘘
15
5
嘘
x
嘘
x
21
7
嘘
嘘
x
18
5
嘘
x
嘘
5
妍
妍
4
妍
x
妍
x
47
妍
妍
x
1
妍
x
妍
0
誤
認
率
（叱
を
除
く）
48
1／
16
59
＝
28
.9
9％
外
注
目
視
例
数
外
注
目
視
例
数
屏
屏
11
屏
x
屏
x
11
屏
屏
x
7
屏
x
屏
x
0
并
并
1
并
x
并
x
1
并
并
x
0
并
x
并
0
痩
痩
27
痩
x
痩
x
59
痩
痩
x
48
痩
x
痩
0
繋
繋
55
繋
x
繋
x
66
繋
繋
x
66
繋
x
繋
1
叱
叱
15
0
叱
x
叱
x
0
叱
叱
x
50
叱
x
叱
0
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書
籍
サ
ン
プ
ル
と
「康
煕
別
掲
字
」
•
外
注
で
「康
煕
別
掲
字
」が
入
力
さ
れ
た
も
の
は
6サ
ン
プ
ル
（2
,5
00
サ
ン
プ
ル
中
）。
•
P
B
19
_0
04
10
（『
鉄
鼠
の
檻
（講
談
社
文
庫
）』
，
京
極
夏
彦
，
講
談
社
，
20
01
.9
）
•
P
B
22
_0
00
16
（『
祖
國
正
論
2（
保
田
與
重
郎
文
庫
30
）』
，
保
田
與
重
郎
，
新
学
社
，
20
02
.1
0）
•
P
B
22
_0
00
45
、
P
B
22
_0
01
75
、
P
B
22
_0
03
41
（『
白
川
静
著
作
集
別
巻
3
金
文
通
釈
』，
白
川
静
，
平
凡
社
，
20
04
.7
）
•
P
B
39
_0
03
99
（『
国
木
田
独
歩
空
知
川
の
岸
辺
で
（道
新
選
書
38
）』
，
岩
井
洋
，
北
海
道
新
聞
社
，
20
03
.1
1）
特
定
の
固
有
名
に
「康
煕
別
掲
字
」を
使
う
•
P
B
19
_0
04
10
（『
鉄
鼠
の
檻
（講
談
社
文
庫
）』
•
P
B
39
_0
03
99
（『
国
木
田
独
歩
空
知
川
の
岸
辺
で
（道
新
選
書
38
）』
（右
の
例
） 本
文
部
分
注
部
分
旧
字
体
モ
ー
ド
•
P
B
22
_0
00
16
（『
祖
國
正
論
2（
保
田
與
重
郎
文
庫
30
）』
）
•
P
B
22
_0
00
45
、
P
B
22
_0
01
75
、
P
B
22
_0
03
41
（『
白
川
静
著
作
集
別
巻
3
金
文
通
釈
』）
（右
の
例
）
P
B
22
_0
03
41
の
「康
煕
別
掲
字
」
外
注
目
視
例
数
外
注
目
視
例
数
器
器
0
器
x
器
x
0
器
器
x
12
器
x
器
0
徳
徳
0
徳
x
徳
x
0
徳
徳
x
2
徳
x
徳
0
渉
渉
0
渉
x
渉
x
0
渉
渉
x
1
渉
x
渉
0
漢
漢
0
漢
x
漢
x
0
漢
漢
x
1
漢
x
漢
0
研
研
0
研
x
研
x
0
研
研
x
1
研
x
研
0
誤
認
率
25
／
25
＝
10
0.
00
％
外
注
目
視
例
数
外
注
目
視
例
数
福
福
0
福
x
福
x
0
福
福
x
1
福
x
福
0
者
者
0
者
x
者
x
0
者
者
x
2
者
x
者
0
諸
諸
0
諸
x
諸
x
0
諸
諸
x
3
諸
x
諸
0
郷
郷
0
郷
x
郷
x
0
郷
郷
x
0
郷
x
郷
1
類
類
0
類
x
類
x
0
類
類
x
1
類
x
類
0
•
「康
煕
別
掲
字
」に
包
摂
規
準
を
適
用
し
て
し
ま
っ
た
例
。
×
1-
92
-7
6
○
1-
22
-3
1
•
運
用
す
る
の
は
人
間
で
あ
る
か
ら
、
人
間
の
感
覚
に
合
わ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
連
番
15
3
お
わ
り
に
•
現
状
の
処
理
水
準
上
、
及
び
運
用
主
体
で
あ
る
人
間
の
感
覚
の
問
題
と
し
て
、
JI
S
 X
 0
21
3:
20
04
の
「康
煕
別
掲
字
」「
U
C
S
互
換
字
」を
使
い
こ
な
す
こ
と
は
た
い
へ
ん
困
難
で
あ
る
。
•
国
語
研
の
コ
ー
パ
ス
で
は
、
今
後
、
「康
煕
別
掲
字
」「
U
C
S
互
換
字
」を
使
用
し
な
い
で
、
JI
S
 X
 
02
13
:2
00
4の
運
用
を
試
み
る
予
定
で
あ
る
。
•
JI
S
 X
 0
21
3文
字
集
合
と
JI
S
包
摂
規
準
に
よ
る
こ
と
で
、
漢
字
字
体
の
ゆ
れ
に
関
し
て
、
一
定
の
粒
度
を
保
っ
た
電
子
化
テ
キ
ス
ト
が
生
成
さ
れ
る
も
の
の
、
語
を
み
よ
う
と
す
れ
ば
、
「異
体
字
」は
邪
魔
に
な
る
。
•
検
索
・照
合
・変
換
等
の
目
的
で
、
X
02
13
文
字
集
合
の
範
囲
内
で
の
異
体
字
関
係
を
記
述
し
た
対
応
表
が
必
要
に
な
る
。
•
範
囲
が
X
02
13
文
字
集
合
で
あ
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く、
漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
運
用
の
際
に
も
、
符
号
化
文
字
の
異
体
字
表
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
さ
ら
に
整
備
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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「白
書
コ
ー
パ
ス
」の
字
種
高
田
智
和
（国
立
国
語
研
究
所
）
20
09
年
7月
18
日
第
3回
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
：文
字
発
表
の
概
要
•
資
料
「白
書
コ
ー
パ
ス
」の
説
明
•
「白
書
コ
ー
パ
ス
」で
の
漢
字
の
使
用
状
況
•
常
用
漢
字
追
加
候
補
字
種
の
傾
向
・性
格

度
数
区
間
10
0‐
10
の
字
種
を
抽
出

同
区
間
に
出
現
す
る
常
用
漢
字
・追
加
候
補
漢
字
・そ
の
他
漢
字
を
計
量
的
観
点
か
ら
比
較

語
を
書
き
表
す
文
字
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
「白
書
コ
ー
パ
ス
」
•
1,
50
0サ
ン
プ
ル

約
50
0万
語
に
相
当

1サ
ン
プ
ル
は
お
お
よ
そ
5,
60
0字
程
度
•
19
76
年
か
ら
20
05
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
『環
境
白
書
』『
通
商
白
書
』な
ど
40
タ
イ
トル
1,
00
6冊
か
ら
サ
ン
プ
リ
ン
グ
•
原
則
と
し
て
、
JIS
 X
 0
21
3:
20
04
文
字
セ
ッ
トに
よ
っ
て
電
子
化
JIS
 X
 0
21
3:
20
04
に
よ
る
符
号
化
異
な
り
字
数
延
べ
字
数
（％
）
第
1水
準
漢
字
2,
39
3
3,
94
9,
62
7
（4
7.
08
6）
第
2水
準
漢
字
20
8
1,
02
3
（0
.0
12
）
第
3水
準
漢
字
14
56
（0
.0
01
）
第
4水
準
漢
字
1
1
X0
20
8非
漢
字
31
4
4,
43
1,
88
0
（5
2.
83
6）
X0
21
3非
漢
字
40
5,
45
6
（0
.0
65
）
「外
字
」
6
12
合
計
2,
97
6
8,
38
8,
05
5
第
3第
4水
準
漢
字
の
使
用
例
•
第
3水
準
漢
字
1‐
85
‐8
2（
度
数
7）
公
害
紛
争
処
理
白
書
昭
和
61
年
版
•
第
4水
準
漢
字
2‐
92
‐4
1（
度
数
1）
わ
が
国
外
交
の
近
況
昭
和
56
年
版
「外
字
」の
使
用
例
•
建
設
白
書
昭
和
51
年
度
版
•
経
済
白
書
昭
和
59
年
度
版
文
字
種
別
集
計
異
な
り
字
数
延
べ
字
数
（％
）
平
仮
名
75
2,
78
5,
72
2
（3
3.
21
1）
片
仮
名
83
34
3,
10
9
（4
.0
90
）
漢
字
2,
61
6
3,
95
0,
70
7
（4
7.
09
9）
ラ
テ
ン
文
字
68
88
,6
73
（1
.0
57
）
ギ
リ
シ
ア
文
字
13
88
（0
.0
01
）
ロ
ー
マ
数
字
20
5,
30
6
（0
.0
63
）
ア
ラ
ビ
ア
数
字
10
44
5,
13
3
（5
.3
07
）
符
号
・記
号
91
76
9,
31
7
（9
.1
72
）
合
計
2,
97
6
8,
38
8,
05
5
漢
字
の
分
類
別
集
計
異
な
り
字
数
延
べ
字
数
（％
）
常
用
漢
字
1,
88
3
3,
94
0,
91
6
（9
9.
75
2）
追
加
候
補
漢
字
14
1
5,
58
4
（0
.1
41
）
そ
の
他
漢
字
57
0
4,
20
7
（0
.1
06
）
合
計
2,
59
4
3,
95
0,
70
7
異
な
り
字
数
の
単
位
は
「字
種
」
殻
殼
缶
罐
挟
挾
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上
位
頻
度
20
字
順
位
漢
字
度
数
順
位
漢
字
度
数
1
年
70
,9
36
11
対
28
,1
44
2
業
50
,8
92
12
度
26
,7
26
3
国
45
,3
94
13
化
25
,0
33
4
等
44
,2
10
14
用
24
,9
46
5
地
32
,5
48
15
関
23
,3
44
6
事
30
,1
30
16
大
23
,3
01
7
者
29
,2
99
17
成
22
,8
35
8
的
28
,9
75
18
生
22
,3
53
9
行
28
,7
89
19
実
21
,1
62
10
人
28
,6
49
20
定
20
,9
86
「白
書
コ
ー
パ
ス
」に
出
現
し
な
い
常
用
漢
字
•
偉
芋
詠
悦
謁
宴
凹
翁
佳
蚊
怪
騎
恭
暁
斤
謹
襟
薫
侯
拷
侍
璽
勺
爵
儒
醜
叔
淑
升
肖
宵
嬢
辱
唇
帥
婿
拙
禅
憎
堕
嘆
嫡
衷
朕
弐
婆
陪
藩
蛮
侮
某
剖
僕
抹
匁
厄
愉
幽
悠
庸
塁
楼
（6
2字
種
）
「白
書
コ
ー
パ
ス
」に
出
現
し
な
い
追
加
候
補
漢
字
•
顎
彙
咽
鬱
艶
臆
俺
諧
窟
憬
舷
股
乞
采
刹
嫉
呪
羞
蹴
凄
煎
羨
詮
膳
爽
痩
唾
憚
嘲
諜
爪
妬
瞳
貪
丼
謎
罵
斑
肘
訃
餅
璧
蔑
頰
冥
喩
妖
辣
慄
弄
（5
0字
種
）
累
積
使
用
率
％
区
間
常
用
漢
字
追
加
候
補
そ
の
他
合
計
1-
90
53
2
53
2
90
-9
1
28
28
91
-9
2
32
32
92
-9
3
35
35
93
-9
4
40
1
41
阪
94
-9
5
51
51
95
-9
6
58
1
59
韓
96
-9
7
81
1
82
岡
97
-9
8
11
2
2
11
4
頃
奈
98
-9
9
17
5
3
2
18
0
埼
畿
熊
*俣
*伊
99
-1
00
73
9
13
3
56
8
1,
44
0
合
計
1,
88
3
14
1
57
0
2,
59
4
99
‐1
00
％
区
間
を
度
数
で
見
る
（１
）
度
数
区
間
常
用
漢
字
追
加
候
補
そ
の
他
合
計
15
0-
14
1
22
22
14
0-
13
1
18
2
20
鹿
茨
13
0-
12
1
23
23
12
0-
11
1
26
26
11
0-
10
1
15
15
10
0-
91
27
2
29
90
-8
1
32
3
1
36
80
-7
1
26
2
2
30
99
‐1
00
％
区
間
を
度
数
で
見
る
（２
）
度
数
区
間
常
用
漢
字
追
加
候
補
そ
の
他
合
計
70
-6
1
23
3
2
28
60
-5
1
49
1
5
55
50
-4
1
55
4
7
66
40
-3
1
67
6
9
82
30
-2
1
68
2
16
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コーパスを用いたテキスト分類指標の検討
—BCCWJの文書構造情報分析を中心に—
間淵洋子†　柏野和佳子　山口昌也　高田智和（国語研）
† mabuchi@ninjal.ac.jp
1.はじめに
　国立国語研究所では，2006年～2010年を開発期間と
して，『現代日本語書き言葉均衡コーパス("Balanced 
Corpus of Contemporary Written Japanese" 以下，“BCCWJ”と
略す)』の構築を進めている。開発最終年度となる2010
年度を目前に，データ作成は収束に向かっており，現
在は，データ利用に際して有益な研究用付加情報や，
既存情報の活用方法について検討を始めている。
　本稿では，BCCWJに格納予定の雑誌データを資料と
して，文書構造情報を数量的に調査し，それらが文書
のどのような特徴を示すかを分析する。その上で，文
書構造情報が，ジャンル・読者層・文章スタイル等を
弁別する際の分類指標として活用できる可能性を示
す。
2.研究の背景
　BCCWJには，書籍，新聞，雑誌，政府刊行白書，教
科書，Webデータなど，多種多様なメディア・ジャンル
のテキストが格納されている。これらの多様なテキス
トを含むコーパスを利用する上で必要となるコンテク
スト情報については，NDC等の主題による分野分類を
補完する分類の枠組や手法を検討している[1]。
　BCCWJのテキストを格納する形式（電子化フォー
マット）の設計においても，文・文章を対象とした言
語学的分析，辞書記述等を目的とした用例取得，ある
いは，教材等の選択を目的とした文書検索などの用途
に資するデータの作成を目指し，個々の語・文等の文
書要素が文書内でどのような役割として機能している
かを表わす，コンテクスト情報の付与を試みた。見出
し，キャプション，注記といった記事構造要素の情報
（以下，「文書構造情報」）がそれである[2]。
　従来の国語学的な文章・文体研究においては，文
長，文字種，品詞，文末表現などの形態論情報を元に
した指標による分析が広く行われてきたが[3]，近年
は，Webからのデータマイニングを目的とする研究の発
展により，レイアウト情報を用いて特定の文書を判別
し抽出する手法などの提案もなされている[4]。
　本研究では，雑誌にみられる多様な文書構造の型
が，文書の機能や対象読者層を考慮した方略的なもの
であり，その構造類型により分類される文書には特徴
的な文体があると仮定する。その特徴的な文体を分析
することを最終的な目標として，まずは，構造類型に
分類するための指標として，BCCWJの文書構造情報を
用いることが可能かを検討する。
3.資料および調査概要
3.1.サンプル概要
　今回資料として用いたデータの概要を示す。
　BCCWJは，(1)生産実態サブコーパス，(2)流通実態サ
ブコーパス，(3)非母集団サブコーパスの性質の異なる3
つのサブコーパスからなる。また，分析目的の違いを
考慮し，長さを異にする以下２種類のサンプルを用意
している[5]。
固定長サンプル　サンプル長を1000字に固定して取得
するサンプル
可変長サンプル　記事，章などの論理的な構造を持つ
文章の一まとまりを取得するサンプル
今回分析対象資料としたのは，生産実態サブコーパ
スに格納予定の雑誌可変長サンプルデータの一部であ
る。2001年～2005年に発行された雑誌よりサンプリン
グを実施し，文書構造情報付与が終了したものから，
可変長サンプルデータとして雑誌の1記事全体を取得し
得た1027文書を抽出した1。
　雑誌を調査対象としたのは，以下の理由による。
1) 他のメディアのデータに比して，多様な文書スタ
イルを有するため，文書構造の特徴と言語表現の
関連性を観察するのに適している。
2) 利用目的や対象読者が想定しやすいため，文書構
造の特徴の背景分析に適している。
3.2.付加情報概要
　分析用に取得した1027文書には，以下の研究用付加
情報が付与されている。
文書構造情報　見出し，著者情報，記事概要，注記，
キャプション，引用・発話など
書誌情報　雑誌名，巻号，ジャンル（サンプリング用
の層別情報）など
1 可変長サンプルは上限文字数を設け，１万字を超える記事の場合，記事内の章・節等一部の構造要素を記事の代用とし
て取得する。記事全体を格納しない文書は，構造の全体像が把握できず，文書構造の特徴分析がし難いため，今回の分
析には用いない。
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　文書構造情報については，サンプル文書にXMLタグ
として格納されている情報を，以下の６要素にまとめ
て分析に用いた。分類要素名と説明の後に，統合され
るXML要素名を括弧内に示す。
見出し　記事見出しや下位構造要素（章節）の見出
し，それに付随する要素など（title, titleBlock, 
orphanedTitle）
記事情報　記事についての情報に相当する要素。著者
情報，目次，記事概要，注記など（authorsData, 
contents, abstract, profile, noteBody）
図表関連　本文補足・参照の役割を担う図表，それら
に付随する図表タイトルやキャプションなど
（figure, caption, rejectedBlock）
発話　「地の文」に相当しない発話表現（speech）
引用　「地の文」に相当しない引用表現（citation）
主本文　上記を除く文字列要素。「地の文」(上記以外
のsentence要素)
　なお，BCCWJのサンプリング層別情報として付与さ
れるジャンル分類は，メディア・リサーチ・センター
発行『雑誌新聞総かたろぐ』2004年版における区分で
ある，総合，教育・学芸，政治・経済・商業，産業，
工業，厚生・医療の6分類であるが，これはNDCの主題
分類に近い。本稿での分析においては，利用目的との
関連により文書を分類したいため，利用目的を反映し
た分類区分として社団法人日本雑誌協会発行の『マガ
ジンデータ2009（2008年版）』を用いた。第1区分の，
総合，ライフデザイン，ライフカルチャー，ビジネ
ス，情報，趣味専門，子供誌の7区分を元に，一部の特
徴的な文書に対応するため，部分的に第2区分を用いて
表1に示す12区分とした2。
表1：雑誌分類カテゴリ一覧
分析カテゴリ(括弧内は略記号) 文書数
1. 総合 (G) 215
2. オピニオン (O) 60
3.ライフカルチャー (C) 53
4 . ライフスタイル (L) 112
5. ファッション (F) 88
6. ビジネス (B) 65
7. 情報 (I) 54
8. 趣味 (H) 209
9. 専門 (T) 44
10. スポーツ (S) 80
11. 文芸 (N) 33
12. 子供誌 (c) 14
総計 1027
　分類の結果，子供誌に所属する文書数は14と極めて
少ないため，今回の分析対象サンプルから外し，参照
値として示す。
3.3.調査概要
　2節に述べた通り，本研究では方略による文書構造類
型があると仮定する。今回分析対象とする雑誌の構造
類型としては，以下の5種を想定する。これらの類型
は，版面（レイアウト）の異なりとして認識されるだ
けでなく，文章全体のスタイル（文体），文章の機
能，対象とする読者層などに大きく影響するものであ
り，3.2節で示した利用目的に着目したカテゴリとの相
関が期待できる。
a)文章型　主な構成要素は主本文要素であり，文の連
続・積み重ねによって説明・解説・論説するテキ
スト。階層性を持たないフラットなものと，論文
のように章節構造を有するものがある。
b)図版型　主な構造要素は写真や図表であり，それに
対する補助解説文章を主とする。図版による視覚
的効果をねらったテキスト。
c)文章・図版型　文章を主体にしつつ，写真や図表を
多用することにより，読み手の理解を促し，興味
を惹き付けるねらいを持つテキスト。
d)発話型　発話の書き起こし文を主体とする。対談・
座談，インタビューなどに基づき，発話内容を伝
達することを目的として書かれたテキスト。
これらの雑誌類型のうち，発話型記事に関しては，
後述する構造要素比率のうち，発話率が極めて強い相
関を持つことを確認したため[6]，本稿では分析を割愛
する。調査項目には，これらの雑誌類型に見られるレ
イアウト特徴を表わしうる指標として，以下4項目を選
択した。計測方法と共に示す。
(1)構造要素比率　3.2節に示した6構造要素の文書内で
の比率。記事全体の構造や主要構成要素を把握す
るための指標。記事内の文字列を各構造要素に分
類し，全体の文字数に対する比率として示す。
(2)図表数　一定のテキストに含まれる図表要素の数。
図表要素の多さ（＝図表要素への依存度）を把握
するための指標。記事内の図表関連要素数を計測
し，4000字（今回調査した雑誌の１可変長サンプル
あたりの平均文字数）あたりの図表数として示す。
(3)階層深度　小見出しごとに認定される章節構造
（cluster要素）の深さ。階層のないフラットなテキ
ストか，階層性を有するテキストかを把握するた
めの指標。各階層に含まれる文字数を計測し，文
字数×階層深度の和を記事全体の文字数で割った，
平均の階層数として示す。
2 『マガジンデータ2009（2008年版）』に掲載のない雑誌については，適宜類似の雑誌と同じカテゴリを付与した。
-368-
(4)章節数　一定のテキストに含まれる 章・節の数。並
立して言及される事柄の多さ・細かさ（トピック
の多さ）を把握するための指標。上記階層深度に
おける並立項（兄弟関係にあるcluster要素）の数を
計測し，4000字あたりの章節数として示す。
　また，これら文書構造情報による指標に加えて，従
来から文体との相関が認められている以下２項につい
ても調査し，カテゴリの文体的特徴を確認した。
(5)文長　１文あたりの文字数平均。
(6)文字種比率　漢字・平仮名・片仮名・アルファベッ
ト・算用数字・その他(記号等)の文書内での比率。
4. 調査結果と分析
4.1. カテゴリの文体的特徴
　まず，文長と文字種比率について，各カテゴリにお
ける統計量を示し，文体的特徴を把握しておく。
　文長の計測結果を図1に，文字種比率の平均値を図2
に示す。 図1では箱の上端が第1四分位数，下端が第3四
分位数，黒い水平線が中央値を表す。
図1：カテゴリ別の文長3
　図1，2より，オピニオン，ビジネス，専門，文芸で
文長が長く，かつ漢字率が高い，情報，ライフカル
チャー，ライフスタイル，ファッション，スポーツで
文長が短く，かつ片仮名・アルファベット・数字・記
号の比率が高いという特徴を見いだすことができる。
　これらの特徴は，学術・専門的文章と一般・日常的
文章に見られる文体的特徴として，多くの先行研究で
言及されてきた結果と一致するものであり，雑誌とい
う同一メディア内においても，このような文体差が認
められることを示唆している。
4.2 カテゴリごとの文書構造特徴
　次に，文書構造を示す指標として挙げた4項目につい
ての計測結果を，図3～図6に示す。
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　4.1節において類似の傾向を見せたビジネス，専門，
文芸で主本文が記事の大半を占め(図3)，図表数が極め
て少なくサンプル間でのばらつきも少ない(図4)という
特徴が見て取れる。総合，オピニオンで発話比率が高
い(図3)のは，これらの雑誌にインタビュー・座談書き
起こし形式の記事が多く含まれることに起因する。こ
れらの特殊な形式を除くと，概ね，オピニオン，ビジ
ネス，専門，文芸はa)文章型の構造を持つ文書である
と判断できる。ただし，階層数において文芸とそれ以
外とで差異が見られ(図5)，章節数においてビジネス，
オピニオンと専門に差異が見られる(図6)。ビジネス，
オピニオンはトピックについてじっくり文を重ねて述
べる形式を取り，専門では事柄を多様に細かく述べる
形式を取るという機能に基づく方略の差異と解釈する
ことができる。
　一方，ファッション，ライフスタイル，ライフカル
チャーは，いずれも図表キャプションの占める割合が
高く(図3)，図表数が多い(図4)。したがって，b)図版型
のテキストであると判断できる。これらの雑誌は主
に，文章を読ませることよりも，図版によって視覚的
に訴えることを方略として作られた雑誌であること
が，計測結果にはっきりと表れている。
　なお，4.1節の文長，文字比率調査においてファッ
ション等と同様の傾向を見せたスポーツは，主本文の
比率が高く，図表の比率や図表数がb)図版型のテキス
トほど多くない(図3,図4)というように，異なる文章類
型であることが分かる。文書構造要素の計測結果にお
いてスポーツと類似する傾向が見られる情報，趣味も
合わせて，c)文章・図版型のテキストと考えられる。
文章による解説的な要素と図表を用いて明快に説明す
る要素を複合することによって，分かりやすさや情報
量の豊富さを求めるタイプの雑誌と解釈できる。
　総合については，機能と対応付けられる他のカテゴ
リと異なり，様々な性質の記事が含まれることが特徴
であるため，構造特徴を抽出することは難しい。個々
の記事を対象に，他ジャンルとの類似度を計る等の分
析が必要となる。
5.おわりに
　本稿では，現在構築中のBCCWJ雑誌データを用い
て，文書構造情報の計量調査を行った。文書構造類型
や読者層と大きく関連する，雑誌ジャンル情報を元に
分析を行った結果，構造要素比率や図表数，階層数な
どの情報が，一部の雑誌ジャンルにおいて構造の特徴
を示しうることを指摘した。
　今回の報告では，分析指標として利用可能な情報を
3  図1のx軸は左から，1.総合，2.オピニオン，3.ライフカルチャー，4.ライフスタイル，5.ファッション，6.ビジネス，7.
情報，8.趣味，9.専門，10,スポーツ，11.文芸（，12.子供誌；参考値）の分布。以降の図4～6も同様。
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探索する足掛かりとして，雑誌ジャンルごとの計測結
果の概観にとどまったが，調査結果を元に，今後，各
種パタン認識手法等を試行するなど，分類手法の検討
を進める予定である。
資料：分析カテゴリに含まれる雑誌タイトル（一部抜粋）
総合(AERA,Yomiuri Weekly, 週刊新潮, 女性セブン)/オピニオン
(現代, Voice, 新潮45, 論座)/Lカルチャ (ーおしゃれ工房, オレンジ
ページ,すくすく子育て,住まい100選)/Lスタイル(an・an, 
BRUTUS, Tarzan, クロワッサン, サライ, 家庭画報)/ファッショ
ン(Domani, JJ, POPEYE)/ビジネス(エコノミスト，経済界)/情報
(DIME, Hanako,TVガイド,Weeklyぴあ)/趣味(YOMIURI PC, アサヒ
カメラ, きものサロン, 愛犬の友, 囲碁, 趣味の園芸,旅の手帖)/専
門(農耕と園藝,メディカル朝日,小一教育技術)/スポーツ(大相
撲, 月刊SKI JOURNAL)/文芸(オール読物，文芸ポスト)
付記：本研究は，文部科学省科学研究費補助金特定領域研究
「日本語コーパス」による補助を得た。
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コーパス収録上問題となるネット表現  
―Yahoo!知恵袋データを対象に― 
 
Problematic Expressions on the Internet in Compiling a Corpus: 
Analysis of “Yahoo!Chiebukuro” 
 
大島 一†，西部 みちる，小林 正行，柏野 和佳子 
OSHIMA Hajime, NISHIBE Michiru, KOBAYASHI Masayuki and KASHINO Wakako 
 
国立国語研究所 
National Institute for Japanese Language and Linguistics (NINJAL) 
 
[概要] 『現代日本語書き言葉均衡コーパス (BCCWJ)』のサブコーパスにはインターネットから取得された
データも含まれている。その一つとして，Q&A サイト「Yahoo!知恵袋」があるが，収録にあたり非
日本語文字列要素は削除要素としてマークアップを行っている。本発表ではこの認定における理由
と目的を説明し，実際のデータでそれら削除要素表現の出現状況を観察する。 
 
0. はじめに 
 本稿は，『現代日本語書き言葉均衡コーパス (以下，BCCWJと記す)』の非母集団サブコーパス内1に
含まれるウェブデータの一つ「Yahoo!知恵袋」のデータを対象に，日本語コーパス収録上，問題となる
ネット表現に注目し，観察・分析したものである。BCCWJの性質上，非日本語表現はコーパスの収録
対象には適さないので，来年度以降に予定されている，正式公開前に，削除要素として別にマークアッ
プする必要がある。その結果，「Yahoo!知恵袋」のようなウェブデータでは，様々な非日本語要素が削
除対象タグの付与対象となることになる。以下，このウェブデータにおける削除要素の類型および出現・
機能を探る。 
 
1. 基本的前提 
1.1. BCCWJ の収録対象要素について 
 まず，「Yahoo!知恵袋」データが収録される BCCWJ における収録対象要素について明らかにしてお
く。柏野・稲益・田中・秋元 (2009)による BCCWJ の収録外対象要素は， 
 
 ①言語表現を主体としない，あるいは文字列が図式化されている「フィギュア」 
 ②現代日本語を主体としないブロック形式部分 
 
この大きく二つに分類される。詳細は上記文献に譲るが，これを「Yahoo!知恵袋」のデータにあてはめ
ると，①に関しては言語表現ではない，すなわち記号などを用いた図式化が当てはまる。②は非日本語，
非現代日本語，非言語などである。 
 「Yahoo!知恵袋」データにおいて，この BCCWJ の収録対象外要素基準に基づき，削除対象要素基準
を設定した。この詳細は 2.1.で述べることとする。 
                                                  
† hoshima@ninjal.ac.jp 
1 BCCWJ の構成および非母集団サブコーパス収録の詳細に関しては，西部・小林・大島・柏野 (2010)を参照。 
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1.2. 「Yahoo!知恵袋」および対象とするデータについて 
 「Yahoo!知恵袋」とはウェブ上のQ&Aサイト2である。とあるユーザの「質問」投稿に対し，別のユ
ーザによる「回答」が投稿されるもので，「質問」したユーザは，「回答」投稿のうち，最良と思われる
「回答」を「ベストアンサー」と定めることが出来る。また，投稿はテーマに応じたカテゴリに分類さ
れている（「インターネット、PCと家電」，「生き方と恋愛」など）。 
 本稿で扱う「Yahoo!知恵袋」データは，すでに，「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』モニター公開
データ（2009年度版）」として公開されたもので，これは，ヤフー株式会社から提供を受けた2004年10
月から2005年10月までの全データに対して，全体のカテゴリ構成比を保った形で45,725のQ&Aをラン
ダムに抽出し，「質問」と，ベストアンサーとされた「回答」の対を1サンプルとしたデータである。 
 
2. 削除対象要素へのマークアップ 
2.1. 削除対象とする基準 
1. で述べたとおり，現代日本語の文を主体とする BCCWJ の対象とならないものには，外国語，図
表，古語，数式，アスキーアートなどが挙げられよう。よって，その部分を現代日本語の本文と区別す
るためにタグを付与する必要がある。これらの除外する要素に該当する表現があった場合，該当表現の
開始位置に<d>，終了位置に</d>を挿入した。 
また，形式的な面から，除外する要素とは，いずれも前後に（論理）改行を伴う場合，即ち，ブロッ
ク要素を削除対象とし，行内の一部を構成する要素は対象外とする。削除対象とならない言語表現があ
る行は，原則としてタグ付け対象とはしない。以下の例 (1)では，削除対象である顔文字「（´‐｀）．。
ｏＯ」が見られるのだが，同一行内に入力対象である日本語表現「（あなたの現在のスキルがわからない
が…）」があるため，顔文字も削除対象にはならない。 
 
(1) OC02_00087: Answer 
（´‐｀）．。ｏＯ（あなたの現在のスキルがわからないが…）   【←すべて入力対象】3 
 
以下，ブロック要素で削除対象となる例を個別に説明する4。 
 
2.1.1. 外国語  
 日本語ではない文字表現を外国語として削除対象とする。 
 
(2) OC01_00342: Answer5 
菩提樹の下の恋 
<d>Ｍａ‐Ｉ‐Ａ Ｈｉ， Ｍａ‐Ｉ‐Ａ Ｈｕ 
Ｍａ‐Ｉ‐Ａ Ｈｏ， Ｍａ‐Ｉ‐Ａ Ｈａ‐Ｈａ </d> 
もしもし、やあ。俺だよ、ナイトだよ。  
 
                                                  
2 http://chiebukuro.yahoo.co.jp/ 
3 以下で見る「顔文字」の例(5)はブロック要素なので削除となる。合わせて参照。 
4 例示においては，削除対象に該当する表現を中心とした抜粋である（「質問」，「回答」フィールドの全文掲載ではない）。なお，各例
示における「OC」で始まる数値列は，BCCWJ に格納される「Yahoo!知恵袋」データのサンプル ID である。その後に続く“Question”
は「質問」を，“Answer”は「回答」フィールドに出現したデータであることを意味する。そして，<d>〜</d>に挟まれた箇所が「削除
対象」である（網掛けされてある箇所）。 
5 以下はモルドバ出身のグループ O-Zone による Dragostea Din Tei（ルーマニア語で「菩提樹の下の恋」。邦題は「恋のマイアヒ」）の
歌詞の邦訳である。 
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2.1.2. 古語 
江戸時代以前のものを削除対象とする。  
 
(3) OC12_00782: Answer6 
<d>「親思う心にまさる親心今日の訪れ何と聞くらん」</d> 
死刑が決まったとき読んだ歌だそうで「いくら子である自分が親を思っても親の方が勝っていると言うけれ
ど、この度自分の不手際でこのようなことになりました、御両親様先立つ不幸をお許しください」と言う意味
だったと記憶しています。 
 
2.1.3. 数式  
 非言語表現であるため，削除対象とする。 
 
(4) OC12_02180: Question 
次数はいくつか？ 
<d>１）４ｘｙ ２）３ａ＾２ｂ‐２ｂ＾２</d> 
 
2.1.4. 顔文字，アスキーアート(AA)  
 2.1.で述べたとおり，ブロック要素で出現する顔文字やアスキーアートは削除対象である。 
 
(5) OC08_03697: Answer 
ピザーラの「スタッフス」に一票！ 
<d>（´・ω・｀）。。。。。。。。。</d> 
 
ただし，複数行に渡る図表的要素（上記の顔文字やアスキーアートも含む），除外対象ではない文字
列が含まれている場合は，その文字列もまとめて除外対象とした。  
 
(6) OC12_03235 :Answer 
<d>．Λ＿Λ ／￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 
（ ´∀｀）＜ モトハ捨テニャンデス、デモイマハ、ミンナノネコデス 
（ ） │  
｜ ｜ ｜ ＼＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  
   （＿＿）＿）</d>    
 
 以上，ブロックで出現する削除対象要素について主なものを説明した。以下では，実際のマークアッ
プ作業の結果，上記以外にどのような削除対象要素が発見されたかを説明する。 
 
2.2. 調査と分析 
2.2.1. 出現および用法 
実際に，削除対象要素としてタグ付与された，d 付与サンプルは 1,769 サンプルあり，これはサンプ
ル全体（45,725 サンプル）の 3.87％である。また，d が付与された箇所は 1,969 箇所ある。「2.1. 削除
対象となる基準」で述べたようなものが出現するのだが，その内訳は，以下の表のとおりとなった。 
 
                                                  
6 以下は吉田松陰の句のため，江戸時代での作によるので対象外となる。 
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表 1. 削除対象要素のカテゴリ 
外国語 古語 コンピュータ用語 図表 数式・化学式 顔文字 AA 内日本語 罫線記号 all 
224 3 114 42 144 167 92 1,183 1,969 
 
 このうち「2.1. 削除対象となる基準」以外のものを，順に例示・説明しておく。 
 
・コンピュータ用語 
 外国語ではないが，その構成文字列は非日本語である場合がほとんどであり，それらは削除対象とな
る。「Yahoo!知恵袋」のカテゴリには「パソコン、周辺機器」があり，特にそのカテゴリには頻出する。 
 
(7) OC02_00037: Answer 
フレーム設定のタグの中で 
<d>＜ｆｒａｍｅｓｅｔ＞ 
＜ｆｒａｍｅ ｓｒｃ＝”～．ｈｔｍｌ” ｎａｍｅ＝”ｏｎｅ”＞ 
＜ｆｒａｍｅ ｓｒｃ＝”～．ｈｔｍｌ” ｎａｍｅ＝”ｔｗｏ”＞ 
＜／ｆｒａｍｅｓｅｔ＞</d> 
という風に、フレームに名前をつけてください。 
 
・図表 
 文字記号を使用して，図形を模写したものである。その内部に日本語文字列があっても，まとめて削
除対象とした。 
 
(8) OC11_00901: Question 
飾りはこんな感じです↓ 
<d>○○○○┏━祭壇━┓○○○○<> 
   花花花花┏━━━━┓花花花花</d> 
 
・顔文字・AA 内日本語 
 2.1.4.の「顔文字，アスキーアート」に対応するものだが，削除対象のカテゴリ分けの基準としては， 
 
イ） 顔文字：日本語表現を含まない顔文字 
ロ） AA 内日本語：日本語表現を含む顔文字・アスキーアート 
  
とした。従って，既出例である，(5)は「顔文字」，(6)は「AA 内日本語」となる。 
 
・罫線記号 
 上で述べた顔文字でもなく，アスキーアートでもない，ただの罫線もしくは記号の羅列によるものを
「罫線記号」とした。使用される文字記号は様々で，罫線のみならず，任意のアルファベット一文字や
句点などもある。 
 これらの使用目的は，罫線を用いて図表を模写するのではない。「Yahoo!知恵袋」には「質問」「回答」
フィールド，それぞれ最低限文字数が設定されており，それ以上の文字を入力しないと登録が出来ない。
そして，「回答」において，“以下のURL先のホームページを参照せよ”というものであれば，「参考URL」
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フィールド7に当該URLを入力するだけなので，「回答」フィールドの文字数はゼロとなり，登録が完了
されない。そこで「罫線記号」を入力することにより，「回答」を成立させるのである。以下の(9)では，
「↓」の羅列による「罫線記号」がd対象となっているが，当該ホームページでは，この「回答」フィ
ールドの下に「参考URL」フィールドがあり，そこに該当のURLが表示されている8。 
 
(9) OC08_03165: Answer 
給食の鯨の竜田揚げのレシピ発見！！ 
<d>↓↓↓↓↓↓↓↓↓</d > 
 
2.2.2. 出現フィールド 
削除対象要素の出現フィールドは以下のとおりである。 
 
表 2. 削除対象要素の出現フィールド 
「質問」 「回答」 all 
297 1,672 1,969
 
 「回答」での出現が圧倒的であることが分かる。これには，表 1 における「罫線記号」が「回答」に
おける参照 URL を指示するため，「罫線記号」のほとんどが「回答」欄に現れるからである。 
 
2.2.3. 削除対象のみの「回答」 
 削除対象要素の出現は「回答」に多いことが分かったが，この「回答」フィールドに現れる削除対象
要素のうち，それがすべて「回答」を占めるようなものが存在する。その結果を以下の表に示す。 
 
表 3. 削除対象のみの「回答」 
1,769 
105 
外国語 21 
数式・化学式・コンピュータ用語 8 
URL 指示の罫線記号 24 
AA 内日本語 49 
d 付与
「回答」が d のみ 
純粋に d のみ 3 
 
 ここでは「URL 指示の罫線記号」の例を紹介する。 
 
(10) OC01_04054 
<OCQuestion> 
「稲中卓球部は最後はどういう話で終了（完？）したのですか？ 
<OCAnswer> 
<d>↓＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿</d> 
                                                  
7 「ベータ版」当時の 2005 年 10 月まで存在した機能。現在の「Yahoo!知恵袋」の「回答」には存在しない。本稿で取り扱うデータは
2004 年 10 月から 2005 年 10 月までに投稿されたものであるので，この「参考 URL」が存在する前提の上，「回答」データが成り立っ
ている。 
8 http://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q134720873 
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 この通り，罫線記号のため，dタグ付与となり，「回答」本文全てが削除要素となる例である（実際の
ホームページ上では，この下の「参考URL」フィールドに入力された当該URLが表示されている9）。こ
うしたものが 24 件見られた。 
 
3. 「Yahoo!知恵袋」の Q&A 談話形式の特異性 
 最後に，「Yahoo!知恵袋」の回答が，Q&A 形式という，通常の談話形式において特異性をもっている
点を指摘したい。 
 
3.1. Q&A 形式を扱う先行研究 
 田中 (2010)では，「Yahoo!知恵袋」のような Q&A ウェブサイトを「談話」形式の一つであると認定
している。また，メイナード (2004)は，「Yomiuri On-Line「人生案内 Q&A」」を一つの談話形式とし
て取り上げ， Q&A の「返答」意見文の構成は以下の通りであると述べている。 
 
(1) <ことわり> 返答することに自信がないことをことわる 
(2)  <受け> 質問文を受けて、質問者の事情をまとめたり、言い換えたりする 
(3)  <一般論> 一般論を持ち出してコメントする 
(4)  <意見> 質問に対する返答ではないが、返答者の意見、または、個人的な体験談など 
(5)  <返答> 問いかけに答える 
（メイナード，2004:90） 
 
3.2. 「Yahoo!知恵袋」における「回答」 
 ここで，上の「回答」類型というべきものに対して，上の 2.2.3. で見た例 (10)のような削除対象の
みの「回答」の位置づけを考える（なお，「外国語」「数式」などは BCCWJ の仕様に準じて収録対象外
としているので省く）。 
 
3.2.1. 罫線記号 
「罫線記号」は URL を指示することで「回答」はしており，上記のメイナード (2004)の「返答」の
構成から見ると，「(5) <返答> 問いかけに答える」に該当するように見える。しかし，「罫線記号」のみ
の「回答」に対する「質問」を見てみると，24 件のうち，4 件のみが該当するサイトの URL を望むと
いったものであり，他 20 件は通常の質問内容であった。すなわち，厳密な意味で，質問に対する正し
い回答とは言えない。 
URL を直接求めていない質問に対するこのような回答は，問題解決が書いてあるページを紹介するだ
けであり，それは本当の意味での「返答」にはなりえないだろう。ただし，このような URL だけを教
えるという簡潔極まりない答え方が，ネット表現の世界において，ある一定の評価を得ていることは確
かであると思われる。「期待に答える情報を提供する場合は、好まれる応答形式となり、短い返答で済ませる
ことが多いが、そうでない場合は、遠まわしに述べたり、言いわけを並べたり、前置きを置いたり、長い発話で
内容をソフトに伝えたりする。」（メイナード，2004:93）とあるように，質問の解決に対して適切なホーム
ページがあるのなら，その URL を伝えるだけで良く，「Yomiuri On-Line「人生案内 Q&A」」で見られ
るような「<ことわり>」「<受け>」「<一般論>」「<意見>」などは必要ないのであろう。 
 
 
                                                  
9 http://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q145312374 
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3.2.2. アスキーアート内日本語 
次に，アスキーアート内日本語での回答は，どのようなものであるかを考える。アスキーアート内日
本語は既出の(6)で見たように，ネット掲示板特有のキャラクターが文字記号で描かれ，そのキャラクタ
ーが回答するような形式を取る。 
 
(11) OC02_01989 
<OCQuestion> 
知恵袋の醍醐味といえば？ 
<OCAnswer> 
<d>．．∧＿∧ 
（・ω・｀）．．．．．．．．．．．．立場関係、柵がないから本音が垣間見れる 
Ｏ┬Ｏ．．．．）．． 
◎┴し’‐◎．．≡</d> 
 
このようなものは，アスキーアートによるキャラクターに発言させることで，回答者本人発言という
意味合いを薄めるような機能をもっているのかもしれない。 
また，こうしたものが遊び心や演出と捉えられることによる会話の柔和化という期待もあると考えら
れる。以下のアスキーアート内日本語の「回答」は，これがベストアンサーであるのだが，該当する
「Yahoo!知恵袋」のページ10を確認すると，ベストアンサーに選ばれなかった他回答は全てアスキーア
ートがない，通常の日本語表現のみであった。 
 
(12) OC14_04020 
<OCQuestion> 
野良猫のみんなは台風の時はどこにいるんですか？公民館？ 
<OCAnswer> 
<d>．，へ‐☆ヘ ７年前のずぶ濡れ子にゃんこが 
．ミ＊＾ー＾＊ミ 今横でねてる・・・ 
ｃ（，＿ｕｕノ</d> 
 
 上，(11)および(12)における質問および答えは，「3.2.1. 罫線記号」で見られるような，解決の為の
URL を伝えればそれで済むという問題ではない。いわば，“正しい回答”などないような応答である。
したがって，「罫線記号」で URL のみを指示という簡潔な返答は不可能である。 
 
このように，「Yahoo!知恵袋」の「回答」は，一般の Q&A 形式による類型に対し，かなり特異である
と言える。これは，ネット表現特有の特異性によると考えられる。 
 
4. まとめ 
 本稿では「Yahoo!知恵袋」に出現する，BCCWJ 収録対象外要素について詳細に説明した。これらの
要素は，正式公開の暁には，その中身に応じたカテゴリ（図形，外国語，アスキーアートなど）が付さ
れた削除要素としてのみ表示され，実データの文字記号列は残されない。“現代日本語書き言葉”のコー
パスである BCCWJ としては，当然，他の収録データにあわせ，非現代日本語要素は排除する必要があ
る。しかしながら，「Yahoo!知恵袋」のもつネット表現の多様性を把握するためには，その削除対象の
                                                  
10 http://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q105958145 
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類型の整理と分析が欠かせない。 
 「Yahoo!知恵袋」には，通常の日本語表現を用いずに回答を行うという，ネット表現の特有性がある
ことを明らかにした。今後の課題として，諸外国の各言語による Q&A サイトにおける回答機能の表現
戦略を，比較・対照していきたい。 
 
謝辞 本研究は，文部科学省研究費補助金特定領域研究「代表性を有する大規模日本語書き言葉コーパス
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補助を得ています。 
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メディア別外字表現の実態
―『現代日本語書き言葉均衡コーパス』収録サンプルより―
Differences in the Instances of External Characters According To Media:
a Demonstration Using the Samples from the Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese
西部 みちる，小林 正行，大島 一，柏野 和佳子
NISHIBE Michiru, KOBAYASHI Masayuki, OSHIMA Hajime and KASHINO Wakako
国立国語研究所
National Institute for Japanese Language and Linguistics (NINJAL)
0. 概要
『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese，以後，
“BCCWJ”と表記）には，書籍，雑誌，新聞，白書，韻文，検定教科書，国会会議録，広報紙，Yahoo!知恵
袋，Yahoo!ブログなど多様な媒体が含まれている。これらを BCCWJ の文字セット(JIS X0213:2004 規格に
準拠した独自の文字集合)で転記するときには，文字セット外字をどう扱うかという点が問題になる。本稿
では，メディアごとに特徴的な外字表現を概観し，それぞれどのように処理を行なったかを説明する。
1. 前提
1.1.BCCWJの構成
BCCWJ は，2006 年度から独立行政法人 国立国語研究所 研究開発部門言語資源グループ（2009 年 10 月
からは大学共同利用機関法人 国立国語研究所 コーパス開発センターと名称変更）を中心に構築を開始し
た，日本語のコーパスである。規模は１億語，応用対象は言語学，国語教育，日本語教育，辞書編集，自
然言語処理などの分野であり，収録対象の資料も書籍，新聞，雑誌などと幅広い。このコーパスは，次の
３種類のサブコーパス（以後，“SC”）からなっている。
〔図1：BCCWJの構成〕
BCCWJ
生産実態（出版）SC 3500 万語
流通実態（図書館）SC 3000 万語
非母集団（特定目的）SC 3500 万語
（出版データを母集団とした
ランダムサンプル）
（公共図書館の収蔵図書を母集団とした
ランダムサンプル）
（その他のサンプル）
書籍・雑誌・新聞
書籍
白書・ベストセラー・韻文
教科書・広報紙
国会会議録・法律・
インターネット上のテキスト
A
B
C
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我々はコーパス開発センター電子化グループに属し，コーパス構築に当たっては，サンプルのテキスト
を電子化し，文書構造のアノテーションをして，次の形態素解析のグループに引き継ぐまでの過程を担当
している。
今回取り上げるのは構造アノテーション前のテキスト電子化作業にまつわる問題だが，この電子化の形
態は三つに分けられる。
A. 当グループにおいて，紙面から文字入力し，XML文書化するもの
書籍・雑誌・新聞・白書・韻文
B.他グループにおいて電子化されたデータを加工（変換）し，XML文書化するもの
教科書・広報紙
C. 既存の電子データを加工し，XML文書化するもの
会議録・法律・Yahoo!知恵袋・Yahoo!ブログ
A を電子化するにあたっては，文字入力を外注している。サンプリングされた書籍・雑誌・新聞等の原
本のコピーに入力指示を書き込んだものとそのPDFファイルを業者に渡し，業者からはテキストファイル
が納品される。
1.2.文字入力仕様
ここでは前述 A がどのような仕様に基づいて入力されているかを述べる。文字入力仕様（山口ほか 2007）
の基本仕様は次のとおりである。
・装飾，レイアウトなどの図形的情報を除いて文字を入力する
（レイアウトの情報は，必要に応じて，タグで表現する）。
・全ての文字種の入力に，全角文字を用いる。
・文字合成は行わない。
・上記条件に抵触しない範囲で，原則として，原文を忠実に転記する。
文字コードはUnicode（UTF16LE：Byte Order Mark 付き），改行コードはLFを用いる。
文字セットは独自のものである。JIS X0213:2004規格に準拠しているが，完全には一致しない。これは，
データ作成に用いる処理系による制限もあるが，以下に挙げるような版面に現われる文字そのものの図形
としての側面はBCCWJでは特に取り立てないとした方針によるためである
1
。
・入力対象外要素を構成する文字
・装飾・デザインにかかわる文字
・類似の非漢字
・合成文字
・半角文字
つまり，同一の機能を持つ文字は，デザインの差やJIS規格への収録の有無によらず，全て統一的にデ
ータ化する。文字に施された装飾・デザインは無視するので，「組み文字」「囲み文字」「上付き文字」は使
用せず，すべて全角文字で入力する。ただし，それが装飾ではないと判断できる次のものに関しては，そ
の機能を次のタグで表現する。
・読み方を表す小書き文字：ruby
・注番号としての上付き文字：noteMarker
・順序ラベル・参照ラベルとしての囲み文字：enclosedCharacter （description属性あり）
・略語としての囲み文字：enclosedCharacter （description属性なし）
・数式・化学式などの上付き・下付き文字：superScript，subScript
・行間注・傍注
2
などの小書き文字：noteBodyInline
・分数：fraction
1
詳細は，丸山・秋元(2007) の「3.3.4.書籍の「文字」を構成する要素」を参照。
2
行外に付随する形式で現れる小書きの注記。内容に疑問があるにもかかわらず，原文をそのまま引用したことを示すための「ママ」の注
など。
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また，文字セット内で転記できない文字は，以下のように処理する。
・漢字・仮名・アルファベット（ラテン文字・ギリシャ文字）：missingCharacter
・上以外の言語を表す文字（列）：rejectedSpan@type="foreign"
・その他の一般記号類：image
2. メディアに特徴的な外字
機能をタグで表現するものや，文字セット内で転記できない文字には，メディアによる特徴が顕著に現
れていることがわかってきた。特に，
・enclosedCharacterで表現するもの
・missingCharacterで表現するもの
・imageで表現するもの
・rejectedSpan@type="foreign"で表現するもの
の４種類で処理するものに特徴がある。以下，それらの特徴が顕著に認められた，広報紙，雑誌，白書，
新聞，ブログを取り上げ
3
，メディアごとに特徴的な文字の例を挙げ，それらの処理の方法を説明していく。
なお，挙げているデータは構築中のものであり，まだ公開していないものもある。
2.1. 広報紙に特徴的な文字
2.1.1. 囲み文字
広報紙に現れる文字セット外字には，囲み文字が圧倒的に多かった。異なりもかなり多く，広報紙なら
ではのバリエーションが見られた。特に，順序ラベル・参照ラベルとしての囲み文字ではなく，例えば，
図２のような，略語としての囲み文字が多い。これは，広報紙のサンプルが，１記事をサンプル範囲とし
ている他のメディアと異なり，広報紙の一部ではなく全部（１冊）を採録していることと関係していると
思われる。どの広報紙にも必ず数ページ分を割いて催し物案内があり，紙面の都合上，容易にわかるもの
は略語で表すことが多いためである。
〔図２〕「広報くさつ」（OP65_00002
4
）
表１に，広報紙に出現する囲み文字を，頻度の多い順に示す。「問」（問い合わせの意）は，全囲み文字
中の４割以上を占める。次の「申」（申し込みの意）が２割弱で，ここまでが群を抜いているが，あとはす
べて１割に満たない。「丸」「西」などは地名（公民館や出張所の名称）の一部である。
〔表１〕広報紙に現れる囲み文字の例
問 申 日 場 時 ￥ 内 対 市 先 月 電 土
休 抽 金 持 往 新 火 定 人 Ｆ 所 水 木
入 本 開 小 ｅ 門 料 外 丸 西 祝 産
※「問」→「○問」と読み替え
[処理]
→<enclosedCharacter>開</enclosedCharacter>
例えば，図２の一文字目は，enclosedCharacter というタグを使い，「<enclosedCharacter>開
3
サンプル数がもっとも多く特徴の出にくい書籍はまだ調査中であるため，本稿では取り上げない。書籍の文字処理については，高田ほか
（2009）を参照されたい。
4
例示における「OPxx_xxxxx」「OYxx_xxxxx」は，BCCWJ に格納されるデータのサンプル ID である。
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</enclosedCharacter>」のように表現する。しかし，その際，その囲みの形が○か□かで意味がかわるも
のではないので，囲みの形態を示す description属性は用いない。
2.1.2. 絵文字
一方，広報紙には後述する雑誌ほどではないが絵文字も多かった。囲み文字同様，催し物案内のコーナ
ーに頻出する。メールのマークと，パソコンのマーク（パソコンの形のものやマウスの形のものなどを合
わせて）がそれぞれ約２割を占め，フリーダイヤルのマーク（これは雑誌にも頻出するが， JIS規格には
取り入れられていない）が約１割あった。ほかに「市役所」を表すのに市章を用いているところや，自治
体の独自企画を表すのにそのキャラクターやマスコットを用いているところもあった。
【広報紙に現れる絵文字】
〔図３〕「広報きさらづ」（OP28_00003） 〔図４〕「広報せたがや」（OP32_00002）
〔図５〕「広報あつぎ」（OP44_00003） 〔図６〕「広報よこはま鶴見区版」（OP38_00001）
〔図７〕「広報くさつ」（OP65_00002）
[処理]
→<image description="ワニのキャラクター" />
サンプルの紙面に見られる「さし絵」は，その存在を示すこともしないが，言語表現内に現れる絵文字は，
言葉に代わる意味を持っている。よってこれを，imageタグを用いて表し，description属性にその絵文字
の形や意味を記す。
2.1.3. 漢字
囲み文字や絵文字に比べて，漢字の文字セット外字は非常に少なかった。わずか３種である。
〔表２〕広報紙に現れるJIS外の漢字
Unicode 大漢和番号 形 頻度 備考
U+FFFD しんにょう+瓢 1
U+69A1 M15248 木へんに素 1
U+FFFD 幽の縦棒がないもの 1 中国料理名
〔図８〕「広報やかげ」（OP83_00001） 〔図９〕「広報わじま」（OP48_00001）
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[処理]
→<missingCharacter attribute="HanIdeograph" unicode="U+69A1" daikanwa="M15248" description="木へんに素">〓</missingCharacter>
JISにない漢字・仮名・（ラテンやギリシャ）アルファベットはmissingCharacterを使って表現する。
attribute属性には文字の種類を，unicode属性にはUnicode 4.0の16進コードを入れ，漢字は（あれば）『大
漢和辞典』の親字番号も記す。またその形をdescription属性に記す。
2.2.雑誌に特徴的な文字
2.2.1. 絵文字
雑誌に一番特徴的なのは，絵文字の多さである。雑誌に用いられる絵文字の３割ほどがフリーダイヤル
のマークである。１割ほどに時計のマークが見られるが，これはタウンガイドなど固有の雑誌からとった
サンプルに，店舗の営業時間などの意味で繰り返し現れるために頻度が高くなっている。またＦＡＸのマ
ークもよく出てくる。
2.2.2. 囲み文字
広報紙ほどではないが，雑誌にも略語を表す囲み文字が頻出する。広報紙と違うのは，雑誌は囲み文字
が頻出するジャンルに偏りがあることである。旅行ガイドやテレビや映画のガイドなどが中心であり，こ
れは，「営」（営業時間の意）と「問」が，どちらも全囲み文字中の２割以上を占めていることからもわか
る。「率」は一つのサンプルだけに出てきたもので，これは婦人誌の特集「この冬こそ、バーゲンに勝つ！」
内の割引率を表すものだった。
〔表３〕雑誌に現れる囲み文字の例
営 問 休 住 交 日 監 出 土 新 得 編 料 期 金
率 参 福 木 月 本 水 火 直 電 泳 禁 施 席 家
時 祝 夜 二 車 会 高 中 文 開 山 小 秘 和 稲
2.2.3. 漢字
漢字系のJIS外字は非常に少なく，その大半が中国語の簡体字である。これは旅行ガイドなどに現れる
中国の地名や人名だった。簡体字以外はほとんど人名で，中には漫画『シティーハンター』の主人公「冴
羽獠」もあった。「獠」は JIS 外字なので，「冴羽<missingCharacter attribute="HanIdeograph" 
unicode="U+7360" daikanwa="M20692" description="けものへん＋僚の右側">〓</missingCharacter>」と
表される。
2.3.白書
漢字系のJIS外字は一つもなかった。絵文字もごく少なく，図やグラフの凡例をimageとして処理した
ものがある程度である。
2.3.1. 囲み文字
白書には囲み文字が多く用いられるが，略語タイプではなく順序ラベル・参照ラベルタイプが９割以上
である。
[処理]
□1 →<enclosedCharacter description="□">１</enclosedCharacter>
順序ラベル・参照ラベルとして用いられる囲み文字は，その囲みの形状でリストなどの種類を表している
ことがあるので，description属性に囲みの形を記す。
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略語タイプの囲み文字はわずか５種類だった。
〔表４〕白書に現れる囲み文字 略語を表すものすべて
印 優 公 特 保
2.4.新聞
新聞の特徴は，文字セット外字がどのタイプも全体の平均以下の出現率だということである。ただし，
少ないながらもそのバリエーションに特徴は出ている。
2.4.1. 囲み文字
使用数・種類ともに少ないものの，新聞に現れる囲み文字の２割を占める略語タイプのバリエーションに，
その特徴が見える。
〔表５〕新聞に現れる囲み文字 略語を表すものすべて
後 日 前 土 月 祝 金 水 新 木 映
火 問 Ｎ 再 終 秘 休 初 勝 店 敗
2.4.2. 絵文字
絵文字も少なく，うち３割が特定の新聞で，用語解説のマーカーとして用いられた「クリップのマーク」
だった。
2.4.3. 漢字
漢字系の外字はわずか２種である。どちらも人名に用いられるものであった。
〔表６〕新聞に現れるJIS外の漢字
Unicode 大漢和番号 形 頻度 備考
U+670E M14348 月＋令 3 北朝鮮の人名
U+7543 M21751 申＋勺 1 日本人名
2.5.ブログ
ブログは，冒頭に示した図１で Cにあたる，もとから電子媒体のデータである。ここまで述べてきたも
のは，紙から電子テキストにするという過程での問題であったが，ブログの場合は「既に入っているもの
が，文字セット外であったときにどう処理するか」という問題になる。
ここで特徴的だったのは，数値文字参照や文字実体参照が含まれていたことである。もちろん，既に文
字になっているものにもこちらの文字セット外のものは含まれていたが，その多くは，次に述べる数値文
字参照の例と重なるので，ここでは数値文字参照についてだけ述べる。
数値文字参照や文字実体参照のものは，それが表す文字をつきとめ，その文字が文字セット内かどうか
を判別しなくてはならない。その内訳は以下のとおりである。
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〔表７〕ブログに現れる数値文字参照の種類
主な文字種 文字セット 例 実態
●数値文字参照（10進数） 計530種類
タイ文字 33種類 × ＆＃３５８５； ก
ハングル 254種類 × ＆＃１２６０１； ㄹ
簡体字 23種類 × ＆＃２９２３３； 爱
 その他漢字 66種類 △ ＆＃２１５３４； 吞 
丸付き文字・数字 8種類 × ＆＃９３１２； ①
●数値文字参照（16進数） 計67種類
丸付き文字・数字 27種類 × ￥ｘ｛２４６０｝ ①
ローマ数字 10種類 ○ ￥ｘ｛２１６９｝ Ⅹ
組み文字 20種類 × ￥ｘ｛３３２７｝ ㌧
●文字実体参照 計30種類
拡張ラテン 21種類 △ ＆ｃｃｅｄｉｌ； ç
「ハングル」と「簡体字」の多くと「タイ文字」の一部は，それぞれ，韓国語や中国語やタイ語を表す
かたまりだった。どこかからの引用や，日本人が勉強用に韓国語や中国語で文章を書いてみたというもの，
または「○○はタイ語で××と言います」というような表現に含まれるものであった。この種の外国語文
字列は紙から入力したAの媒体にも多く現れており，rejectedSpan 要素で表すことにしている。
ブログで特徴的なのは，一部のハングルや漢字，またタイ文字の多くや少数の出現ではあったがテルグ
文字・シリア文字・グルジア文字などが，記号とともに顔文字に用いられていることであった。下に例を
挙げる。
〔表８〕ブログに現れる顔文字中の数値文字参照の例
顔文字 対象 数値参照文字 文字種 sampleID
(♥ó㉨ò) ㉨ ＆＃１２９０４； ハングル OY05_06951
ﾟヽ(亝∀亝｡)ﾉﾟ 亝 ＆＃２０１２５； 漢字 OY03_11649
(๑￫ܫ￩๑ ) ܫ ＆＃１８３５； シリア文字 OY15_13975
ღ ღ ＆＃４３２６； グルジア文字 OY14_51884
(*^ ◌ิ౪^ ◌ิ*) ౪
＆＃３１７８； テルグ文字 OY14_20466
(☄ ◌ฺ◣д◢☄ ☄ ＆＃９７３２； 記号(COMET) OY14_45402 
(；☣ ◌ฺ益☣ ◌ฺ ) ☣ ＆＃９７６３； 記号(BIOHAZARD SIGN） OY14_25200 
[処理]
文字セット内→文字セット内の文字に置き換え
顔文字に用いられていた他言語を表す文字 → image
上以外のタイ文字 → rejectedSpan@type="foreign"
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上以外のハングル → rejectedSpan@type="foreign"
上以外の簡体字 → missingCharacter
丸付き文字・数字 → enclosedCharacter
組み文字 → 組んである文字を１字ずつ切り離して全角文字
3.おわりに
以上，メディアごとに特徴的な外字表現を概観し，それぞれどのように処理を行なったかを見てきた。
外字表現とは，従来の文字コードでは表せないもの，言いかえれば（まだ）標準化されていない表現であ
る。ここにそのメディアの特徴がはっきりとあらわれる可能性があるのも当然と言えよう。
広報紙や雑誌は略語タイプの囲み文字や絵文字を多用する。これは，情報をできる限りコンパクトに納
めようというあらわれに見える。白書には囲み文字が頻出した。その中の９割以上を占めていた順序ラベ
ルタイプの囲み文字は，BCCWJ の文字セットでこそ「外字」となるが，既に JIS 規格では表せるものも多
い。また，略語タイプの囲み文字ですら，「保」と「公」以外の３字は，Unicode に既に含まれている
5
。
一般的な意味では，白書には新奇の外字表現はほとんど用いられていないとも言えそうである。新聞には
どの種の外字表現も少なく，これは，どのメディアよりも間口が広く，万人に向けて書かれていることと
関係があると思われる。また，各社で用字用語のガイドラインを設けている点も，他のメディアとの違い
と言えよう。
一方，外字表現は既存の枠にはまらない独自性を表す手段としても用いられているという印象を得た。
これは特にブログに顕著であった。ブログに現れる文字セット外の文字には，顔文字に用いられているも
ののほか，囲み文字・組み文字の装飾的用法（「勉強㊥」「ⒽⒶⓅⓅⓎ」「バ㌧」など）がちらほら見られた。
また，文字セット外ではないが，キリル文字をラテン文字のように読ませているもの（「Тнайк уо
ц」）も見つかった。メールやインターネットのような電子媒体では，既存の文字コードで表せないものは
使えない。そこで，JIS の文字セットから Unicode へ枠を広げ，また規格内の用法ではなく独自の用法が
編み出されているようであった。かつての手書き時代の少女の丸文字のように，電子媒体上で新しい表現
効果が模索されているようである。
今回はメディア別に特徴を見てきたが，印刷されたものと電子媒体のものとは違う枠組みで分析する必
要を感じた。これは今後の課題とする。
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「印」（U+329E）「優」（U+329D）「特」（U+3295）Unicodeには 3280～32B0に以下の丸囲みの漢字がおさめられている。
3280-328F：㊀㊁㊂㊃㊄㊅㊆㊇㊈㊉㊊㊋㊌㊍㊎㊏ 
3290-329F：㊐㊑㊒㊓㊔㊕㊖㊗㊘㊙㊚㊛㊜㊝㊞㊟ 
32A0-32AF：㊠㊡㊢㊣㊤㊥㊦㊧㊨㊩㊪㊫㊬㊭㊮㊯ 
32B0-32BF：㊰
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と別画になっているか（新字体）、「口」の中央上から一画で左払いに繋がっているか（旧
字体）の差を持っている。「常用漢字表」の新旧字体を別に扱うことが、JIS X 0213 規格の
意図するところであり、規格の意図を遵守するならば、「晩」の新旧字体に見られるような
差を見分けて、運用を行う必要を生じる。 
また、Unicode との対応において、JIS X 0213 文字集合のすべてが基本多言語面（BMP）
に採録されず、一部の漢字はサロゲートを要するため、現状では、実装環境によって適切
に機械処理が行われないこともありうる。 
 
２．４．JIS X 0213 を用いる理由 
このように、判断を行う人間の側と、処理を行う計算機・ソフトウェアの側と、双方に
克服すべき課題があるものの、「現代日本語書き言葉均衡コーパス」で依拠する文字集合は、
2004 年版の JIS X 0213 とした。第 1～第 4 水準漢字と非漢字からなる約 11,000 字の文字
セットである（表 1 参照）。 
JIS X 0213 を用いる理由として、JIS X 0208 との対比において、規模と質の面から記述
性と再現性に優れている点が挙げられる。規模の面では、たとえば、Unicode 4.0／ISO/IEC 
10646 は 70,000 字の多漢字環境を実現している。しかし、Unicode／ISO/IEC 10646 には、
JIS 規格のように、一つの符号位置で表現できる字体のゆれを明示した包摂規準がなく、利
用するにしても、符号化にあたって含意すべき包摂の基準を自ら設定しなければならない。 
文字包摂の基準を設けること（それを知ること）は、紙媒体から写し取ってできた電子
化テキストを利用して文字調査を行う際には必要不可欠である。一つの符号位置に、少な
くともどの字体が含まれているのかがわからなければ、結果として何を調査単位としてい
るのかがわからなくなる。豊島（1999）が説くような「暗黙の包摂」を排除するためにも、
符号化の含意としての文字包摂の基準は必要である。 
 また、国立国語研究所のコーパス開発計画は、現在の過去 30 年間を対象とした書き言葉
のコーパスだけでなく、「太陽コーパス」前後の近代日本語の書き言葉も視野に入れている。
現代の印刷物だけが対象ならば、JIS X 0213 の特長が大きく活かされるかどうか疑問が残
るものの、将来の構想につながるのであれば、「現代日本語書き言葉均衡コーパス」におい
て JIS X 0213 の運用を試みることは、意味あるものと考えられる。 
表 1：JIS 規格の文字数 
 X0208:1997 X0213:2004
第１水準漢字 2,965 2,965
第２水準漢字 3,390 3,390
X0208 非漢字 524 524
第３水準漢字 ― 1,259
第４水準漢字 ― 2,436
X0213 非漢字 ― 659
計 6,879 11,233
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３．２．カバー率と稼働率 
 「現代日本語書き言葉均衡コーパスモニター公開データ（2009 年度版）」を用いて、JIS 
X 0213 集合の評価を試みる。検証の観点は、使用度数調査によって、第 3 水準漢字、第 4
水準漢字、X0213 非漢字のカバー率と稼働率を算定する単純明快なものである。なお、用
いたコーパスは次のとおりである。 
 
（1）PB：生産実態（出版）サブコーパス・書籍の可変長サンプル（全 4,393 サンプル） 
（2）LB：流通実態（図書館）サブコーパスの可変長サンプル（全 5,035 サンプル） 
（3）OB：非母集団（特定目的）サブコーパス・ベストセラーの可変長サンプル（全
847 サンプル） 
（4）OW：非母集団（特定目的）サブコーパス・白書の可変長サンプル（全 1,500 サ
ンプル） 
 
 4 種のコーパスで使用した文字を、JIS X 0213 の水準ごとに計測した結果をまとめたも
のが表 2、表 3 である。表中の上段の数字は度数、下段は百分率である（0.001％以下の場
合には－を記す）。計測に際しては、XML タグを除いて、コーパスに入力されたすべての
符号化文字を対象とした。 
表 2：JIS X 0213 による符号化（延べ字数） 
  PB LB OB OW 全 
第 1 水準漢字 
6,765,885 7,464,280 1,130,004 3,811,973 19,172,142
31.646 28.819 27.800 47.067 32.731
第 2 水準漢字 
34,863 45,341 7,210 959 88,373
0.163 0.181 0.177 0.012 0.151
X0208 非漢字 
14,571,302 17,513,646 2,926,188 4,280,652 39,291,788
68.155 69.965 71.988 52.854 67.079
第 3 水準漢字 
3,926 6,264 1,217 56 11,463
0.018 0.025 0.030 0.001 0.020
第 4 水準漢字 
237 213 30 1 481
0.001 0.001 0.001 － 0.001
X0213 非漢字 
3,147 1,873 173 5,308 10,501
0.015 0.007 0.004 0.066 0.018
X0213 外字 
284 401 7 12 704
0.001 0.002 － － 0.001
計 21,379,644 25,032,018 4,064,829 8,098,961 58,575,452
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表 3：JIS X 0213 による符号化（異なり字数） 
  PB LB OB OW 全 
第 1 水準漢字 
2,952 2,944 2,838 2,378 2,957 
48.625 47.638 63.419 80.528 42.388 
第 2 水準漢字 
2,118 2,230 1,179 203 2,541 
34.887 36.084 26.346 6.874 36.425 
X0208 非漢字 
394 402 310 313 429 
6.490 6.505 6.927 10.599 6.150 
第 3 水準漢字 
253 329 109 14 469 
4.167 5.324 2.436 0.474 6.723 
第 4 水準漢字 
106 82 8 1 188 
1.746 1.327 0.179 0.034 2.695 
X0213 非漢字 
106 74 26 38 129 
1.746 1.197 0.581 1.287 1.849 
X0213 外字 
142 119 5 6 263 
2.339 1.926 0.112 0.203 3.770 
計 6,071 6,180 4,475 2,953 6,976 
 
 JIS X 0213 を用いることで、4 種のコーパスのほぼすべての文字が符号化できる。現代
日本語の文書の電子化では、JIS X 0213 文字集合を用いることで、外字問題は解消された
とみてよいだろう。しかし、JIS X 0208 文字集合との比較において、第 3 水準漢字、第 4
水準漢字、X0213 非漢字の拡張集合を使用した場合のカバー率の伸びは、延べ字数で、PB
が 0.034％、LB が 0.033％、OB が 0.035％、OW が 0.066％にとどまる。「現代日本語書き
言葉均衡コーパス」が対象とするサンプル群は、もともと拡張集合を投入するまでもない
文字の種類の範囲で表記が行われていたのであり、JIS X 0208 文字集合で用を満たしたの
ではないかとさえ思えてくる。異なり字数では、カバー率の伸びは、PB が 7.659％、LB
が 7.848％、OB が 3.196％、OW が 1.795％となる。PB と LB では、決して低くはない伸
び率と言えようが、文字入力処理にかかるコストと照らし合わせれば、もたらされた効果
が絶大であると、無条件で評価を下すことがためらわれる。 
 第 3 水準漢字の内訳をまとめると、表 4 のようになる。表中の上段の数字は度数、下段
は百分率である。4 種のコーパスを一つとみなすと、使用率は高から低へ、「83JIS 互換字」
→「UCS 互換字」→その他→「康煕別掲字」の順になる。「83JIS 互換字」が全体の約半分、
「UCS 互換字」が約 4 分の 1 であり、JIS X 0208 収録字の「異体字」にあたる追加字が、
第 3 水準漢字の中で使用される文字の中核部分であることがわかる。第 3 水準漢字で需用
の高い文字は、「83JIS 互換字」29 字と「UCS 互換字」10 字である。 
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表 4：第 3水準漢字の内訳（延べ字数） 
  PB LB OB OW 全 
83JIS 互換字 
2,072 3,552 676 32 6,332 
52.78 56.70 55.55 57.14 55.24 
康煕別掲字 
103 510 66 0 679 
2.62 8.14 5.42 0 5.92 
UCS 互換字 
994 1,332 352 9 2,687 
25.32 21.26 28.92 16.07 23.44 
その他 
757 870 123 15 1,765 
19.28 13.89 10.11 26.79 15.40 
計 3,926 6,264 1,217 56 11,463 
 
 次に、4 種のコーパスで、各水準の文字の種類をどのくらい使ったのか、稼働率を表 5 に
まとめる。 
表 7：JIS X 0213:2004 文字集合の稼働率 
  PB LB OB OW 全 
第 1 水準漢字（2,965） 99.56% 99.29% 95.72% 80.20% 99.73% 
第 2 水準漢字（3,390） 62.48% 65.78% 34.78% 5.99% 74.96% 
X0208 非漢字（524） 80.24% 81.87% 63.14% 63.75% 87.37% 
第 3 水準漢字（1,259） 20.11% 26.15% 8.66% 1.11% 37.28% 
第 4 水準漢字（2,436） 4.35% 3.37% 0.33% 0.04% 7.72% 
X0213 非漢字（659） 25.42% 17.75% 6.24% 9.11% 30.94% 
全 55.41% 56.41% 40.85% 26.95% 63.67% 
  
4 種のコーパスを一つのコーパスとみなした場合、JIS X 0213 文字集合の稼働率は 6 割
程度である。これは、JIS X 0213 文字集合約 11,000 字のうち、約 4 割の文字は、「現代日
本語書き言葉均衡コーパス」では必要のなかった文字であることを意味している。JIS X 
0208 文字集合ならば、稼働率は 86.58％となり、必要のなかった文字は 13.42％である。 
 
４．むすび 
（１） 
JIS X 0213 文字集合を用いることで、「現代日本語書き言葉均衡コーパス」で扱うサンプ
ル群の文字をほぼすべて符号化することができる。現代日本語で書き表された一般的な文
書の電子化に際して、外字問題はほぼ解消されたと言えよう。 
 一方で、カバー率・稼働率の具合から、JIS X 0213 文字集合が現代日本語を電子化する
際に、もっともふさわしい文字集合であるとは断じがたい。JIS X 0213 文字集合の利点は、
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「83JIS 互換字」などの「異体字」を扱えることであるから、JIS X 0208 文字集合に「83JIS
互換字」を上乗せして運用するなどの工夫も考えられる。 
 
（２） 
 JIS X 0213 を文字集合とし、JIS 包摂規準に準拠することで、漢字の字体に関して一定
の粒度を保った電子化テキストが生成される。しかし、一つの字種（同字）に対して、複
数の字体で記述されている可能性がある電子化テキストは、検索や機械処理などの活用時
には、字体を処理するための手間が一つ増える。語彙や文法の研究を目的として、コーパ
スを活用しようとすれば、「異体字」などはむしろ邪魔なものとさえ言える。複数の字体を
区別なく検索できるように、あるいは、「異体字」を新字体に変換できるように、JIS X 0213
文字集合の範囲内での異体字関係を記述した、「現代日本語書き言葉均衡コーパス」用の字
体対応表を用意する必要があろう。 
 
（３） 
 書き言葉が現れるのは、書籍・雑誌・新聞など紙媒体の文書だけではない。電子メール
やブログの文書のように、最初から電子化テキストで生成されたものもある。ブログのシ
ステムは Unicode に対応しているものもあり、日本語文に混じって、簡化字を用いた現代
中国語やハングルによる韓国語が使われている。実際に、「現代日本語書き言葉均衡コーパ
ス」に収録予定のブログのサンプルには、中国簡化字、ハングル、タイ文字などが確認さ
れている。コーパスの仕様として、これらは JIS X 0213 で表現できない文字として外字処
理、あるいは外国語要素として削除される。今後、最初から電子化テキストで生成された
ものを集積したコーパスを構築するようなことがあれば、多言語処理を念頭に置いて、文
字集合選びを行うべきである。 
 
付記 
本発表は，文部科学省科学研究費補助金特定領域研究「代表性を有する大規模日本語書
き言葉コーパスの構築：21 世紀の日本語研究の基盤整備」（平成 18～22 年度，領域代表者：
前川喜久雄），日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（B）「漢字字体変容の原理―敦煌
文献から現代日本戸籍漢字まで―」（平成 22～25 年度，研究代表者：高田智和）による成
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